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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　それは夕食を終え、茶ちやを飲みながらまったりしていたときのことだった。

「よしフィア。ちょっとそこに座れ」

　おほん、と咳せき払ばらいしつつ、やけに真ま面じ目めな顔で春はる亮あきが言った。

　フィアはぱちぱちと瞬まばたきをして、

「もう座っておるぞ？」

「いいから」

「むう……？」

　膝ひざを立ててテレビを見ているのがまずいのだろうか。女の子座りでテーブルに向き直る。

　居い間まには春亮の他ほかにこのはと黒くろ絵えの姿もあった。二人ふたりとも同じようにテーブルにつき、お茶を啜すすっている。このははなぜか不ふ機き嫌げんそうに。黒絵はいつものぼんやり顔で。

（ぬぬ……何かわからんが、イヤな予感がする）

　ごくりとフィアは唾つばを飲み込んだ。これは。この雰囲気は。もしや──

「ま……待て！　違うぞ、もう一回よく数えてみたほうがよい！」

「へ？　数える？」

「そうだ！　戸と棚だなに備び蓄ちくしてあるお茶受けおせんべの枚数が不自然に減っておるような気がするのは何かの間違いで気のせいで、けっして昨さく夜や腹が減って我が慢まんできなくなったのでコッソリ夜中に何枚か摘つまんだ犯人などおるわけがなく！　ただの数え間違いだと主張したい！」

「ほほぅ……どうりで。計算だと今日きようぐらいまでは保もつはずだったのに、あまりに残り少ないから新しいの買ってきちゃったじゃねえか。謎なぞが解けたぞ」

「き、気のせいだと言っておろーが。それはその、単なるお前の計算ミスだ」

　おかしい。この反応からすると、罪状はおせんべの盗み食いのことではないのか？

　となると。

「……はっ!?　わ、わかった、アレのことだな！　こないだ散歩しておったときに偶然タイゾーと会って、『何か最近面おも白しろいことあった？』とか聞かれたから、最近の一押しオモシロ話、すなわち《ウシチチが風ふ呂ろでいかに不ぶ恰かつ好こうにそのウシチチの手入れをするか》について微びに入り細に入り言葉を尽くして余すところなく説明してやったことを──」

　その瞬しゆん間かん、このはが盛大に茶を噴ふいて、

「ぶふっ!?　げほ……ちょ、何をしてくれてるんですかあなたはっ！」

「べ、別に誰だれかに教えて悪いことではないと思ったのだ、むしろあれは全世界に知らしめるべき奇き怪かいなアクション[image: ]１！　ちゃんと動きも実演して教えてやったぞ、ヘチマが垂たれ下がっておるイメージで、それをこう、裏側を洗うときには首の後ろによいせっと……」

「はわわわわ！　してません、そこまではしてませんからね春はる亮あきくん!?　確たしかにちょっと持ち上げはしますがそんなヘチマとか垂れてるイメージを持たれるのは心外でありまして！」

「いや、なんで俺おれに言うんだ!?」

「まぁまぁこのさん、垂れてる垂れてないの観かん点てんで言えば絶対に垂れないうちら淑しゆく乳にゆう同盟は大勝利じゃけども！　とりあえずお茶ちや拭ふこうよ」

　と、黒くろ絵えはこのはが零こぼした茶を布ふ巾きんで拭ぬぐい始める。これでもないとすると、残る心当たりは、

「では……もしや、あれか？　ほんの出来心だったのだが、許可なくやってしまったのは悪かったな、クロエよ。あれは素直に謝あやまろう」

「へ、うちに何かした？」

「いつだかの風ふ呂ろ上あがりに、脱衣所にあったお前のパンツをちょっと穿はいてみてしまった。そのことだろ。やたら奇々怪々な形状をしておったので、つい興きよう味みが湧わいてしまって、な」

「あー。あれかな？　むふ、感想はどうじゃった？」

「見た目と同じで非常に意味不明な穿き心地ごこちだった。あれはどういう意図のデザインなのだ？　スカスカでありつつグイグイとしておって、しかも大事な部分がどういうわけかフルに──」

「んむ、教えよう！　それは……むがむが」

「ふ、ふしだらブロッカー（発はつ言げん編へん）！」

「あーもうお前ら、話が進まないだろ……とりあえず出せばいいか、ほれ」

　呆あきれたような息いきを吐はきながら、春亮が自分の身体からだの陰から何かの箱はこを取り出してテーブルに置いた。弁当箱サイズの小さな箱だ。

「何だそれは？」

「なんつーか、そろそろいいかな、って感じでな。あると便利なのは間違いないし、明日あしたは節ふし目めだし、タイミング的にも丁度いいと言えばいいんじゃないかという……俺達三人の意見が一致したわけだ」

「……意味がわからん。タイミング？」

「ま、開ければわかるよ」

　明日。明日は何があるのか──学校が始まる、ということくらいしか思い浮かばない。春休みは今日きようで終わりだ。それが節目か。そう言えば、そこには単なる休み明けということ以外にも何か意味があったような気がする。

　首を捻ひねりながら箱の包装紙を破り──その中身に気付いて、フィアはぽかんと口を開けた。信じられない気分でばっと顔を上げると、そこには春亮の苦笑が待っている。彼が照てれ臭くさそうに発した言葉で、フィアはようやく、明日という日が持つ意味を思い出した。

「とりあえず言っとくか……進級おめでとう、フィア。進級祝いだ、大事に使えよ？」




　翌日──四月になって初めての登校日の朝。

　この一年間で通い慣なれた道を、春はる亮あきはフィアとこのはの二人ふたりと共に歩いていた。

「フフ。何かこの道も今日きようは雰囲気が違うような気がするな！　二年生になったからか！」

「そうですか？　通学路は通学路のままでしょう」

「ふん、心の機き微びのわからん大おお雑ざつ把ぱ重量物には感じられまい。なあ春亮、どうだ？」

「あー、言われてみれば。今まで見たことない生徒とかいたりするから、そのせいかもな。今日からこの道を使い始める新入生とかいるんだろ」

　自分達の通う大たい秋しゆう高こう校こうは、始業式と入学式が同じ日にある。在校生の始業式を先に行い、そこにそのまま新入生を入場させて入学式と対面式を行うのだ。新入生は始業式の間に教室で最初のＨＲを行うので、登校の時間帯は自分達と変わらない。周囲にちらほらと見える、真ま新しい制服を着た見知らぬ生徒達はみんな新入生なのだろう。

「そういう意味なら、まあわからなくもありませんが。フィアさんの場合は、単にウカレていい気分になってるだけのような気もしますよ」

「馬ば鹿かを言うな、私はいつも通りだ、ウカレてなどおらんぞ……むっ!?」

　そこでフィアの瞳ひとみが素早すばやく動き、ある一点をきゅぴーんとロックオン。

「おお……もふもふだ、二年生になって初めてのもふもふアニマル発見だ！」

「お、猫ねこだ。でも撫なでてると遅刻するぞ」

「撫でる？　フフン……二年になった私は一味違う。機会があればやろうと思っておったが、さっそくチャンスが訪れた！　撫でて一いつ時ときのもふもふを味わうだけでは飽あき足らず、恐れおののけ、なんと私はそのもふもふを永遠に保存する方法を手中に収めておるのだ……！」

　などと大おお袈げ裟さなことを言いつつ、フィアは塀へいの上であくびをしている猫にジリジリとにじり寄っていった。勿もち論ろん、その手中にあるのは──春亮達が昨日きのうプレゼントした携帯電話だ。

　フィアは二学期途と中ちゆうからの学生生活だったが、一年生の間、いろいろ慣れようと彼女なりに頑がん張ばっていた。その努力賞しようのような意味合いも含めて、このは達と一いつ緒しよに進級祝いを贈おくることにしたのである。最新機種ではないが、カメラなど一通りの機能は具そなえている携けい帯たいを選えらんだ。使い方は昨さく夜や黒くろ絵えにでも学んだのだろう。

「はぁ。わたしには、完全にウカレてるように見えるんですけどね……？」

「同感だけど、まあ最初はしょうがないだろ。長い目で見てやろうぜ」

　股こ間かんを舐なめる猫のセクシーショットを、鼻息荒くピロリンピロリンと激げき写しやしまくっているフィア。その後頭部を見ながら春亮は苦笑する。結局のところ、フィアはフィアのままだ。二年生になっても、いきなり落ち着きのないところが治ったりするわけではない。

（ま、そういうもんだよな）

　何かが変わるにしても、変わらないにしても、まだまだこれからの話。とりあえずは──今までと同じペースで、のんびりと高校二年生の生活を楽しんでみるか、と春はる亮あきは思った。




　学校まであと少しというところで、見知った人間の顔を見かける。

「おう、キリカ！　おはようだ！　ぐっどもーにんぐ二年生！」

「なんというか、不ふ思し議ぎな挨あい拶さつだな。おはよう、フィアくん。このはくんも……夜や知ちも」

「おはようございます、上うえ野のさん」

「お、おはよう」

　錐きり霞かの顔を見た瞬しゆん間かん、春亮は少しだけ自分の鼓動が速くなるのを感じた。

　バレンタインのことを、思い出したのだ。

　屋上で錐霞にチョコを渡された。「義理ではない」という台詞せりふと共に。

　勿もち論ろん、そのときはかなり混乱した。フィア達の前では平静を装よそおってはいたが、夜も寝られないほどに混乱した。義理ではないとすれば、アレということなのか。いやしかし。あのいんちょーさんが。まさか。だがもし。いやいやそんな。いんちょーさんが異性として自分のことを。何かの間違いだ。でも間違いではなかったら……という堂どう々どう巡めぐりが朝まで続き、寝不足の頭でのそのそ朝ごはんを作るために起きて、何の気なしにテレビを点つけたとき──

　その単語が聞こえたのだった。

《友チョコ》と。

　どうやら最近はバレンタインの新しい風習としてそういうものがあるらしい。

　靄もやが一気に晴れた感覚だった。義理ではない＝本命と思っていたが、それがもはや古い考えだったのだ。彼女の気持ちになって考えてみると説明がつく。生き真ま面じ目めな彼女はこう考えたに違いない。義理チョコだと言うと「お義理でくれてやるのだ」というニュアンスが伝わって失礼だから、それを避けてもう少し柔らかい「友達であるから」という理由で渡してやろうという彼女の優やさしさ故ゆえの発言だったのだ間違いない謎なぞは全すべて解けた！

　と納なつ得とくしたので、三学期の終業式を数日後に控えた三月十四日のホワイトデー、春亮はきちんとお礼のお菓子を返した。ちゃんと、フィア達に渡したのと同じものを返した。

　正解だったのだと思う。錐霞は「あ、ありがとう」と礼を言って受け取っただけで、それ以外の特別なアクションは起こさなかった。やはりそうだ。もし、仮に、彼女からのチョコが何か特別な意味を持ったものだったのなら、もっと他ほかの反応を示すはずではないか？

　いやあよかった、勘違いしておかしなことを言わなくて本当によかった、と安あん堵どして、そのまま春休みになって──今に至る。

　錐霞の顔を見たことで、あのときのドキドキを春亮は思い出してしまったのだった。勘かん違ちがいして、おかしな感じに意い識しきして、彼女が「異性」であることに改めて気付いてしまった、あのドキドキを。

　いやいや、だから意識しすぎなのだ。ドキドキするな自分、と自じ戒かいしていると、

「……じー。なにか、こないだから春はる亮あきくんと上うえ野のさんの様よう子すが微妙におかしいような気がするんですけど……ひょっとして、何かあったりしました？」

「な、何言ってんだこのは？　別に何もないぞ、まったくないぞ。ははは」

「そうですか……だったらいいんですけどね……じー」

　訝いぶかしげなこのはのジト目を背中に感じつつ、なんとか春亮は平常心を取り戻して、

「ごめんな、いんちょーさん。今日きようのフィアはテンション高めだけど気にしないでくれ」

　そう話しかけるまで、錐きり霞かが少しだけ緊きん張ちようの表情を浮かべていたように見えたのは──きっと春亮の気のせいだったのだろう。普段ふだん通りの落ち着いた微笑で、返事がある。

「ふふ、そうみたいだな。二年生になったのが嬉うれしくて、ということだろうか」

「それだけではないぞー！　ほらキリカ、これ見ろこれ！　ダブルの意味で！」

　ずーい、とフィアが二人ふたりの間に入ってきて、錐霞の眼がん前ぜんに携けい帯たいを突き出す。

「ふむ、可愛かわいい猫ねこだな……というか、ひょっとしてこれはフィアくんの携帯か？」

「いかにも！　むふふん、ついに私もお前達と同じケータイ所有者となったのだ。今、私は時代と文明の最先端を走っておる……！」

「なんか壮大な発言してますけど、ただの進級祝いですよ。わたしは別にいらない派だったんですが、春亮くんと黒くろ絵えさんが言うので一応」

「ま、これで迷子まいごとか一人ひとり歩きとかもそうそう気にしなくてよくなるかなってのもあってさ。そうだフィア、俺おれ達のだけじゃなくていんちょーさんの番号とかも登とう録ろくさせてもらっとけよ」

「おう、勿もち論ろんだ。なんだったか、確たしか昨日きのうクロエに教えてもらったぞ……そう、ビーム！　番号登録ビームを発射したり発射されたりしようではないか、キリカ！」

「察するに、赤せき外がい線せん通信だろうか。斬ざん新しんすぎる表現だな──構わないが、あまりのんびりしていると遅刻してしまうぞ。歩きながらやることにしよう」

　お互いの携帯を突き合わせ、フィアと錐霞が肩を並べて歩き始める。春亮達もその背中をのんびりと追った。ほどなくして学校に辿たどり着く。

　いつもとは雰囲気の違う校門前。期待と不安の入り混じった表情で、真新しい制服の新入生達が続々と校門を潜くぐっていく。小さな銀ぎん髪ぱつ娘むすめの姿を見み慣なれていない彼らが向けてくる、好奇心と怪け訝げんさに満ちた視線が微妙に新しん鮮せんだ。

　そうして学校の敷しき地ちに入ったとき、ふと春亮は違和感を覚えた。雰囲気が外とは違う。生徒達が一様に何かを気にしているような気がする。

　はて。いったい何が──と、春亮は生徒達が気にしている「何か」があると思おぼしき方向にさりげなく視線を向けてみる。その瞬しゆん間かん、なにやらめでたい感じの紅白の色合いが見えて、

「なぁぁぁぁぁっ!?」

「……おやおや〜？　恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、お久しぶりでございます、皆みな様さま〜。そしておはようございます〜」

　巫女がいたのだ。

　緋ひ袴ばかまと白しろ装しよう束ぞくという完全な巫み女この姿で、ほえほえとした笑え顔がおで黒髪で白い肌で、彼女は竹たけ箒ぼうきを持ってサカサカと地面を掃はいていた。学校という空間の中では違和感ありまくりな光景。

「ハレンチ巫女二号ではないか！」

「い、伍い鈴すずー!?　なんでここにいるんだ？」

　今年ことしの正月、初はつ詣もうでに行った神社での騒そう動どうで知り合った彼女は、やはりほえほえとした微笑でちょこんと首を傾かしげているだけ。その反応に春はる亮あきは眉まゆを寄せ、

「い、伍鈴……？　どうした？」

「ああ、伍鈴とお話を〜？　了解いたしました、では少々お待ちを〜」

　彼女は箒を脇わきに挟はさみ、空あいた両手を自分の耳の後ろに立てた。そして半目になり、

「人が多いせいか、微妙に音が繫つなげにくいですね〜。んー、ほっ、はっ……」

　カクカク顔を傾けて停止。ぶつぶつ呟つぶやいて、また顔の角度を変えて停止。耳の後ろの手をぱたぱた動かして停止。なんというか、宇宙からの怪かい電波を受信しているようなアヤシイ姿だ。

　そして周囲の目がそろそろ気になり始めたとき、近くの茂みが揺ゆれる。

「おわっ、出た！　もう一匹出おった！」

　そこからひょっこりと同じ顔が出てきた。こちらも箒を手にしており、無言でにこにこしている。すると最初にいたほうの巫女がすすすとそのもう一人ひとりに近付き、

「というわけで、恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、私は弐に鈴すずです〜。伍鈴をこうして呼びましたので、お話ならばどうぞ〜。とりあえず、そのために移させていただきますね〜？」

　にこにこと見つめ合う、まったく同じ顔の二人ふたり。彼女達はさらに近付く。巫女服の裾すそが擦こすれ合っても、袴が触れ合っても、胸が潰つぶれ合ってもさらに距きよ離りを縮ちぢめ、鼻と鼻がくっつくような距離になって、そしてさらにその二人の巫女の唇と唇が近付いていって──

「何のつもりですか、ふしだらなっ!?」「こ、ここは学校だぞ！　馬ば鹿かげている！」

　このはと錐きり霞かが慌あわてて二人に飛びかかって引ひき剝はがす。

「恐こみ恐こみも白しますが、御存知の通り、我われらが声は一人分で〜。気分転換に今日きようは弐鈴が喋しやべっているのですが、もし伍鈴とお話がしたいのであれば、伍鈴に声を渡す必要が〜」

　そう言えばそうだった。音の鳴らなくなった《呪のろわれた神楽かぐら鈴すず》である彼女は、所有者の声音という概がい念ねんの半分を奪うばって初めて、鈴一つぶんの声こわ音ねを発することができるようになるのだ。

「だからって、こんなとこで口移ししようとしなくてもいいだろ……」

「他ほかの方法もあるにはあるのですが〜。伍鈴を鈴の姿で引き戻して、そこで譲じよう渡としたほうがよろしかったでしょうか〜？」

「そこからまた人の姿に戻すときには全ぜん裸らになるんでしょう？　よりタチが悪いです！」

「ええい、お前達はまぁだいたい同じモノであるのだろう。話をするのは別にお前でもよいわい……とにかく、なんでここにおるのだ!?」

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、なんでと言われましても〜」

　そんなときだった。一同の背後から、

「言い忘れてたわ。式が終わったらうろちょろしないでちゃんと待ってんのよ。それから、これは言うまでもないことだけど、入学式とか見に来たりして目立とうものなら後で手加減なく痛くしてあげるから覚悟……って!?」

　振り向くと、そこには一人ひとりの少女の姿があった。ハスキーでしゃがれた声に、理知的な印象を受ける眼鏡めがね。周囲の新入生達と同じく、真ま新あたらしいこの学校の制服を身に着けている──制服姿を初めて見たので新しん鮮せんだった。中学のときのセーラー服なら見たことはあったが。

「ハレンチ巫み女こ一号！　ぬぬ、その恰かつ好こうは……そうか、お前もこの学校に入ったのだな！」

「ま、伍い鈴すずさん達がここにいることを考えれば当然ですかね。あまり千ち早はやさんから遠くには行けないとも言ってましたし。お正月に話してた予定通りになったってことですか」

「そういや野菜持ってきてくれたときに聞いたな、うん。入学おめでとう、と言っとこう」

「なっ、くっ、あんた達……」

　彼女──伍鈴達の所有者である千早は、自分の身体からだを腕で抱くようにして身を退ひいていた。その頰ほおが赤くなっているのは、制服姿を見られて恥はずかしいからだろうか。それを不ふ機き嫌げんさで覆おおい隠かくそうとするかのように、彼女はあからさまな溜ため息いきをついて、

「……はぁー。幸さい先さきが悪いわ、いきなり会っちゃうなんて……」
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「同じ学校なんだから会わないほうがおかしいっつの。この目立ちまくり巫み女こさんっていう接点がありゃ尚なお更さらだ。で、なんでこいつらが箒ほうきとか持ってここの掃そう除じしてんだ？」

「教える義理はないでしょ、エロ坊主。あたしは弐に鈴すずに……伍い鈴すずもいるけど、とにかく入学式とか見に来ないよう釘くぎを刺しに来ただけだから。つまり、そういうこと、よ。それで──」

　ちらり、ちらり、と千ち早はやの目が左右に動く。ああ、と何かに気付いた様よう子すのこのはが、

「白しら穂ほさんならいませんよ？　別に一いつ緒しよに登校してるわけじゃないですし」

「ばっ!?　べ、別に何も言ってないじゃない何言ってんのよホントわけわかんないわまったく。とにかく、あたしはあんた達とお喋しやべりとかする趣しゆ味みはないからこれで──」

「ぬぬ、噂うわさをすればなんとやらだ。おーい、シラホにサヴェレンティ！　私とビームの撃うち合あいをしよう今すぐしよう！」

　ざわ、とまた周囲が騒さわがしくなる。校門から昇降口へ向かう人の流れの中に存在するこの特異点に、さらなる特異な要素が加わった──つまり、メイドと美少女が。

「新年度初日から縁えん起ぎが悪いわね。聞こえなかったことにしましょう。朝の占うらないでも今日きようのラッキー行動は《無視》だと言っていたような気がするわというか絶対言っていたわ」

「あははー、初日だからこそ挨あい拶さつはきちんとしないとダメだよ、白穂！　というわけでおはよー、フィアちゃん！　おおおお、どーしたのそれケータイ!?　キャー、ついにフィアちゃんもボクと毎夜毎夜繫つながったり繫がらなかったりできるんだねっ！　勿もち論ろん撃つよ登とう録ろくビーム！」

　ノリノリでフィアと絡からみ始めたサヴェレンティを横目で見つつ、はぁー、と白穂が肩を落として嘆たん息そくする。そこで彼女はこの場にいる意外な人物の存在に気付いたようだった。

「あら……貴女あなた」

「あっ。その──ど、どうも」

　白穂に見つめられた千早は、春はる亮あき達に対するのとは全く違う反応を見せていた。もじもじと肩を縮ちぢめ、軽く頭を下げる。白穂は僅わずかに唇を曲げ、

「ここに入学したのね。正直なところあまり賢かしこい選せん択たくだとも思えないけど、今更言っても仕方ないわ。せいぜいそこの変態人間や変態ガスマスク男の毒どく牙がにかからないように用心なさい……ところで、その巫女はどうしてここにいるの？　生徒というわけでもなさそうだけど」

「あ、その──用務員です！」

　千早は即答した。相変わらず白穂の前では態度が違う。

「試し験けんの後、ここの理事長って人から連絡があって、事情は聞いてるとか言って。伍鈴達は私から遠くには離はなれられなくて、中学のときには隠かくれて学校の中にいたりしたんですけど、そんなことするくらいだったら合法的に学校の中にいたほうがいいんじゃないかって話で──」

「あの変態の差し金ね。何度も言うけど、気をつけたほうがいいわ」

　はい気をつけます、と素直に頭を下げる千早。だがそこで彼女は、にこにこ〜、と巫女達が満面の笑えみをダブルで浮かべているのに気付いたようだった。

「うふ〜ふ〜。恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、千ち早はや様が幸せそうで、弐に鈴すずも嬉うれしい限りです〜」

「……（こくこく）」

「伍い鈴すずもそうだと言っておりますよ〜。桜さくら参まいり白しら穂ほ様さま、どうかこれからも千早様とお話をしていただけるとありがたく存じます〜。千早様はそれはもう白穂様のことを、あの、いひゃい、これはまたもーれふにいひゃいですよ〜？」

「猛もう烈れつに痛くしてんのよ！　余計なこと言わない！」

　顔を赤くした千早が、にょーん、と弐鈴と伍鈴のほっぺたをダブルで引っ張っていた。どうやら彼女達の関係は相変わらずらしい。春はる亮あきは肩を竦すくめつつ、

「とにかく、理事長がこいつらを用務員として雇ってくれたってわけか……気を利きかせてくれたんだろうな。でもさ、分裂までする必要はないんじゃないか？　ただでさえ目立つのに」

「そうですか〜？　用務員は学校のお掃そう除じをしたりするのがお仕事らしいですので、人数が多ければ多いほど用務員として素す晴ばらしい働きができるかと〜。十五人が全員集合したところを見られでもしない限りは、双ふた子ご三つ子五つ子……と言いい訳わけすれば大丈夫に思えます〜」

「何人姉妹の設定なのか、そこは先に決めておいたほうがいいんじゃないですかね……？」

「というか、その巫み女こ服を止やめれば多少は目立ち具合もマシになるような気がするのだが」

　呆あきれたように、このはと錐きり霞かが言う。だが弐鈴はやはりにこにこと、

「恐こみ恐こみも白しますが、これは弐鈴達のユニフォームのようなものですので〜。あと非常に即物的な理由を申しますと、これ以外に我われ々われ、服を持っておりませんし〜」

　それなら仕方ない……の、だろうか。まあ彼女達十五人全員に服を買かい揃そろえるのが大変なのはわからないでもない。おいおいなんとかしてもらいたいところではあるが。

　そこでサヴェレンティとの番号交換を済ませたフィアが近付いてきて、

「ところでチハヤよ。母親の具合はどうだ？」

「え？　まぁ……すぐに退院できるわけじゃないけど、ゆっくりと、よくなってるみたいよ。べ、別にあんた達に気にしてもらうようなことじゃないわ」

「そうでもなかろう。お前の母親とお前が作った野菜はなかなか美う味まかったぞ。いつか礼を言わねばならん。ま、大事がないならばよかった。早く退院できるとよいな」

　あ、う、と千早は戸と惑まどったようにもごもごと唇を動かすだけだった。フィアの言葉と笑え顔がおがストレートすぎて、咄とつ嗟さに上う手まく反応できなかったのだろう。

　結局──ああもう、とにかくそういうことだから！　ちゃんと仕事しとくのよ！　と弐鈴達に一方的に言って、千早は下げ駄た箱ばこのほうに逃げ去っていった。それから「あ、ボクもそろそろ行かなくちゃ！　じゃあねー」とサヴェレンティもばたばたメイド服を翻ひるがえしながら仕事場に向かって走っていく。奇跡的に転ぶことはなく、つまりは学内メイドという巫女と同レベルに斬ざん新しんな存在を啞あ然ぜんと見守っていた一年生達にスカートの中身をサービスするようなことはなかった。仮にそうなれば、希望に満ちた未来を見み据すえていた彼らの瞳ひとみを白穂が逐ちく一いち潰つぶして回る地じ獄ごく絵図が繰くり広げられていたのかもしれない。恐ろしい。

「じゃあそろそろ、俺おれ達も行くかな」

　何の気なしに春はる亮あきは言ったのだが、それを聞いたこのはは眼鏡めがねをくいっと押し上げて、なぜか猛もう烈れつな真剣さを湛たたえた目で呟つぶやいた。

「……行きますか。そうですか、ついに、行くんですね……！」

「い、いや行かなきゃダメだろ。なんでそんな気合い入れてるんだよ」

「わかりませんか、春亮くん。これはとても重要なことで、軽けい々けいに話題にするのすら憚はばかられる問題で、おそらくみんな、今まであえて話題にしていなかったのだと思いますが」

「何を言っておるのだ。ついに養分がクリーチャーに吸い尽くされて頭に回らなくなったか。いや、まさか今喋しやべっておるお前はウシチチではなくウシチチ本体なのではなかろうな!?」

「わけのわからないことを……上うえ野のさんはもう気付いていますよね？」

　下げ駄た箱ばこへ向けて歩き出しながら、錐きり霞かはこのはと同じように真剣な表情で答えた。

「勿もち論ろんだ。今後一年間の展開が決まる、非常に重要な要素だと言わざるを得ない。この先に待ち受けている──クラス替え、というものはな」

　そこでフィアの足がピタリと止まる。おそるおそるといった様よう子すで顔が上がって、

「待て。ちょっと、確かく認にんさせろ。もしかして、もしかして、だ。二年生になると、その、一年生のときとは、クラスが変わってしまうのか……？」

「クラス替えっていう概がい念ねん自体を知らなかったんですか。勿論、その通りです」

「な。そ、そういうことは早く言え！　まずいではないか、これはまずいではないか。別に誰だれかと一いつ緒しよでなくては嫌いやということはなくて一緒にいたい誰かがいるわけでもないのだが、いや違ういるぞ、やはりキリカやカナ達とは一緒のクラスでいたいのだし六クラスあるから確率は六分の一で……ああ、まずい、とても期待の持てる確率ではない……！」

　ずーん、とフィアが急きゆう激げきに表情を暗くした。

「別にどうでもいいわよ。できるなら存在しない七組に一人ひとりだけ入りたいくらいだわ」

　白しら穂ほはドライにそう吐はき捨てながらさっさと進んでいく。錐霞とこのはは緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせながら、フィアは陰いん鬱うつにずるずるとした足取りで、その後を追う。

　春亮は一同の最後尾を歩きながら首を傾かしげていた。

（んー、そんな人生賭かけた大勝負みたいなテンションで行く話なんだろうか。待てよ、そういや俺、あの話こいつらにしたっけ……？）

　などと考えているうちに、昇降口に辿たどりついてしまった。その入り口には大きな紙が貼はられており、多数の生徒達が人だかりを作っている。聞こえるのは悲喜こもごもの絶叫。

「馬ば鹿かげているが、神頼みでも何でもしたい気分だ……さて……！」

「去年は絶望感を味わいました。一年間我が慢まんしたんです、今年ことしは、今年こそはっ！」

　春亮もひょいと背伸びしてそのクラス分けが書かれた貼り紙を見た。自分の名前を探す……二年一組の時点で早速見つかった。そのクラスには他ほかにも見覚えのある名前がいくつか書かれており、

「よ、よし……！」「っ〜〜〜〜！」

　ほうっ、と安あん堵どの息を強く吐く錐きり霞か。このはは無言で後ろを向いて小さなガッツポーズを繰くり出していた。反応がないので見れば、フィアはまさに浮かせていた踵かかとを元に戻したところ。それから彼女はかくりと首を回してきて、どこかきょとんとした表情で、

「……一組のところに書いてあった」

「奇遇だな、俺おれもだ」

「むふ……そ、そうか。そうかそうか。またハレンチ小僧にいろいろ監かん視しされる日々が始まるというわけだな。困ったものだ、違うクラスでもゼンゼンよかったものを。だが同じクラスならいろいろ雑用とかやらせることもできるし、まあ、ガマンしてやらんでもない！」

　なぜか一気に元気になった。春はる亮あきは苦笑する。このはは相変わらず「イエス！　イエス！」とばかりに拳こぶしを握にぎり締しめていたので、とりあえず錐霞に向けて、

「いんちょーさんもまた一いつ緒しよのクラスだ。よかった」

　錐霞は真顔でじっとこちらを見つめてきた。

「……本当に、よかったと思っているか？」

「も、勿もち論ろんだよ」

　なぜ確かく認にんを取るのかはわからなかったが、返答は決まっていた。そう答えると、そこでようやく錐霞は満面の笑えみを浮かべて、

「私もだ……本当に、よかった。嬉うれしいし、ほっとしているよ。とっても」

　その笑え顔がおに、またどきりとしてしまう。とても魅み力りよく的てきで、素直に可愛かわいいと思える──笑顔。

　春亮は鼓動の高ぶりを意い識しき的てきに抑おさえつつ、もう一度クラス分けの紙を眺ながめた。そこでさらに、この場にいる人間の名前を発見する。だが彼女の反応はフィア達とは違っていた。

　つまるところ、白しら穂ほはただ一言、溜ため息いき交じりに呟つぶやいただけ。

「──最悪だわ」




　その少し前。早はや川かわ千ち早はやは貼はり紙がみで自分のクラスを確認し、そのクラスの下げ駄た箱ばこで上靴に履はき替えていた。初めて向かう高校一年生の教室はどんなものだろうか、と思う。

　期待はしていなかった。希望も持ってはいなかった。自分はあまり人付き合いが上手じようずなほうではない。それに今は、さらに特殊な状況にある──いずれ訪れるであろう自己紹介の時間のことを、このしゃがれ声に好奇の目を向けてくるクラスメイト達のことを考えただけでうんざりする。頑がん張ばって早く友達を作ろう、などという立派な目標は当然のように持ち合わせていないが、少なくとも敵は作らないようにしたい。とりあえず今日きようは静かに、極力目立たず、極力誰だれとも話したり話しかけられたりしないように──

「ね、ね！　ちょっと聞きたいことがあるんすけど！」

　いきなり目標に暗雲が立ち込めた。同じ下げ駄た箱ばこに慌あわただしく靴を突っ込みながら、一人ひとりの女子が目をキラキラさせて話しかけてきたのだ。背はかなり高かったが、愛あい嬌きようを感じる顔立ちがその身長の威圧感をかなり和やわらげている。

「……誰だれ？」

「これは申し遅れたっす、自分は緋ひ渡わたり夕ゆ銘めっす！　初めまして、以後お見知りおきを！」

　挨あい拶さつに合わせて、満面の笑え顔がおでビシリと敬礼。聞き覚えのない名前だった。あまりの馴なれ馴なれしさに疑っていたが、どうやら同じ中学だったとかではないらしい。単純に距きよ離り感かんの摑つかめない馬ば鹿かなのだな、と千ち早はやは早くもその夕銘という少女の性格を読み取った。

「で、さっきおたくさんが話してたあのバクハツ的に可愛かわいい人、お知り合いっすか!?　友達っすか!?　はたまた生き別れの姉妹だったり女の子だらけの寮りように住む仲間だったり!?」

　やけに体育会系な喋しやべり方かただった。無視してもよかったが、こちらのしゃがれ声を気にしている様よう子すはなかったので、サービスで少しだけ答えてやってもいいかと思う。

「まあ……知り合いよ。あの人がどうかした？」

「いやー、いいっすねぇ……ぶっちゃけ、バクハツ的に一ひと目め惚ぼれな感じっす！　お近づきになりたいというかお話したいというかファンクラブとか作りたいというか！　今度機き会かいがあればぜひ紹介してほしいっすー！　お願ねがいっ！」

　すぱーん、とこちらを拝おがむような仕し草ぐさ。千早は困こん惑わくする。あの人はそんじょそこらの美人とはレベルが違う。女として憧あこがれて当然だ。けれど正直、千早としては、それを自発的に広めたい気分ではなかった。顔見知りとしてとりあえず彼女と話せる、という今の状況にそれなりの優ゆう越えつ感かんを覚えているのも事実ではある。

「あの人、多た分ぶん、そういうの好きじゃないから」

「そこをなんとか！　抱だき締しめてぎゅーっとしたいんすよ！　頭をナデナデしたいんすよ！」

　ぴく、と千早は眉まゆを寄せた。

「あのねぇ……一応、あの人、先せん輩ぱいだから。怒られるわよ」

「でもでも、いかにも、こう──むきゅー！　ってしたい感じじゃないっすか。ああいうぬいぐるみがあったら確かく実じつに買って、一いつ緒しよに寝るっす！　そう思わないっすか？」

「思わないわね」

「そんなぁ。いや、ここは一般的な感覚として譲ゆずれないところ！　他ほかの人の意見も聞いてみるっすが、ええと、おたくさんはどう思うっすか？」

　と、夕銘は近くにいた生徒にまた唐とう突とつに話しかける。同じ下駄箱を使っていたその生徒は、夕銘の馴れ馴れしさにやはり千早と同じ疑問を思い浮かべたらしく、

「えと……誰？　会ったことあったっけ？」

「多分ないっす！　同じクラスで今後ともよろしくな緋渡夕銘をよろしく！」

　またビシリと敬礼。さっきから無む駄だな動きが多いが、それが彼女の癖くせなのだろう。

「で、さっき外にいた人についてっすが。あの人のぬいぐるみがあったら欲しいか否いなか！」

「あ、やっぱ初対面だよね……ええと、私は、鍵かぎ堂どう姫ひめ乃の。ごめんね、誰だれのことを言ってるのかあんまりわかんないんだけど。誰の話？」

　姫乃と名乗った少女は首を傾かしげて苦笑する。目を惹ひく特徴があるわけではないが、平均以上に可愛かわいらしい顔立ちをしていた。男子に人気が出るのは間違いがないだろう。

「そんな！　あの人が目に入らなかったなんて、どんだけ緊きん張ちようして登校してきてるんすか！」

「あはは、そうね、ごめん。初めて高校生になるから、なんか緊張しちゃってさ」

「そりゃ、たいていの人は初めてでしょうね」

　軽く息を吐はいて、千ち早はやは自分の教室に向かって歩き出す。当然、二人ふたりも後をついてきた。

「えーと、一いつ緒しよに行っていい？　一人ひとりだと迷っちゃいそうだし」

「別にいいけど」

「待ってよっすー！　まだ話は終わって──えーと、何の話してたっすかね？」

「紹介しろとかぬいぐるみがどうとか。どうでもいいけど、あの人はぬいぐるみじゃなくて人形だと思うわ。綺き麗れいすぎて、触るなんてとんでもない。ずっと飾って眺めてる感じでしょ」

「えー。まあ確たしかに、あの髪はキラキラして綺麗なんすけど……やっぱりちっこいところとか、無む闇やみに元気そうなところとか、ハグをするために存在してるみたいな！」

　違和感。千早は瞳ひとみを細めた。何だか話がずれているような気がする。

「あのさ……確かく認にんさせてよ。あんた、誰のこと言ってる？」

「勿もち論ろん、おたくさんがさっき話してた、銀色の髪でミニサイズでこの世のものとは思えない可愛さを持った人のことっすが何か!?　もしや紹介してくれる気になったりっ？」

　心の底からどうでもいい気分になって、千早はおざなりに言った。

「……機き会かいがあればね。頰ほお擦ずりしようがキスしようが好きにすればいいわよ」




　時間割的には一時限目は始業式だ。だがその前に十分ほどホームルームの時間があった。

　これから一年間世話になる、二年一組の教室。春はる亮あきはそっと周囲を見回した。

　正直、見覚えのある人間の姿が多い。異常に多い。フィア。このは。錐きり霞か。泰たい造ぞうと渦か奈な。白しら穂ほ。さらには灰はい色いろ髪がみと褐かつ色しよく肌はだの少女、ン・イゾイー。そして──

「潰かい道どう忌いみだ。担当教科は保健体育。正式にクラスの担任をするのはこれが初めてなので至らぬ点があろうかとは思う。要望や改善点などがあれば気兼ねなく言ってくれて構わない。そしてこちらは副担任である新任の鷺さぎ咲さき先生、担当教科は英語だ。鷺咲先生、挨あい拶さつを」

　教卓で生徒達を見回しているのは、真しん紅くのジャージに頰の傷、教育上問題があるに違いないが誰もツッコまないスコップを肩に担いだスコッティ先生。副担任として紹介されたのは分厚い眼鏡めがねをかけた気弱そうな女性教師で、小さな声でおどおどと自己紹介をしていた。

（ううむ。どう考えても纏まとめられてるな、俺おれ達……！）

　厄やつ介かいな、人間と、人間ではない者達が。確かく実じつに、誰だれかの意志と意図に従って、このクラスに纏められているのだった。おそらく、こうすれば一度に全員に気を配ることができて楽だという、ただそれだけの理由で。

　その誰かというのも心当たりは一人ひとりしかいない。理事長だ。

　フィア達には伝えるのを忘れていたのだが……春休み中に少しばかり電話で世せ間けん話ばなししたときに、「クラス替えについては僕に任せておいてくれたまえ。悪いようにはしないよ、フフフ」などと理事長に言われていたのだ。そのときは、まだいろいろ一人にするのは不安なフィアと、その保ほ護ご者しやである自分は一いつ緒しよのクラスにしてくれるのかな、ぐらいに考えていた。まさか呪のろわれた道具などの事情を知っている者が全員集められるとは思わなかった。

　誰かが妙なことをしてもすぐフォローできるのはいいのかもしれない。が、このクラスはいくらなんでもカオスすぎるのではないか。おかしな奴やつらが集まりすぎてはいないか。

　やれやれ、と春はる亮あきは息を吐はいた。

　これからの一年間。

　自分達は、高校二年生の日々を平へい穏おん無ぶ事じに過ごすことができるのだろうか──？







　第一章 「春景／巫女の頭上を舞う一片」/ "Welcome, cherry-blossom utopia"
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　二年生初日の学校を終え、錐きり霞かは自分のマンションに帰ってきた。鞄かばんを置いて、とりあえず着替えようと寝室に行って──ベッドが視界に入ったところで、ふと衝しよう動どうが襲おそってきた。その衝動に抗することはできず、制服のままベッドにダイブ。

「く、お、くおおお……！　ま、間違いないっ……！」

　顔を枕まくらに埋めたまま、ばふんばふんとマットレスを掌てのひらで叩たたいてみる。理り不ふ尽じんな判決に抗こう議ぎする弁べん護ご士しのように。事実、いろんなものに抗議したい気分ではあった。どうなってるんですか裁判長！　こんなことがあってよいのですか裁判長！

　胸がはち切れんばかりだった、二月十四日からの一ヵ月。嫌いやな予感を覚えたホワイトデー。やるせない気分で悶もだえ続けた春休み。そして今日きようの反応で全すべては確かく定てい的てきになった。

　あの男、あの男は！　間違いなく、

「と……友チョコか何かの意味だと思っている……ば、馬ば鹿かげている……っ！」

　違うのだ。義理ではないとは言ったがそうではないのだ。もっとストレートに受け止めろ。というか友チョコとはそもそも女が女の友人へあげるチョコを意味するのではないのか。私が義理よりも強い意味で渡したがっていると奴やつは思ったのだろうか実際その通りだがどうしてそれを「友達」で止めてしまうのだそれ以上の意味だと考えようとしないのだこれはやはり私を「そういう対象」として考えるという概がい念ねん自体が奴の頭の中には存在していないと判断するしかないのかもしれなくて、

「う、うう……」

　わかってはいたが、予想を遥はるかに超える鈍どん感かんっぷりだった。「本命である可能性」があるのだから、もう少しくらいは意い識しきしてくれてもいいではないか。そうすれば、それをきっかけにしてさらにいろいろ動くこともできたのに……！

　では、今から言い直すか？　チョコレートの意味を伝え直すか？　馬鹿げている。さすがに時期を逸いつしすぎている。それならば再度、改めて告白したほうがいい。しかしそうしても、今の状況ではただ彼を困こん惑わくさせるだけになるだろう。色よい返事が貰もらえるとは思えない。

「……戦うと、決めたからな……」

　その結果が、たとえ負まけ戦いくさになるとしても。その可能性が高いのだとしても。

　万が一にも、勝てる可能性があるのなら──そこに賭かけたいと思った。少しでも勝利の可能性を高めるべく努力をして、機きを窺うかがい、矮わい小しような自分の力を最大限に発揮し尽くしたうえで、勝負に出ようと思った。そうでなければ、それは戦いとは言わない。単なる消化試合だ。

　ひとしきりベッドの上で悶もだえて暴あばれたおかげか、次第に気分が落ち着いてきた。

　むくりと起き上がる。深呼吸する。

　バレンタインチョコのことはもういい。

　元々、あれは自分の中の迷いにケリをつける儀ぎ式しきのようなものだった。個人的な宣戦布告というだけだった。それに──目立った反応は得られなかったにしても、ほんの僅わずかに、彼の心に楔くさびのようなものを打ち込んだ手て応ごたえがある。

　これが自分の攻勢の第一歩だ。ここからさらに積せつ極きよく的てきに動けばいい。

「にしても……みんな同じクラスとはな。条件が同じということではあるが……」

　二年一組の面々のことを思い出す。友人であり強敵でもある彼女達。そう言えばホームルームではあれよあれよという間にまた自分が学級委員長をやることが決まってしまった。

「渦か奈な達が気軽に推すい薦せんするからだ……まったく。他ほかに誰だれもいなければ、やるしかないだろう。委員長だからこそあいつの役に立てることもあるし、辞退するのも心しん証しようが悪い……ん……？」

　天てん井じようを見上げて独ひとり言ごとを呟つぶやいていると、ふと一つの疑問が頭に浮かんできた。

　──もし、仮に、自分が学級委員長ではなくなっていたら。

　彼は自分のことを何と呼んでいただろうか？

「っ……う、あ……」

　自分のその想像に愕がく然ぜんとする。

　一年の最初のころだった。委員長さん、と呼ぼうとしたのだろうが、舌が回らなくていんちょーさん、となっていた。伯はく途とがからかって、いや何か言いにくくてさ、とか笑って言いい訳わけをしていて、それからそのままいんちょーさんと呼ばれ続けるようになったのだが──

　それが変わる可能性も、あったのではないか？

　委員長ではなかったら、あるいは呼び方を変えていたかもしれない。何だろうか。上うえ野のさん？　それは他人行儀すぎるのではないか。フィア達は家族のようなものだから例外としても、そう、たとえば渦奈は普通に渦奈と呼び捨てにしていて、それから判断するとつまり自分も、

「き……錐きり霞か……とか」

　……。

　…………。

「う、うわああああ！　ああああ！」

　頰ほおが一いつ瞬しゆんで爆ばく発はつした。かっと身体からだの奥おく底そこから湧わき上がってきた熱ねつが脳のう髄ずいをぐちゃぐちゃにする。再度ベッドに倒れ込み、枕まくらにぐりぐりと顔を押しつけ、布団ふとんにチョップ、チョップ。

　よ、呼び捨てにされる未来もあったのか。失敗したか。いや一いち概がいにそうとも言えないしもう委員長を続けることになってしまったのだから今いま更さら辞退もできなくてそれでも仮にもしも、

「……きりか……う、ふふ、うふふふっ」

　ああ、駄だ目めだ。これは駄目だ。

　想像するだけで、こんなにおかしなことになってしまうのに。

　もし本当に呼ばれたら、自分がどんな反応をしてしまうかわからない。

　だから、きっと、これでよかったのだ──今は。

　でも、願ねがわくば、いつかは。

　いつかは──




　ずっとずっと、彼女は枕まくらに顔を押しつけたままで。

　だからその枕だけが、ただひたすら幸福に蕩とろけきった彼女の表情を知っていた。
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　翌日からは既すでに通常授業だった。二年になって授業が劇げき的てきに楽しくなるわけでもなく、教室にいるクラスメイトや担当教師の顔触れの変化に多少の目新しさを覚えるだけだ。

　そして昼休み。机の上に頰ほお杖づえをつき、パンを口に運ぶ白しら穂ほの姿が見えていた。視し線せんは窓の外に向けられているが、たまに相あい槌づちを打つようにその頭が揺ゆれる。その向かいには、一人ひとりの女子──去年の文化祭で会った、宙そら城しろ日向ひなたという子だ──が座り、陽気に白穂に話しかけていた。春はる亮あきとしては、白穂は毎日パンを持って理事長室に突入しているような想像をしていたのだが、どうやら「お昼休みくらいはクラスのみんなと触れ合わなくちゃダメだよ！」とサヴェレンティが主張しているせいで一年のときからこうなっているらしい。

　春亮は視し線せんを感じて首を回す。近くの席にいる女子と目が合った。

「あのさ……やっぱ、お前もこっち来たら？　そんなじーっと見られてると気になる」

「なんのことでしょう、という疑問を問います。お気になさらずとも、もふり、結構だという、噓うそ偽いつわりのない主張……もふむぐむぐ……」

　肉まんをもっきゅもっきゅと齧かじりながら、ン・イゾイーは首から提さげたメモ帳に子供握りの鉛筆を走らせる。それから満足げに一つ頷うなずき、おかわりの肉まんをいそいそと机から取り出す──彼女にそれ以上何かを言うのは諦あきらめ、春亮は眼前の机の島に顔を戻した。

「えへへー、これからはみんなとお昼できるんですねぇ。嬉うれしいです」

「お、お、俺おれも嬉しいですともこれは神に祈りが届いたとしか思えないイヤッホォゥ！　いつおかず交換イベントが起きるかわからん、お袋、俺はカレー弁当を永久封印するぞぉぉ！」

　このはがいつもの昼食の輪わの中に加わっている。このはのファンらしい泰たい造ぞうのテンションが上がりまくっておかしなことになっているが、まあ徐々に慣なれていく……と思いたい。

「ええいタイゾー、今日きようは一段とやかましいな──ん？」

　フィアがふと首を回す。春亮がその視線を追ってみると、教室の入り口に何人かの見知らぬ生徒の姿が見えた。ちらりとこちらを覗のぞき込んで、仲間内で笑い合ってから、ほどなくして立ち去っていく。よくわからないが、少なくとも悪意を感じるような笑い方ではなかった。

「ふーむ。休み時間にも何回かああいうのを見たな。いったい何であろうか」

「一年生みたいだったな。二年にガイジンの先せん輩ぱいがいる、って噂うわさで聞いたりして、試ためしに見にきたって感じじゃないか？」

「私は見み世せ物ものではないのだがな。ま、《物もの凄すごく美人な》とかいう枕まくら詞ことばのついたウワサだと思っておくことにするか。それならば仕方ない、フフフ」

　そんな新しい昼食風景の中にも、一年のころと変わらないものがあった。それは、

「くっ。この味のまろやかさはどうしたことだ。いったい、隠かくし味あじには何を……！」

「にゃははー、二年生になっても王者と挑戦者の立場は変わりませんなー。でもさ、この渦か奈なちゃんが断言するけど、錐きり霞かちゃんのも充分に美お味いしいよ？」

「馬ば鹿かげている。そんな言葉で満足できるのなら、とっくの昔にしている……！」

　新たなメンバーが加わっても、弁当対決はいつも通りに行われ、そしていつも通りの結果となっていた。錐霞には悪いが。

「二年最初の勝負もダメか……幸さい先さきが悪いな。いや、私は諦あきらめないぞ。必ずリベンジする」

「お、お手柔らかに。でも、その、ホントにちょっとした差だと思うぞ？」

「そのちょっとした差が何なのかが問題なのだ」

「やー、あたし達もイメージに引ひき摺ずられてるってこともあるかもしんないし。一年も続けてるから、あっきーのほうがなんとなく美味しい気がするー、って頭の中に擦すり込まれててその補正がかかっちゃってるかもっていうか」

「審しん判ぱんであるお前達の舌に、無む意い識しきのフィルターが被かぶせられている可能性があるというわけだな。ならば……そうだ、環かん境きようを変えてみるべきなのかもしれない。私達はいつもいつも教室で戦っている。ひょっとしたら、戦場を変えることで何か変化があるかもしれないぞ」

「戦場を変えるって……屋上で食べてみるとか？」

　そこで錐霞は何かを思いついたようにはっと目を見開いた。それから何度か瞬まばたきをして、視し線せんを彷徨さまよわせて、なぜかこちらの顔をちらりちらりと見て、そして。

「いや、その、せっかくだ……花見、とかに行ってみないか、夜や知ち。今思いついただけだが、時期的にもぴったりだし、教室とは趣おもむきの違う弁当対決ができるかもしれなくて、だ」

「そっか、今年ことしはもう花見シーズンだっけ。年々早くなってくるよな」

　春はる亮あきは僅わずかに驚おどろいていた。錐霞のほうから遊びに誘さそってくるなんて珍しい。

　錐霞は微かすかに頰ほおを赤くして、こちらの返事を待っている。今までとは何かが違う雰囲気。

「ハナミ。聞いたことがあるぞ、桜さくらを見ながら飲んだり食べたりするアレだな！　ふーむぅ、桜の下で齧かじるおせんべというのもなかなかに味わいがありそうだ。よし行こう、いつ行くのだ今日きようか明日あしたか？　任せろ、クロエにも今すぐメールとかしてやるぞ！」

「はは、それはさすがに急ぎすぎだろう……が、早くしないと桜さくらが散ってしまうかもしれないな。次の日にち曜ようあたりではどうだろうか」

「にゃー、みんなで花見、すっごく楽しそうなんだけど……残念、あたしはパスかなー。日曜はちょっと用事があってさ」

「ううう、俺おれもだ。日曜は部活なんだよ。普段ふだんなら昼からは行けるんだけど……今週ばかりは、いつもの部活が終わった後にも用事が！　神は無む慈じ悲ひだ！」

「やっぱ野球部もかー。うちもうちも。新しん歓かん祭さいの準備だよねー」

　と、渦か奈なと泰たい造ぞうの二人ふたりが残念そうに頷うなずき合う。

「新歓祭？　それは初耳のイベントだぞ」

「そっか、フィアちゃんは二学期から転校してきたんだっけ」

「新入生歓迎祭、の略かにゃー。秋の祭りが文化祭だとすれば、これは春の祭り！　入学してきた新一年生を歓迎しておもてなしして、この学校は楽しいところだよとアピールする意味が一つ。そして部活動に入っている生徒にとっては──新入部員確かく保ほのための大事な勧かん誘ゆうチャンスでもあり、みたいな！」

　勿もち論ろん、春はる亮あきも去年にそのイベントを体たい験けんしていた。簡かん単たんに言ってしまえば、《合同クラブ勧誘大会》のような印象だった。体たい育いく館かんでは演えん劇げき部ぶの出し物があり、外ではダンス部が踊りを披ひ露ろうし、料理部がクレープの出店を出し、なぜかそれに応援団が男の焼きそば屋台で勝負を挑む──つまるところ、とにかく目立ってそのクラブの存在を新入生に知らしめる、興きよう味みを持ってもらう、というのが第一目的なのだろう。

　よくわからない、といった感じで首を傾かしげているフィアに追加で説明してやる。

「文化祭みたいなクラス単位じゃなくて、基本的に部活単位での出し物中心なんだよ。申しん請せいすれば好きなグループで何か参加できたりもするらしいけど──あとクライマックスは、どうしてかはわかんないが全校生徒集まってのミスコン大会だ。伝統的にそうなってるらしい」

「ミスコンというのも初めて聞く単語だ」

「えーと、ミス・コンテストの略……？　ま、美人コンテストみたいなもんだな」

「そんなものがあるのか。部活勧誘とかゼンゼン関係ないではないか」

「そうでもないよん。女子限定だけど、ユニフォームとかで出たら最後の勧誘アピールになるし。まあそのミスコンは自じ薦せん他薦問わず、帰宅部でも誰だれでも参加可能なんだけどねっ」

　勝手に予想するに、最初にそれを企画した人間は『最後の〆しめのイベント……思いつかない！　せっかくの祭りだし、盛り上がるんなら何でもいいか。じゃあミスコンで！』というテキトーな感じだったのではなかろうか。それが伝統になるとは夢にも思っていなかったに違いない。

「というわけで、日曜は部活のほうで新歓祭の準備があるんだよねー。日時ずらしたら桜が散っちゃうかもしれないし、お花見はきっと部活のほうで行ったりもするだろうし……だから、あたし達のことは気にしないで行ってきていいよ〜」

「くそう、俺おれはちょっと気にするが、サボったら先せん輩ぱい達に何をされるか。二年になったとはいえ、所しよ詮せんは中間管かん理り職しよく。一方的に威い張ばれるようになる日はまだまだ遠いぜ……！」

　そんなこんなで、渦か奈なと泰たい造ぞうの二人ふたりは残念ながら不参加ということになった。悪い気もするが、部活の関係であれば無理に誘さそうわけにもいかない。

「すまないな。急な思いつきで言ってしまって」

「いやいや、だから気にすんない、錐きり霞かちゃん〜。ところでお花見に行く場所とか決めてんのかにゃ？　日にち曜よう日びはきっと場所取り合がつ戦せんが熾し烈れつだよ〜」

「む。そう言われればそうだ、場所の問題があった。せっかくだから綺き麗れいなところに行きたいが、そんな場所ほど人が多いだろうし……どうするかな」

　錐霞が難むずかしい顔で首を捻ひねる。春はる亮あきも記き憶おくを探ってみるが、いい場所の心当たりは思い浮かばない。夜や知ち家けの庭とか裏の林に生はえている木が桜さくらだったら何の問題もなかったのだが。

　このはも首を傾けて心当たりを探している様よう子すだった。フィアも──街には詳しくないはずだからただのポーズだろうが、ウシチチには負けられんとばかりに慌あわてて腕組みをして瞑めい想そう。むむむと呻うめきながら、かくりかくりと右に左に首を傾かしげる──

　予想外の事態が起こったのはその瞬しゆん間かんだった。

「ぎょえええ！　と下品な叫び声が出てしまうくらいにバクハツ的に可愛かわいいっす、いきなりですがもう辛しん抱ぼうたまらんっすー！　ラブ・Ｕ！」

「どわぁぁあああああ!?」

　椅い子すに座っていたフィアが、いきなり後方から何者かに抱きすくめられたのだ。満面の笑えみで、その銀ぎん髪ぱつにグリグリと頰ほお擦ずりをしまくっているのは──見知らぬ女子。

　腰を屈かがめてフィアを抱だき締しめているのに、それでもぱっと見でわかる背の高さ。その顔には邪じや気きのない、朗ほがらかで天てん真しん爛らん漫まんな笑えみが浮かんでいる。髪は全体的にはセミロングで、もみあげのところに垂たれている髪が片方だけ長く伸ばされていた。

「なんだなんだ、いったいなんだ!?　何をしておるお前!?」

「ふぉぉぉぉ！　感かん激げきっす、ただひたすらに感激っすー！」

「ちょ──ちょっとぉぉぉ！　いきなり先走りすぎでしょうがあんたっ！」

　新たに声が聞こえてきたので見れば、今度は見覚えのある一年生がこの教室に乗り込んできていた。つまりは千ち早はやだ。彼女はずいずいとこちらに近付いてきたが、その途と中ちゆうで、

「あっ。白しら穂ほ、さん。こ、こんにちは……！」

「珍しい客ね。どうしたのかしら、ここは二年の教室だけど」

「はぅっ……あ、その、そう、です。あの、お正月にお世話になったお礼を、まだちゃんとはしていなかったので、それを言いたくて」

「正直、今いま更さらよ。特に何をしたわけでもないし、改めて礼を言われる筋合いなんてないわ」

「あ……はい。お邪じや魔まして、すみませんでした……」

「別に邪じや魔までもないけど。暇ひましてたところだし」

　知り合い？　どんな関係？　と日向ひなたが興きよう味み津しん々しんの顔で白しら穂ほに聞いていたが、説明が面めん倒どう臭くさいのか、机に頰ほお杖づえをついたままの白穂は一言「顔見知りの後こう輩はいよ」と呟つぶやいただけだった。

「それよりも……何なの、あれは？」

　白穂の呆あきれたような瞳ひとみがついと動く。その視し線せんの先には勿もち論ろん、

「おいこら、放せ、いつまで好き放題に触りまくっておるー!?」

「柔らかーいっす、小さーいっす、お肌すべすべーっす！　予想通りで予想以上でもう！」

「……すみません。クラスメイトなんですけど、なんか……あれを紹介しろってうるさくて。白穂さんにお礼を言いに行くついでに一回ぐらい連れてってもいいかなって思ったら──」

「ああなった、と……世の中、病気な人間が多いものね」

　白穂も嘆たん息そくする。そこで千ち早はやはようやく自分の仕事を思い出したらしく、

「そろそろいいでしょ。いい加減離はなれなさい！」

「あびゃっ!?　手加減のない脳天チョップに、流れるようにほっぺを摘つまむ動き。さてはハヤハヤ、慣なれてるっすね!?　こんな感じの暴ぼう力りよく的てき調ちよう教きように慣れてるっすね!?　恐ろしい子……！」

　千早が実力行使で謎なぞの少女をフィアから引ひき剝はがした。少女は頰を擦さすっているだけだったが、フィアは警けい戒かいする猫ねこのように椅い子すの背もたれを盾たてにしてその後ろに隠かくれていた。

「うう、なんだこの女。何が目的だ……？」
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「あ、すみません、自己紹介が遅れましたっす！　自分は緋ひ渡わたり夕ゆ銘めっす！　以後よろしく！」

　びしっと敬礼し、陽気な笑えみでおかしな挨あい拶さつ。

「先に言っとくけど。あたしに何か質問されても困るわよ、あたしだってこいつと知り合ったのは昨日きのうが初めてだし。ていうか別に知り合いたくなかったし」

「つれないっすー、ハヤハヤ。あ、これ、早はや川かわ千ち早はやを略してハヤハヤっす！　自分が編あみ出した呼び方っすが、全然使っても構わないっすよ！」

「広めようとしないで！　ていうかあんた一人ひとりに呼ばれるのだけでも恥はずかしいから止やめて！　うう、やっぱり超絶ウザいわ……見た目も無む駄だにデカイし」

「プリティな渾あだ名なじゃないっすか〜。そしてウザいって言われたのはちょっとショック！　そこはオマケで、最近の新しい概がい念ねん《ウザ可愛かわいい》ということにしといてほしいっす！」

「くっ、自分で臆おく面めんもなくそう言えるところがまたウザい……！」

「ま、可愛いと言えば、その概念を体現したような人が今目の前にいるんすけどね。むふ！」

　彼女──夕銘の鼻息が微妙に荒くなり、フィアがまたびくりと身を退ひく。

「わ、わかったぞ。こいつ、さては、ヘンタイだな！　率直に言ってただのヘンタイだな！」

「だいたい合ってると思うわ。正せい確かくにはウザ変態ね」

「違うっすよー！　自分はただ、このフィアさんに一ひと目め惚ぼれしただけで……あ、勿もち論ろん、セクシャルなアレじゃないっすよ！　ただひたすらに愛めでたいという意味っす！」

　……は？　とフィアが口を開ける。夕銘はこほんと咳せき払ばらいをして、

「昨日フィアさんを見て、自分はバクハツ的な衝しよう撃げきを受けたんす。この世にこんなに可愛らしい人がいるのか、と。だから散さん々ざん、いろんな人に伝えたっす。もはや一年生の中でフィアさんのことを知らない人はいない……かもしれないような、いるかもしれないような」

　春はる亮あきは先刻の出来事を思い出す。廊下からこの教室の中を覗のぞいていた、下級生の一団。あれは「それだけウワサになっている可愛いフィアって人がどんなものか見にいこうよ」ということだったのだろうか。なんとなく謎なぞが解けたような気がする。

「ですけども、それだけでは足りないと思ったんす！　フィアさんの可愛さをもっともっと知らしめて、味わって、みんなで共有するために──自分は決めました！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめて。汚けがれのない瞳ひとみをきらきらさせて。

　彼女は力強く言った。

「──フィアさんのファンクラブを作ろう、と！　だから今日きようはそのお願ねがいに来たっすー！　やりたいことはいろいろあるっす。会報の作成。フィアさんを囲んでのお楽しみ会。好きな衣い装しようを持ちよっての写真撮さつ影えい大会。それから──」

「そ、そこまでだっ！　ストップ！　黙だまれ！　嫌いやだ！　断る！　断固拒否！　よくわからんが珍ちん獣じゆう扱いされるのは好すかんぞ、他ほかをあたれ！」

　威い嚇かくするように腕をぶんぶんと振り回しつつ、フィア。夕銘は小首を傾かしげながら笑って、

「そんな遠えん慮りよしなくてもいいっすよー……照れ屋さんなんすねっ！」

「違ーう！　ええい、人の話を聞かん女だ！」

　どうしてくれようか、とフィアが不ふ機き嫌げんそうに夕ゆ銘めを睨にらんでいたとき、昼休みの終わりを知らせる予よ鈴れいのチャイムが教室に響ひびいた。これ幸いとばかりに千ち早はやが夕銘に近付き、

「だ・か・ら──クラスまで案内はするけど、あんたの思うようになるとは限らないって言ったじゃない。本人が嫌いやだって言ってるんならしょうがないでしょ、ほら帰るわよ！」

「そんな御ご無む体たいなー。って、あいた、あいた」

　びたこんびたこんと千早が夕銘の頭にチョップをかまし、それからその襟えり首くびを摑つかむ。

「一応案内はしたんだから、あの約束は守りなさいよね……えと、じゃあそういうわけで」

「貴女あなたもいろいろ苦労しているのね。早く自分の教室に戻りなさい──荷物が邪じや魔まなら途と中ちゆうで捨てていけばいいんじゃないかしら」

「そうしたいところです。それじゃ……失礼します」

　ぺこりと白しら穂ほに頭を下げ、千早はそのまま夕銘をずるずる引ひき摺ずって教室を出ていく。

「荷物って何のことっすかね？　ていうかこうやってハヤハヤに引き摺られていくのって恥はずかしいけど歩かなくていいから楽ちーん、このまま教室までよろし──ぐはっ、言ってる傍そばからポイ捨てられたっす!?　荷物のよーに！」

　などという騒さわがしい声がしばらく廊下から聞こえていたが、それもすぐに聞こえなくなった。ようやくの平へい穏おんを取り戻し、一同は顔を見合わせる。

「うむむむ、内容については同感というかもしもファンクラブができたらこの渦か奈なちゃんは全然入ってよかったりするけど、やっぱりああいうのは本人の同意がいるよねー」

「マニアックな趣しゆ味みの人もいるものですねえ。ま、好きにしてくださいって感じですけど」

「ぬう、他ひ人と事ごとだからといって好きに言いおる……！　ウシチチめ、貴き様さまもあのよーな意味のわからん小娘に捕まってグリグリモフモフされてしまえばよいのだ。私はもふもふの奴やつらをモフモフするのは好きだが、されるのはあまり好きではない！」

「猫ねことか犬いぬ達の気持ちがわかってよかったじゃないですか」

「やれやれ、馬ば鹿かげた騒ぎだった。だが」

「あ、いんちょーさんも気付いたか。ある意味ナイスタイミングだったのかもな」

　春はる亮あきは錐きり霞かと頷うなずき合う。フィアがぷーと頰ほおを膨ふくらませて言った。

「何がナイスタイミングだ。よくわからん小娘に絡からまれて、私は不幸以外の何物でもないぞ」

「あいつらが来る前にしてた話のことだよ。よし、放ほう課か後ごにでも話してみるか」

　あの夕銘という下級生のインパクトのせいでその話題のことが頭から吹っ飛んでいたのだろう、フィアは「……？」と怪け訝げんに首を傾かしげているだけだった。




　というわけで、放課後。

「つまり、お前のとこの神社とかに、場所取りの必要もないヒミツの花見ポイントがあったりするのではないかという話だったのだ！　あるのならば教えてくれるがよかろう！」

「ひゃっ!?　ちょ、びっくりさせないでよっ!?」

　昇降口に現れた千ち早はやがびくりと身を退ひく。完全に下げ駄た箱ばこの陰に隠かくれていたフィアにいきなり声をかけられたからだろう。千早が現れた今もフィアのその潜せん入にゆう工作員的な姿は変わらず、下駄箱の陰に身を潜ひそめたまま油ゆ断だんなく左右に視し線せんを走らせている。

「ああ……あいつを警けい戒かいしてるの？」

「みたいだなぁ。そんなに怖がらなくてもいいと俺おれは思うんだけど」

「同感です。いーじゃないですか、ちょっと抱だき締しめられたり撫なでられたりするくらい」

「べ、別に怖がってなどはおらん、呪のろうぞ！　そう、怖くはないが──なんというか、意味不明すぎて困こん惑わくするというか、どんな反応を返せばいいのかわからなくてむずむずするというか……一言で言えば、ただ、なんとなくニガテなのだ。できれば会いたくはない」

「あいつなら今日きようはもう帰ってたわよ。で、何の話よ、花見ポイント……？」

　フィアがその言葉に安あん堵どの息を吐はく。それを横目に見つつ、春亮は千早に用件を説明した。次の日にち曜よう日びに花見をしようと思っていること。そのための場所を探していること。

「で、当然お礼はするっていうか、お前まえん家ちの近くだろうからお前とか伍い鈴すず達にも参加してもらいたくて、メシとかは俺達が腕によりをかけて作るから──」

「……一つ聞くけど。花見、誰だれが来るの？」

　これはチャンスかもしれない。もはや千早の弱点は誰もが知るところである。春はる亮あきはこのは達が送ってきていた「あの殺し文句を出すのだ！」みたいな視線に了解の目配せを返して、

「お、おう。だいたい正月にいたときのメンバーだよ。勿もち論ろん、白しら穂ほも誘さそ──」

「誘うのは勝手だけど、答えは勝手に決めないでほしいわね、人間。害虫の主しゆ催さいする害虫パーティーなんかに行く気はないわ。ドス黒い変態的欲望を溢あふれさせる害虫は桜さくらの花を見てああいう白いものを穢けがしたい犯したいなんていう強ごう姦かん願がん望ぼうを刺し激げきされてそして事実犯行に及ぶはずだから、そこの貴女あなた、通報するなら今よ」

　そのとき丁度白穂が通りかかり、いつものトゲトゲしい言葉だけを残して歩き去っていった。サヴェレンティを迎えにでも行くところなのだろう。なんというタイミングの悪さだ。

　いやしかし大勢に変化はない。サヴェレンティも誘うつもりなのだ。彼女が行くと言えば、ああ言っている白穂も結局はついてくることになるはず──と口を開きかけたとき、

「……いいわ。じゃあ教えたげる。確かく認にんするけど、次の日曜よね。それ以外だと断るわよ」

　あっさりと千早が言っていた。少しばかり予想外だ。

「ああ、次の日曜の予定だ、が……千早くん、本当にいいのか？」

　そのあっさり具合が錐きり霞かにも意外だったのだろう、彼女も目をぱちぱちさせながら聞く。

「いいわよ。でも条件があるわ。その日は朝から早めに来ること。いろいろ準備があるし」

「準備って？」

「じ、準備は準備よ。いいわね？　詳しい場所とかは来たら教えるわ。じゃ」

　なぜか早口でそう言って、千ち早はやはさっさと靴を履はき替えて昇降口を出ていってしまった。

「早めに行って準備って──掃そう除じとかするのかな。今は草ぼうぼうでとても座れないとか」

「穴場スポットだったらそういうこともあるだろうな。とにかく、場所のメドがついたようでなによりだ。後は……当日に向けて、料理の腕を磨みがくだけだな……！」

「ぬっ、すごいオーラを感じる。頑がん張ばれキリカ、応援しておるぞ！　ちなみに私には手作りの特製おせんべとかを用意してくれると無条件でお前の勝利に一ポイントを入れるのだが」

「待てよ、そう言えばいつも審しん査さ員いんをしている泰たい造ぞう達が今回はいない。食べ慣なれている味だと不公平かもしれないから、という理由で二人ふたりに頼んでいたのだが……困ったな」

「……それはまあ、いつも俺おれの料理を食べてるわけじゃない別の人間に頼めばいいような気がするぞ、というわけで今まで我が慢まんしてたがようやくツッコませてもらう。何してんだお前」

　春はる亮あきは首を回し、実のところこの下げ駄た箱ばこ前に来てからずっと視界の端はしに映っていた特徴的な人物の影かげに──つまりは、壁かべの掲示板に身じろぎ一つせず向き合っていた褐かつ色しよく肌はだの少女に向けて言った。彼女は声をかけられてようやく気付いたという体ていでこちらを振り向き、

「おや。奇遇だと言う挨あい拶さつを挨拶します」

「まだ言うか。その図太い神経にむしろ感心するわい。ずっと聞き耳を立てておったくせに」

「我わが返答・なんのことでしょうという疑問。ええと、この《来たれ若人わこうど！　オイルレスリング部設立のための人材求む！　俺もお前もレッツぬるぬるっ！》などという貼はり紙がみの内容がかなり未知であり非常に興きよう味み深ぶかかっただけであるという主張を主張します。特に最後の一文が未知すぎてとても体たい験けんしたく思っています──いざ、れっつぬるぬるっ、なのです」

「どういう部活だ。よくわからんが、お前がそう言うとハレンチな気配けはいしかせんぞ」

「もうバレてんだから、そんなにムキになって誤ご魔ま化かさなくてもいいのに……ていうかだ、今の話聞いてたってことは、どうせお前、日にち曜よう日びもこっそり俺達の研究観かん察さつしようかなとか考えてたんだろ。花見してる最中ずっと、桜さくらの陰からじーっと見られてたりしたらさすがに落ち着かない。人数多いほうが賑にぎやかでいいし、せっかくだからお前も参加したら？」

　思いつきで言うと、ン・イゾイーはその無感動な瞳ひとみをぱちくりとさせて、

「我が疑問……よろしいのですか？　という確かく認にん」

「ま、ほっといたらあなた、神聖な桜の木に登って枝を折ったりするかもしれませんしね。どうせならわたし達の目が届くところにいてもらったほうが安心です」

「いんちょーさんは？」

　錐きり霞かは眉まゆを寄せ、じーっとン・イゾイーの顔を見つめていたが、やがてふうと息を吐く。

「……仕方ないだろう。この女としておくべき話もないわけではない。いい機き会かいだ」

「ならば決まりだな。感かん謝しやするがよいぞ、イナカ女！」

　そんなわけで──錐きり霞かが花見を提案してからたったの一日で、それが行われる場所とだいたいのメンバーはいともあっさりと決まってしまったのだった。
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　その新しん幹かん線せんの一車両内において、今は乗客の四分の一ほどが外国人であった。身体的特徴などにあまり共通点はなく、服装も様さま々ざま。共通点があるとすれば、彼らがポケットの中に同じ会社の社員証を収めていることだろう。彼らは外国に本社を置くある古美術管理販売会社の社員達で、この日本に社員旅行に来ているところなのだった──そういうことになっていた。

　リリィハウル・キルミスタはフォーマルな女性用スーツを着ていた。理由はいくつかある。この国においてはスーツ姿が最も周囲に溶け込みやすいであろうということ。それ以外の目立たない服装を考えるのが面めん倒どうだったという個人的な怠たい惰だ。そして──この一団を率いる人間として、少なくとも他ほかの人間達よりはまともな恰かつ好こうで威い厳げんを保っておくべきだろうという考えもないわけではなかった。

　まともな恰好で威厳を保つ。その考え自体が意味のないものなのかもしれないが、と彼女は軽く視線を動かした。隣となりに座っていた男が目ざとくそれに気付き、陽気に口を開いてくる──正直なところ、今までの数分間、その言葉が途と絶だえていたのが奇跡的なことではあった。

「ヒハ！　わかるわかる、わかーるぜー！　これだろ、このヘッドホンでどんなファッキン・ミュージック聴きいてんのかって質問だろ？　俺おれ様さま、何でもお見通しよ！　ヒハーハハ！」

　しいて言うなら、そのとき彼女の頭に浮かんでいた疑問は、そのドレッドヘアはどう洗うのだろうか、痒かゆくはならないのだろうか、ということだった。しかしどうでもいい違いではある。彼の誤解を解く必要性を特には感じなかったので、今後の円滑な関係性を築きずくために、

「ああ。どんな音楽を聴いている、ネトー」

「おっとファッキン、一つ言っとくがよ、この俺様は外見からよくいろいろ決めつけられるんだ。決めつけはよくねぇ、マジでよくねぇ。ファッキン・アスホールだ。俺様がドレッドの黒人だからってヒップホップだの何だのばっか聴いてるって思うやつは何なんだ？　正直、レゲエとか意味わかんねえ。カポエラ？　できねぇっつの、マジで」

「一理ある。外見で趣しゆ味み嗜し好こうを定義されるのは由々しき問題だ。では何をか」

　ニンマリと白い歯を見せて笑い、ネトーは頭のヘッドホンを外して軽くこちらの耳に押しつけてくる。聞こえてきたのは、

「──この国の民族的な音楽か。独特の発音と発声方法が興きよう味み深ぶかい」

「ジャパニーズ・エンカだぜ！　俺様はオリエンタルなのが好きなんだ。スシ、カラテ、ニンジャ……いや、そこでファッキン・クエスチョンを出してくる奴やつもいる。じゃあなんでチョンマゲじゃないんだ、とな。そいつはとんだアスホール野郎だ！　いくらオリエンタルが好きっつっても、俺おれ様さま自身が和服着て似合うわけじゃねぇだろが。空気は読まなきゃな！」

「優すぐれた心がけである」

　リリィハウルは本を読むときだけかける眼鏡めがねを指で軽く押し上げ、小ささのわりに妙に分厚い、今まで膝ひざの上に置いていた冊子に再び視し線せんを戻した。ひとまず会話を終えるという意思を伝えたつもりだった。今までの会話は英語で、さしたる内容のあるものでもなかったが、可能な限り他者に情報は与えずにいるべきだ。無む駄だ口ぐちは少なくするにこしたことはない。しかし、

「ヒハ。なあなあ、聞こうと思ってたんだが、それ、面おも白しろいか？」

「それなりに」

「いや、だってよぉ……それ、ただの携帯の説明書だろ」

「然しかり。だが、これは充分に知ち識しき欲よくを満たしてくれる。情報が過不足なく書き込まれている点が素す晴ばらしい。必要なものを必要なだけ、という読み物は意外に存在しないものだ──加えて、この国の携帯電話は非常に多た機き能のうで高性能である。そのぶん読よみ応ごたえがある」

　彼は無言で肩を竦すくめる。そこでリリィハウルは思い出した。今回の連絡用に、とこの携帯電話を用意した人物は新幹線には乗っていない。現地で既すでに仕事を始めているはずだった。

「ところで彼女から何か連絡は。何と言ったか……ローリカ・シューゲイザーだったか」

「トラッシュで充分だぜ、あいつは。ローリカ・〝トラッシュ〟・シューゲイザー！　俺様の愛すべき《がらくたトラツシユ》！　特に連絡はねぇぜ、がらくたトラツシユらしく壊こわれてるのかもな？　ヒハッ！」

「彼女は今回の作戦の鍵だ。あまり悪あし様ざまに罵ののしるのは感心しない」

「鍵かぎなんて大おお袈げ裟さに言ったら調ちよう子しに乗るぜぇ。やってることは結局、くだらない小細工スキルの集大成みてーなもんだろ。あいつは結局、役立たずのがらくたトラツシユ以外にゃなれない女さ。むしろ罵ってやったほうがマゾだから喜ぶぜ、ヒッハ！」

　今度はリリィハウルのほうが肩を竦める番だった。

　人をマゾ呼ばわりしている彼が、それ以上に特殊な性せい癖へきを持っていることは、もはや周知の事実だったからだ。




　　　　[image: ]




　花見の決行日である日にち曜よう日びの朝、春はる亮あき達の姿は早はや川かわ神じん社じやの敷しき地ち内ないにあった。幸運にも空はよく晴れていて、絶好の花見日和びよりだ。敷地の中には桜さくらの木々が立ち並んでいる場所があり、そこにはビニールシートが隙すき間まなく敷しかれていたりもう宴えん会かいが始まっていたりしている。千ち早はやが秘密の花見ポイントを教えてくれるのでなければ、場所取りには相当苦労したことだろう。

　境内けいだいを歩くのは、予定を立てた春亮達四人に加え、「皆で花見!?　これは仕事どころじゃないよ、乗るしかないこのビッグウェーブに！」などと予想通り名乗りを上げた黒くろ絵え。フィアのメールに二つ返事でオッケーしてきたサヴェレンティ。そのサヴェレンティに誘さそわれて案あんの定じよう断りきれなかったらしい白しら穂ほ。そしていつものヘソ出し白衣姿のン・イゾイーだった。

「しっかし……何やら賑にぎわっておるのう。まだ朝早いというのにこれか」

「出店とかもあるし、なんか祭りっぽい雰囲気だな。日にち曜よう日びはいつもこんななのか……？」

　そんなことを話しつつ、本殿の脇わきを抜けてさらに歩を進める。目的地は境内けいだいではなく、敷しき地ちの奥にある和風の一軒家だ。千ち早はや達が日常の住居として使っている建物である。

　夜や知ち家けにも負けないほど古めかしい玄関のチャイムを押すと、

「は〜い〜。これはこれは皆みな様さま、ようこそおいでくださいました〜」

　巫み女こが出迎えてくれた。基本に立ち返って伍い鈴すずらしい。続いて、のしのしという足音と共に千早が家の奥から現れ──その姿を見て、春はる亮あきは少しばかりぎょっとする。なぜか彼女は仕事着を、つまりは太ふと股ももがパックリ開いたあの巫女服を着ていたのだ。

「来たのね。じゃあ早速……参み鈴すず、拾とお壱ひ鈴すず、適当に持ってきなさい」

　廊下の向こうに声をかけると、同じほえほえ顔を浮かべた二人ふたりの巫女が何か布のようなものを腕に抱えてやってきた。二人がそれを玄関先に置くのをちらりと見てから、

「さて、一応説明しておくけどあんた達にはこれから一働きしてもらうわ。今日きようはうちの神社で《花祭》──まぁ春祭りみたいなものがあるの」

「……へ？」

　微笑の伍鈴が軽く首を傾かしげながら、

「千早様のお父上が言っておられたのですよ〜。人手が足りないから、できれば学校で興きよう味みのある子達を見つけて誘さそってはくれないだろうか、と。一名ほどは見つかったようですが、人数は多いほうがよく。そこで皆様のご提案、渡りに船ということで〜」

「別にシカトしてもよかったんだけど、ギブ＆テイクでタダ働きしてくれる人員がいれば経費が浮いて、つまりまぁこのボロ神社もちょっとは儲もうけて、間接的にあたしの小こ遣づかいも保証されるってわけだから仕方なく手伝てつだってあげなくもないってちょっとおおおおお！」

「ぐわっ、なんだなんだ!?」

　胸むな倉ぐらがいきなり摑つかまれる。千早は怒りと困こん惑わくの目で春亮を至し近きんから睨にらみ上げ、ぼそぼそと、

「こ、来ないって言ってたじゃないのよ……！　なんでいるのよ、あの人！」

「今気付いたのかよ！　や、あいつ本人が行かないって言っても、結局はサヴェレンティの意向のよーな気がするから、俺おれ達は特に気にしていなかったというか。むしろ来たほうがよかっただろ、お前的には？　いろいろ話とかしたいだろうし」

「そっ……う、だけど、そうじゃないのよ！　今は！　あの人が来ないんなら、っていうのがあったから、安心してあんたらを騙だましてタダ働きさせようとしたのにっ。どうすんのよ、あたしがあの人騙したみたいになっちゃってるじゃない！」

「はっきり言って自じ業ごう自じ得とくのような気がするっ！」

　ともあれ、「頼み事をしたのはこちらですし、仕方ないですねえ」と呟つぶやくこのはを筆頭に、手伝てつだいをすること自体に関してはフィア達にも異い論ろんはないらしかった。

「おっとー、巫み女こ服ふくじゃね！　うち用のサイズとかもあるんかしらん」

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、勿もち論ろんです〜。お稚ち児ご様さまに着ていただく行事もございますので〜」

「可愛かわいいねぇ！　着ていいの？　わお、実はボク、一回着てみたいって思ってたんだよね！」

　参み鈴すず達が玄関に持ってきていたのは何着もの巫女服だった。興きよう味み津しん々しんの様よう子すでそれを手に取っているサヴェレンティとは対照的に、白しら穂ほはただ疲労感に満ちた眼まな差ざしで、

「朝早くからこんなところに来させられたかと思えば、これを着て、働けって？」

「はっ……いや、その、白穂さんは、えとっ」

　千ち早はやがもごもごとした言葉で一人ひとり限定の免罪符を発行しようとするが、

「いいじゃんいいじゃん！　ボク、白穂の巫女姿見たいな〜。絶対可愛いって！　せっかくお揃そろいで巫女さんのコスプレができるんだし、やらない手はないよ！　ねえ、白穂……だめ？」

　巫女服を胸に抱えたまま、サヴェレンティが上うわ目め遣づかいに首を傾かしげる。ばきゅーん、と擬ぎ音おんが聞こえたような気がした。白穂はクラリと身体からだをよろめかせ、視し線せんを明後日あさつてのほうに向けて、

「そ、そんなに言うなら……仕方ない、わね。でも、着るだけよ。手伝いはアテにしないで」

「うん、ありがとう白穂！　代わりにお仕事はボクが頑がん張ばるからねっ！　プロのメイドのスキルは、同じご奉仕系の巫女さんにも適用されるはずー！　多た分ぶん！」

「あ、う。すみません、その、ほんとに」

　ひたすら恐きよう縮しゆくしたように頭を下げる千早に、白穂は肩を落としながら言った。

「ああもう、いいわよ。何もかも、こんなイベントを考えて私達をこの場につれてきたそこの人間が悪いんだから。巫女が好きすぎて緋ひ袴ばかまを食べようとして気管に詰まらせて窒ちつ息そく死しするとか、そんな後世にまで語り継がれて嘲あざ笑わらわれるような死に方で死ねばいいのに」

　そんなふうに話は決まり、千早の号令のもと、一同は春祭りの手伝いを行うことになった。だが一つだけ、主にフィアにとって不運なことに──聞きき逃のがしていたことがあったのだ。伍い鈴すずの言った台詞せりふの中に。『できれば学校で興味のある子達を』。『一名ほどは見つかって』。

　とりあえず仕事着に着替えようと、フィア達が早はや川かわ家けの奥に移動しようとしたとき。

　がらりと背後の玄関が開いて、この場にいる巫女の数がプラス一される。

「帰き還かんしたっすよー。さっき本殿でハヤハヤのおじさんに会ったんすけど、そろそろこっちに来るようにって伝言があわわわわっしょい！　わっしょい！　これは大変っす、信じられない出会いにテンションが上がるあまり不ふ思し議ぎな踊りを繰くり出しながら接近する始末！」

「ヒィ、出おったーッ!?」

　巫女服を胸に抱えたフィアが血相を変えて廊下を逃げ出す。満面の笑えみを浮かべ（しかも何やら怪あやしい動きでその手をウネウネさせながら）、そのフィアを追っていったのは──

　勿もち論ろん、のっぽな身体からだと愛あい嬌きようある顔が特徴的な、ウザ可愛い（自称）一人の下級生だった。




　神社の境内けいだいと、花見客で賑にぎわう桜さくら並なみ木きの通りとの中間点にあたる場所。そこに設置されている春祭りの本部テント付近で、一同はそれぞれの仕事に勤いそしんでいた。

「……というわけで、フィアさんの教室に連れてってもらった恩もあるっすし、その恩返しになればなーと。もう一人ひとり、ヒメノンっていう自分達の友達も一応誘さそったんすけどでも用事があってその子は来れなくて寂さびしいなーって感じで、だからフィアさんがここに来てるなんて知らなかったのでもうこれはバクハツ的に嬉うれしいサプライズでフェッフェッフェ！」

「悪の怪かい人じんみたいな笑い方になってるぞ。とにかく、お前のほうが先にこのバイトに誘われてたわけか……ま、千ち早はやにとっちゃ、お前とフィアがバッティングしようがどうしようがどうでもよかったんだろうな」

　春はる亮あきと夕ゆ銘めは竹たけ箒ぼうきで近くの地面を掃いていた。夕銘は勿もち論ろん借り物の巫み女こ姿すがたで、無む駄だな動きが癖くせなのか、ぶんぶんと箒を振ったり涎よだれを拭ぬぐう仕し草ぐさを見せたりしている。元気で明るい子なのは確たしかだ。ウザいのかウザ可愛かわいいのかについてはノーコメントということにしておく。

　ちなみに春亮も、今は普段ふだん神主さんが着ているような白しろ装しよう束ぞくを借りていた。似合っているのかどうかは自分ではわからないが、とりあえずフィアはゲラゲラ笑い、黒くろ絵えは無言でカメラを取り出し、錐きり霞かはどぎまぎと視し線せんを逸そらし、このはは「普段と違う春亮くん……イイ……！」とブキミに蕩とろけた笑え顔がおで見つめてきた。みんなの反応を見てもやはりよくわからない。

「はい、いらっしゃいませ。こちらを二個ですね？　かしこまりました」

　このはは物販のテントで売り子をしていた。当然、彼女も巫女姿だ。清純な印象の白と紅。落ち着いた印象のあるこのはには素す晴ばらしく似合っている。だが白装束に包まれた上半身は、単純な構造であるが故ゆえに、彼女の身体からだの起伏を単純に浮かび上がらせていた。ああ、本当に、洋服などよりも遥はるかにこんもりとくっきりと重量感をもってたぷたぷたゆたゆ──

　いかんいかん、とこのはの胸から意い識しきを逸らす。テントの奥にある机で帳ちよう簿ぼをつけているのは錐霞だ。レジの機き械かいがないので、売れたぶんだけ逐ちく一いちチェックしているらしい。

　こちらの巫女姿も、真ま面じ目めで高こう潔けつな彼女のイメージにひどく合致している。帳簿を見下ろすのに邪じや魔まだったのか、軽く髪をかき上げる動作。頭の中で計算しているらしく、んー、と鉛筆を軽く唇に押し当てながら首を傾かしげる。その仕し草ぐさでまた黒髪がうなじを滑る──不ふ思し議ぎに心しん臓ぞうが高鳴った。いつもと違う服装であるだけなのに、なぜか、ひどく新しん鮮せんな感覚を覚えた。

　その錐霞の隣となりには白しら穂ほが座っていた。つまらなそうな表情で机に頰ほお杖づえをついている、神かみ憑がかり的な美び貌ぼうの巫女。その視線の先には常に、お盆に甘酒を載のせて走り回るドジ巫女がいる。いろいろと危なっかしいこともあったが、子供用巫女服に身を包んだ黒絵がその都つ度ど彼女のフォローをしていた。サヴェレンティと一いつ緒しよになって甘酒を運ぶ黒絵。まさに子供がお手伝てつだいしているような見た目なので、客はみんな笑え顔がおで彼女から甘酒を受け取っていた。えらいねぇえらいねぇ、と年配の方々に頭を撫なでられている黒絵の姿というのもなかなかに新鮮だ。

　その甘酒の供給源は一つの寸ずん胴どう鍋なべ。褐かつ色しよく肌はだで灰はい色いろ髪がみのインターナショナル巫女がその鍋を柄ひ杓しやくでぐるぐると搔かき回している。掟おきてなのかこだわりなのか、たとえ巫み女こ服ふくを着せられてもヘソ出しは変わらない。上半身の装しよう束ぞくの、本来袴はかまの中に入っているべき裾すそ部分が強引に引っ張り出されて腰の横で束たばねられている。問題は、それを袴に入れていないせいで、千ち早はやと同じく袴のスリットから直接その太ふと股ももの肌が見えてしまっているということだ。ちなみに彼女は足た袋びを断固拒否したので、足元は裸足はだしになんとか雪駄せつただけを履はかせた状態で妥協している。

（見た目はともかく……ま、あいつも真ま面じ目めに働いてくれてるようでなによりだ）

　そんなとき、ふと、テントの裏側に一人ひとりの巫女がしゃがみ込むのが見えた。

「むむっ。ほほう……なるほど……了解です〜」

　両手を耳の後ろに当て、仲間とテレパシー的な通信をしているようだ。相変わらず、傍はた目めには「ぴぴー、がが、ぴー」とかいう擬ぎ音おんが聞こえてきそうなデンパ系行動にしか見えない。そのうちに話が終わったのか、神楽かぐら鈴すずの彼女はすっと立ち上がってこちらに近付いてくる。

「あ！　お話してくれる人か無口な人かは見た目じゃ全然わかんないんすけど、とりあえず挨あい拶さつ！　お疲れさまっす、巫女長！　ちゃんと働いてるっすよ！」

　それに気付いた夕ゆ銘めがビシリと敬礼。何鈴なのかはわからなかったが、彼女はとりあえず声を持っている巫女ではあったらしい。くすくすと笑って、

「それは結構なことです〜。で、夕銘様さま。恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、妹が本殿のほうで迷子まいごを発見したようですので〜。少しばかりお力をお貸しくださいな〜」

「勿もち論ろん！　お母かあさん代わりとしてその子の不安を晴らしなさいってことっすね、そんな女らしい部分で頼りにされたわけっすね!?　普段ふだんは電球換えくらいしか頼み事されないのに……ふふふ、やっぱり自分の存在意義は身長だけではなかったみたいっす。わかる人にはわかる！」

「では向こうに着いたら、その子を肩車してひたすら立っていてくださいね〜。ご家族に少しでも見つけてもらいやすくするという意味で、これは貴女あなたにしかできない大役なのです〜」

「やっぱり身長頼みィー!?」

　そんなこんなで、神楽鈴（結局誰だれかはわからなかった）はショボンとした夕銘を連れて本殿のほうに歩いていった。何はともあれ、迷子の子が早く家族と合流できればいいなと思う。

　みんな頑がん張ばってるんだ、俺おれも仕事しないとな、と春はる亮あきが再度箒ほうきを動かし始めたとき、

「ぬ、ナイスタイミングだ。奴やつがどこかに行くのを待つ手間が省けた」

　夕銘の背中に警けい戒かいの視し線せんを向けつつ、逆方向から巫女姿のフィアが歩いてきた。きらきらとした銀ぎん髪ぱつが、紅白の衣い装しように意外なほどよく映はえている。洋と和が完全に合ごう一いつした姿。

「チハヤが荷物を運ぼうとしておってな。男手が必要だから呼んでこいと言われた」

「なるほど。そりゃ手伝てつだうよ、案内してくれ」

　フィアが向かったのは社殿の裏にある古い倉庫のような場所だった。閂かんぬきが外され、ぽっかりと倉庫はその口を開いている。中からはがたごとと物音がしていた。

「おーい、ハレンチ小僧を連れてきたぞ」

「だったら早く入って。ああもう、テキトーに仕し舞まってるから取り出せないわね……！」

　顔を見合わせてから、春はる亮あきはフィアと共に倉庫に足を踏み入れる。あまり開かれることはないのか、湿気た埃ほこりと黴かびの臭においに満ちた空間だった。照明器具もないらしく、中はかなり薄うす暗ぐらい。入り口から微妙に射さし込んでくる外界の光だけが頼りだ。

　千ち早はやは倉庫の奥にある棚たなの前にいた。軽く腰を屈かがめ、棚の中のものを持ち上げては乱らん暴ぼうに脇わきに置く──いつもの大胆な巫み女こ服ふくのお尻しりがこちらに突き出されており、しかも前傾姿勢になって袴はかまがずれているためにそのスリットから股またの奥深くが見えそうになっていた。危なかった、ここが薄暗くなかったら本当に見えてしまっていたかもしれない。

「来たわね。この棚の奥にあるやつを運んでもらいたいんだけど、その前にいろいろ乗っかってるから、まずはそれをどかして──」

「待て」

　言ったのは春亮ではなかった。フィアだった。暗くてよく見えないが、なぜかその顔がん面めんが蒼そう白はくになっているような、身体からだがぷるぷると震ふるえているような。

「あ、ああ──わ、私は、なんというところへ来てしまったのだ。これはまずい、確かく実じつにまずい……油ゆ断だんしておった。気配けはいがする。間違いなく、気配がするぞ！」

「ん？　そういやフィア、お前──」

　全身を強こわ張ばらせたまま、じりじり、とフィアは後ずさりする。

「は、話は後だ。ここは、完全に奴やつらが長年かけて実効支配してきたテリトリー。いつ奴らが襲おそいかかってきても不ふ思し議ぎではなく、ここに足を踏み入れるということは愚ぐ行こう以外の何物でもなかったのであって、一刻も早く脱出せねば命が危な……」

　つー……ぽとり。

「ほわっはっはっはうひょわぁぁぁぁぁあ!?」

「きゃあ！　な、何よあんたいきなり、喜んでるのふざけてるの!?」

「いやすまん、きっと純粋にパニクってるんだ。実はこいつ、クモが大だいっ嫌きらいでな。俺おれもちょっと忘れかけてたんだけど」

「ふほっひー！　い、今の、ぽとりは、まさか、うはああ首の後ろがもぞもぞするぅぅっ!?」

「ああ、やっぱり。さっき天てん井じようから何か落ちてきたような気がしたのはそれか」

「冷静に言っておる場合か、取れ、取、っ、ひいい歩いておるぅ私にまた糸を張る気か巣を作る気かあああああああ!?」

　ぴょんぴょんと跳とび跳はね、ぐるぐると回転し、きいいいと背筋を反そらして絶叫するフィア。

「ちょ、暴あばれすぎでしょ、クモくらいで。取ってあげるから大人おとなしく……って、こら！」

　千早が呆あきれたようにフィアに歩み寄るが、フィアの混乱は収まらない。服の下に潜もぐり込んだクモを排除したい一心でだろう──自分の巫女服の襟えり首くびを思い切り引っ張った。胸の合わせ目が完全に開く。力任せにやりすぎて、緋ひ袴ばかまの帯までもが解ほどける。それに足を取られてよろめき、近付いていた千ち早はやに抱き止められ、しかし彼女はその重量を受けきれない。春はる亮あきも慌あわてて手を伸ばして二人ふたりの転倒を防ごうとするが、結局ミイラ取りがミイラになった。

　どすーん、と三人で絡からまるようにして転倒する。もうもうと舞まい上がる埃ほこり。

「あう……取れたか、どこに行ったのだ、死んだか、もういないか？　なあ春亮、確かく認にんしてくれ、見てくれ、頼む、どこだ、もうおらんか？」

　眼がん前ぜんにフィアの涙目がある。息が止まるかと思った。

（み、見てくれ、とか言われても！）

　とても確認などできる状況ではない──はだけた肩。辛かろうじて引っ掛かっているだけの巫み女こ服ふく。袴はかまもそのほとんどが足から脱げ、フィアの白い太ふと股ももがこちらの身体からだに絡みついている。

「ちょ、あん、たっ……」

　そしてなぜかフィアの脇わきの下を潜くぐり抜けた春亮の手は千早の胸をがっしりと摑つかんでいた。もう片方の手は千早の袴のスリットにすっぽりと嵌はまっていた。指先に触れる、太股の感触。

　半脱ぎ巫女はまだ混乱の収まらない様よう子すで言う。千早はぷるぷると震ふるえながら言う。

「なあなあ、どうだ、どうなのだ？　春亮、ちゃんと見てくれ！」

「やって、くれるわね……！」

「ま、待て二人とも。とりあえず落ち着け。いいか、これは不幸な事故が重なっている。落ち着いて問題を解決していこう。まずはこの手を離はな……くっ、フィアの身体からだが邪じや魔まであんまり動かせねえ！　いや、こっち方向には、辛かろうじて動くぞ。ん？　何か引っ掛かりが」

「な、何してんのよ！　そっちに動かすと、袴が脱げちゃ、う、じゃないっ……！　あんた、袴に手を突っ込むだけじゃ飽あき足らず!?」

「待った待った、間違えた！　ヘンな絡み方してるせいでパズルみたいになってるぞ！　まずはフィア、お前が起き上がって、いやその状態で起き上がるとまずいから服を着て、いやいやこのままだと服が着れないからまず起き上がって──」

　そんなとき、この倉庫の入り口に誰だれかの気配けはい。見れば一人ひとりの巫女が立っていた。

　春亮の頭がぞっとしたものに覆おおわれた。違う。事故だ。だが事故でもこの状況はこのはに見られたら殺されかねない。錐きり霞かでもどうなるかわからない。黒くろ絵えは多た分ぶん写真を撮とりまくる。

　だがそこにいたのは彼女達ではなく、

「えーと、捌や鈴すず、捌鈴ね？　ちょうどよかったわ！　とりあえず助け──」

「……（にこ〜）」

　倉庫の中の様子を見て、彼女は一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたような顔をしていた。だがそれはすぐにいつものほえほえスマイルへと変わる。そして彼女は、合点がいったというように頷うなずいてから。

　こちらを助けようともせずに、ふいと入り口の脇にしゃがみ込んで──

　耳の後ろに手を当てたポーズで、何かをビビビと仲間に伝達し始めた。

「ああああああ！　こらちょっと待ちなさい、なに全員に報告とかしてんの!?　止やめなさい、今すぐ止やめなさい、でないと後で思いつく限りの痛い目に遭あわせるわよ！　違うから、これはそういうのじゃなくて、ってなんでドヤ顔よ!?」

　……『わかってます！　皆には、ここに近付いて三人のお楽しみを邪じや魔ましないようにちゃんと伝えましたから！』というようなニュアンスなのだろうか。

　捌や鈴すずはただ、素す晴ばらしい笑え顔がおでぐっと親指を立ててきただけだった。
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　説明書を読み、ネトーの無む駄だ話ばなしに付き合っているうちに、新しん幹かん線せんが目的地に辿たどり着いた。

「ここからは数人ずつで散って動く。以降、別命あるまで各自の隠れ家セーフハウスで待たい機きだ」

　他ほかの人間達にも指示を出してから、荷物をトランクに入れ、リリィハウルはネトーと共にタクシーに乗り込む。運転手に短く目的地を告つげると、車は快かい調ちように進み始めた。

「ヒヒッ、おいおい見ろよ、シートに液晶モニターついてやがんぞ、ハイテクだな。やっぱこの国はオリエンタルかつファッキン・クールだぜ。だが俺おれ様さまには一つだけ前から気に食わないことがあってだな。それはこの国のポルノには偏へん執しゆう狂きよう的てきなファッキン・モザイクが──」

　会話はあるが、たいして楽しくもないドライブの時間。それも次第に終わりに近付いてきた。目的地である街に入る。ある程度は都会で、またある程度は緑みどりを残した、ごく一般的な日本の街。たまたまタクシーはその緑が多い部分を走行していた。ネトーが不意に口笛を吹ふく。

「ヒハー、オリエンタルな神社シユラインがありやがる！　しかもなんだかフェスティバルくせえ！」

「この国には桜さくらを見ながら野外で飲み食いする風習があると聞き及ぶ。その時期だ」

「実際フェスティバルなのかよ、ヒヒ。なあ、一つ確かく認にんなんだが──目的地はもう少しだ」

「相違ない」

「今のところは、時間に追われてもいねぇ。さらに言えば、今は昼飯どきだし、今まで移動しっぱなしで腹も減ってる……で、フェスティバルなら食い物の一つや二つ売ってるだろうな。つーわけでよ、メシがてらちっと寄り道するのはどんなものだろうかい、ってな。そんなに悪い提案じゃねぇだろ？　今まで縁えんのなかった場所だからな、あの《がらくた》だって任務ついでにそれなりに楽しんでるはずだ。俺様達も任務ついでにちょっとぐらいは楽しんでいいんじやねぇのかい。日本の神社や山や祭りの風景でココロを洗われよーぜ、ヒッハ！」

　正直、どうでもよかった。だが彼の言うことに間違っている部分はない。それに、仮にこの些さ細さいな提案に乗るだけで彼のテンションが上がり、気分良く後々の仕事を果たしてくれるようになるというのならば、それは自分の億おつ劫くうさの対価としては充分すぎるだろう。

「いいだろう。私も興きよう味みがなくはない」

「話がわかるぜ、ボス！　よーし運ちゃん、あそこの神社で停とめろあそこで！」

　びったんびったんとネトーが運転手の肩を叩たたく。初老の運転手は愛あい想そ笑わらいで、

「おーけーおーけー、すとっぷね、おーけー。さんきゅーべりーまっち」

　などと答えていた。リリィハウルはそこで眉まゆを寄せる。

「ネトー。貴き様さま、日本語は喋しやべれたな」

「おう、一応。日本好きならトーゼンだろ、ヒヒ」

「ならばこれからは日本語で喋るぞ」

　首を傾かしげるネトーの耳に口を近付け、リリィハウルは小声で言った。

「油ゆ断だんしていた。英語がわかる人間などそう多くはないだろう、と思っていたが、この、明らかにまともな英語教育を受けていなさそうな運転手ですら喋るのだ。その《英語がわかるまい》という油断が我われ々われの口を軽くし、機き密みつを漏もらす可能性を高める──逆に考えれば、あえて日本語で喋れば機密保持の意い識しきは高くなるだろう」

　大おお真ま面じ目めに言ったのだが、ネトーはなぜか笑いを堪こらえるような表情で、

「いやー、この運ちゃんも雰囲気でテキトーに言っただけで、気にするこっちゃねーと思うが……ま、ボスの言うことにゃ逆さからえねぇ。了解だ。郷ごうに入いっては郷に従え、ってやつだあな。ファッキン・アスホールなんてもう言わねえ、ええと……日本語で言うと……犯しケツ穴か？　なんか違うような気もするがまぁいい。よォし、最高に犯しケツ穴な時間の始まりだぜ！」

　彼の言こと葉ば遣づかいを注意することはとうの昔に諦あきらめていた。突然の日本語に驚おどろいたのだろう、ぎょっとした顔の運転手に代金を渡してタクシーを降りる。

「さあ、行こうじゃねえかよ、ボス……おっと、郷に入っては以下略、だ。それっぽく言うと……ああ、こうなんのかな？　ヒヒッ、リリィハウル団長、よ」

「そういう発言を不用意にしないために言語を変えたのだが……まあ、今ならば構うまい。副団長として以後気をつけてほしい、《復ふく讐しゆう者しやネトー》」

「ヒヒッハー、了解！」




　──その組織においては。

　通常、団長なる役やく職しよくは存在しない。本来ならば、それが常にいることこそが自然で当たり前の組そ織しきのように思えても、存在しない。主たる存在は別の名で呼ばれている。

　逆説的に言えば、《団長》が存在するのは、通常の状態ではないときだった。

《団》が形成されているとき。単純に、その状況下に限られる。

　それは普段ふだんとは違う、特殊な任務を与えられた彼らが、統とう率そつの取れた一軍として行動する必要がある場合に──主の命で、一時的に形作られるもの。

　作られ、そして役目を終えては消えていく、任務遂行のためだけに存そん立りつする異例の集団。

　慣かん例れい的てきに、それは作られた順番を意味するだけの番号と、統率を任じられた団長の名と、その補佐をする副団長の名で呼び表わされていた。

　だから今、この街に辿たどり着いた彼らはこう呼ばれる。

　第八十七騎き士し団だん《リリィハウル・ネトー》。
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「おー！　凄すごいではないか、なんかヒラヒラキラキラとしておる！」

「あ、ほんとですね。とっても綺き麗れいな桜さくらです……働いた甲か斐いがありましたか」

「よしハル、今じゃー！『ここは俺おれに任せて先に行け！』の次に男の子が人生で一度は言いたいと思っているセリフ、『でも、君のほうがもっと綺麗さ』を言うチャンス。さあ！」

「な、何言ってるんですか黒くろ絵えさん、もう！　おほん……じー」

「なんかスゲェ期待の目で見られてるんだけど俺!?」

　周囲には満開の桜が咲き誇っていた。千ち早はやに案内されて辿たどり着いたここに他ほかの人間の姿はない。千早達の家を越え、さらに少し森に向かって進んだ先にある場所なので、さすがに一般人がここまで足を踏み入れることはないのだろう。というか、

「……正月のときに来た場所だな。あの池と社やしろには見覚えがある」

　錐きり霞かの言葉に、千早がむっと眉まゆを寄せた。

「な、何よ、先に言ってくれれば別に案内してもらわなくても、みたいに聞こえるんだけど。気付かなかったあんた達が悪いんじゃない」

「いや、文句を言ったつもりはないんだ。むしろ君には感かん謝しやしている」

「ここは──我わが感想・かなり清浄な大地プーサガの気ラーマに満ちた場所だという体感。このような素す晴ばらしき場所があるとは未知でした。許されるなら瞑めい想そうし集中し、思うまま自然との合ごう一いつを」

「待ちなさい……脱ぎますね？　脱ぐ気ですね？　わたしの目が黒いうちは絶対に不許可！」

　時刻はお昼時。弁当は元から持ってきていたので、昼食のついでに約束通りの花見タイムということになったのである。ただし千早の手伝てつだいには後片付けも含まれているらしく、夕方になればまた働かなくてはならない。なので一同はまだ巫み女こ服ふく姿のままだった。

　春はる亮あきはビニールシートに腰を下ろす。頭上に広がる白と桃もも色いろの天てん井じようを見上げ、ほう、と一息。心地ここち好よい風が吹ふくたびに、ひらひら、ひらひら、とその淡あわい二色が青空に散らばっていく。呼吸には薄うすく甘い香かおりの味がする。耳には花びらの擦こすれる音が歌われる。幻想的な世界。

「メシだ、メシだ、さあメシだ！　ほらほらどーした春亮、ぼーっとしておる場合ではないぞ、もし一刻も早くその重じゆう箱ばこを開けなければ世界が滅ぶときがあるとすればそれは今だ！　あー滅んだ、場合が場合ならお前のせいで今世界が滅んだ！　どーしてくれる！」

「くっ、花より団子ってベタな格言がこれだけ似合う奴やつも珍しい……！　まあいいや、働いて腹が減ってるのは俺もだし。いっぱい作ってきたから、みんなどんどん食ってくれ」

　春亮が重箱を開けようとすると、そこで錐霞も自分の重箱を慌あわてて並べながら言った。

「待て、忘れるな。試ためしに場所を変えて戦ってみよう、というのが元々の狙ねらいだったんだぞ」

「そう言えばそうだったな。私とウシチチ、それにクロエは普段ふだんから春はる亮あきのメシを食たべ慣なれておる。不公平だから、審しん査さ員いんとしてはノーコメントということにしておくぞ」

「ああ。それ以外の君達に審査員を頼む。心して食べてくれ……！」

「なんかよくわかんないっすけど、お任せっす！　さて、自分の席は〜」

「よしお前、そこで止まれ。この対たい角かく線せんをキープだ、メシくらいはゆっくり食わせてもらうぞ！」

「あーうー、つれないっす……でもずっとトイメンにいるってことは、正面からその可愛かわいさをガン見できるってことっすよね！　ハァハァ、巫み女こ姿すがたも、やっぱバクハツ的に最高っす……！」

　白しら穂ほはサヴェレンティと当然のように隣となり合い、その逆ぎやく隣どなりにはさりげなく千ち早はや。黒くろ絵えもサヴェレンティの近くで何事か笑い合っている。春亮の両隣には錐きり霞かとこのはがいて、フィアは夕ゆ銘めの様よう子すを気にしていて、ン・イゾイーはぼんやりと舞まい散る桜さくらを見上げていて──

　重じゆう箱ばこを開けながら、そういや伍い鈴すず達は、と春亮は首を回した。少なくともさっき一人ひとりはいたはずだが。すると少し離はなれたところで、もう一人の巫女から何かを受け取っているのが見えた。一人は神社に戻っていき、何かを渡されたほうがようやくビニールシートに上がる。

「どした？　あいつはいいのか？」

「はい、恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、拾とお壱ひ鈴すずだけでなく伍鈴もお弁当はご遠えん慮りよさせていただきますね〜。美お味いしそうで心こころ惹ひかれるのは確たしかなのですが、我われ々われが参加いたしますと、さすがに量の問題が〜。お気になさらず、普段も我々は適当に食べたり食べなかったりですので〜」

「なんか悪いな。何か余り物が出たら遠慮なく食べてくれ。ていうかさっき何を貰もら──げ」

　伍鈴が持っているものにようやく気付き、春亮は絶句する。それは。その瓶びんは、もしや。

「うふふ、先さき程ほど、差し入れとして近くの商店街の方からいただいたものです〜。やっぱりこんな見事な桜の下でお食事をするのですから、花見酒というのもオツな──」

「ん？　今何か、わたしの心をくすぐる単語が聞こえたような」

「はっ!?　フィア、黒絵ー！　緊きん急きゆう事態発生！」

「ウシチチよ、貴き様さまを完全体にさせるわけにはいかん！　あの液体は悪あく魔まの水だ！」

「でぃーふぇんす！　でぃーふぇんす！」

　フィアと黒絵がこのはに飛びかかり、物理的にこのはの動きを止める。ついでなのか淑しゆく乳にゆう同盟員としての本能なのか、二人ふたりは打ち合わせもなくごく自然に合同攻こう撃げきを仕掛けており、巫女服の盛り上がりを執しつ拗ように攻められたこのはが「何するんですかぁ、んっ、こらっ、駄だ目め、です……っ」と悩ましい声を上げて身を捩よじっていた。巫女服の襟えりの合わせ目がかなり危あやうい。

「……？　ええと、あちらはお忙しいようですので〜。いかがですか〜？」

　伍鈴がその清酒の瓶を差し出した相手は──錐霞。彼女は眉まゆを吊つり上げて、強い口く調ちようで、

「私達は未成年だ！　それに……その、アルコールは……自分では制せい御ぎよ不可能な、普段なら絶対にしないようなことをやってしまう恐れがある危険な酩めい酊てい物質だと言わざるを得ない！　私は二度と摂せつ取しゆしないと以前に誓った……本当に、馬ば鹿かげている！」

　何かを思い出したのか、顔を真まっ赤かにしながらそう言っていた。
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「で、どうなんだ……？　サヴェレンティくん、白しら穂ほくん」

「うん、美お味いしい！　どっちも美味しいよ！　どっちかなんて決められないねぇ！」

「サヴェレンティがそう言うなら引き分けに私も一票を入れるわ。正直、こちらの人間のほうが箸はしが進むような気もするけど、限りなくどうでもいいという意味で引き分けね」

「別にあたし、細かい味の違いなんかわかんないし……白しら穂ほさんと同じ。引き分けで」

「自分が判定しますに──くう、これは引き分けなんかじゃないっすよ！　バクハツ的な美味しさで両方勝ちっす！　この弁当を作ったのは誰だれだあーっ！」

　戦況は芳かんばしくなかった。錐きり霞かは歯は嚙がみする。引き分けだとは言っているが、これは誰も細かい味の違いに興きよう味みがないだけだ。しかも白穂の発言はほとんど春はる亮あきに一票を入れているのに等しい。渦か奈なや泰たい造ぞうがいれば、既すでに敗北が宣告されていてもおかしくない状況だ。

　いや、まだだ、と錐霞は視し線せんを動かす。もう一人ひとり、審しん査さ員いんたりえる人間がいた。

「……お前はどうだ。どちらの弁当が美う味まいと思う」

　ン・イゾイーは丁度、自分の作ったミートボールを子供のように握ったフォークで突き刺して口に運んでいたところだった。彼女はそれをもぐもぐと咀そ嚼しやくしてから、

「我わが返答・こちらのほうが好きだという感想。義理や世せ辞じではないという補足を補足します」

「なにっ!?　ほ、本当か！」

「我が返答・是ぜ。なぜなら」

　予想外の展開だ。何がこいつの心を捉とらえたのだろう。あのミートボールか。丁てい寧ねいにアクを取ったあの煮物か。はたまたオリジナルの隠かくし味あじを入れた──

「なぜなら、こちらのほうが丸い食べ物が多いので。自明の理だという説明を説明します。この握り飯も、彼のは三角ですが、こちらは丸みを帯びています」

　がっくりした。料理の形状で決められた勝利になど何の意味があるのだ。馬ば鹿かげている。

「ははは、まあいいじゃん、引き分けってことでさ。俺おれも貰もらうよ、いんちょーさんのおべんと……うん、美味しいな！　こりゃ引き分けだ」

　吞気のんきな顔で、隣となりに座る彼が（自分がさりげなく隣の位置をキープしていたから当然だが）笑い、箸を伸ばしてこちらの弁当を食べてくれた。それは絶対に謙けん遜そんで、優やさしすぎて、ちょっとだけむかついて……それでも、彼が自分の料理を食べて笑ってくれていることが、嬉うれしくて。

　卑ひ怯きようだと思った。

「ふん。今回は審判団にやる気が見られなかったのが最大の問題だ。引き分けなどという結けつ論ろんで満足できるか。無効試合だと認にん識しきしておくぞ。まったく、馬鹿げている……」

　呟つぶやいてから、錐きり霞かも重じゆう箱ばこに箸はしを伸ばす。食べ比べる。個人的な味覚の判定から言えば、やはり、一歩、あと一歩……足りない。負けている。まだまだ精しよう進じんしなくては。

「そう言やいんちょーさん、こいつに何か話があるって言ってなかった？　誘さそうときにさ」

　春はる亮あきの言葉で錐霞もそれを思い出した。ミートボールを咀そ嚼しやくするン・イゾイーを見ながら、

「ああ。たいしたことではない……いや、大事なことではあるが。久しぶりに、機き会かいがあれば確かく認にんさせてもらおうと思っていただけだ。アマンダのことをな」

「我わが理解・そういうことでしたかという納なつ得とく。丁度よかったという返答を返答します。まさに昨日きのう、報告をしようとその姿を保存してきたところ」

　バレンタイン前の事件の結果、アマンダ・カーロットは研究室長国に保ほ護ごされた。いつでも会わせろというのを条件に出してのことだったが、馬ば鹿かげたことに、あれからまだ彼女と直接会ってはいなかった。強い刺し激げきを与えるのはもう少し経たってからにしてほしいというのが向こうの言い分だ。最初は約束を違たがえるつもりかとかなり怪あやしんだが、どうやらそれは真実、研究室長国がアマンダの体たい調ちようを案じてのことらしかった。直接会う代わりに、その安否はン・イゾイーを通じていつでも確認することができたのだ。

　彼女は腰の後ろに手を遣やり、緋ひ袴ばかまの帯の下から携けい帯たいを取り出す。帯と尻しりの間に挟はさんで持っていたということなのだろうか……馬鹿げている。彼には絶対触らせないようにしよう。

　ン・イゾイーは、上司（来らいという女か、あるいは奴やつか）に貰もらったというそれの扱いにまだ慣なれていないようだった。今までに何度か同じような確認作業はあったのだが、進歩がない。

　彼女がその携帯を突き出し、どれどれ、とフィア達もそれを覗のぞき込む。画面に映し出されているのはどこかの病室。白髪の少女が、寝ね癖ぐせで跳はねた自分の髪を撫なでつけている。

『少し。待ってほしい。寝起き』

『勿もち論ろん、待ちます。自分も録ろく画がの方法を思い出しています』

　ぐらぐらと画面が揺ゆれた。撮さつ影えい者しや本人はもうカメラが回っていると気付いていないようだ。白髪の少女の顔がちらりと映ってフレームアウト。白いベッドのシーツが映る。開いた窓。

『……退院。もうすぐ？』

『もうすぐです。リハビリも順調で、落ちていた筋肉もそろそろ元に戻るはずですので』

『よかった。うれしい……向こうは、どんな？』

『同じクラスになりました。賑にぎやかだという報告を報告します──我が断定・完全に思い出したという把は握あく。では撮とります。いいでしょうか。では、まずこのボタンを押してから』

　ぷつっ──

　そして映像が途と絶だえた。ン・イゾイーが怪け訝げんに首を傾かしげる。

「……おや？」

「完全に録画ミスじゃないですか！　全然思い出してないですよ！」

「たまたま録画状態になってたのを、準備を完了してからいざ消したって感じじゃねー。むしろこんな不ふ思し議ぎなタイミングでよく録ろく画ができたと言いたい」

「うーむ、こないだはなぜか上下が逆さかさまだったし、まともな映像はいつ見れるんだ」

「……我わが謝しや罪ざい・申もうし訳わけありませんという反省……」

「ま、奴やつの姿も声も、問題はないようだったな。もうすぐ退院できるというのは本当か？」

「事実だという報告を報告します」

　一同に安あん堵どの空気が広がる。錐きり霞かも小さく息を吐はいた。

　実際のところ、アマンダ・カーロットという人間の立ち位置は微妙だ。自分達にとって、どんな関係性を持った、どんな存在なのか。それを明めい確かくに答えられる者はいないだろう。それでも、もう一度会えるものなら会いたい人間であるのは確たしかだった。

「ぬぬぬっ、何やら自分達をのけものにして！　レア動画っすか、いやむしろエロエロなオトナ的動画っすか!?　ぐはっ、首が締しまって立ち上がれないっす！　ハヤハヤー！」

「さすがに人の携けい帯たいを盗み見するのは下品よ。えと、白しら穂ほさんは見なくていいんですか？」

「興きよう味みないわ。というか私、あの褐かつ色しよく娘むすめのこともよく知らないのよね。どうでもいいけど」

「話してみたらいいのに。ボクは銭せん湯とうとかで会ったりしたから、一応もうお友達だよっ」

　そんなこんなで、料理勝負も、確認したかったアマンダのことも用件は済んだ。後は普通に花見をして、普通に弁当を食べるだけだ。彼の隣となりで。

（うん……）

　頭上の桜さくらは綺き麗れいだった。清せい麗れいで、儚はかなく、見ているだけで夢と現うつつの境界が曖あい昧まいとなるような、幻想の白はく桃とう色いろ。

　そのとき、あることに気付いた。夢を見ているのではないかと思った。現実にありうるのか、こんなことが。いや、あるのだ。この桜の下でならば、きっと、ありうるのだ。

　自分は、戦場に立つと決めた上うえ野の錐霞は、この機き会かいを逃のがすか？

　答えは決まっていた。馬ば鹿かげている、だ。

「おい、夜や知ち」

　緊きん張ちようで震ふるえそうになる声を抑おさえて、声をかける。落ち着け。実のところ、こんなのはたいしたことではない。よくある話だ。

「ん、どうかした？」

　彼がいつもの能天気な顔でこちらを見ている。だいたい昼飯を食べ終えて満足したのか、魔ま法ほう瓶びんに入れていたお茶ちやを両手で啜すすっているところだった。つまり彼は両手が塞ふさがっている。だから不自然ではない。けっして。もう一度自分に言い聞かせる。よくある話だ。

　そう、恋人同士ならば、よくある話だ──

「その……ごはんつぶが、ついてるぞ……取ってやる」

「え？　──あ」

　彼の口元にくっついていた飯粒を、指で摘つまんで取った。指先が軽く彼の唇に触れた気がした。それを錐きり霞かは、勿もち論ろん──自分の口に運んで、食べた。

「〜〜〜っ！」

　どうしよう。恥はずかしい。でも。やってしまった。ああ、やってしまったさ。それがどうした。これは攻こう撃げきだ。自分が前進するための。誰だれに何を恥じることもない。

　平静を装よそおって、視し線せんを戻して、自分も茶を啜すする。頰ほおが赤くなっていなければいい。別に赤くなっていてもいい。彼が何かに気付いてくれれば。そして意い識しきしてくれれば。

「あ……その、あ、ありがと……」

「べ、別に」

　だがさすがに、もう彼の顔を見ることはできなかった。しばらくこのまま耐えるしかない。

　顔を隠かくすように、コップを傾ける。

　いつのまにか。

　そのお茶の上には、微かすかに甘い匂においのする、花びらが一枚。




[image: ]




　そのとき、フィアは不ふ思し議ぎに苛いら々いらしていた。

　むくー、と頰を膨ふくらませる。理由はわからない。ただ無む性しように、むくー、としたくなったのだ。苛立ちを頰袋に込めて処理したくなったのだ。

　錐霞が春はる亮あきの口についていたごはん粒を摘つまんで食べた。今見えたのは、ただそれだけのことだったのに。なぜ、こんなにもむかむかするのだろう。苛いら々いらするのだろう。

（まあ待て。シミュレートしてみよう）

　仮に、自分が、そうしたとき。

　はたして春はる亮あきは、あんな顔をするだろうか？　呆ほうけたような、びっくりしたような、鼓動の高鳴りを感じているような──あんな顔をするだろうか？

　多た分ぶん。しない。

「真まっ向こう勝負……既すでに始まっていましたか。不覚です。先に気付けなかったとは……」

　目を細めて茶ちやを啜すすりながら、隣となりのこのはがぽつりとそんなことを呟つぶやくのが聞こえた。よくわからないが、怒ど気きなどはなく、純粋に自分の油ゆ断だんを戒いましめているような雰囲気だけがあった。

　ともあれ。率直に考えて、今、春亮は錐きり霞かにドキドキしていたのだろう。それは納なつ得とくできる。なぜなら錐霞は女の自分から見てもいい女だ。しかし、それはそれとして、なぜ、

（同じことを私がしても、ハレンチ小僧はあんなふうにならんのだ……!?）

　ひょっとしたらなるのかもしれない。が、それは希望的観かん測そくだ。冷静に、客観的に、想像力をフルに使って本気でシミュレートしたならば──やはりその結けつ論ろんが示される。ならない。きっと自分がやっても、春亮はドキドキしたりしない。

　女として見られていないのか、とフィアは思った。思った瞬しゆん間かんはっと気付き、

（いやいや別に奴やつに女として見られたいとかそういうことではなくて。純粋に自分の能力、スペックについての話だ。うん。奴はまだ私のことを子供だと思っておる節ふしがあって、まだ世間知らずだと思っておるに違いなくて、タグイマレな美び貌ぼうを持ちファンクラブすら作られかねない人気を持ったレディなのだと正せい確かくに認にん識しきしてはおらん。それがむかつくのだ。そう、私はハレンチ小僧のその足りない認識力にむかむかしておるのだ！）

　頰ほおが勝手にむくーと膨ふくらんだ理由にようやく説明がついた。うんうんとフィアは頷うなずきながら、さらに落ち着いて思考するためにビニールシートを降り、静かな桜さくらの根元に腰を下ろす。

（ふむ……では、だ。ハレンチ小僧の認識が間違っておるのなら、それをなんとか正してやりたいところではあるな。奴はキリカだけでなく、私がごはんつぶを取ってやったときにもハレンチ顔を浮かべるべきなのだ。別に私がそうしてほしいとかそういうことではなく、桜の花びらが重力に引かれて落ちるのと同じように、そうなるのが当たり前なのだ、うん）

　その手段を考える。何か方法はないのだろうか。この自分という女が客観的に素す晴ばらしいスペックを持った存在であることを、確実に春亮に知らしめるための方法は──

「……そう言えば、カナ達が言っておったな。新しん歓かん祭さいのフィナーレにはミスコンがある、か」

　もし、そこで優ゆう勝しようしたりすれば。春亮も、この自分という存在が、素晴らしい、非の打ちどころのない、誰だれの目から見ても明らかな《女》であることに気付いたりするだろうか──？

「出るんすか、ミスコン？　だったら応援するっすよ、しまくるっすよ！」

　呟きが聞かれてしまったようだった。眼前にはのっぽな下級生の姿。多少は学習したのか、いきなりこちらに抱きついてきたり頰ほお擦ずりしてきたりすることはなかった。食べてすぐ動くのも億おつ劫くうだし、おかしなことをしないのであれば、あえて逃げることもないだろう。

「えーと……横、座っていいっすかね？」

「おかしなことをせんのであればな。もう逃にげ飽あきた、それくらいは妥協してやる」

「やったっす！」

　夕ゆ銘めがちょこんと膝ひざを曲げ、大きな身体からだを折おり畳たたむようにして隣となりに座ってくる。笑えみを浮かべて、じーっと見つめてくる。何やら妙に気き恥はずかしくなったので、ルービックキューブを取り出してがちゃがちゃと動かした。

「お、ルービックキューブ。懐なつかしいっす。解けるんすか？」

「一面くらいはな。テキトーに動かしておるだけだ。全部解くにはテクニックが必要なのだろう……まあ考え事をするときの手て慰なぐさみのようなものだ、そこまですることもない」

「ふーむぅ。考え事っすか。話が戻りますけど、ミスコン出るんすか？」

　首を横に振った。ただの思いつきだ。出ると決めたわけではない。

「あー、そうっすかぁ、残念……フィアさんなら絶対バッチリっすのに！　みんなフィアさんの可愛かわいさに平伏して、ファンクラブ設立にまた一歩近付くこと間違いなし！」

「ま、まだそれを諦あきらめてはおらんのか……」

「トーゼンっす、許可があればすぐにでも！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめて言ってくる夕銘。フィアは今いま更さらの疑問を発する。

「なぜそんなに……その、私がスキなのだ？　いやまあ、私は私であって、いろいろ自負もありはするが、それにしてもお前のような奴やつがファンクラブなど作ろうとするのは疑問だ」

「人は自分にないものに憧あこがれる、失ってしまったものを追い求める、って感じっすかね。ホラ、自分、こんな感じのノッポ女っすから。ちっちゃくてバクハツ的に可愛くて、綺き麗れいな銀ぎん色いろのサラサラヘアーのフィアさんなんてもはや全身凶器以外の何物でもないっす」

「逆に私は、もう少し背が高ければよかったのにと思うぞ。何を食ったらそんなに大きくなれるのだ。牛乳とか飲みまくったのか、それとも別の何かを食いまくったりしたのか？」

「フフ、それは何気にトップシークレットっす。むしろフィアさんはその背の低さこそが可愛いので、教えるのは全人類に対する裏切り行為。でもフィアさんの質問を無視して好感度を下げたくもないので、間を取ってヒントだけ言うと──ある万能食っす！」

「万能食。納なつ豆とうとかか……？　私は基本好き嫌いはないが、あれだけはどうにもニガテだ」

「ハズレっすー。実は自分、小学生のころまではチビで内気だったんすが、中学で転校して環かん境きようが変わって、今まで食べたことのなかったそれをモリモリ食べるようになったらモリモリ背が伸びるようになったという過去があったり。そういや、カタチ的にも縦たてに伸びますようにって祈りが込められてる感じなのかも？」

「なぞなぞみたいになってきておるな。それよりも、お前が昔はチビで内気だったということのほうが気になる……うーむ、とても信じられん」

　ちらりと視し線せんを向けて言う。そこで夕ゆ銘めがデヘヘと笑った。

「な、なんだ、ブキミな」

「いやー、フィアさんと普通に話せてて、感かん激げきしたというか。そんな感じっす」

「ふん。私とて人にん非ぴ人にんではない。出会うなりぬいぐるみのよーにグリグリとかしてくるのはさすがに勘かん弁べんだが、貴き様さまが落ち着いて相あい対たいするのであれば、私も逃げずに話くらいはしてやるわい。一応、お前は私にとっての──コーハイ、であるからな」

　かち、とフィアはルービックキューブを回すのを止めた。そう言えば。

「おい……ユメ、か。もう一度言うが、貴様が落ち着いておる限りは話くらいはしてやる。まあ、ごくごくたまーにならば、ちょっとくらいは触るのも許してやらんでもない」

「マジっすか!?」

「だが……一つ不満があるぞ。それを解消せねばダメだ。私は今まで学校というものに──いや、この国の学校に通っていたわけではなく、だからそういう関係の人間が今までいなかった。チハヤもそうではあるが、奴やつはどうも私に対して敬意を払おうとかそういう雰囲気が見られん。だから無理だろう。つまりはだな、お前、試ためしに別の呼び方で私を──」

「ぴーんときたっす！　つまり、こういうことっすね……フィア先輩、と呼べと！」

　先せん輩ぱい。先輩！

「ほ、ほぉぅ……初めて呼ばれたが、これは、なかなか」

「イヤッフー！　距きよ離りを縮ちぢめるための答えはこんなところにあったんすね！　さん付けのほうが親しくなれるかと思ってたっすが、正解は逆……シンプルすぎて盲点！　フィア先輩！　お近づきのしるしにケータイの番号とか教えてもらえないっすか!?　イタ電とかイタメールとかしないっすから、是ぜ非ひ！」

　少しだけもったいぶってから、フィアはふんぞり返って答えた。

「ふふふ。仕方あるまい……許す！　コーハイよ！」

　正直なところ。

　生まれて初めてのその呼ばれ方は、携けい帯たい番号くらいなら交換してやってもいいか、と思えるくらいには、なかなかに新しん鮮せんで気分のいいものだったのだ。




　そろそろ片付けでも始めるかなあ、とぼんやり桜さくらを見上げていた春はる亮あきの耳に。

　──りん、と音が聞こえてきたような気がした。

　軽く視線を動かす。空を見上げて、伍い鈴すずが動きを止めていた。そして春亮は神社のほうから二人ふたりの神楽かぐら鈴すず達が走ってくるのを見る。二人は元からこの場所にいた伍鈴に視線を向け、伍鈴は頷うなずきを返答とする。それから彼女は困ったような顔で周囲を見回した。

「え〜と……やはり、こうすべきなのでしょうね。時間もございませんし〜。さて、夕銘様、恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、一つお願ねがいがございます〜」

「へ？　自分っすか？」

　フィアの携けい帯たいを覗のぞき込んで「可愛かわいいニャー子っすー！」「そうだろうそうだろう！」などとやっていた（いつのまに打ち解けたのだろう）夕ゆ銘めが、きょとんとした表情で顔を上げる。

「はい〜。実はですね、取り急ぎこの森の中に入って、ある木の葉っぱをたくさん集めなくてはならなくなってしまいました〜。ぜひご助力を願います、一人ひとりでとは言いません、妹達も手伝てつだいますのでご安心を〜。この二人ふたりは無口ですがお気になさらず〜」

「はぁ、別にいいっすけど。って、いきなりっすねそんな引っ張られなくても行くっすよ!?」

　二人の神楽かぐら鈴すずが夕銘の両腕を摑つかみ、強引に立ち上がらせてそのまま森の奥へと引っ張っていく。いつものほえほえとした笑え顔がおながらも、有う無むを言わせぬ雰囲気があった。

　三人の姿が森の奥に消えると、それを見送っていた伍い鈴すずに千ち早はやが腕組みで近付いた。

「何があったのよ？　まさか本当に葉っぱ集める用事があるとか言わないでしょうね」

「何にしても、あの方は一般人なので〜。説明いたしますと、実は……」

　千早に対して振り返った伍鈴の顔がはっと強こわ張ばる。

「──お気をつけください！　千早様！」

「え？」

　茫ぼう然ぜんとした千早以外の誰だれもが、その理由に気付いていた。

　千早と伍鈴は森の傍そばに立っている。だから、その森から現れた何者かが最初に千早と接触した。ただそれだけの、当然の話。

「オイオイオーイ!?　どーなってんだココはぁ!?　パックリ開きすぎだろ、ファッキン……もとい、犯しエロいじゃねえか！」

　突然に森から現れた、ドレッドヘアの黒人男が。

　千早の緋ひ袴ばかま──その大きく開いたスリットに後ろから手を突っ込み、彼女の太ふと股ももに無ぶ遠えん慮りよに指を這はわせていたのだった。
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　その黒人男以外の誰もが驚きよう愕がくし、あるいは呆あつ気けに取られて、時間を止める。

　最初にその時間を取り戻したのは、勿もち論ろんのこと、

「何っ……してんのよっっっ!!」

　かっと顔がん面めんを紅こう潮ちようさせた千早が、身を翻ひるがえしつつ渾こん身しんの力を込めて腕を振るう。「フォウ、マジかよ、犯しスゲェ！　このミコ、ノーパ……」などと呟つぶやいていた黒人男の頰ほおにその拳こぶしが直ちよく撃げきした。ビンタではなく拳だった。ゴスッ、という生々しい音が響ひびいて、

「い──痛いってえええええ!?　マジに痛ぇぞ、犯し・ケツ・穴だぜッ！」

　中腰で千ち早はやの太ふと股ももを撫なで擦さすっていた男は、そのパンチをまともに食らってどうと倒れた。地面の上で悶もだえている。千早は羞しゆう恥ちと怒りで顔を真まっ赤かにしたまま、

「い、いいい、痛くしたのよ当然でしょこの人間のクズ！　変態、痴ち漢かん！　死ね！」

「あー……痛いてぇぞ、スゲー痛ぇぞコラ。痛ぇのはこっちなんだよ。一方的にクズ呼ばわりかよ。テメェがパックリしてんのが悪ぃんじゃねえのかよ。まともな恰かつ好こうしてたら俺おれ様さまだっていきなり触ったりしなかったぜ？　なぁ？　わかるか？　俺様は痛い、お前は痛くない。不公平だろ？　これって不公平じゃねえか？　そんな一方的に悪かったか、俺様は？」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら、悶えていた男がゆっくりと立ち上がった。その頰ほおには大きな痣あざができている。女の力とはいえ、手加減のないストレートがまともに入ったのだ。

「ま、まだ何かする気!?　殺すわよ、今度は本気で殺すわよ！」

「殺す!?　俺様を!?　ヒハ、痛ぇし面おも白しれぇこと言うし、気分はケツ穴最さい高こう潮ちようだぜ！　ヒッハ！」

　痛そうな痣を擦りつつ、男は言葉通りのハイテンションで笑う。春はる亮あきは眉まゆを顰ひそめてその黒人男を見ていた。年ねん齢れいは三十代ほど。今風のサングラスをかけ、髪は細かく編あみ込まれたドレッド。服装はカジュアルなもので、首からは古ぼけたポラロイドカメラを提さげている。観かん光こう客きやくなのだろうか。しかしバッグなどを持ってはおらず、持ち物と言えばギターのハードケースだけだった──今は千早に殴られたせいで地面に転がっているが。つまるところその男は、観光中の、少しばかり欲望に忠実すぎるレゲエミュージシャンという印象だった。そのとき、

「ネトー！　少し目を離はなした隙すきに──何をしているか！」

　もう一人ひとり、スーツを着た若い白人女性がさらに森から出てくる。首の後ろで金きん髪ぱつを縛しばって房にしている髪型。意志の強そうな瞳ひとみに、整ととのってはいるが、可愛かわいさよりも凜り々りしさを感じる表情。ネトーと呼ばれた男がミュージシャンとすれば、彼女はその敏腕マネージャーか事務所の女社長か──どちらにしても、彼女が背負っているゴルフバッグについての説明は難むずかしそうだが。

「何してるって言われてもよぉ。ちょっと森を散歩してみてもいいかって言った俺様にオッケー出したのはあんただぜ？　で、俺様はそこで運命的な出会いを果たしてだ、こりゃいいやと巫み女こさんをよりケツ穴深く理解しようと」

「それは承知。が──これは、いかな因果か。この者達は」

　女が何かに気付いたように呻うめく。その間に、ネトーは首のカメラを持ち上げていた。

「ああ、あああ、痛ぇ、痛ぇ痛ぇ……パチリ、と」

「な!?」

　春亮は自分の目に見えたものが信じられなかった。

　彼の頰の痣が消えたのだ。彼が自分の顔に向けたカメラでその傷を撮るのと同時に。

　カメラが小さな機き械かい音おんを立て、すぐに一枚の写真を吐はき出す。それを摘つまみ取りながら、ネトーは地面のギターケースを蹴けって開いた。

「ち……ネトー！　待て！」

「わかってる、わかってるってばよ、ヒハハハ！　いいじゃねえか、ヤらせろよ、痛かったんだしよ、ヤられたんだしよ！　いいだろ、ヤっちまおうぜ！　でなきゃ我が慢まんできねぇよ！」

　言葉と同時だった。展開が早すぎて、誰だれにとっても、どうしようもなかった。

　ネトーはさらに足を使って、ギターケースの中に入っていた何かをぽんと空中に跳はね上げた。

　それは銃だった。拳けん銃じゆうではなく、ある程度の長さを持った小銃。木材と金属の殺害道具。

　ネトーはそれを空中で摑つかみ取り、流れるような動作で、たった今撮影した写真を筒状に丸めてその銃の弾倉に押し込んだ。そして西せい部ぶ劇げきのガンマンがするように片手でくるくると銃を回した後、その先端を、ただ立ち尽くしていた千ち早はやの胸にぴたりと押しつけて──

　引き金を引いた。

　かちんと撃げき鉄てつが落ちる音。何かが焦こげるような臭におい。春はる亮あきに知覚できたのはそれだけだった。当然だ、弾倉に込められていたのはただの写真であって、鉛の弾丸ではない。

　それなのに、

「あっ……ぎ、がっ……あ・あああっ!?」

　刹せつ那な、千早が胸を押さえて地面に倒れた。目を見開き、脂あぶら汗あせを一いつ瞬しゆんで全身に迸ほとばしらせ、肺の空気を絞しぼり出すような悲鳴を上げる。《何か》を打ち込まれたＴシャツの胸を搔かき毟むしる。生き地じが引っ張られ、襟えり首くびからその膨ふくらみが零こぼれかける。

「ヒーハ、気持ちよすぎんだろコレは！　どうだい、俺おれ様さまにケツ穴犯された気分はよォ!?」

　ネトーはゾクゾクと背筋を震ふるわせながら、ひどく興こう奮ふんした様よう子すでそう言っていた。千早にはそれ以上何かをすることはなく、ギターケースの前にしゃがみ込む。

「なぁに安心しろ、その程度の《痛み》なら死にゃしねぇよ。さっき俺様を吹っ飛ばしたのがパンチでよかったよなぁ。もしナイフとかだったら、今いま頃ごろテメェは何も言わないケツ穴になっちまってるところだ──つーか、ホントならこれでブッ刺して気持ちよくなるのが基本なんだぜ。撃うつのは一瞬だからな！　気持ちいいコトはできるだけ長く楽しみてぇだろ!?」

　言いながら、ネトーが小銃の下部に取りつけたのは──刃やいば。つまるところ、銃剣だ。もし先にあれが装着されていたらと考えるとぞっとする。

　何にしても、千早が倒れた瞬間に一同は完全な戦せん闘とう態勢を取っていた。フィアが巫み女こ服ふくの下からルービックキューブを取り出しつつ、

「その写しや真しん機きに、銃……呪のろわれた道具だな！」

「ヒハ、半分正解だぜ。この《痛ザ・苦ペイ所ングラ在点フアー》は確たしかにクソ禍具ワースだ。これで傷の写真を撮とると、肉体の傷が消えて、その写真こそが《痛みの情報そのもの》になるのサ。で、その《痛み》の写真を人間に押し当てて破れば、その傷の数倍の《痛み》を直接相手に感じさせることができる。特にその傷をつけた当人に対してなら効果は覿てき面めんだ。でもよ、さすがに戦闘中にいちいち敵の身体からだに写真を押し当てたり破ったりすんのは面めん倒どうだろ？　だからこれを作ったんだよ」

　くるくると銃剣を回しながら、ネトーは気軽に続ける。

「さすがに何メートルも遠くまで撃うち出すなんてことはできねーが、引き金一つで写真弾丸の《痛み》を撃ち込めるってのは便利なもんだ。写真を弾倉に入れた状態なら、その《痛み》が銃剣に伝わるってシステムもいい。つまり、これは《痛ザ・苦ペイ所ングラ在点フアー》を使いやすくするための近きん距きよ離り戦せん専用銃剣──ただの道具だ。ケツ穴的なクサレ禍具ワースじゃねえ」

「お喋しやべりな人間ですね。ですが、そのせいでわかることもありますよ」

「ああ。貴き様さまのその態度だけで……貴様が何者なのか、ということは充分に推察できる」

　錐きり霞かが《黒くろ河かわ可か憐れん》を巫み女こ服ふくの袖そでからゆっくりと垂たらし始める。紅白に交じる異質の黒。

「ヒヒ。何者なんだい、俺おれ様達は？」

　と、ネトーが馬ば鹿かにするように首を傾かしげて言ったときだった。

「彼方をちかたの繁しげ木きが本もとを燒やき鎌がまの敏と鎌がま以もちて、打うち掃はらふ事の如ごとく遺のこる罪は在らじと！」

「おおっ──!?」

　凄すさまじい風量。空気の歪ゆがみが奔はしるのが見えた。刃やいばのような切れ味の鎌かま鼬いたち。地面に落ちていた桜さくらの花びらが一斉に舞まい上がり、さらにはまだ枝に咲いていた花びらも無む慈じ悲ひに引ひき剝はがされて空を泳ぎ始める。薄うす桃もも色いろが世界を染そめ、一いつ瞬しゆん、春はる亮あきの視界からネトーの姿が消えた。

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、何者だろうと関係ございません。千ち早はや様を害するものは我われ々われの敵。不快にして害なる何者かが訪れるという託たく宣せんを受け、無関係な夕ゆ銘め様をとりあえず遠ざけたまではよかったですが──その先を知る音が伝わって来なかったのが悔くやまれます。仮にその先を知っていれば、伍い鈴すずは貴方あなたの顔を見るなりこうしたでしょうから」

　無む論ろん、その鎌鼬を放ったのは伍鈴だ。腕を伸ばして鎌鼬を放った姿勢のまま、笑えみを消した彼女はただ舞い上がる花びらの先を見つめている。その後ろで、千早が軽く呻うめきながら身を起こそうとしているのが見えた。どうやら大事はないらしい。僅わずかにほっとする。

　伍鈴の視し線せんを追って、春亮はネトーがいた場所を見やる。いくらなんでも、あの小さな銃剣程度で今の鎌鼬を防げるとは思えない。少なからずダメージは与えているはずだったが──

「ヒッハハハ、ビックリしたぜ！　ケツ穴がキュッとなっちまった！」

「想定外の事態だ。いかにして修正すべきか」

　ネトーの前には、あの金きん髪ぱつ女性の姿があった。地面に片かた膝ひざをつき、持っていたゴルフバッグに手を突っ込み、その中の何かを両手で握って横向きに掲かかげている──それで伍鈴の鎌鼬を防いだのだろう。ぼろぼろになったゴルフバッグの残ざん骸がいが絡からみついているそれは、細長く巨大な鉄てつ塊かい。一振りの大剣だった。ただしその形状は普通ではない。一方の刃は鋭するどい直線だが、逆側の刃は櫛くしのようにギザギザになっていたり逆三角に尖とがっていたりしている。

「というか、リリィハウル団長よ！　当たらせろよ!?　ガードしちまうと俺様がキモチよくなれねーじゃねえか！　いいじゃねえか、ヤろうぜ、なあ！」

「落ち着け、ネトー。まだ早い。任務を忘れるな」

　彼女は奇怪な形状の大剣を振り、それを自みずからの真正面の地面に突き立てた。そこに両手を置き、肩幅に足を開いて、胸を張る──あまりにも威風堂々とした姿。

「はん、トーゼン、貴き様さまもそいつの仲間だな。いいだろう。たった二人ふたりで勝てると……！」

「そこで止まるがいい、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ！」

　その立ち姿のまま、朗々とした声で女が叫んだ。その声量に驚おどろいたか、あるいは身構えようともしないその女の態度に何かを感じたか、ルービックキューブを手に突進しようとしていたフィアが足を止める。このは達も、とりあえず彼女の様よう子すを窺うかがうことにしたようだった。

　その背後でネトーが肩を竦すくめているのを知ってか知らずか。

　彼女は真まっ直すぐな、真っ直ぐすぎるほどの視し線せんでこちらを睥へい睨げいし──

　まるで本物の騎士のような、噓うそも偽いつわりも誤ご魔ま化かしもない口く調ちようで言った。

「私は、蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようの一級正道騎士、リリィハウル・キルミスタである！　まず言っておこう──我々に戦意はない！」




　しばらくの間。

　さらさら、と桜さくらの花びらが擦こすれ合う音だけが聞こえていた。

　その沈ちん黙もくに「……？」と軽く首を傾かしげていた彼女──リリィハウルが、ああなるほど、と思い出したように頷うなずいて言葉を付け加える。

「そしてこの男は一級応報騎士・復ふく讐しゆう者しやネトー。今ここにいるのは我われ々われ二人だけである」

　そんなのは見ればわかる。問題はそんなことではなく、

「い、いやいや。なんか今の発言おかしかっただろ」

「そ──そうだ。お前達騎士領は、私達のような呪のろわれ道具の存在は許さん、という組そ織しきのはずだ。戦意がないなどと言われて、はいそうですかと信じられるか！」

「然しかり。一、我々は禍具ワースを破は壊かいする組織である。二、汝なんじらは禍具ワースである。以上、我々はいずれ必ずや刃やいばを交えることになるだろうと結けつ論ろんする。だが、今は、汝らと戦う気はない」

　リリィハウルが繰くり返した言葉に、このはが眉まゆを寄せて、

「何を言ってるんですか、あなたは。千ち早はやさんをいきなり攻こう撃げきしてきたくせに」

「──それはこの男の戯ざれ事ごとであった。見れば、彼女は禍具ワースの所有者ではあるが、人間である様よう子す。総合的に考えて、その件における非はこちらにある。謝しや罪ざいする」

　剣の柄つかに手を置いて胸を張ったまま、ぺこり、と彼女は頭を下げた。生き真ま面じ目めさは感じるが、生真面目すぎて逆に天然ボケな印象を受ける。

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、謝罪されても、許すかどうかは別問題ですよ」

「珍しく、手下が、ご主人様の言いたいことを完かん璧ぺきに代弁してくれたわ……！」

　立ち上がった千早が、その肩を支えていた伍い鈴すずの手を振り払いながら言う。まだ足元は多少覚おぼ束つかない様子だが、その瞳ひとみはぎらぎらと怒りに燃もえていた。

「うーん……意味がわからんねぇ。結局、そちらさんがここにおる理由は何なのかしらん？」

「この場所に、という意味では偶然と答える。単に神社の祭事を見物に来ただけだ」

「馬ば鹿かげているな。では、この国に来た理由は、と聞き直すか」

　錐きり霞かの言葉に、リリィハウルはちらりと背後のネトーを見やった。なぜかその瞬しゆん間かん、銃剣で自分の肩をとんとんと叩たたいていたネトーの雰囲気が一変する。今までの狂的な笑えみが消失し、ひどく酷こく薄はくな気配けはいを湛たたえた無表情へ。低く絞しぼり出すような声で、

「……笑えねェ。だが、あの女の話をしないわけにはいかんだろうぜ」

「では言おう。我われら第八十七騎き士し団だんが結団された目的は、《騎士殺し》を撃げき滅めつすることだ」

「騎士殺し……？　なんだそれは？」

「文字通り、騎士を殺す者である。我ら蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎士領に所属する、何十人もの騎士達がその人間一人ひとりに殺されてきた。我らは禍具ワースの破は壊かいを存在意義とする組そ織しきではあるが、殺された仲間の仇かたきを取る程度の仁義は持ち合わせている」

「たった一人に、ですか。どうやらよっぽど強い人のようですね」

「然しかり。だが我々が持つ奴やつの情報は──一、ニルシャーキという名を名乗っていたこと。二、その《戦せん鬼きニルシャーキ》が竜島／竜頭師団ドラコニアンズの第二位であったこと。以上、些さ少しようなものである」

　春はる亮あき達は息を吞のむ。竜島／竜頭師団ドラコニアンズ。ただ強さを求める組織。その二位ということは、当然、組織の中で二番目に強いということなのだろう。あのココロ・ペンタンジェリよりも。

「……なるほど。ではこんなところで時間をムダになどしておらんで、さっさとそのニルシャーキとやらを倒しに行けばよかろう。貴き様さまらは敵で竜島／竜頭師団ドラコニアンズも敵だ。止めはせんぞ」

「そうしたいところだが、できない事情がある」

「ああ、全く笑えねェ。できたらとうの昔にやってるぜ。奴はいつも仮面を被かぶってやがった。素顔は知らねえ。声もほとんど聞いた奴はいねえ。体格で若い女だってのがわかった程度だ。それ以外の情報は皆無としか言いようがねえな」

　依然として、ぞっとするほどに冷たい声でネトーが呟つぶやく。サングラスの奥の瞳ひとみがどこを向いているのかは窺うかがい知ることができない。ただ冷れい徹てつな殺意のようなものだけが漏もれ出ている。

　雰囲気を突然に変えたネトーの言葉を受け、さらに問題は、とリリィハウルが続けた。

「問題は──奴が竜島／竜頭師団を抜けたらしいということだ」

「……何だって？」

「抜けたのだ。元もとより奴の行動は気き紛まぐれだった。ただ強く、神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、意味もなく現れては消える、天災の如ごとき戦鬼──それがニルシャーキという存在。だから突然に竜島／竜頭師団ドラコニアンズを抜けたというのも有り得なくはない話だと思える。なぜ、という疑問は付つき纏まとうが」

「竜島／竜頭師団ドラコニアンズを抜けた、か……そしてお前達がここにいる……まさか？」

　何かに気付いたように、錐霞がはっと眉まゆを寄せた。リリィハウルが頷うなずいて、

「その推測はおそらく正しい。竜島／竜頭師団ドラコニアンズを抜けた人間は、同じく竜島／竜頭師団ドラコニアンズを抜けた人間のもとに近付いた。つまるところ、お前達の通う大秋高校とやらに入学したようだ」

「お、おい待てよ！　そんなことがあったら、理事長が俺おれ達に何も言わないはずは！」

「いや、夜や知ち。理事長自身がまだそいつのことを知らないというのもありうる話だ。いざというときに力を借りることができる、という保険としてのみ理事長達のことを考えているのならば、とりあえずはただの新入生として身を潜ひそめているということもあるだろう」

「むぅ……つまり、どういうことなのだ……？」

「物分かりの悪い禍具ワースだな。笑えねェ──っと、いけねぇ、あのクソ女のこと思い出すとついマジメになっちまうぜ。いいか、その《騎き士し殺し》はなぁ……俺おれ様さまの身体からだに傷をつけて、今まで唯ゆい一いつ俺様が復ふく讐しゆうできてねぇケツ穴野郎なんだよ！　あんまりに殺したすぎて犯したすぎてよォ、そいつのこと思い出しただけで笑うのも忘れちまうくらいに頭の中がソレばっかりになっちまう！　初めて女と寝た夜が頭から離はなれねえガキみてぇだ、悪い癖くせだな！」

　言葉の途と中ちゆうで、急にネトーが最初のテンションを取り戻した。自分の額ひたいをペシンと叩たたいてケタケタ笑う──躁そう鬱うつの差が激はげしい男だ。その言葉通りに、《騎士殺し》とやらに対する憎しみが並々ならぬものだからなのか。ネトーは取り戻したその躁のテンションで、

「とにかくだ。テメェらの学校に、俺様が全ぜん身しん全ぜん霊れいで復ふく讐しゆうしてサイコーにケツ穴気持ちよくなりてぇケツ穴野郎がいやがる。顔も声もわかんねえが、とりあえずそいつのケツ穴をぶっ犯してやるのが俺様達の目的だってことよ！　ヒハ、シンプルだろ？」

「繰くり返す。我われらの目的は《騎士殺し》を撃げき滅めつすることだ。だが無む論ろん、汝なんじらの破は壊かいを禁じられているわけではない。単に主目的に非あらず、というのみだ。立ちはだかるならば戦うことに異い議ぎはなし……その可能性を承知で結団された我ら十六名の戦力を甘く見ぬほうがよい」

　春はる亮あきとしては正直、そんなことを言われても、という気分だった。立ちはだかるも何も、まだ自分達が何をすべきかがわからない。相手が具体的に何をするつもりかがわからない。

「なあ。その、俺達の学校に、お前達の狙ねらう奴やつがいるかもしれないってことはわかった。でもお前達、そいつの顔とか何も知らないんだろ。どうやって見つける気なんだ？」

「いーい質問だぁ。手はあるぜ。前に戦ったとき、奴が俺様につけやがってくれた傷の《痛み》──つまりその傷を《痛ザ・苦ペイ所ングラ在点フアー》で撮とった写真は大事に取ってある。で、さっき言ったっけか？　その傷をつけた当人に対して写真の《痛み》を与え返すと、与える《痛み》が段違いに増大するんだが。実はそのとき、俺様自身も段違いに気持ちよくなっちまう、っつーオマケ効果が生まれてンのさ！　奴にケツ穴掘られた写真は一枚しかねえからよ、弾倉に入れて、銃剣でプスプスやるしかねぇな。テメェんとこの女子高生を手当たり次第にヤるしかねぇな！　んで、そのとき最高に俺様が気持ちよくなれた相手が愛いとしのケツ穴野郎って寸法だぜェ！」

「き、貴き様さまっ……！　それは、つまり！」

「その銃剣で生徒達を刺し、その快楽で判定しようというわけか。馬ば鹿かげた方法だ！」

「ヒハハ、馬鹿げた方法、だよなぁ。同感だぜ。この俺様が帰り道とかに待ち伏せしてだ、一人ひとり一人ひとりガキくせぇ女子高生にケツ穴作って回ってやるなんて、面めん倒どう臭くさくて敵かなわ──」

　ネトーの言葉を止めたのは、その首筋に突きつけられた刃やいばだった。だがそれはフィアの拷ごう問もん具ぐではない。このはの手しゆ刀とうでもない。騎き士し領りようには中立を保てとでも指示されているのか、ただ佇たたずんでいるン・イゾイーのナイフでもない。

　仲間であるはずの、リリィハウルの大剣だった。

「──ネトー。不要な非道は私が許さん」

　その巨大な刃を見つめ、ヒヒ、とネトーがいやらしく笑う。

「リリィハウル団長におかれましては、このケツ穴臭くせぇ手段はお好みじゃありませんでしたかネ、と。じゃあどうすんだい？」

「……忸じく怩じたる思いではある。が、やむを得ない。故ゆえに私は取引を持ちかけることにする」

　ざす、と土の音。苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で、再度リリィハウルがその大剣を地面に突き刺したのだ。それから春はる亮あき達に向かって、

「一、《騎士殺し》を過程を問わず発見すること。二、速すみやかに殺害すること。以上、我われらが目的である。が、この私の個人的信条により、その過程における一般人の被害は僅きん少しようとしたい」

「ふざけるな。その男が、一般人を巻き込んで手当たり次第に確たしかめるしか手がない、というようなことを言ったばかりではないか！」

「然しかり──我々には、だ」

　やはり小さく眉まゆを寄せ、不快感を胸の奥に飲み込むように目を細めて、彼女は続けた。

「同じ学校へ通う、我々より遥はるかに多くの情報を得られる位置にある汝なんじらにとってはそうではないかもしれない。だから取引を提案する──汝らが《騎士殺し》ニルシャーキを見つけて我々に引き渡すのならば、我々は他の何者にも危害を加えることなく領へと帰還するだろう」

「一応聞いておく……フィアくん達にも、か？」

「然り。箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブもいずれ破は壊かいすることにはなろうが、それは今ではない。《騎士殺し》に殺された者達の無念を晴らすのが先決だ。ひとまずの目め溢こぼしである」

「ヒハハァン。ま、悪い手じゃねえか。メンド臭ぇとこだけ他人の手に任せるってことだなぁ。乗っとけ乗っとけ。乗れば俺様達は本番の前にラクができて、逆に乗らなかったら、ケツ穴メンド臭ぇ判別作業、女子生徒プスプス辻つじ斬ぎりを一人ひとり一人ひとりやることになる。さらにテメェらがそれを邪じや魔まするんなら、本番の前に余計な一戦だ。ヒハ、比べ物になんねぇほどメンド臭ぇ──ま、禍具ワースをブッ壊こわすのはそれだけで最高に気持ちいいケツ穴遊びだけどよ！」

　ケタケタと笑うネトー。真しん摯しな瞳ひとみのリリィハウル。春亮達は顔を見合わせた。

「馬ば鹿かげた取引だ。しかし」

「乗れば一般の生徒達は助かる。乗らなくては被害が出るかもしれん、ということじゃね」

「やれやれ、これは取引ではありませんね。ほとんど脅きよう迫はくです……忌いま々いましい」

　乗ってどうなるか。具体的にどうするか。それは当然のようにわかっていない。わかっているのは一つだけ──無関係な生徒達の安全をとりあえず確保するためには、今ここでイエスと答えるという行為自体が必要なのだということだけ。

「その態度は了解か。よい判断だ。では、期限は本日より一週間とする」

「ちょっと待ってください。それは少し短いでしょう……！　どうやってその人を見つければいいのかもわかっていないのに！」

「ヒーハーハ！　それは俺おれ様さま達の知ったこっちゃねぇなあ！」

「夜や知ち家けの場所はわかっている。一週間後の日にち曜ようの夜や半はん、参上する。それまでにニルシャーキを確かく保ほしておくことだ。心配は無用、そちらの軒のき先さきをすぐさま血で汚すようなことはしない」

　桜さくらの花弁混じりの土が軽く宙を舞まう。リリィハウルが地に刺していた大剣を引き抜き、その肩に担いだのだ。そして彼女は元来た方向へと踵きびすを返した。ネトーも銃剣を放り投げるようにしてギターケースに放り込み、それを持ってリリィハウルの背中を追う。

　二人ふたりの姿が森に消えた数秒後、背後から物音がした。ビクリとして振り向くと、

「じゃじゃじゃーん！　葉っぱ集めマイスターの帰き還かんっすよ！　うーん、最初はメンドクサイだけだったっすが、さすがにこれだけ集めるとバクハツ的な達成感が！」

　二人の巫み女こと、両手いっぱいに木の葉っぱを抱えた夕ゆ銘め。そう言えば、一般人である彼女に累るいが及ばないように、伍い鈴すず達が気を利きかせてこの場所から遠ざけていてくれたのだった。

　とりあえずその目もく論ろ見みだけは果たせましたね、というように伍鈴がほっと息を吐はいて、

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、お疲れさまでした〜。まあまあ、こんなにたくさん〜」

「ムフフ、もっと称しよう賛さんしてくれても全然構わないっすというかむしろフィア先せん輩ぱいにも称賛してもらいたいというか！　で、今いま更さらなんすけど、これを集めたのは何のためなんすか？　ミステリアスな巫女さんらしく、煮に詰つめて古いにしえより伝わる秘ひ薬やくを作ったりとか!?」

「あ、そうですね〜。ええと〜、それは、その〜」

　目を泳がせていた伍鈴が、やがて何かを思いついたようにぽんと柏かしわ手でを一つ。

「その葉っぱは、端はしが少し尖とがっていますよね〜？」

「そうっすね、ちょっとチクチクするっす！　さてはココに神秘のエネルギーがっ!?」

「先さき程ほどそこが指に刺さって痛かったので、腹いせに全部燃もやそうと思いまして」
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　神社から夜知家までの帰り道。春はる亮あきは薄うす暗ぐらくなった空を見上げながら呟つぶやいた。

「なんか、大変なことになったな」

「まったくだ、騎き士し領りようめ。単純に襲おそってくるだけならばまだよかったものを！」

　フィアが難むずかしい顔で腕組みしつつ答える。

　花見が終わり、騎士領の二人が立ち去り、神社の手伝てつだいを終え──とりあえずの作戦会かい議ぎをすることにして、春はる亮あき達は帰宅の途とを辿たどっていた。夜や知ち家けの住人の他ほかにいるのは錐きり霞かだけだ。

　ン・イゾイーはやはり研究室長国の人間として「他の組そ織しきに対しては可能な限り中立を保て」という指示を受けていたようで、「我わが説明・特に力にはなれないように思います……」とどこか寂さびしそうに立ち去っていたし、「えと、ボクに何か手伝てつだえることは──」「ないわ」と白しら穂ほはサヴェレンティを引っ張って強引に連れ帰っていた。

　夕ゆ銘めを普通に帰した後、千ち早はやと伍い鈴すずとは少しばかり話をした。呪のろいの道具を狙ねらういくつかの組織があるということは、正月に出会ってから今までに軽く伝えてはいた。しかしそれが現実に目の前に現れた以上、もう一度改めて話をする必要があったのだ。

　結局のところ──敬愛する白穂のスタンスを真ま似ねしたわけでもないだろうが、千早は特に何もしないことを選せん択たくした。春亮の本ほん音ねを言えば、騎き士し領りようという危険な存在が訪れた以上、安全の面から今までより自分達と近い位置にいるようにしてほしかった。しかし千早が無関係でいると決めたのならば無む理り強じいはできないし、伍鈴は《自分の身を守る》ことにかけては卓越した能力を持っている。何かあったらすぐ連絡するように言っておくことしかできなかった。

「騎士領が来た。狙っている相手は、うちの学校に入ってきた、元・竜島／竜頭師団ドラコニアンズと。さて、どうすべきなんでしょうかね。あそこでは取引を飲まざるを得なかったわけですけど」

「むーん。抜けたってことは、その人も今は一般人ってことなんよねぇ。あのお二人ふたりさんに差し出してもええのかな……？」

　そこが問題だった。つまり騎士領は「そいつ一人ひとりを差し出せば、その他の生徒に危害を加えるのは止やめてやる」と言っている。だが、その《騎士殺し》という人間を──自分達は、犠ぎ牲せいにしてもいいのだろうか。他の生徒達を守るための捨すて駒ごまにしていいのだろうか。

「うー。こんなことなら、話など聞かずに、あそこでテキトーに奴やつらをブッ倒して再起不能にしておけばよかったわい。戦意はない、などとマジメな顔で言いおるからやる気が削そがれてしまった。これは奴らの巧妙な策略かもしれんな！」

「正直なところ、わたしもそんな気分ですよ……そうしたら話は簡かん単たんでした」

「物ぶつ騒そうなこと言うなって。切った張ったとかは、何にしてもやるよりはやんないほうがいい」

　そんなことを話しているうちに、家の前に辿り着く。そこで一同は足を止めた。春亮が門の鍵かぎを開けるのを待つために、ではない。その春亮も足を止めていた。

　門の前に、予想外すぎる二つの人ひと影かげがあったからだ。

　一人は短めの髪の少女。こちらに気付くなり、なぜか猛もう烈れつにびくびくおどおどと身を震ふるわせ、けっして低くはない背を縮ちぢめてもう一人の背中に隠かくれる。頰ほおは赤くなり、完全な涙目になっていた。そしてもう一人は、その背中で縮こまっている彼女より遥はるかに背が低く、華きや奢しやな体たい軀くで、お団子のような髪型で、ポシェットを装そう備びし、セーラー服を着ている──

「──お久しぶりです、皆さん。お元気でしたか？」

　穏おん天てん崎ざき切せつ子こは、以前と変わらぬ無む邪じや気きな笑え顔がおで、そう言っていた。







　第二章 「春日／同じ何処かにいる君と」/ "Nice to meet you, Ms.Nobody"







　　　　[image: ]

　何の変哲もない新しん築ちくの一軒家である。真新しい壁かべ紙がみの匂におい。この家が完成する予定があったからこそ、ここの一人ひとり娘むすめは今まで通っていた中高一いつ貫かん校こうではなく、この家に近い私立の高校を受じゆ験けんすることにしたに違いない。

　その一人娘であって一人娘ではないローリカ・〝トラッシュ〟・シューゲイザーは、真新しいダイニングのテーブルについていた。汚れ一つないぴかぴかの天てん板ばん。本来その真ま新あたらしさを甘受すべき家族達はここにはいない。手足を縛しばって二階の一室に閉じ込めている。

「彼らに食事は与えたか？　ローリカ・シューゲイザー」

「はっ、はいっ……ちゃんと！」

　向かいには凜り々りしい金きん髪ぱつの女性が座っている。リリィハウル・キルミスタ。その強さと高こう潔けつさが名高い、ローリカにとって憧あこがれの騎き士し。そして、向こうは忘れてしまっているだろうが──かつての命の恩人。自分が騎士領に入った理由。こうやって相あい対たいしているだけで胸が高鳴ってくる。頰ほおが紅こう潮ちようしてくる。同じ場所にいるのが夢のようだった。自分のような取とり柄えのない人間が。その奇跡が現実となった理由は、自分がネトーを主にサポートする後方支援員オーグジラリであったことと、たまたま自分の持っていた禍具ワースが今回の作戦に有用であったからだった。

「ヒハ、《がらくたトラツシユ》で充分だっつーのに。毎回エサやってんのか、面めん倒どう臭くせぇ。殺せよ」

「彼らは一般人である。危害を加えることは許さん」

「へいへい。だがよ、そりゃ矛む盾じゆんだぜ？　なら最初からこんなことしなきゃいいんだよ」

「承知だ。だが、一度過あやまてば後は何をしても同じというわけではけっしてない。我われ々われは正しくはなく、場合によっては悪であり、狂っていると断じる者すらいるだろう。だがそれでも、正しく在らんとすることには意味がある。私はそう信じている」

「ヒハハ、カミサマが見ていますってかぁ。犯しケツ穴だぜ」

　ソファに足を投げ出して座っていたネトーが、テレビに目を向けたまま肩を竦すくめた。

「──さて。何か問題はないか。あるならば言え。助力する」

「あ、ありませんっ」

「ならば僥ぎよう倖こうだ。引き続き任務に励はげめ──以上、今日きようの定例会かい議ぎを終わる。現状維い持じだと他ほかの団員達にも連絡しておけ」

　滑なめらかに光る唇。任務に励めと言われた。励まされたのか。興こう奮ふんする。頑がん張ばろう。自分は《がらくたトラツシユ》だけど《がらくたトラツシユ》では終わりたくない。いつか、きっと、この人みたいに。

「ローリカ・シューゲイザー。どうした」

「ひゃっ……は、はいっ！　すみません！　連絡しておきます！」

　ぼーっとしてしまっていた。慌あわてて返事をすると、リリィハウルは小さく首を傾けて、

「──慣なれぬ任務で疲れが溜たまっているのか。今日きようは早く休め」

　軽い口く調ちようでそんなことを言った。視し線せんを手元に戻す。そこに広げられていたのは、この家のどこかで見つけたらしいブルーレイレコーダーの説明書だった。読んで面おも白しろいのだろうか彼女のような人はやっぱり凡ぼん人じんには理解できない趣しゆ味みを持っているものなのだっていやひょっとして今あたし心配された今度は完かん璧ぺきに心配された優やさしい言葉だった嬉うれしい死んでもいい！

　だが死ぬわけにはいかなかった。平静を装よそおって携けい帯たいを操そう作さし、この家以外の別の隠れ家セーフハウスで待たい機きしている《団》のメンバーにメールで定例報告を行う。

　作戦は恙無く進行中。別命あるまで待機されたし──

　そのメールを送信し終わったとき、玄関のチャイムが鳴った。怪あやしまれないために出る。隣となりの家に住む初老の女だった。回かい覧らん板ばんを持ってきたらしい。ローリカはローリカではない誰かとして、禍具で完全にコピーしたその誰かの顔で相あい対たいし、それを受け取る。だがそのとき、

　どんどん、と頭の上から音が響ひびいた。

　二階にいる誰だれかが暴あばれているのだ。つまるところ、閉じ込めている本来の住人が。チャイムの音を聞いて助けを求めようとしたのだろう。

「あら……何の音かしら？」

「あー、えっと、お父とうさんが模様替えしてるところなんですよー。どたばたしてすみません」

「そうだったの。ところで最近、ご両親の姿が見えないけれど──」

「念には念を、だ。三分ほど消せ」

「え？　今の、誰の声……」

　婦人が微かすかに首を傾かしげるが、それに構わず、ローリカはすべきことを行った。リリィハウルが声を聞かせたということは、つまりはそういうことだ。今回は多少不運だった、仕方がない。

　ローリカは懐ふところから一つの仮面を取り出した。オペラで使うような、顔の上半分だけを覆おおう小さな仮面。瞳ひとみにあたる位置には赤いガラス球が埋め込まれている。

　それは《救バルト済拷ロメイ問官・オブの瞳リビオン》という禍具ワースだ。自分が《がらくたトラツシユ》である理由の一つ。

　ローリカはその仮面を装着すると、ガラス球越しに赤く染そまった視界の中、眼がん前ぜんの婦人の頭を摑つかむ。相手が暴れるよりも悲鳴を上げるよりも早く、強く念じる。三分。三分だ。

　婦人の瞳はすぐに焦しよう点てんを失った。同時、自分の顔の裏にずきんとした痛みが走る。眼球の奥に何かが突き刺さっているような感覚。唐とう突とつに湧わき上がってきた吐はき気けを必死で堪こらえる。

　頃ころ合あいを見て手を離はなし、仮面をポケットに仕し舞まい込む。三分という時間からして、処置が終わるまでそう長くはかからない。しかし自分の頭痛は消え去らない。耐え続けていると、

「……私、何を……そう、回覧板を持ってきたんだったわ。歳としだからかしら、ちょっとぼーっとしちゃってたみたいね、うふふ。それでは、よろしくお願ねがいします。ご両親にもよろしくね」

　玄関が薄うす暗ぐらかったせいか、顔色の悪さが悟られなかったのは幸いだった。この三分間の記憶を失った婦人は、二階からの物音も、ふと頭に浮かんだこの家の両親に関する疑問も忘れている。対象の記き憶おくを最大で三十分ほど消すことができる──それが《救バルト済拷ロメイ問官・オブの瞳リビオン》の忌き能のうだった。吐はき気けがするほど呪のろわしい道具。便利な道具などではない、禍具ワースは人を不幸にする。破は壊かいすべき道具。頭が痛い。それでも自分にはそれを使うしか存在意義がない。だから《がらくたトラツシユ》。当然のように、禍具ワースには呪いがある。だから頭が痛い。たった三分消しただけでも、精神が砕くだけ散りそうなほどに痛い。いつもはネトーがやりすぎ、それを誰だれかに見られたときのフォローとして使う。だが今は違う。

《救バルト済拷ロメイ問官・オブの瞳リビオン》を使った代だい償しようたる頭痛が限界を超えた。気絶する。消した時間が長かろうが短かろうが、痛みに耐え切れずに頭のスイッチが落ちるのはいつものことだ。目覚めるまでの時間に多少の差があるだけ。ふらりと身体からだがよろめいて、記憶がふっと途と切ぎれて──

「大丈夫か。ローリカ・シューゲイザー」

　次に目を開くと、眼前にはあの人の顔があった。リリィハウル・キルミスタ。憧あこがれの騎き士し様さま。命の恩人。自分が倒れても放置するだけのネトーとは違いすぎる。優やさしい人。

「は、はい」

　彼女と共に在りたかった。彼女のようになりたかった。

　騎士に。後方支援員オーグジラリではなく、いつかは、騎士に。

「ならばいい。今後、二階の者はより厳きびしく拘こう束そくしておくことにする。突発的事態により、予定外の仕事をさせた。すまんな」

「いいえ……頑がん張ばります、あたし。頑張ります、から」

　憧れの騎士に抱きかかえられたまま、ローリカ・シューゲイザーは改めて誓った。今回の作戦は、必ず成功させる。《がらくたトラツシユ》ではなく、有用な人間なのだと周囲に認めさせる。それが騎士に至る第一歩なのだ。彼女に近付く第一歩なのだ。

　だから、明日あしたも精一杯、役割を果たそう。自分ではない誰かになって、役割を果たそう。

　自分が演じる役の名前を、頭の中で繰くり返す。

　一年三組、鍵かぎ堂どう姫ひめ乃の。

　それが今の自分の名前だ。
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「お、お前は、セツコ！」

　身構える春はる亮あき達。だが切せつ子こは慌あわてたようにぱたぱたと手を振った。

「ま、待ってくださいー！　あのですね、別に切子は皆さんとバトルしに来たわけじやないんですよぅー！　確たしかにリベンジしたいって気もなきにしもあらずなんですけど、今は骨折が治ったばっかりでまだリハビリ中っていうかあのときとあんまりレベルも変わってないしというか！　その、切せつ子こごときの言葉は信じられないのかもしれませんが、どうか……」

「ふん、その通りだ。とても信じられんな。貴き様さまは一度私達を騙だました」

「そんなぁ……戦意がないのはホントですよぅ。武器とか持ってませんし。それに──そう、そんなことを言われるんじゃないかと思って、この子を説得したんでした！」

　切子はその背中に隠かくれていたもう一人ひとりの少女をずいと前に押し出す。

「ふえええ、はわわわ！　は、恥はずかしいよ切子ぉ……！」

　背はそれなりにあるが、わりと童どう顔がんの少女だった。どこかで見たことがあるような気がしなくもない。着ているのは女の子らしい可愛かわいい服で、しかしその髪はバンドマンのように一部分だけ派は手でな色に染そめられていた。そのビクビクとした雰囲気とはあまり似合っていない。

　んんん？　とフィアが右側から彼女を見やると、ひわわわ、と切子を盾たてにして左側に隠れる。むむむ？　と黒くろ絵えが左から覗のぞき込むと、ひわわわ、と今度は右側に隠れる……無限ループだ。

「うーむぅ。どこかで見たことがある奴やつのような気がするのだが」

「そうじゃねぇ。もうちょっとで思い出せそうなんじゃけど。ザ・ガン見！」

「ひいい！　見ないで、見ないでぇぇ！　は、は、恥ずかしいよぉぅぅぅ……！」

　そこでこのはと錐きり霞かが溜ため息いきをついて、
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「そう言えばそんなこともありましたっけ？」

「ああ。あのときは一いつ瞬しゆんだったが、確たしかにこういう性質だったな。馬ば鹿かげている」

「一応正解を言いますと、フォートですよ？　フォーティーン・クーンズベリ」

　春はる亮あきもその名前を思い出していた。竜島／竜頭師団ドラコニアンズの一員。切せつ子この所有する《呪のろわれた家》。

「むむ。イメージがだいぶ違うぞ。ほんとか？」

「ま、顔のカーテンが外れたときには確かにこんな感じになってたっけ……なんか髪は微妙に染めてたりして違うけど」

「あ、それは屋根の補修を業者に頼んだらいつのまにかそうなっちゃってて〜。材質が違うからですかねぇ。屋根を全面貼はり替かえとかすれば統一感も出るかもですが……って、ひゃん!?」

　フィアと黒くろ絵えにジロジロ見つめられ、恥はずかしさが限度を超えたのだろう。はわわ、あわわ、と涙目で周囲を見回していたフォーティーンは、辛かろうじてその羞しゆう恥ち心しんから救ってくれるものを至し近きんに見つけ──ぼふり、とその布を自分の顔面に押しつけていた。

「ふぅ。別人ではないか、という疑問はこうすればすぐに片付く。オレはオレだ。久しぶりだと言っておこう。それから切子、全面貼り替えなど怖いので断固拒否──」

「こらフォート、人のスカートを頭に被かぶったまま喋しやべらないでくださいー!?」

　フォーティーンは切子の股またぐらに頭を突っ込み、まさにヘンタイ的な構図でスカートの布地をカーテン代わりにしていた。当然のようにすぐ切子に引ひき剝はがされる。

「あっ……ひわわわ、全開、丸見えで、は、恥ずかし、恥ずぅ……！」

「というわけで、このフォートのカーテンを最初からフルオープン、というか取っ払ってるのが戦意のなさの表れだと認にん識しきしていただけるとー」

「まぁ……こんな状態だと、とてもバトルなんてできる感じじゃないしな」

　フォーティーンはぶるぶる震ふるえながら切子にしがみついているので、切子一人ひとりで戦うというのも無理な話だろう。戦意がないという話は納なつ得とくせざるを得なかった。油ゆ断だんはできないが。

「さて、本題ですけど……簡かん単たんに言えば、個人的なお願ねがいがあって来ました。切子ごときのお願い、フィアさん達に聞く義理なんてないのは重々承知なんですが……」

「うむ。ないな。だがタイミングが気になる。一応話だけは聞いてやろう──言ってみろ」

「あ、ありがとうございます！　実はですね……竜島／竜頭師団ドラコニアンズを抜けたある先せん輩ぱいが、今はフィアさん達と同じ学校にいるらしいのです。で、どうやらその人が蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りように狙ねらわれているらしくて……だから、その、なんとか便べん宜ぎを図ってもらえたらな、と。その人はもう、禍具ワースの武器とか捨てて、戦いを止めて平へい穏おんに暮らしたいと願っているはずですから」

　春亮達は顔を見合わせる。そんな気はしていたが、やはり繫つながった。

「《騎士殺し》、《戦せん鬼き》とか言ってましたか。ニルシャーキという女ですね」

「そうですが……どうしてそれを？」

　切子が目をぱちくりさせて言うと、フィアは腕組みをして、

「貴き様さまより先に騎き士し領りようの奴やつらが来おったからな。だいたいの事情は既すでに聞いておる」

「あ、なるほど！　ではより一層、時間がありません。どうか──」

「馬ば鹿かげている。便べん宜ぎを図れ、などといきなり言われてもな。まずは確かく認にんと質問をさせろ」

「うん。うちがまず気になったのは、その人、だいぶエライ人なんじゃろ？　それが組そ織しきを抜けるってよくあることなんかしらん」

「よくあることではないですね。うちもだいぶ大おお騒さわぎだったんですけど、竜島／竜頭師団ドラコニアンズはわりと個人主義なところがありますので。抜けたいのならば好きにすればいい、というのが最終的な師団長の判断でした。元々、ニルシャーキ様は雲のように捉とらえどころがなくて……いきなり抜けると言われて驚おどろきはしたのですが、どこかで納なつ得とくできるような感じもあり、みたいな」

「制裁や何かをしようとは思わないんですか？」

「貴重な禍具ワースを持ち逃げしたとかなら、力ちから試だめしやレベルアップの相手として挑んだりすることもあるかもですが……戦う力を捨てて逃げた、というのは、はっきり言って竜島／竜頭師団ドラコニアンズにとっては負け犬以外の何者でもありません。なので基本的に無関心です──この前は不勉強で知らなかったんですけど、あれです、フィアさん達の学校の理事長も元は竜島／竜頭師団ドラコニアンズだったんでしょう？　その人達が無事なのを見ればわかるように、団を抜けた人間はもう組織としてはわりとどうでもいい存在なんです。理由がない限り襲おそったりしませんよ」

「そう言や、理事長達が今まで竜島／竜頭師団ドラコニアンズに追われたりとか襲われたりしたとかいう話は聞かないな……ガスマスクで顔を隠かくしてはいるけど、もし本気で竜島／竜頭師団ドラコニアンズが捜さがしてたらもっと早くに見つかっててもおかしくないはずなのに」

　春はる亮あきは呟つぶやく。そもそも漸音ぜのんや銃音がのんは顔を隠かくすことすらしていない。それも含めて考えると、理事長達も追っ手はあまり意い識しきしていないように思えた。

「となると君の発言はますます奇妙に思える。今の話が正しければ《騎士殺し》に対しても君達は無関心を向けるはずだ。助けてほしい、などというのは馬鹿げた矛む盾じゆんではないか」

　錐きり霞かの言葉に、切せつ子こはあっさりと頷うなずいた。

「もっともです……えとですね、さっきのお願ねがいは穏おん天てん崎ざき切子個人としてのお願いなのです。竜島／竜頭師団ドラコニアンズは関係ありません。組織としては無関心で無関係なままです」

「む？　どういうことだ？」

「ニルシャーキ様さまは、切子にとっても面めん識しきのある人で、いろいろお世話になったのです。だから、その恩返しをしたくて……少なくとも、騎士領に襲われて殺されるのを見過ごすわけにはいかないのです。でも、切子はまだ竜島／竜頭師団ドラコニアンズの一員なので、表立ってニルシャーキ様を助けることはできません。だから──」

「だから、間接的にわたし達を使おうということですか」

「虫のいい話なのはわかってます。でも、他ほかに手がないのです。切子が本ほん調ちよう子しであれば、戦いの経けい験けん値ちを得るという理屈で、あの人を狙ねらう騎士に直接戦せん闘とうを仕掛けることもできるのですが、さすがに難むずかしくて。あの、今度はこっちから質問を……騎き士し領りようはフィアさん達に何を？」

　一いつ瞬しゆん迷ったが、もう会ったということは言ってしまっている。ついでだ、と春はる亮あきは具体的に何を求められたかも切せつ子こに伝えた。騎士領と自分達の状況。取引について。

「なる、ほど……それで、皆さんは……どうするつもり、なんですか？」

　以前と同じ、子犬のような目で切子がこちらを見上げてきた。だが彼女がただの子犬ではないことは──その口の奥に鋭するどい牙きばを隠かくし持つ存在であることはもはや誰だれもが知っている。

「それを今考えておったところだ。騎士領に差し出すべきか、差し出さないべきか……とな」

「さ、差し出さないでください。今や、あの人はただの一般人と同じなんです……あの、差し出さないでいてくれるのなら、切子、何がしかのお礼はしますので！」

「礼につられて対処を決めるような話ではないだろう。馬ば鹿かげている──一つ聞きたい。君はそのニルシャーキなる人物の顔を知っているのか」

「あの人、プライベートは秘密主義で、いつも仮面で顔を隠しておられたので……すみません、切子にもわからないのです。素顔を知っているのは師団長だけだという話もありました」

「そうか。ならば状況は何も変わらないな……」

　錐きり霞かが難しい顔で眉まゆを寄せて嘆たん息そくする。

　それきり言葉が止まった。しばらく経たってから、春亮は切子に向かって口を開く。

「正直……いきなり言われても、はいそうですかこうしますってのは答えられない。もう少しいろいろ考えたいんだ。ていうか明日あした、理事長のところに話をしに行くつもりでさ。ほら、一応あの人は理事長だから、新入生の中に怪あやしい人がいるってのを摑つかんでるかもしれないし」

　問題を先送りにしているだけなのかもしれないが、それは本ほん音ねではあった。一週間の猶ゆう予よがある、ということに甘えるつもりはないが、一刻一秒を争って結けつ論ろんを出さねばならないほど切せつ羽ぱ詰つまっているわけでもない──今のところは、まだ。

「だから悪いけど、ちょっと時間をくれ。今日きようはいろいろ一度に起こって混乱してるんだ」

「はい……わかりました」

　その言葉を嚙かみ締しめるように聞いていた切子が、小さく頷うなずきながら答える。完全に納なつ得とくしている様よう子すではなかったが、無理に言いい募つのっても仕方ないと自分を抑おさえたのだろう。

「それでは、今日は切子達は帰りますです……どうか、よろしくお願ねがいします」

「お前の願いを聞いてどうこう、という観かん点てんで動くつもりはないがな。いいか、私はお前達が私達に対してしたことを忘れてはおらんぞ。また襲おそってくるつもりなら容よう赦しやはせん」

　ぺこりと頭を下げて歩き出そうとしていた切子が、その言葉に振り返る。そして微笑ほほえんだ。

「残念ですけど、今はその予定はないんです……そうそう、ココロせんぱいに勝っちゃいましたね、皆さん。フィアさん達はやっぱり強かったんだと確かく認にんできて嬉うれしくもあったんですが、ココロせんぱいにも勝てたことのなかったヨワヨワな切子ごときではフィアさん達にもまだ勝てないなと寂さびしくもなったり。だから今は戦わないのですけど──切子が修しゆ行ぎようしてもっと強くなったらまた戦ってくださいね、フィアさん」

「いや、だからお前と戦う気は二度とないから、もう挑んでくるなと言いたくてだな！」

　フィアが語ご調ちようを強めるが、切せつ子こはそれを意に介さない。もう一度、ぺこり。

「では失礼します。表立っては援助できませんが、騎き士し領りようの情報などを摑つかんだらもう一度お話しに来たりするかもしれないので……そのときにはまた！」

　人の話を聞かない、ただの戦せん闘とう狂きよう。それがまったく変わっていないということを最後に春はる亮あき達に知らしめてから、切子と、その背中にぴったりとくっついて離はなれようとしないフォーティーンの姿は溶け込むように夜道に消えていった。




　彼らとの話を終え、しばらく歩いた後。

　切子は背中にくっついていた相棒が不意に足を止めたのを感じる。

「どーしたですか、フォート」

「正直に言って──気分が乗らない、と伝えておく」

　何についてですか？　と切子も足を止め、振り返らないままに聞いた。

「今回の行動に関かかわる全すべてだ。問題が有ゆう機き的てきに動きすぎる。騎士領、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ、戦せん鬼き、そして《ネストパラシタード》──あの《計画》に関しても。必要以上の柔軟性を求められている気がする。オレは単純なものが好きだ。片付けやすいからな。だがこれはそうではない」

「それでも、やる必要があるんですよ」

「無む論ろん、理解はする。協力もする──今のは、愚ぐ痴ちの一言で片付けられる話だ。気にするな」

「ふふ……切子が謝あやまるのも変ですけど、ごめんなさい。帰ったら掃そう除じしてあげますからねっ」

「ぬ。ならば、奥のアソコを頼む。久しぶりだ……徹てつ底てい的てきに、強く、してもいい。いや──むしろ、してくれ。擦こすって、擦って、擦りまくってくれ。頼む」

　うずうず、とその声に隠かくしきれない期待と興こう奮ふんが満ちる。

　切子はそこでようやく振り返って、微苦笑しながら言った。

「はいはい、わかりました。わかりましたから、フォート……とりあえず、お弁当屋さんのノボリを頭に被かぶったまま話すのは止やめましょうね？　お店の人がじろじろ見てますよ」
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「今いま更さら言うけど、癖くせになってると思うんだ」

「ふむぅ。癖になっちょるの？」

「ああ。しかも悪い癖だ」

「それはいけんねぇ。教えてあげたほうがいいんじゃないかしらん……で、誰だれのこと？」

「お・ま・え・だーっ！　制服のお前！　ここ学校！　お前生徒じゃない！」

「なんと!?　微妙にインディアン調ちようで注意されたよ!?」

　翌日の放ほう課か後ご、春はる亮あき達は理事長室に集まっていた。今この部へ屋やにいるのは、帰り道で切せつ子こに会った五人に、理事長室にいるのが当たり前な三人。黒くろ絵えは月げつ曜よう日びが美容室の定休日なので（昨日きのうもサボっていたのだが）、これ幸いとばかりにまた制服姿で理事長室に侵入していたのだ。

　一同がここに集まっているのは今後の作戦会かい議ぎのためだった。今は理事長達に昨日までの出来事を一通り話し終え、反応を待っていたところだ。そして返ってきた言葉は、

「うーん……やっぱりニルシャーキという人間に心当たりはないね。漸音ぜのんくんはどうだい？」

「私も聞き覚えはありません。言うまでもないですが、お姉ねえ様さまもでしょう」

「となると、やっぱりその人物は僕達が竜島／竜頭師団ドラコニアンズを抜けた後に入ってきた人間のようだね。顔やら何やらは残念ながらわからない」

「ま、そうでしょうね。千ち早はやさん達に連絡が行ったことからもわかりますが、新入生におかしな人間がいないかのチェックぐらいは理事長さん達もしていたんでしょうし」

　特に落胆の色も見せず、このはが頷うなずく。勿もち論ろんしていたよ、と理事長も首しゆ肯こうしてから、

「知っての通り、僕達はもう彼らとは無関係だ。できるだけ竜島／竜頭師団ドラコニアンズの人間と接触はしたくないんだが──問題は、その彼女が団を抜けた人間らしいということだね」

「仮に、助けを求められたらどうする気ですか」

　錐きり霞かが難むずかしい顔で言った。理事長は大おお袈げ裟さに肩を竦すくめ、

「微妙だねぇ。そのときになってみないとわからない……先せん輩ぱいとしての立場上、無む下げにはできない気もするけど。あ、勿もち論ろん、あの組そ織しきが嫌いやになった、という意味での先輩だよ」

　そこで理事長が椅い子すの上で胸を張り、改めて一同の顔を見回した。

「さて、ひとまず状況はわかった。まとめよう。この学校の新入生の中に、元・竜島／竜頭師団ドラコニアンズがいる。彼女を狙ねらう騎き士し領りようはその顔を知らないので、君達に彼女を見つけて差し出すよう言ってきた。そうしなければ、彼らは手当たり次第に生徒達を傷つけて彼女かどうかを判別するという暴ぼう挙きよに及ぶ。一方、竜島／竜頭師団ドラコニアンズのメンバーの一人ひとりが、その彼女を助けてほしいと個人的にお願ねがいをしてきた──と。それで、結局……どうするね？」

　うーん、と春亮は首を傾かしげた。結局、考えることはそこに戻る。これからの方策。

　だがそのとき、今までずっと腕組みで何かを考えていたフィアがズビシと手を上げた。理事長が教師のように彼女を指差し、

「はいフィアくん」

「今までずっと考えておったのだが──結局、だ。消去法でいくことになるのではないか」

「消去法かい？」

「うむ。想像してみたのだ。《騎士殺し》がどんな奴やつなのかは知らん。だがそれはおいといてだな、《騎士殺し》がどんな人間だったとしても、私達がそいつを『後はよろしく好きに殺したり犯したりしてよいぞ』と騎士領に引き渡すことがあるだろうか？　とな。だが、いくら想像してみても──ないのだ。そうするのは、何かイヤなのだ。本当に竜島／竜頭師団ドラコニアンズを抜けて普通の高校生になろうとしておるのならば、その《騎き士し殺し》がセツコのような奴やつだったとしてもココロのような奴だったとしても、きっと変わらん。なあ……それは、私だけか？　そういう気分になるのは、私だけか？」

「いや──俺おれも、そうだよ。多た分ぶん、みんな」

　春はる亮あきは瞳ひとみを細めて頷うなずいた。そうだ。自分達は難むずかしく考えすぎていたのかもしれない。全すべてを同時に解こうと急ぎすぎていたのかもしれない。一つずつ、わかるところから、絶対に譲ゆずれないところから決めていけばよかったのだ。フィアのような単純さに身を任せて。

　確たしかに、騎士領に殺されるとわかっていて、そのために誰だれかを差し出すというのはどう考えてもないことだった。それは自分達がその誰かを殺すのと変わらない。それはその誰かが敵であってもそうだし、敵であることを止やめて戦いを捨てた人間ならなおのことだ。

「よし。では消去法によって、最終的な選せん択たくは結局のところこうなる──二択なのだから、これ以外ありえない。我々は騎士領に《騎士殺し》を差し出さない」

「でも──そうすると、生徒達に被害が出る可能性がありますよ」

「フフン。ウシチチめ、そうくると思ったぞ。しかしそれも簡かん単たんな話だ──被害が出る前に奴らを叩たたきのめせばよいのだ。奴らは必ず、一週間後の引き渡しのときにはまた現れる。そこで確かく実じつに勝利すればよい」

「言うのは簡単だけどよ、フィア。あいつら、あの二人ふたりだけじゃないみたいな口ぶりだったぞ。他ほかにも仲間がいるんなら、そう簡単には──」

「ふーむ。何か作戦を練っちょかんといけんねぇ」

「その通りだ、クロエ。私が思うに、最も有効なのは、やはりその《騎士殺し》……ニルシャーキとやらに協力させることだろうな」

「同感だ。引き渡しの際、《騎士殺し》の姿が見えないだけで奴らは警けい戒かいする。逆に言えば、姿があるだけで油ゆ断だんするはずだ。協力が得られれば、その油断の隙すきをついたり、囮おとりとして使ってさらに隙を作り出したり──選択肢は格段に増える。馬ば鹿かげた策だとは思えない」

「聞くところによると、その彼女は第二位だったそうじゃないか。まぁ正直僕には、そこまで上り詰めた人間がいきなり抜けるというのにまだ疑問を抱いてはいるのだけれども──いや、同じ二位だった僕が言うことじゃないか。《部位刻みハイ・シングル》が抜けるのも場合によってはありうる、と納なつ得とくすべきだね。つまりはだ、僕のように後こう遺い症しようでも持っていなければ、《部位刻みハイ・シングル》としての戦せん闘とう能力そのものに期待することもできなくはない……戦う力を捨てたとは言っても、自みずからの安あん寧ねいを守るためならば考えざるを得ないだろうし」

　あ、お茶ちやのおかわりを頼むよ、と軽くカップを掲かかげて理事長が言う。「はいはーい、みんなのぶんも持ってきますねー♪」と気安い返事のサヴェレンティと、ぺこりと生き真ま面じ目めに頭を下げた漸音ぜのんが隣となりの部へ屋やに移動した。そして会話は具体的な今後の行動方針へ。

「協力を求める以前に、本人が身を狙ねらわれてるのに気付いてないかもっていうのもあるしな。結局、会って話をしなくちゃ駄だ目めってことか」

「そうなりますね。問題は、どうやって接触するかということですけども」

「むむ、見えた！　一年生の教室に一つ一つ乗り込んでだな、『話がある。出てこい、元・竜島／竜頭師団ドラコニアンズ！』と叫んでみるのはどうだろうか。意外にあっさり名乗り出るかもしれんぞ！」

「隠かくれて潜ひそんでる人がなんでそんなあっさり答えるんですか！　真ま面じ目めに考えてください！」

「向こうの立場になって考えるなら……他ほかの一般の生徒達に正しよう体たいを知られたくない、と思っているはずだな。考えるべきはそういうコンタクトの方法か。ふむ……」

　そんなこんなで、春はる亮あき達の当面の目標は《騎き士し殺し》ニルシャーキと接触することになり。

　それからとっぷりと日が暮れるまで、ああでもないこうでもないという騒さわがしい議ぎ論ろんの声が理事長室から消えることはなかった。




　とりあえず、思いついたものは何でもやってみようという話になった。

　その翌日の登校時、春はる亮あき達は下げ駄た箱ばこで靴を履はき換えたところで少しだけ足を止める。先週ン・イゾイーが見つめていた《レッツぬるぬるっ！》な貼はり紙がみの横に、新しい貼り紙があった。けっして無用に目を惹ひくものではないが、目を向ければすぐに気付くようなもの。

　その掲示板スペースは、ある程度は生徒達も自由に使える場所だ。だからかなり混こん沌とんとしていた。部活勧かん誘ゆう。子犬いりませんか。逃げたインコの情報提供を求めるもの。『落とし物←』と書かれたメモ用紙のピンには自転車の鍵かぎらしきものが掛かっている。『広場の宿屋前にて・ギルド全員集合されたし・本日二十一時より』というのはネットゲームの集合時間だろうか。『ボランティア部は新しん歓かん祭さいにてバザーを企画しています。不要品等引き取ります』との文言で、日にち曜よう日びにある新歓祭の存在を思い出した。はたして、その日はどんな状況になっていることか。

　そんな混沌とした場所だからこそ、その文面はそれほどの違和感を発してはいなかった。何かのゲームの話だろう、と興きよう味みのない人間は軽くスルーするような一文。

『かつて竜りゆうであった同胞へ。騎士の接近を忠告する。連絡が取りたい。世界より』──

　几き帳ちよう面めんな漸音ぜのんの文字だった。昨日きのう、とりあえずやってみようということになった作戦の第一号である。朝早く登校してきて、人目に触れないように貼っておいてくれたのだろう。無論、世界とは世せ界かい橋ばしガブリエル──理事長のことだ。

「あとは待つのみ、だ。気付いてくれよ」

　その貼り紙に向けて小さく呟つぶやいてから、フィアは自分の教室に向けて歩き出した。

　それから普通に授業を受ける。あまり気にしすぎていても仕方がないし、下へ手たな動きをして不ふ審しんがられては逆効果だからだ。しかし昼休み、放ほう課か後ごと理事長室で経過を聞いてみても、漸音と理事長の首は左右に振られるだけ。帰宅して、夕食を終えたころに定時報告として漸音からの電話を受けたが、そこでも芳かんばしい報告は聞けなかった。

「今日きようはたまたま相手が貼はり紙がみを見落としただけという可能性もある。目立つように、明日あしたは蛍けい光こうペンで紙の縁ふちでもなぞっておくか。一般生徒達の目も集めてしまうが、ずっと気付かれないよりはマシだろう」というのは、その報告を電話で回したときの錐きり霞かの弁だ。勿もち論ろんフィアはその作戦修正に乗り気で、家の中から搔かき集めたペンを鼻息荒く鞄かばんの中に突っ込んでいた。

　そして翌日、春はる亮あき達は作業のために早めに家を出る。別に誰だれかに見られても実害はないのかもしれないが、「あの貼り紙どういうこと？」と聞かれて誤ご魔ま化かすのは多少面めん倒どう臭くさい。

「さーて、ササッと目立たせるぞ。何色がいいだろうか。待てよ、今思いついたが、クリスマスのときとかにやった紙飾りの輪わっかで縁をぐるっと囲むのも──」

　フィアはそれ以上何も言わず、春亮とこのはも、それはやりすぎだとツッコむことはなかった。その必要はなかった。デコレーションする必要すらも既すでに皆無だった。

　連絡が取りたい、と書かれた自分達の貼り紙の上に。

　角かどにあったピンを使って、四つ折りにされた小さな紙キレが留とめられていたからだ。




　朝はまだ理事長が来ていなかったので、一時間目が終わった休み時間。緊きん急きゆうミニ会かい議ぎが理事長室で行われていた。理事長はその小さな紙をひらひらと振りながら、

「ふうむ……淡たん泊ぱくだねぇ。『直接接触する気はない。以後、このような連絡は控えられたし。迂う闊かつである。二度は返信しない』か。普通なら無視するところだけど、あまりにもアレな連絡方法だったから注意しておく必要があった、ということかな」

　その文字はパソコンで打たれたようなもので、紙もコピー紙。筆跡などの手掛かりは皆無だ。

　期待していたせいで反動が大きかったのか、フィアはテーブルにだらんと両手を伸ばして突っ伏していた。横向きに倒れたその顔から嘆たん息そくが漏もれる。

「うー。せっかく、返事があったのに……なんだそれは。なぜ接触しようとせんのだ……」

「そんなに凹へこむなよ、フィア。少なくとも、これで本当に、生徒達の中にニルシャーキって奴やつがいるってわかったんだし。騎き士し領りようも顔を知らなくて切せつ子こも知らないんだ。最悪、両方が両方勘かん違ちがいしてて、実はこの学校にはいなかった、ってパターンだったかもしれないんだぞ」

「一理あるな。とりあえず返事があったというのはある意味前進だよ、フィアくん」

「そうかぁ〜？　二度は返信しない、とか言っておるのに」

「どうなんでしょうね？　飾り気がない文章でよくわかりませんけど、可能な限り好意的に解読すると……《直接は無理だけど、間接的にならまあ接触してあげなくもない。でも、こんな迂闊な連絡方法だともう返信しないぞ》っていう意味にも取れなくはない……かも」

「おいウシチチ。それはつまり──もっといい方法なら返信してやるぞ、ということか？」

　むくり、とフィアがテーブルから身を起こす。少しだけ元気が出てきたようだ。

「可能性としてはそうとも取れますね、というだけですよ」

「もっといい方法……なるほど、もっと他ほかの奴らにわかりにくい書き方をすればよかったのではないか？　暗号を使うとか！」

「呪のろわれた道具の存在を知っている人間だけに利用できる暗号方式、とかあれば最高だろうが……残念ながら、仮にあったとしても、それを知っているのはおそらくあの馬ば鹿かげた研究組そ織しきだけだろう。ついでに言えば、彼女は《誰だれもが見る掲示板でやりとりする》という行為自体が迂う闊かつだと感じているのではないだろうか。こうしてメモを貼はり返したりしているときに、誰かに見られて正体が一気にバレる可能性もゼロではないしな」

「むっ、思いついた！　そうだ、監かん視しカメラとかを用意しておけばよかったではないか！　この返信の紙を挟はさみに来た女の姿をチェックすれば一発！　まだ間に合うだろうか!?」

「だから間に合いませんってば。もうこの掲示板メモ方式は使えないですし」

「だなぁ……そもそも、そんな監視カメラとかで相手の姿がわかったとしても、多た分ぶんそっから先が続かないぞ。強引な方法は相手もいい気しないだろ。きっと俺おれ達を信用してくれない」

　何の気なしに口にした言葉だったが、実はそれはかなり重要なことなのではないかと改めて春はる亮あきは気付いた。元々、騎き士し領りようを追い返すために協力してもらおう、ということで会おうとしていたのだ。それなのに騙だましてコッソリ正しよう体たいを知るというのは筋が通らない。接触しつつ信用を得ることこそが自分達には必要なのだ。

（つっても、その方法がやっぱりなぁ……）

　そうこうしているうちに休み時間の終わりが近付く。授業の合間の休み時間は十分しかない。第二案を各自考えておくことにして、とりあえずその場はお開きになった。
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　ローリカ・〝トラッシュ〟・シューゲイザーは、今日きようも鍵かぎ堂どう姫ひめ乃のとして学校に行く。

　勿もち論ろんのこと、ローリカは鍵堂姫乃ではない。本物の鍵堂姫乃は、両親と共に新しん築ちくの家の一室で猿さるぐつわの味を嚙かみ締しめている。だが、ローリカは確たしかに鍵堂姫乃でもあった。

　自分が持つ数多あまたの禍具ワース、問題が多々あったり、用途が限定されすぎている《がらくたトラツシユ》達の一つ──《コリン博士のローハイド整形手順ＦＣＤ》によって、顔は鍵堂姫乃そのものになっている。

　それは人皮で作られた呪いのマスクであり、押しつけた人間の顔をコピーして自分の顔に移し替えることができる忌き能のうを持つ。欠点は顔以外は全く変えられないことだ。自分には後方支援員として潜せん入にゆう任務が多く命じられていたので、比較的よく使っていた──なので、自分は遥か昔に自分の顔を失った。繰くり返し使うと元の顔に戻ることができなくなる、というのがその《呪い》なのだ。この任務が終わっても、しばらくは鍵堂姫乃の顔で人生を過ごさなくてはならない。新たな誰かの顔をコピーするまで。

　慣なれていたし、この顔にはそれほど文句はない。そんな相手を選えらんでいた。

　そう、鍵堂姫乃という人間に成り代わったのには理由がある。

　一つは、今までの中高一いつ貫かん校こうから離はなれてこの学校に来ていたこと。つまりは以前の彼女をよく知る友人が近くにいないこと。やはり本来の《その人物》を知る者が少なければ少ないほど、成り代わりを疑われる危険性は低くなる。顔は呪のろわしい禍具ワースでコピーし、声や癖くせも厳きびしい訓練で得たスキルによって完かん璧ぺきに真ま似ねできるとはいえ、念には念を入れてだ。

　そしてもう一つ、鍵かぎ堂どう姫ひめ乃のを選えらんだ理由は──一般的に見て、可愛かわいいこと。

　厳げん密みつに言えば絶対に必ひつ須すな要素というわけではなかったが、少なくとも、可能性を高めるためにはそうであったほうがよかった。可愛くないよりは可愛いほうがいい。使命を抜きにしても、やはり当たり前にそう思う。この顔とは今後も付き合っていくのだし。

　その可愛い鍵堂姫乃の顔で、ローリカは学校生活を送る。

　退屈な学校生活か？　と問われれば、答えは断じてノーだ。

　そこは自分にとっての戦場だった。やるべきことは無数にあった。誰だれにも悟られず。誰の理解も求めず。ただ一人ひとりだけで行わざるを得ない作戦行動。

　鍵堂姫乃としての在り方。それこそが戦いだ。

　男友達を多くする必要はない。ただし不自然ではない程度に作っておく必要はある。

　交友関係においては女子を優ゆう先せんさせる。恋愛、美容、芸能──話題になる情報は常に最新を保つ。政治や経済については切り捨てて構わない。それが話題になる確かく率りつは天文学的だ。

　この国の女子は往おう々おうにして決まったグループで交遊する。だがローリカの目的には一グループでは足りない。グループを多くする。しかし八方美人と呼ばれてはならない。

　つまるところ、どのグループのメンバーに対しても「このグループこそが姫乃の本命だ」と思わせる必要があった。そのために動いた。場所と時間に応じて接触するグループを切り替える──そうとは悟られないように。心理学的効果を最大限考えて活用する。その訓練も受けていた。まだ精神的に未み成せい熟じゆくな部分を残す《高校生》という生き物の内面を操そう作さするのはさほど難むずかしいことではない。喜き怒ど哀あい楽らくを全すべて使い、グループ内での存在感を高めるように努める。必要なら涙を流すことも厭いとわない。拳こぶし程度の暴ぼう力りよくも秘密裏に使うのであればときには有効だ。

　色々な訓練を受けてきた自分でも。色々な禍具がらくたを持っていても。

　その日々は、楽なことではなかった。けっして、楽なことでは──

「ふぅ……」

「おやー？　溜ため息いきっすか、ヒメノン！　いけないっすよ、幸せが逃げていくっすよー！」

「あ、ごめん。その、ちょっと、疲れてるのかな？　なんだか身体からだがダルくてさ」

「なんだか身体がダルい……ハッ。それはまさか悪いものに憑つかれてるんじゃないっすか!?　でもご安心を！　ここには敏腕除じよ霊れい巫み女こさんがいるっす！　ハヤハヤ、出番っすよ！」

「除霊なんてできないわよ！　できるのは逆に丑うしの刻こく参りくらいね。最近はやってないけど」

「……最近は？」

「い、いや、なんでもないわよ、言い間違い！　とにかく──姫乃、体たい調ちよう悪いんなら早く帰ったほうがいいわよ。家どこだっけ？」

「そうそう。もしアレなら送るっすよー」

　教室の近くの席に座っている二人ふたり。緋ひ渡わたり夕ゆ銘めと早はや川かわ千ち早はや。無む論ろん、この二人ともそれなりに親密な関係になっていた。ただし他ほかのグループよりは薄うすい関係だ。早川千早は禍具ワースの所有者。緋渡夕銘は一般人ではあるが、その早川千早に最も近しく、また箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ達とも近しい。危険度を考えればあまり近付かないほうがいい二人ではあった──もし登校初日に下げ駄た箱ばこで夕銘に話しかけられていなければ、今までずっと距きよ離りを置いていた可能性もある。

「ううん、大丈夫だから。ありがと！　じゃ、また明日あしたね！」

　ローリカではなく《鍵かぎ堂どう姫ひめ乃のならこうする》という笑え顔がおで席から立ち上がり、手を振って教室を出る。勿もち論ろん、その途と中ちゆうにいた他のグループの女子生徒にもにこやかに別れの挨あい拶さつをした。靴を履はき替えて昇降口を出て、尾行に注意しながら家路を辿たどる。無事に帰宅。

「ただいまー」

　声に出して報告するのは、家の中の者に帰宅を知らせるためではない。周辺の家に不ふ審しんさを与えないためだ。玄関を閉じながら、ふう、と息を吐はく。今やローリカに戻れるのはこの家の中だけだった。顔は鍵堂姫乃のままだが。

　とはいえ、この家が安住の地かどうかと言えばそれも疑問がある。

「っ……ふぅ、は、はは、おおっ……！」

　小さな呻うめき声ごえ。無視しようかとも思ったが、不可能だった。

「ヒハ、帰りやがったか、《がらくたトラツシユ》……丁度いいとこだ、来いよ、オイ……」

　呼ばれた。ローリカは廊下を歩き、その部へ屋やのドアを開ける。

　そこはネトーが使っているベッドルームだ。ダブルのベッドにミニテーブルがあるだけのシンプルな部屋。ネトーはそのベッドの端はしに座っていた。

　彼は上半身裸だった。黒い肌の上に、何筋かの赤黒いものが伝っている。生なま臭ぐさい鉄の臭におい。

「おぅ、おうっ！　犯し・ケツ・穴！　だああああっ！」

　彼は満面の笑みで、自分の肩にナイフの先端を突き刺す。ぐりぐりと搔かき回す。ぷちゅぷちゅと筋肉と血液の鳴き声がする。彼は壊こわれた首振り人形のように頭を振る。

「ヒヒッハハァッ！　ケツ穴、最高のケツ穴ァ！　だッ、だッ、痛いてぇぇえええ！　ヒハハ、ヒハハハ、ヒハーハーハー！　痛すぎて・たまんねェ・っつーの！」

　いつものことなので、ローリカには見るまでもなくわかる。彼の股こ間かんは勃ぼつ起きしていた。

「いくぜ、いくぜ、まだまだいくぜ！　抜いたり刺したりィ……また抜いたり刺したりィ！　オホーッ、イヤ、ヤメテ、そんなに乱らん暴ぼうにしないデ、ヤメテイヤヤッパリヤメナイデー！　みたいな！　ズッコズッコヌップヌップランランラン！　こんな歌あったよな？　ヒハハ！」

　吐と息いき。唐とう突とつにナイフの動きが止まる。彼は血に塗まみれたナイフを引き抜いてシーツに刺すと、上半身裸の胸にそれだけは提さげたままだったカメラ──《痛ザ・苦ペイ所ングラ在点フアー》を持ち上げた。

　そして彼は自分の肩の写真を撮とる。その自傷行為の痕あとが一いつ瞬しゆんで消きえ失うせ、代わりに一枚の写真となって、微かすかな機き構こう音おんと共にカメラから吐はき出された。

　ローリカは知っていた。それは無痛症の殺人鬼が「痛みを知りたい」と誘ゆう拐かいした被害者達を傷つけ、それを記き録ろくしていた写真機だ。その加か虐ぎやくを通して、その写真を通して、殺人鬼は次第に「痛み」という概がい念ねんを知っていった。彼にとっての「痛み」は、その写真を通してしか知り得ないものだったのだ。いつしか彼にとってその写真は「痛みという概念そのもの」となり、それを見て触れて感じているだけで実際に「痛み」を覚えるようになり──

「オ、オオ……い、今のはちっと盛り上がりすぎたなァ。痛みが消えて傷が治るっつっても、なくなった血まで戻るわけじゃねぇしな……ま、弾の補充はできたできた、と」

　ネトーは指に挟はさんでいた写真を適当に投げる。ヒラヒラと宙を舞まったその写真は、ベッドの足元で開いていたギターケースの中に着地した。彼の言葉通り、その写真は「痛み」を内包した弾丸として使われる。傷を作り出した加害者本人に対しては効果が増加するという特性があるが、ネトー本人が自傷で作り出したものならばその点は無意味だ。ただし装甲や防御力を無視して対象にダメージを与えられるというのはそれだけでかなり有用なことだった。人化した禍具ワースは（程度の差異はあれど）基本的に人間以上の身体的強度を具そなえているからだ。

「だが。たった一発じゃ、足りねぇな──ああ、そうだぜ。笑えねェ」

　その呟つぶやきと同時、彼の気配けはいがすっと冷える。部へ屋やの温度が一気に下がったような気がする。彼が《騎き士し殺し》のことを頭に思い浮かべたが故ゆえの変化。声こわ音ねは氷で、瞳ひとみは闇やみだった。

「あのクソ女のケツ穴ブチ抜くときにゃ、タマはいくらあっても足りねぇ。まだ補充が必要だ……必要だ。必要だ。殺してやる。だから、もっと、もっと、もっと──」

　実際の銃器と同じだった。弾薬は多いほうがいい。そして無む論ろん、扱い手の体たい調ちようも良くなければならない。欲ス求ト不レ満スがあればそれを解消せねばならない。

　それらの問題を同時に解決する手段として、ネトーが最もよく好むものを二つ、ローリカは知っていた。単純にして簡かん便べん。

　一つ目はネトー本人。その崇すう高こうなる快楽的自傷行為。彼はマゾヒストであると同時に、自分の身体からだを傷つけるという行為にすら興こう奮ふんできるサディストであり、つまりは完全な性せい癖へき破は綻たん者しやだった。だから二つ目も自動的に決まる。

　勿もち論ろん、ローリカだ。ネトーの後方支援員オーグジラリ。価値のない《がらくたトラツシユ》。捨てられないだけありがたいとただひたすらに感かん謝しやしているべき──少なくとも、彼はそう思っている──物モ体ノ。

　彼はズボンのベルトを外しながら言った。

「さっさと服を脱いでベッドに上がれ」

　ローリカは即答する。そして心を閉じる。

「わかりました」

　いつもの行為。何も感じない感じたくない重み痛みシーツ掌口中舌刃その冷たさ不快律動写真の音快感体温呻うめき。罵ののしられる。愚ぐ図ずだと罵られる。汚らしい女。ケツ穴。呪のろわしい禍具ワースの臭くさいニオイが染しみついている。血で洗い流してやる。はいすみませんと自分は答える。そうすれば早く終わる。いろいろな箇所にいろいろな傷を作られていろいろな写真を撮とられて痛みは消えるが本当に消えているか？　気分が悪い。くたばれ。身体からだのどこかが切り取られてあまりの痛みに失禁した。彼が舌打ち、でも掃そう除じするのは結局この自分だ。気が遠くなる。ああ、もうすぐ、物モ体ノのように気を失う。そうだ、《がらくたトラツシユ》と呼ばれる自分は物モ体ノ。でも。

　でも、いつかは。いつかは──




　夕食を作って二人ふたりと共に食べる。それからは自由時間だ。勿もち論ろん、風ふ呂ろに入るのは一番最後。鍵かぎ堂どう姫ひめ乃のの部へ屋やに入り、少しだけ、努力をしてみる。やらないよりはやったほうがいい。

　腕立て。腹筋。その他有用と思われる筋力トレーニングを一通り。できるだけ音は立てない。ネトーに知られれば、無む駄だなことをしていると笑われ、生意気だと折せつ檻かんも受けるだろう。だからひっそりと、ローリカはこのいつもの日につ課かを行う。

　だが、やはり、憧あこがれの人はネトーとは比較にならない注意力と──優やさしさを、持っていた。

「む。すまん。トレーニング中であったか」

「あっ……？　リリィハウル様さま……？」

　腹筋を止めて身を起こす。いつのまにか部屋のドアが開かれ、そこにリリィハウルが立っていた。また説明書でも読んでいたのか、顔には読書用の眼鏡めがねがある。

「荒い呼こ気きが聞こえた故ゆえだ。急病かと思った」

「い、いえ。大丈夫です」

「うむ。後方支援員オーグジラリとはいえ、肉体の鍛たん錬れんを行うのはけっして無駄ではない。感服した」

「あの、差し出がましいお願ねがいなのですが、ネトー様には言わないでいただけると……あたしのような人間がこういうことしても、無駄で目め障ざわりだと、叱しかられると思いますので」

　リリィハウルは眉まゆを怪け訝げんそうに寄せ、心しん底そこ理解できないといったふうに首を傾かしげながら、

「無駄なものか。努力は誰だれの上にも平等だ。だが、まあ──君がそれを気にするのであれば、ネトーには伝えないと約束しよう。リリィハウル・キルミスタの名に懸かけて誓う」

「あ、ありがとうございます……」

　大おお袈げ裟さな言葉に軽く頰ほおが緩ゆるむ。これで話は終わりかと思いきや、彼女は依然としてその場に佇たたずんでいた。それどころか、ドアを閉めて部屋に入ってくる。そして壁かべに背中を預けると、

「一つ、謝しや罪ざいしよう」

「え……リリィハウル様に謝あやまられることなんて、ありません。何をですか？」

「さっきやっていただろう。ネトーのあれについてだ」

　聞かれていた。憧れのこの人に聞かれていた。羞しゆう恥ちでローリカの頰が赤くなる。

「あいつがああいう男なのは知っているし、戦せん闘とうのためにあの行為が必要なのも理解できる。それでも──個人的には、ああいうのは好すかん。止められるものなら止めたいが、君は正式にはネトーの後方支援員オーグジラリだ。私には君達の行為に関して何を言う権限もない」

「そんな！　その、お言葉だけで、充分です……」

　本心から、そう言った。彼女が自分のことを心配してくれている。それだけで心拍数が跳はね上がり、ひどく幸せな気分が胸中に満ちた。けれどその幸福はまだ終わらず、

「身体からだに異常が起こったりはしないのか？」

「いえ──大丈夫です。《痛ザ・苦ペイ所ングラ在点フアー》で、全部、撮とっていただいていますから」

「傷きず痕あとが残ったりはしないのだろうか。君は女の子だ、その辺あたりのことも考えたほうがいい」

　リリィハウルが無造作に近付いてきて、ローリカの顔を至し近きん距きよ離りから見つめた。鼓動が大おお暴あばれする。喉のどの奥が引ひき攣つれる。いい匂においがする。手が伸びてきた。頰ほおを触られた。傷痕が残っていないことを確たしかめるように、肌をなぞる彼女の手。口が勝手に動いて、聞いていた。

「あの……リリィハウル様さま。気持ち悪く、ないでしょうか……？」

「何な故ぜだ。君は君の役割を果たしているにすぎない。一般的に見て正常な行為ではないかもしれないが、意志を持ってそれを行っている以上、何を恥はじることがあろうか──大丈夫のようだな。先さき程ほど、最も深く傷つけられたのはどこだ？」

　頭がぼうっとしていた。だからごく自然にそこだと答えてしまっていた。

「なるほど。確かめるぞ。痛ければ言え」

（噓うそっ……!?）

　彼女の手がＴシャツの上から自分の胸に触れる。ネトーに切り取られたりくっつけられたりしたその先端に触れる。望外の喜び。だがそれを超える奇跡をローリカは聞いた。

「ふむ。単純な驚おどろきで言うが、大きくなったものだな。子供だったから当然としても、あのときは男子と見間違うばかりの胸だったが」

「っ……!?　リリィハウル様……あのときのこと、覚えて……!?」

　愕がく然ぜんと目を見開いた。過去の光景が脳のう裏りを支配する。よくある話なのだろう。でも自分にとっては絶対の記き憶おくだ。呪のろわれた剣。大好きだった家族を殺してしまった自分。血の臭におい。最後に自分自身に向いた剣先。だが気付いたときにはその刃やいばは砕くだけており、眼がん前ぜんには年若い金きん髪ぱつの少女がいて──その数年後の姿である彼女が、こちらの顔のすぐ前で、怪け訝げんそうに瞬まばたきをする。

「……？　当然だろう。最初に見てすぐ思い出した。今までは言う機き会かいがなかっただけだ」

　そんな。彼女が。憧あこがれの、命の恩人が。自分なんかを覚えていたなんて。そして今、自分の身体に触れてくれているなんて。奇跡以上の奇跡だ。予想外のことに何も考えられなくなっていく。ただ彼女の指先だけが優やさしくて、気持ちよくて──

「あ……は……ふわぁ……」

　そこでリリィハウルがぴくりと眉まゆを寄せ、全すべての動きを止めた。首を傾かしげて、顎あごに手を遣やり、何かに気付いたように、何かを思案するように部へ屋やの床ゆかに視し線せんを向けている。

「──そうか。そういうことだったのか。長年の疑問が氷解したのかもしれん」

　何かまずいことをしてしまったのだろうかと、ローリカはおそるおそる聞いてみる。

「あの……リリィハウル様さま……何のこと、ですか……？」

「ローリカ。これを誰だれかに言うのは君が初めてなのだが──」

　彼女は真剣な目でローリカの顔を見返してきた。その近さに、その真まっ直すぐさに、また身体からだの奥に火が灯ともる。次に聞こえてきた言葉は予想外だった。

「私は処女だ」

「へ……へっ？」

「なぜかと言えば、私はどうにも、男と性行為をするということに関心が持てなかった。想像もしなかった。性せい衝しよう動どうというものを感じたことがない。が、どういうわけか、同性の人間と共にいたり、着替えたり、公衆浴場に入ったりするときに、奇妙に身体の芯しんが疼うずくことがあった。今この瞬しゆん間かんと同じように、だ。つまり、ひょっとして。ひょっとして、だ──私は、性衝動を同性に対してのみ感じていたのではないだろうか？」

　空ではなく大地のほうが回転しているのだという可能性に初めて思い至った天文学者のように、リリィハウルはひどく真ま面じ目めな面おも持もちで語る。新発見に驚おどろき、それをどう扱っていいか困こん惑わくしているような真剣さで語る。

「むう。そうか。そうだったのか。そういう人々がいるのは知っていたが、まさか、自分自身がそうだったとは。これで全すべての説明がつく。納なつ得とくだ……！」

　ローリカはぽかんとしていた。ぽかんとしすぎて、失礼な考えも頭に浮かんでくる。

　今まで、自分の性的嗜し好こうに気付いていなかったんだ、この人。真面目すぎて、クールすぎて、逆に間の抜けたところがある。こういうの、天然クールって言うんだっけ？

　ともあれ。ともあれ、だ。

　これは奇跡以上の奇跡、さらにそれ以上の奇跡に違いない。

　目指している憧あこがれの人と、自分。彼女そのものになることはできないけれど。少なくとも、今すぐ彼女のようになることはできないけれど。せめて、近付くことはできる。心と身体からだを重ね合わせて、その吐と息いきを感じて、その存在をすぐ近くに感じることはできる。

　それがあれば、きっと自分は──まだ、頑がん張ばれる。

《がらくたトラツシユ》として。物モ体ノとして。壊こわれないでいられる。

　だからローリカは、リリィハウルの手首をそっと摑つかんだ。湿ったＴシャツの下に潜もぐり込ませて、彼女がさっきまで触っていた突起にその指先を誘いざなう。

　傷が残っていないかどうかは、やはり、直接触って確たしかめてもらいたかった。
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　水すい曜よう日びの放ほう課か後ご。

　フィアは木の幹みきに背中を預け、手て持もち無ぶ沙さ汰たにルービックキューブを動かしていた。場所は学校の校門から昇降口までの間にある前庭だ。春はる亮あきとこのは、そして錐きり霞かも同じ芝生しばふの上で下校する生徒達の波を眺めている。

「うーん。なんか、早くも八方ふさがり感が漂うな……」

「そんなことはわかっておるわい、ハレンチ小僧め。だからもっといいアイデアがないかと考えておるのではないか」

「それはいいですが、なんでこの場所で？」

「いつもいつも理事長室で頭を捻ひねっておっても始まらん。ここで下校する生徒を見ておったら、ひょっとしたら何かにハッと気付くかもしれんぞ。あの目力……元・竜島／竜頭師団ドラコニアンズに間違いない！　とかな。だからちゃんと見ておけ」

「ふう。そんなわかりやすい人がいたらいいですけどね」

《騎き士し殺し》と接触しようとしてから二日が経たったが、春亮の言葉通り、状況は既すでに八方ふさがりだ。さらに捻った文句で掲示板にメッセージを貼はっても返事はなく、一年生の教室の前でうろうろしてみても、当然のように顔見知り以外に話しかけてくるものはいない。結局のところ、『もし《騎士殺し》が自分達と接触してもいいと思っていた場合に、実際に連絡を取ってくれるような安全な方法』を見み出いだすことはまだできていないのだった。

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、あまり焦あせらずのんびりとやられてはいかかでしょうか〜？　期日は日にち曜ようなのでしょう？　まだ水曜ですし、余裕はありますよね〜？」

　自分達の近くには伍い鈴すずもいて、巫み女こ服ふく姿で箒ほうきを動かしている。普通に用務員としての仕事中なのだ。道ゆく女子の一団が「ばいばいミコさーん」と声をかけると、伍鈴は楚そ々そとした微笑で小さく手を振る。生徒達にとっては誰だれが誰やら見分けがつかないので、最初から識しき別べつを放ほう棄きして一まとめに「ミコさん」などと呼ぶのが流は行やりになっているらしい。

「それはそうだがな。まだ半分あると考えるか、もう半分が過ぎたと考えるかだ」

　そう答えつつ、フィアは下校する生徒達の波を見続ける。立方玩がん具ぐをかちかちと回し続ける。

　生徒達の顔、顔、顔。解放感溢あふれる下校時だからという当然の理由を加味しても、普段ふだんより明るい表情の生徒が心なしか多いように思える。何かにわくわくしているような。あるいは、頑がん張ばろう、と試合前にテンションを上げている選せん手しゆのような気配けはい。部活動関係メインのイベントという話を聞いたし、日曜日に待ち受けている新しん歓かん祭さいのせいかもしれない。

　自分達が話し合いたいと思っている相手も、その祭り的なイベントを楽しみにしているのだろうか。それともドライに休みが潰つぶれることを憂ゆう鬱うつに思っているのだろうか。わからない。

　伍鈴の言う通り、無む闇やみに焦る必要はないのかもしれなかった。だがのんびりしていていいものとも思えない。何かないのか。事態を進展させられるような一手は。

「ディスカバリー号！　どーしたんすかフィア先せん輩ぱい、こんなとこで？」

　そんなとき、下校中の生徒の一人ひとりがこちらに気付いてばたばた走ってきた。やはり癖くせなのだろう、挨あい拶さつ代わりにビシリと敬礼。こちらが座っているからか、余計に大きく見えた。

「お前か。むう、相変わらずデカイな」

「例のヒミツ万能食をまだ週五くらいで食べてるっすから。おっとー、教えられないっすよ、先輩はずっとちっちゃいままでいてください全人類のために！　で、何やってるんすか？」

「まあ、日なたぼっこ、というやつだな」

「なるほど、風流っすね！　って──そうそう、そうっすよ！」

　笑え顔がおで適当な同意を見せていた夕ゆ銘めが、不意にこちらの手元を見て何かを思い出したような表情になった。自分の鞄かばんをごそごそと探り始める。そして取り出されたのは、

「ルービックキューブ……？」

「はいっす！　えーと、お隣となりいいっすか？」

　返事を聞くよりも早く、夕銘はフィアと同じ木に背中を預けてその隣に座り込んだ。えへ、と無意味な笑えみをフィアに向けてから、同じようにかちかちと立方パズルを回転させ始める。

「こないだフィア先輩がやってるの見て、自分もやってみようかなー、って思って買っちゃたんすよー。お揃そろいっすね！　楽しさも二倍！」

「いや、手て慰なぐさみのようなものだし、別に楽しさが二倍にはならんと思うが……」

「まあまあ、いいじゃないっすか！とにかくなんでもフィア先輩とお揃いにしてみたいお年とし頃ごろなんす！　んふー、すぐ隣となりで同じことしてるフィア先せん輩ぱいも、可愛かわいいこと天てん上じよう天てん下げっす……」

「意味がわからん」

　何にしても、それが何かの邪じや魔まになるわけではなかった。自分の手元以外から輪りん唱しようのように聞こえてくる、かちかちという音。不ふ思し議ぎな新しん鮮せんさを感じないわけでもない。

　その音を聞いているうちに、ふと思いついた。こいつは一年だ。ニルシャーキとやらも一年だ。八方ふさがりである現状には、何でもいい、発想の転換が必要なのかもしれない。上級生である自分達には気付けないような、同じ一年だからこそわかるような何かがないだろうか。

「ユメよ、一つ聞きたいことがある……たとえば、これはたとえばの話だが。一年生の中にいる、とある人間と内ない緒しよ話ばなしをしたいとき。お前ならどうする？」

「すればいいじゃないっすか」

　夕ゆ銘めはきょとんと首を傾かしげて言う。大事なことを言い忘れていた。

「内緒話をしたいその相手は、誰だれかわからんのだ」

「意味わからないっす」

　夕銘は今度は逆方向に首を傾げた。が、急にしゃっきりと背筋を伸ばして、

「あ！　それは、ひょっとして……自分への遠回しな告白っすか!?」

「違うわい！　それこそ意味がわからん！」

　脳の回路をどう繫つなげたのか。謎なぞすぎる。

　それからしばらく、かちかちという音だけが流れる時間。フィアは現状をどう説明しようかと悩んでいたのだが、夕銘は別のことを考えていたらしい。

「内緒話……とにかく、内緒話をしたいんすよね。誰かと」

「うむ。それ以外の誰かには知られず、だ。その相手と内緒話をしようとしているということすら知られないような方法がよい」

「はぁ……あ、そうだ」

　かち、とルービックキューブの音が止まる。

「一年生同士の情報交換サイトとかなら、最近流は行やり始めてるっすよ？　そこの掲示板を利用したらどうにかできないっすかね？」

　特に期待する様よう子すもなく話を聞いていた春はる亮あき達が、その瞬しゆん間かん、一斉に夕銘に目を向けた。




　夕銘にアドレスを教えてもらい、春亮達は携けい帯たいでそのサイトに接続する。フィアはついでに夕銘にネットの接続方法を教えてもらっていた。

「くっ。できる限り教えたくなかったんだけど、しょうがないか……」

「ほほう！　パソコンなどがなくても、いんたーねっと、なるものはできるのではないか！　ハレンチ小僧め、なぜこんな大事な情報を私に対して隠いん蔽ぺいしておったのだ！」

「使いすぎたら金がかかるからに決まってる！」

　広大なネットの海にはフィアが興きよう味みを示しそうなものがわんさかある。後で本当に注意しておく必要があるが、とりあえず今はこのサイトだ。春はる亮あきは自分の携けい帯たいを見やる。

　それは携帯用の掲示板サイトのようだった。会員登とう録ろくなどは必要ないらしく、ただアドレスさえ入れれば匿とく名めいで誰だれでも参加することができるらしい。

「えっと。この《ちー》って人がこれを作った管理人なのか」

　トップには管理人の名前と共に、これは大たい秋しゆう高こう校こう一年生同士が情報交換をするための場所であること、誹ひ謗ぼう中傷は禁止、などという理念やルールのようなものが簡かん潔けつに書かれていた。『楽しく交流していきまっしょい！』などというテンション高めな文で最後は締しめられている。

「そこに書かれてる通り、ちょっとした情報交換の場所っす。食堂では何がおススメだとか。今は新しん歓かん祭さいも近いし、部活は何に入るつもりですか系のスレッドが人にん気きっすね。クラスではまだ友達ができなくて喋しやべれないって人も、ここならいろいろ情報ゲットできるっすから」

「友達がおらんのに、このアドレスはどうやって知るのだ？」

「あ、それはこないだ下げ駄た箱ばこ前のリアル掲示板に貼はってあったっす。この《ちー》って謎なぞの管理人さんが貼ったみたいっすね……それでまた人が増えて賑にぎやかになったんすよ。今はもう知らない人のほうが少ないんじゃないんすかね。自分はもうちょっと前に知ってたっすけど」

「へぇ。ちなみに、お前は誰に教えてもらったんだ？」

「ハヤハヤっすけど？　いやあ、まだあのときには人が全然いなくて、まさかこんなバクハツ的に人が多くなるなんてなんか感無量……」

　春亮達はそっと顔を見合わせた。

「ちー、なぁ。なんとなく、その正しよう体たいの心当たりがあるようなないような」

「そう言えばあの人、携帯中毒みたいな感じでしたよね……？」

「まあ、ネットでは性格が変わる人間も少なくない。馬ば鹿かげたことではないさ」

「ハレンチ巫み女こ二号よ、今度一号に会ったら『楽しく交流していきまっしょい！』などといきなり真顔で言ってみろ。楽しいことになるかもしれんぞ」

「よくわかりませんが、かしこまりました〜」

　少し離はなれた場所で箒ほうきを動かしていた伍い鈴すずに言ってから、フィアは再度携帯に目を落とす。

「知らない人間のほうが少ないというのなら、奴やつがこれを知っておる可能性も充分にあるな。しかしこれは誰にでも見られてしまうし、結局──」

「お力になれなかったっすか？　残念っす……」

「いや、大丈夫だ。無む駄だではない」

　ぱくん、と錐きり霞かが携帯を閉じた。春亮達に目配せして、

「──日向ひなたぼっこもそろそろいいだろう。もう帰ることにしないか？」

　その目配せの意味がわからないほど春亮達は鈍にぶくない。言われた通りにすることにした。

「むー、フィア先せん輩ぱいとのお楽しみルービックタイムも終わりっすか。でもまあ、仕方ないっすね！　また今度、一いつ緒しよに六つの色をくんずほぐれつさせてやってください！」

　下校する生徒達に交じって校門を潜くぐる。夕ゆ銘めとは方向が完全に逆らしく、すぐに別れた。

「で、だ。キリカよ、何か思いついたのか？」

「ああ。だが今すぐというわけにはいかない。家のパソコンを使ったほうがやりやすいしな……君達はまた夜にでもさっきのサイトを確かく認にんしてみてくれ」

　勿もち論ろん、パケット料には気をつけながらな、と冗じよう談だんめかした口く調ちようで錐きり霞かは付け加えた。




　その夜。夕銘から教えられた掲示板サイトに、新たな一つのスレッドが立てられていた。題名は《かつて竜りゆうであった者へ》。いいのだろうかと思ったが、その下には《最近前世の夢を見ます。ハリクヘイムの戦士長は何ど処こですか。皇女シマニ》というスレッドがあったので特に浮いてはいなかった。人が多くなるに従ってカオス度も増しているのだろう。

　錐霞が立てたであろうそのスレッドを開く。一つ目の書き込み。《他人に見られる心配はない。パスワードは屋や敷しきの女だ》という文章の下に、新たなＵＲＬがある。二つ目の書き込み。《＞１　なにこれ？　もっとヒントちょーだい（*^_^*）》。おそらく無関係な生徒のものだろう。

　そのＵＲＬから別のサイトに飛ぶ。そこはパスワードを入力せねば入れない、限定公開された掲示板だ。無論、彼女を知る春はる亮あき達は錐霞のヒントからfourteenというパスワードを入力する。春亮達と元・竜島／竜頭師団ドラコニアンズであった《騎き士し殺し》の双方が確かく実じつに知っており、それ以外の人間には入れられないパスワード。

　その掲示板には、「騎士領が君を狙ねらっている。対処について話し合いたい。ここを訪れたのなら足跡を残してくれ」と錐霞が書き込みを残していた。何かを書こうかと思ったが、下へ手たなことをして機き会かいを逃のがしては仕方がない。フィアやこのは、事情を聞いてサイトを見た黒くろ絵えとも話して、とりあえず何も書き込まないことにした。

《騎士殺し》の返答を待つ。ただ待つ。密みつ談だんにはこれ以上ない場所だと思う。無関係なものがこの場所を訪れることはない。この場所を誰だれが訪れようとしたのかということも他た人にんにはわからない。書き込んだ相手の顔を知ることができないのが当然にして唯ゆい一いつの難なん点てんだが、何はともあれ、意志の疎通ができるようにならなければどうにもならなかった。

　そして、夜が次第に更ふけてきたころ──

「きたぁぁぁぁぁ！」

「来させるものですかぁぁぁぁ！」

　ばたーんと居い間まの襖ふすまが開かれ、なんだなんだと春亮が振り向いたときには、丁度トイレに行こうとしていたこのはがびたーんと再度その襖を閉じていた。だから春亮の目には、その向こうにあった銀ぎん色いろと白色の何かは一いつ瞬しゆんしか見えなかった。おそらくは、お風ふ呂ろ上がりで濡ぬれた髪で上気した肌で水滴がまだ肌を伝っていたりする何か。

「おいこらウシチチ、何をする！」

「こっちの台詞せりふです！　ちゃんと拭ふいて服を着てから！」

「ぬう、一理あるがとにかく早く伝えたくてだな！　見ろ、見るのだ！　来たぞ！」

　固く閉じられた襖ふすまの向こうで、フィアが携けい帯たいをトロフィーのように振り回しているのが見えた気がした。続けられた言葉は、勿もち論ろん──

「掲示板に、奴やつの反応あり、だ！」




『状況を知りたい』という飾り気のない短い言葉が、彼女の第一声だった。

　フィア達は電話で錐きり霞かと打ち合わせをしつつ、その秘密の掲示板で会話を試みる。

　まずは彼女に、噓うそ偽いつわりのない状況を報告する。騎き士し領りようの訪れ。リリィハウル・キルミスタ。復ふく讐しゆう者しやネトー。切せつ子ことフォーティーンが個人的に協力を求めてきたこと。当然、「彼女を差し出せ」と騎士領に求められていることも、自分達にそうするつもりがないことも伝える。

『ならば何な故ぜ、こうして会話を求めるのか』

『一般生徒が傷つけられるのも見過ごせない。何か上う手まい方法はないか、知恵を借りたい』

　錐霞のレスがその日の最後の書き込みとなった。いきなり『お前を囮おとりにして騎士領を倒したい』などと書くのはさすがに性急すぎるので、この程度で留とどめておくしかなかったのだ。

「ふわぁ……やっぱり返事がありませんね」

「もうこんな時間じゃしね、寝オチしたんかもよ。続きは明日あしたでええじゃろ」

　一同は居い間まのテーブルの上で頭を突き合わせ、各おの々おのの携帯を覗のぞき込んでいた。欠伸あくびを合図にそれを閉じ、寝支度をして解散。フィアも明日の学校の用意をしてから布団ふとんに潜もぐり込む。

　だが、いつまで経たっても眠気は訪れなかった。これでいいのだろうか、という疑問が頭から離はなれなかったのだ。だからフィアは布団を頭から被かぶり、その中で真ま新あたらしい携帯を開いた。

　なんというか──ビジネスライクではないか、と思っていたのだった。

　確たしかに状況は難むずかしい。対処法を考える必要がある。だが、ただひたすらにそれについての話をするだけでは無む味み乾かん燥そうすぎるように思えた。この小さな機き械かいを通してのみ繫つながれる相手。その顔は見えない。本当にいるのかどうか不安になる。本当に書き込み通りのことを考えているのかどうか不安になる。その不安はどうにもできないものなのか。

　最終的には、《騎士殺し》と協力して騎士領への対処を行うことが自分達の目的だ。そこに必要なのは何か。それはきっと、信頼だ。向こうに自分達を信頼してもらわなくてはならない。勿論、自分達も向こうを信頼したい。それなのに──こんな、相手の顔も見えない、相手について何も知らないという状態は、信頼どうこうという以前の話のような気がしたのだ。

　さっき、錐きり霞かがあえて最終目的をぼかした書き込みをしたのは、気分を害して信頼が損なわれるのを防ぐため、ということだ。マイナスを回かい避ひするため。ならば、それだけではなく、プラスを増やす行動をしてみてもいいのではないかと思った。できるかどうかはともかく。

　何を考えているか。何を感じているか。何を思っているか。何でもいいのだ。どんな小さなことでも、つまらないことでもいい。その些さ細さいな思いを交換し合うことこそが、きっと、お互いの無む味み乾かん燥そうさを薄うすめるプラスの何かを形作るのだろう──

　フィアは例の秘密掲示板へと接続する。錐きり霞かの書き込みはそのままだ。返答はない。

　四苦八苦しながら、別の話をする場所──スレッドを作る。内容はなんでもよかった。

『眠れない。どうでもいい話をすれば眠れるかもしれない。起きておる者がいれば返答求む。私の好きな食べ物はおせんべだが、そちらは何か』

　ぽちりぽちり、と定期的に更新ボタンを押す。数分後、何十度目かにボタンを押したとき、フィアははっと目を見開いた。

『同様に、眠れない。利害は一致した。ハンバーガーだ』

　反応があった。ひょっとしたら、相手も自分と同じだったのかもしれない、と思った。顔の見えない相手を信頼したがっていた。

　そして──そう。返答があった理由は、それよりも、もっと単純な話かもしれない。

　自分は女子高生だ。相手も女子高生だ。どちらもまっとうな存在ではないが、少なくとも、まっとうであろうとはしている。誰だれかを害し傷つけていた存在から、ただの《普通の女子高生》という生き物になろうとしている。まだまだ完成形にはほど遠いのかもしれないが、今まで努力してきて、その生き物の性質に染そまっている部分もかなりあるのではないかと思う。

　こんな深夜に、ベッドに潜もぐって、こっそり携けい帯たいを開いて、誰かとなんでもない話をする。

　おそらくとても《普通の女子高生》らしい、この状況──

　それを自分が、意外に楽しいな、と思ってしまっているのだから。

　相手も同じことを思っている可能性は、けっしてゼロではないはずだった。




　特に意味もなく、思いつくままに、学校や生活についての話をする。

『入りたいクラブはあるのか』

『詳しくは言えないが、文化系がいい。今までずっと身体からだを動かしてきたから』

　それがいいだろう、と答えた。戦いに慣なれ過ぎた人間は、結局のところ、足でバレーボールを打ってしまうようなことしかできないのだ。

『食堂では稀まれにキノコ定食なるものが出る。コックが個人的に食材を調ちよう達たつして出す伝説メニューだ。私も一度しか食べたことはないが、天にも昇る美う味まさだった。絶対に食べ逃のがすな！』

『興きよう味み深ぶかい。どんな種類のキノコなのか』

　よくは知らんが、斑はん点てんがあったり舌にピリリときたり素す晴ばらしく陽気な気分になったりする。きっとレアキノコに違いないぞ。と答えるとしばらく彼女の書き込みが止まった。

『古文のイシダは今年ことしも一年を受け持っているらしいな。去年の経けい験けんから言うと、イシダは生徒に限りなく無関心だ。心ゆくまで寝ていてもよい』

『その人物が担当かどうかは言えないが、仮にそうであった場合は有効活用させてもらう』

　まあ仮に活用したくなくても、あの催さい眠みん呪じゆ文もんの前では誰だれもが机に突っ伏してしまうのだが。

『では次に購こう買ばい部ぶのおススメアイテム──』

『なるほど。覚えておく。売り切れる可能性は──』

　言葉は続く。文字は続く。声は続く。

　先せん輩ぱいと後輩のなんでもない会話は、いつまでも続く──




　春はる亮あきはいつもの時刻に目を覚まし、寝ね惚ぼけ眼まなこを擦こすりながらとりあえず携けい帯たいを開いた。一眠りしたぐらいでは、今の一番の関心事がそれであることを忘れたりはしなかった。お気に入りに登とう録ろくしていた掲示板を開く。首を傾かしげる。寝る前に見たときとは様よう子すが変わっている。

　その新しいスレッドの会話をかちかちと追いながら、春亮は部へ屋やを出る。無数にやりとりされた言葉。雑ざつ談だん以上の意味を持たない雑談。最後の書き込みは午前五時半。つい一時間前だ。内容は『砂さ州すガニ玄げん海かい。そろそろネルソン』──予測変換が何か悪さをしたに違いない。謎なぞのカニ取り名人・ネルソンさんの姿が頭に浮かんできてしまう。麦わら帽子がよくお似合いです。

　縁えん側がわの廊下で、同じく首を傾げながら携帯を弄いじっていたこのはと会った。朝の挨あい拶さつを交かわしてから、二人ふたりで目的地を変更。忍び足でその部屋に向かい、そっと襖ふすまを滑すべらせる。

　布団ふとんの上でうつ伏せになって、彼女はくうすうと寝息を立てていた。頭から被かぶっていたであろう布団は派は手でに捲めくれて、散らかった銀ぎん髪ぱつを薄うすく射さし込む朝日に煌きらめかせていた。

　そして、その片手には、開いた携帯が握られたまま。

　春亮は声もなく苦笑する。つんつんと肩をつつかれたので見れば、同じような微苦笑で、このはは自分の携帯を指差していた。そこに映し出されていたのはフィアが立てた新しいスレッドではない。昨さく夜や錐きり霞かが立てていた、本来の目的のためのスレッド。

『一般生徒が傷つけられるのも見過ごせない。何か上う手まい方法はないか、知恵を借りたい』という錐霞の言葉に対するレスポンスとして、昨日きのうまではなかった文章が書き込まれていたのだ。

『──可能な限り協力したい。上手い方法を考える。少し時間をくれ』

　日時表示を見れば、それは、やはり今からつい一時間ほど前のこと。

　フィアが謎なぞのメッセージを残して寝落ちした数分後に書き込まれたものだった。
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　木もく曜よう日びと金曜日は主に待つことに費やされた。《騎き士し殺し》がアイデアを思いつくのを待つ時間。何もなければ、最終的に、自分達は彼女に騎士領と対たい峙じする際の囮おとり役やくや、あるいはそこからの戦せん闘とう行為を頼むことになるだろう。それを言い出すタイミングはできるだけ遅くしたかった。彼女から言い出すようにしたかった、のではない──それはさすがに卑ひ怯きようすぎる。ひょっとしたら、彼女がそんな強引な手よりももっと本当に上手い方法を見み出いだしてくれるのかもしれない、という淡あわい期待を抱いてのことだ。

　その間もネット上では、フィアを中心に、顔の見えない彼女と引き続き言葉を交かわしていた。慎しん重ちように、お互いのことをわかりあおうとする。いつしか過去の話をするようになった。

『なぜ、竜島／竜頭師団ドラコニアンズを抜けた？』

『戦いに飽あいた』

『強くなるために竜島／竜頭師団ドラコニアンズに入ったのだろう？』

『確たしかに。強さこそが幸福だと思っていた』

『その考えを変えたのか』

『この国の若者達の姿を見た。そうしてふと思った。彼らは皆、弱いのに笑っていた。とてつもなく、どうしようもなく弱くて、それでもそれを恥はじることなく笑って、幸せそうだった』

『同じになりたいと願ねがったのか』

『かもしれない』

『私も初めて奴やつらの姿を見たときにそう思った。テレビではなく直接だったから、余計に』

『そうか。理解できる』

　彼女の願がん望ぼうは、結局のところ、単純だった。

　肌身離はなさず持ちたかったのだ──生命という繫つながりを断たつ剣や槍やりや斧おのではなく、誰だれかと繫がるための携けい帯たい電話を。

　歩みたかったのだ──強い敵とより強い敵が歩いているだけの血ち塗ぬられた道ではなく、友達と友達でないものが同じ方向に向かって歩いているだけの登校路を。

　耳元で囁ささやきたかったのだ──死にかけた強敵に対する「遺ゆい言ごんはあるか」という戯たわむれの言葉ではなく、弱くて優やさしいだけが取とり柄えである大好きな恋人に対する心からの愛の言葉を。

　憤いきどおりたかったのだ──期待していた敵が思っていたよりも遥はるかに手て応ごたえなく血の雨を撒まき散らして血だまりに沈んだことではなく、新しいローファーを下ろした日に限って下校のときに土ど砂しや降ぶりの雨と飛び越えられない水たまりが待ち受けていることに。

　そのくだらない願いがとても尊とうといものであることは、フィアにはわかっていた。

　自分のことであるかのように、理解できた。

　やはりそうなのだ。自分と彼女は似ている。同じモノであるかの如ごとく、似ている。

　自分がそれを心の底から望んでいるように、彼女もそれを心の底から望んでいるのだ。

　やはり、同じように──答えの出ない問いを、その身の内に宿したまま。

『悩みは？』

『ある。この学校という場所には様さま々ざまな人間がいる。男、女、同性愛者、歌が好きなもの、犬が嫌いなもの、裸でなければ眠れないもの。それら全すべてをこの場所は受け入れるだろう。だが』

　──人を殺したものは、受け入れられるのだろうか。

　と、彼女は独ひとり言ごとのように聞いた。フィアは何も言葉を返せなかった。それに彼女が何も反応しなかったことで、ようやくそれは正しく独ひとり言ごとになった。

　正も負も、彼女は自分と似ていた。

　だからフィアはふと授業中に考えた。もし、自分と彼女の立場が逆だったら？

　自分の罪と力と過去に惑まどっているとする。できるなら今すぐただの人間になりたいと願ねがっているとする。それが許されなくて、たまに過去からの追っ手に対して力を振るい、その力を振るったことにまたやるせない気分になるのが常だとする。

　だとしたら。だとしたら──




　金きん曜よう日びの夜、錐きり霞かが家にやってきた。フィアが誘さそったのだった。夕食でも食べながら、腰を据すえてじっくり会かい議ぎを行おうということらしい。そして食後のお茶ちやを飲んでいたとき。

「なんだとっ！」

　不意に、フィアがテーブルを叩たたいて立ち上がった。

「ど、どうしたんだ？」

　フィアは自分の携けい帯たいを握にぎり締しめ、ぎらぎらとした目をそこに向けているだけだった。春はる亮あきは自分の携帯を取り出していつものページを開く。その瞬しゆん間かん、息を飲んだ。その場にいたこのはも、錐霞も、黒くろ絵えも、同じように愕がく然ぜんとそれを見つめていた。

　今までずっと連絡を取り合っていた《騎き士し殺し》ニルシャーキが、新たな書き込みを行っていた。本来の、騎士領に対抗する手段を話し合うために作られたスレッド。

『いろいろ考えたが──もし他ほかに手がないのであれば、これを選せん択たくせざるを得ないのかもしれない。他の無関係な生徒達が害されることを防ぐためには。それはつまり』

　はっきりと、見間違いではなく、続けられていた。

『この自分が、騎士領にもはっきりとわかる形で、この学校から立ち去ることだ』

　諦あきらめる、と言っているのだった。

　自みずからの望みを。普通の高校生になりたいという願いを。

「馬ば鹿かな。それは、それは、敗北ではないか。お前が、奴やつらに負けて、逃げ去るということではないか……！」

　フィアの呟つぶやきに、錐霞も「その通りだ、馬鹿げている……」と力なく応じた。

「しかし、まぁ……これは、今すぐこうするぜ、という意味でもないですよね？」

「そうじゃね。もし他に手がないのであれば、と書いちょるし」

「他に手、か。やっぱり、気乗りはしないけどそろそろ言うしかないのかな。絶対に引き渡さないのを約束して、日曜日の引き渡しのときに、囮おとりみたいな感じになってもらうことを」

　自分で言っておきながら、いい気はしなかった。下の下の策であるような気がした。

　だがそのとき、不ふ機き嫌げん顔のフィアがズビシと手を上げた。いつだかの理事長室と同じように。

「……はいフィア、発言どうぞ」

「うむ。発言させてもらう。これは私の個人的な感想というかスタンスで、けっしてお前達に何を強制するものでもないが、本心だということはわかってくれ」

　考えを纏まとめるように唾つばを飲み込んで、フィアは続けた。

「正直なところ、私は、だ。この《騎き士し殺し》ニルシャーキについては……これ以上関わらんほうがよいのではないかと思っている」

「え？」

「いや、これでは言葉足らずだな。より詳しく言えば、関わらせないほうがよいのではないか、ということでもある。つまり──個人的には、だ。奴やつを騎士領に差し出したりするのはもとより、奴を引っ張り出して囮おとりにしたり、いざというときの戦力として数えたり……そういうことを、すべきではないのではないか、と」

　フィアは携けい帯たいを閉じ、視し線せんをテーブルに落とした。やや語ご調ちようを弱めて、囁ささやくように。

「奴は……本当に、普通の高校生になろうと思っておるようだ。そいつを引っ張り出すことは、はたしてよいことなのだろうか、と思ってな。きっと最高なのは、このまま顔も名前も知らず全すべてを終わらせることだ。奴をただの後こう輩はいのままにしておくことだ」

「できるなら巻き込みたくないのは同感だよ。さっきの作戦だって、できたらやりたくはない」

「仮に、皆がそう思っておるなら──私には代だい替たい案あんがあるぞ。奴を囮にして使うという策は、そうすれば十何人かの騎士を倒すのが楽になるからという意味合いのものだ。逆に言えば」

　このははフィアの言葉を遮さえぎるように、大きく嘆たん息そくしながら言った。

「苦労する気があれば、特にその案にこだわる必要はない……ということですね」

「ここで今週のオトク情報。なんとうちらは《最強》と呼ばれる敵にも勝ったことのある、つまりは超サイキョー集団らしいですよ？」

「いろいろ考えて、策を練っていって──結局、最後は力技に戻る。はは、馬ば鹿かげたことだが、それも案外私達らしいのかもしれないな」

　黒くろ絵え達にも言葉を奪うばわれたフィアが、目をぱちくりとさせて一同を見やる。

「あ、あっさりと言うな……反対されてもおかしくはないと思っておったのだが」

「あのなあ。そんなわけないだろ」

「どうしてだ？」

「どうしてって……」

　反射的に言い返してしまってから、遅れて春はる亮あきはその理由を考える。すぐに理解した。口に出すには少しばかり気き恥はずかしいものではあったが、今いま更さら誤ご魔ま化かすことはできなかった。

「俺おれは──お前の立場を理解してる、つもりだぞ。で、俺は、ずっとお前の味方するって決めた。そのお前が、自分と立場が同じだから助けたいって思ってる奴がいるんなら──俺も味方するしかないじゃねえか。そうしないと、俺がお前の味方するって決めたことが、噓うそになっちまう……だろ？」

　実際に口に出したことで、それは多少意味の取れないものになってしまったのかもしれない。けれどフィアに何かを納なつ得とくさせる程度の効果は生んだようだった。

「よ、よく、わからんが……まぁ、よいわい。皆も同じ考えなら、私には何も文句はない」

　このはと錐きり霞かはなぜか軽く不満げに口を尖とがらせるような表情になっていた。だがそれは本題に関かかわるものではなかったらしい。それを意い識しき的てきに忘れるかのような咳せき払ばらいをして、

「さて。彼女は巻き込まないことにする、という結けつ論ろんになったのはいいですが……では、この書き込みにはどうレスポンスを返します？」

　話し合って、その返事を決めた。フィアが代表して書き込む。

『早まるな。お前は何もせずともよい。こちらは素す晴ばらしい作戦が決まった』

『──それは？』

『心配するな。お前には何も迷めい惑わくをかけない。無関係なお前は知らなくてもよいことだ』

　そしてフィアは優やさしく微笑ほほえみながら、最後の言葉を彼女に贈おくった。

『さらばだ、ただの後こう輩はいよ。先輩として、お前が幸せな学校生活を送れるよう祈っておるぞ』
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　土ど曜よう日び、春はる亮あき達はいつものように学校に行く。半日授業なので、道ゆく生徒達の顔もどことなく晴れやかに見えた。ただし普段ふだんとは違って、明日あしたは休みではない──翌日の日曜日は新しん歓かん祭さいなのだ。新入生を歓迎するための祭り。あるいは、新入生を部活に勧かん誘ゆうするための祭り。

　前日にも拘かかわらず、既すでに祭りの気配けはいが学校を包んでいた。校門の脇わきでは色いろ鮮あざやかなゲートが作りかけの姿を晒さらしており、実行委員の生徒達が突とつ貫かん作業で金かな槌づちを振るっている。前庭の端はし々ばしではテントの骨組みがスタンバイ。授業が終われば出店などのために展開されるのだろう。

「ふーむ、いつも思うが、祭りというのはよいものだ。わけもなくワクワクする」

「今回、俺おれ達は参加しないで見て回るだけだしな。文化祭よりは気楽に楽しめそうだよ……ま、俺達の本番はその先だ。遊び疲れないようにしとかないとな」

　騎き士し領りようが指定した期日は、明日の夜。つまりは新歓祭が終わった後だ。策を弄ろうさず、真正面から戦うと決めた以上、簡かん単たんなことにはならないだろうが──もう決めてしまったことだ。こうなったらやるしかない、と春亮も腹をくくっていた。

　準備をしているのはゲートを作っている生徒達だけではない。前庭には人が溢あふれている。段ボール製の鎧よろいのようなものに色を塗ぬっている男子。木材をノコギリで切っているもの。一ひと際きわ大きな板のようなものが校舎の壁かべに立てかけられているので見れば、気の早いことに、それは明日のクライマックスで行われるというミスコンの出場者名めい簿ぼだった。板には出場者の名前が書かれたプレートが何十枚と掛けられており、それぞれに『茶さ道どう部ぶのエース！　正座のときに覗のぞく膝ひざ小こ僧ぞうの威力を見よ！』だの『陸上部に棲すまうカモシカ！　君も一いつ緒しよにクラウチングスタートだ！』だのというよくわからない煽あおり文ぶんが入れられている。中には顔写真やプリクラがセットになっているものもあった。その板の前ではハチマキを締しめた男子生徒が、

「さあ、いよいよ本番は明日あした！　出場選せん手しゆのエントリーは当日ギリギリまで受け付けてるよー！　あっ、君、可愛かわいいね！　どう？」

　などと笑え顔がおで生徒を呼び込んでいる。ハチマキに書かれている文字は『ミスコン実行委員会』。恐るべきことに公式のフライングイベントのようだ。

「あれがウワサのミスコンとやらか……やけに活気があるな」

「ま、一応は最後の締しめのイベントだしな。クラブの紹介になれば、って感じで、部内で代表を決めて出る人達も多いはずだぞ」

「何か商品でも貰もらえるのか？」

「商品券や図書券とか貰えるんじゃなかったですかね。いくらかは忘れましたけど、学校のイベントなんですから、常じよう識しきの範はん囲い内ないの金きん額がくだったと思いますよ。で、確たしか、ミスコンに関しては近所の商店街が協きよう賛さんしてくれてたはずです……商店街が商品を提供する代わりに、ミス大たい秋しゆう高こう校こうは今年一年間商店街のイベントに協力する、みたいな。夏の盆踊り大会の司会とか」

「持ちつ持たれつって奴やつだなー。ていうか、これ絶対誰だれか賭かけてる奴がいるだろ」

　周囲の様よう子すに気付き、春はる亮あきはふと呟つぶやく。熱ねつ心しんな面おも持もちでその出場選手表を眺め、何やらノートにメモしている生徒達の姿がそこかしこにあった。このはも頷うなずいて、

「そうですねぇ。ひょっとしたら実行委員側も、その賭けによる盛り上がりを期待して黙もく認にんしているのかもしれません。正直、事前に公表するメリットはそれ以外ない気がしますし」

「みんなよくやるなあ。あんなに人が出るんだ、俺おれには全然予想できないな……正直、誰だれでも一いつ緒しよっつーか、誰が勝ってもおかしくない感じだよ」

　そのとき、春亮はフィアがじーっと自分のほうを見ていることに気付く。不満げなようでもあり、不安げなようでもあり、何か疑問を抱いているようでもある視し線せん。しかしこちらと目が合うと、彼女は慌あわてたようにぷいと顔を背けた。なんだったのだろうか。

　新しん歓かん祭さい準備の喧けん騒そうを潜くぐり抜け、春亮達は昇降口に向かって歩を進める。そんなとき、前方に見覚えのある紅白を発見した。箒ほうきで掃そう除じをしている──が、見み慣なれたその光景に一つの違和感。

　その箒が、いつも使っている竹箒ではなかったのだ。高級そうな西洋風の箒だった。

　近付くと、彼女は箒を動かしながら顔を上げた。そして、

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、おはようございます〜。伍い鈴すず、お手紙を預かっていますよ〜」

「手紙だと？　誰からだ」

　さあ？　と小首を傾かしげながら、伍鈴は手に持っていた箒の柄えを春亮達に向けて突き出す。先端の金具に手紙が挟はさまれていた。『夜や知ち春亮様さまへ』と表面に書いてあるのが見て取れる。

「えーと、伍鈴が今け朝さ、掃除道具を仕し舞まっている校舎裏の倉庫に行ったらですね〜。その倉庫の前で、一人ひとりの女子生徒様がこの箒で掃除をされていたのです。それはもう本当に楽しそうに、らんらんと鼻歌が聞こえてきそうな、よほど掃そう除じが好きなのだろうなと思えるような方でございまして。しかし伍い鈴すずがご挨あい拶さつするとそのお方は急にモジモジとなさいまして、お顔を赤くされまして、それからこのお手紙を箒ほうきごと伍鈴に押しつけてこられまして──」

　伍鈴の説明の途と中ちゆうで、春はる亮あきは気付いていた。フィア達も気付いたのだろうと思う。

　彼女が手にしているその箒には、見覚えがあった。

　なぜならそれは、かつて武器として自分達に振るわれたものだったからだ。




　──これを読み次第、西の校舎裏まで来られたし──

　その文面に従い、春亮達は指示された場所に向かう。電話して連絡を取り、既すでに登校していた錐きり霞かとも途と中ちゆうで合流していた。

　そして校舎裏。そこにいたのは大方の予想通り、

「……ついにはコスプレまでしだしたか」

「ひどいですぅ。切せつ子こごときが着ても似合わないのはわかってますけども、これは一応、目立たないようにという変装的な配はい慮りよでして。でも、フォートは結構似合ってますよね？　ね？」

「ひ、ひぇぇ。やだやだ、注目集めるようなこと、言わ、言わないで……」

　この大たい秋しゆう高こう校こうの制服を着た、竜島／竜頭師団ドラコニアンズの二人ふたりだった。見覚えのある箒はやはり、フォーティーンが以前に自分の中から取り出していたものだったらしい。

　相変わらず弛し緩かんした空気を振ふり撒まく二人だが、春亮達は気を抜かない。顔を見合わせてから、

「セツコよ。何をしにきた？　すぐに授業が始まる。用事があるなら早く済ませろ」

　フィアが油ゆ断だんのない眼まな差ざしで言うと、切子はその眉まゆを申もうし訳わけなさそうに寄せた。

「あー……そうですよね。でも、すみません」

　しかし彼女はすぐに険けわしい表情を形作り、はっきりと言った。

「これは──一時間目をサボってでも、じっくり聞いてもらわなくてはならないお話です」

「穏おだやかではないですね。いったい何事なんですか？」

「正直に言えば、まだ確かく信しんのない話ではあります。だから、そういうことがあるかもしれない、という感じで聞いてほしいのですが……いえ、それでも、もしそうであった場合の影えい響きようが大きすぎるからこうしてお話しすることにしたわけで」

「馬ば鹿かげているほどに前置きが長いな。はっきりと言うがいい」

　学級委員長として、やはり授業をサボることに多少の苛いら立だちを感じているのだろうか。錐霞が吐はき捨てるように言うと、切子は小さく首を引き、では、と一同の顔を見回した。

　そして、続けられた言葉は──

「騎き士し領りようの今までの行動は、全すべてが虚偽ブラフであるかもしれません。フィアさん達との取引など関係なく、無関係な生徒達を手当たり次第に傷つけて無用に目立つこともなく──そう。彼らは自力でニルシャーキ様を見つけ出す方法を持っている可能性があります」







　第三章 「春祭／そして歓声が聞こえる」/ "Hello, future"
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「な──それは、どういうことだ!?」

　驚きよう愕がくに震ふるえたフィアの言葉。だが切せつ子この声は静かだった。ただ報告書を読み上げるように、

「とある禍具ワースが一人ひとりの後方支援員オーグジラリに与えられたという情報が起点です。その禍具ワースは、正式名称や詳しい能力はわかりませんが、《勝者の契約》のような忌き能のうを持っているらしいです。それを使えば、彼らは生徒達の中にいるニルシャーキ様さまを見つけ出せるのかもしれません」

「《勝利の契約》か。具体的な能力は？」

「正せい確かくにはわからないので、推測も含まれているんですけど──ある概念的領域における投票行為によって一位を勝ち取った場合、敗者達の《秘密》を完全に知ることのできる禍具だと。敗者達の心を読むことができるようになる、ということでしょうか」

「投票行為……？」

　その単語を聞いたこのはが眉まゆを寄せる。春はる亮あきの頭にもその言葉が食い込んだ。何か嫌いやな予感がする。その言葉は、どこか近しいところにあった気がする。

　拳こぶしを握った錐きり霞かが矢や継つぎ早ばやに問う。それら全すべてに切子が答えを返していく。

「敗者達、の定義は？」

「おそらくは《勝利する可能性の存在した全ての人間》」

「強制的にか。強力すぎる」

「だから《投票》という限定された行為が媒介として必要です。不自由すぎる枷かせですね」

「概がい念ねん的てき領域という言葉の意味は」

「村、街、学校、組そ織しき……つまりはコミュニティ的なものです。ただし、さすがに禍具ワースの呪のろいの強度にも限度がありますので、《国》とかの大きい範はん囲いは無理らしいですよ」

「その禍具ワースを与えられたのは誰だれだ」

「《復ふく讐しゆう者しやネトー》の後方支援員オーグジラリです。与えたのは騎き士し領りようの領主だと推測されます。ネトーは禍具ワース使いからの攻こう撃げきを意図的に一度は受け、その痛みに対する復讐心をもって戦うという特殊な騎士。その特殊さ故ゆえに、彼の後方支援員オーグジラリも特殊な事態に対処するための多角的な支援能力を持っているらしいのです──人の心を操あやつったり、他た人にんの記き憶おくを消したり、それから」

　一つ息を吸って、切子は続けた。

「顔を変えて、全くの他人として、どこかに潜せん入にゆうしたり」

　嫌な想像が繫つながっていく。不吉な予感がはっきりとした形を作っていく。矛む盾じゆんのない形。ひょっとしたらありうるのかもしれない、という想像。

「待て……つまり、こういうことか。騎き士し領りようが《一週間後に引き渡せ》とか言っておったのは、噓うそで、奴やつらにとってはどうでもいいことで──」

「本命は、その禍具ワースの忌き能のうによってニルシャーキを判別すること。ある領域における投票行為に勝利すること……一般的な単語で言うのは今いま更さら馬ば鹿かげているな。具体的に言えば、こうか。この学校に変装して侵入し、明日行われるミスコンにおいて勝利すること、だと！」

「思い返せば花見のとき、向こうは《不ふ慮りよの事故としてわたし達と出会ってしまった》ような気配けはいでしたね。あの取引が、ミスコンまでの時間稼かせぎだったとすると……辻つじ褄つまは合います」

「もう一度言いますが、確かく証しようはありません。その可能性がある、という話なんですけど──とりあえず、そういうことですね」

「可能性の話っつっても……もしそれが本当のことだったら取り返しがつかないぞ。俺おれ達は明日あしたの夜、取引のときに現れたあいつらをなんとかぶっ飛ばして解決するつもりだった。でも、取引自体が時間稼ぎの噓で、本命の作戦なんてものがあって、それが上う手まくいったんだとしたら──あいつらは俺達の家になんか来ない。そのころにはもう目当ての相手を始末してる」

　春はる亮あきが呟つぶやくと、フィアは銀ぎん色いろの頭を激はげしく横に振りながら強く言った。

「そんなのは看かん過かできん！　心配するなと……迷めい惑わくはかけないと言ってしまったのだぞ！　あいつを、普通の高校生になりたいだけのあいつを、絶対に始末などさせるわけにはいかん！」

「ああ。真であった場合のリスクが大きすぎる。本当だと仮定して動くしかないだろう」

「それ以前に、この人の情報をどこまで信用するかというのもありますけどね」

　このはがちらりと切せつ子こに視し線せんを向ける。相変わらずビクビクなフォーティーンを背中に隠かくしている切子は、苦笑しながら首を傾かしげた。

「お気持ちはわかりますし、切子ごときの言葉が信用できないというのも当然ですけど……少なくとも、そういう情報を聞いたというのは確たしかですよ」

「では聞きますが、情報源はどこですか？」

「ここ数日、切子達は別の騎士さんのところに戦いに行ってたのです。リハビリと、今回の件の情報収集を兼ねてですね。騎士団には参加していなくても同じ組そ織しきの人間ですから、全然知らないこともないだろうと。その人に聞いてみてゲットした情報なのですよー」

「それにしては馬鹿げたほどに断片的だ。本当に先せん輩ぱいを助けたいのであれば、普通はもっときちんと話を聞いているだろう」

　錐きり霞かが目を細めて追及すると、切子はえへへと笑いながら、

「それはそうなんですけどもぉ……仕方なかったというか。途と中ちゆうまで話を聞いたところで、その人が死んでしまったので。もっと強い人かと思ってたから、ちょっと読み違えちゃいました……やっぱり拷問ってのは慣れた人がやらないとダメですね！　フィアさんみたいに！」

　笑いながら、言った。

「っ──黙だまれ。もうよい。口を閉じろ。何も喋しやべるな」

「ではしばらくそうするです。何か質問があればぜひ〜」

　フィアは最後に切せつ子こを一ひと睨にらみしてから、彼女を無視するように春はる亮あき達に向き直った。

「この情報が本当だと仮定するとしてだ。どうすれば奴やつらの企たくらみを潰つぶせる？」

「一つには、その《勝利の契約》的な忌き能のうを発揮する禍具ワースを破は壊かいすることだろう。つまりは、この学校に顔を変えて侵入しているという後方支援員オーグジラリを発見して拘こう束そくする」

「それは……正直、難むずかしそうですね。ミスコンに勝てる見込みのある女子生徒、ということに限定されはするでしょうが、いかんせん、あと一日しかないのがネックです」

「少なくとも、エントリーしておる奴やつらの中にはおるのではないか」

「それにしたって何十人もいますよ。確たしか飛び入りも可能だったはずですし、現時点での参加者を調しらべてもあまり意味はないかもしれません」

「誰だれかと成り代わってるんなら、友達がなんか違和感とか覚えてるかもしれないぞ。そっちからは探せないかな」

「それも難しいだろう。聞き込みなどして調しらべるのにも、やはり時間が足りない。そもそも、すぐにバレる程度の技術しかないのなら最初から潜せん入にゆうなどしていないはずだ。元から友達が少ない相手を選えらぶとか、手はいろいろあるのだし……」

　錐きり霞かの言葉がふと止まる。春亮もある顔を思い浮かべていた。リスクが小さい友達の少なさ。ミスコン優ゆう勝しようが狙ねらえる外見。凄すさまじくその条件に合致する心当たりが一人ひとりいたが、

「いや……ないな」

「うむ、さすがにない。量より質だ、あれだけいつもベタベタしておるサヴェレンティが気付かんということなどありえんだろう」

「我われ々われと近しい誰かと入れ換わっても、向こうにはメリットどころかデメリットしかない。全く無関係な生徒だろうな。結局のところ、このはくんの言う通りだ。一週間前に気付けたのならまだしも、今からでは潜入している誰かを特定し捕ほ捉そくすることは難しいかもしれない」

「では他ほかの手を考えなくてはならんな。根本的に、ミスコンを開かせないというのは？」

「なるほど。理事長に頼んだらどうかな？」

「ミスコンは──というか新しん歓かん祭さいは、確か、学校ではなく生徒会と部活動連合会が主しゆ導どうとなって行われている。理事長が権力を行使してどうにかなるものではない気がするな。協きよう賛さんとして商店街が絡からんでいるのも厄やつ介かいだ。それに、さっきも見た通り、既すでにあそこまで準備が行われてこれ以上なく盛り上がっている。ここで権力を行使し、上から一方的に止やめろと言っても聞くかどうか……無視して開催するのは元より、最悪の場合、暴ぼう動どうが起きるかもしれないぞ」

「ぐむー。ミスコンという投票行為がなくなれば、その呪のろわれ道具のパワーはどうあっても発揮できなくなるだろうに……！　ええい、では、他に手は──」

　そのとき春亮は、このはと錐霞がそっと視し線せんを合わせたのを見る。二人ふたりだけが気付いている事こと柄がらについて、「どうする？」と微妙な困り顔で確かく認にんし合ったような感じだった。

　だが次の瞬しゆん間かん、一同は人の気配けはいにはっと顔を上げる。そこにいたのは、

「おやおや。恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、いけませんよ〜。おさぼりですね〜？」

　伍い鈴すずだった。いつもの巫み女こ服ふく、ほえほえとした笑え顔がお。手にはフォーティーンの箒ほうき。先生とかでなくて助かった、と春はる亮あきは胸を撫なで下ろしつつ、

「あー……まあ、あの手紙の続きだよ。サボリは見み逃のがしてくれると助かる。お前は何で？」

「用務員は学校のあらゆるところをお掃そう除じするものですよ〜。たまたま声が聞こえましたので寄ってみた次第です。あ、先さき程ほどはどうも〜。この箒、とても使いやすくていい感じですよ〜？」

　伍鈴が笑顔で手を振る。切せつ子この後ろに隠かくれているフォーティーンは、ガクガクブルブルと、

「ひぅ、見な、見ないで……！　だめ、だめ、恥はずかしすぎて、だめになっちゃうぅ……！」

「まあまあ、何もいたしませんよ〜。お掃除属性を持つものとして、あなた様さまには親近感が湧わくのでございます。これからも長く険けわしいお掃除道を共に精しよう進じんしていきましょうね〜？」

　などとよくわからないことを言っていた伍鈴が、そのときふと動きを止めた。

　直後──りん、と鈴の音ねが聞こえた気がする。伍鈴は不ふ思し議ぎそうに眉まゆを寄せ、

「おやまあ……なんというか、これは、また」

　錐きり霞かが微妙な半はん眼がんで聞いた。

「……何か視えたのか？」

「はあ。なんというかこう、ふわっ、と頭の中をイメージが通り過ぎただけなのですが。とても可愛らしいお姿の皆様が、どこかのステージの上に──」

「よし待てそこまでだ。だいたいわかった」

　錐霞は深く嘆たん息そくする。このはも同様に息を吐はく。

「やはり、残る手段は、そういうことになるな。馬ば鹿かげている」

「仕方ありませんね。ええ、仕方ありませんね……」

　そこでフィアも気付いたようだった。はっと顔を上げ、

「わかったぞ。騎き士し領りようの呪のろわれ道具が力を発揮する条件は、投票で一位となること。逆に言えば、生徒として潜ひそんでおる敵に一位を取らせなければそれを防ぐことができる。つまり──」

　ごくりと唾つばを飲み込んで、続ける。

「私達がミスコンに出場し、誰かが一位を取ればよいのだな……!?」

　春亮は理解した。確たしかに、それが最後に残された手段なのかもしれない。普通の高校生になりたいと願ねがう《彼女》を守るために起こせる、唯ゆい一いつのアクションなのかもしれない。

　理解できなかったことは、ただ一つ。

　その瞬間に、フィア達三人がお互いを牽けん制せいし合うように視し線せんを走らせ──そして最終的に、この自分の顔を何やら真剣な目でじーっと見つめてきた理由だった。
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（負けるわけには、いかん……！）

　頭を占めるのはその一文だけだった。ぐるぐると頭ず蓋がい骨こつの中を飛び回っている。

　今は二時間目、英語の授業中だった。だがフィアは勿もち論ろん授業など聞いていない。英語なら完かん璧ぺきに読み書きできるし、英語の担当は新任の鷺さぎ咲さきという気弱そうなメガネ教師だ。授業態度に文句をつけてくるということはないだろう。もしつけてきたら？　あのむかつくウシチチ女と同じメガネとして生まれてきたことを後悔させてやるだけだ。

　聞き取りやすくはある英語の発音を耳に素通りさせながら、考える。理屈は当然わかっている。潜せん入にゆうしている後方支援員オーグジラリに呪のろいの道具を使わせないためには、誰だれかが一位を取ればいい。

　自分達の中の誰かが、だ。一位は一人ひとりしか取れないから一位なのだ。だが、

（そうだ。負けるわけには、いかん……！）

　誰にも。勿もち論ろん、あのウシチチ女にも。悪いが錐きり霞かにも。

　言い換えるなら──負けたくない、のだった。

　何のために？　どうして？　わかるものか、とフィアは自みずからの胸中に吐はき捨てた。花見のときに何かを考えていたような気がする。錐霞が春はる亮あきの頰ほおから米粒を取っていたときに何かを思ったような気がする。けれどきっと、それとは何の関係もない。

（何にしても、一位は気分がいいからだ。二位や三位よりずっといいからだ）

　だからだな、と理由を決めた。そう、仲間内の誰かが取ればいいやではなく、自分が一位を取る。そういう気き概がいがなければ敵になど勝てるものか。これは失敗が許されない作戦なのだ。

　自分が一位を狙ねらうことの正当性は疑いようがない。次にその対戦相手について考えた。

　このは。あの双そう肉にく獣じゆうとでも名付けるべきクリーチャーの破は壊かい力りよくはもはや身に沁しみてわかっている。一見大人おとなしそうで清せい楚そに見えなくもない気がする外見も場合によっては有利か。

　錐霞。理知的で冷静で、このはほどではないが、形と大きさのバランスのよい武器を持っている。大っぴらには使えないだろうが、隠かくされていることによって引き立つものもある。頭がいいのも彼女の武器だ。どんな作戦を考えてくるのか、全く予想できない。恐ろしい。

　そして、まだ見ぬ、このミスコンに勝つのを目的として侵入している敵。スペックは未知数だ。だが本当にこちらの予想通りの作戦が進行しているのなら、当然勝つ見込みがあってこそだろう。半ば以上の勝算を持っているのは間違いない──

　強敵ぞろいだ。何か手を考えなくてはならない。いつのまにか授業が終わっていたので、考えを纏まとめるために騒さわがしい教室を出た。適当に廊下を歩く。そこで、

「なーんとっ！　単なるトイレロードが、たった一つの出会いでバクハツ的にロマンに満ちたものに！　よろしければ一いつ緒しよに川のせせらぎを聞きに行きませんかフィア先せん輩ぱいっ」

　いつも元気なのっぽ下級生と出会った。頭の回路がその瞬しゆん間かんに繫つながる。この女は私のことを可愛かわいいと言っていた。可愛いのは当然だがそれを胸を張って誰だれに恥はじることなく叫べるというのはあまりないことなので、つまりこいつは私の可愛さ理解マスター。ならば。

　フィアは爪つま先さき立だちになり、ズバシと彼女の肩に手を置いた。真剣な目で、聞く。

「お前──私の魅み力りよくを、もっと引き出すことができるか？」

　夕ゆ銘めは一瞬だけきょとんとしたような表情を見せたものの、すぐに、「勿もち論ろんであります隊長！」という力強い敬礼を返してきた。




　午前の授業が終わり、つまりは土ど曜よう日びとしての放ほう課か後ご。フィア達は昼飯を取ることもなく、作戦会かい議ぎ室しつと決めた化学教室（たまたま鍵かぎが開いていたのだ）で顔を突き合わせていた。

「諸事情によりミスコンに出ることになってだな。敵に警けい戒かいされな……もとい、サプライズ的なビックリ感を出すために、まだエントリーはしておらん。明日あしたギリギリするつもりだ」

「ふむふむふー！　ついに本気を出す気になってくれたわけですね！　全力応援するっす！」

「で、先さき程ほどミスコンのシステムを簡かん単たんに聞いたのだが。どうやら参加者一人ひとり一人ひとりに、自分の魅力を好きにアピールできる時間が与えられるらしいのだ。そこの出来が大きく結果を左右すると聞く。私は何をすればよいと思う？」

「そうっすねえ。部活に入ってる人なら、ユニフォームとか着て何か部活アクションをするんでしょうっすけど。クラウチングスタートとか」

　大机を挟はさみ、二人ふたりして首を捻る。ふと夕銘が顔を上げて、

「フィア先せん輩ぱい、笑ってみてくださいっす。確かく認にん確認！」

「ん？　よくわからんが、こうか」

　にま〜、と唇を曲げてみると、夕銘はとろんとした表情で自分の頰ほおを両手で挟み、

「ああっ……やっぱり、この世のものとは思えぬバクハツ的な可愛さっす！　も、それだけでいいんじゃないすかね!?　誰もが心奪われるっす、勝利確定！」

「さすがにそれはなかろう、真ま面じ目めに考えろ……おや？」

「わっ。君達、ここで何を……？」

　見覚えがあるようなないような男子が化学教室の入り口に立っていた。話を聞くと、どうやら彼は化学部で、その活動があるから鍵が開いていたらしい。フィアは夕銘の言うことを確たしかめるべく、さっきと同じように、にま〜、と笑って、

「悪いが作戦会議中なのだ。しばらく場所を借りる。邪じや魔まするな。メシでも食ってこい」

　自分でも理不尽な命令だと思ったがなぜか効きいた。彼はこくこくと頷うなずいてＵターン。

「……ふむ。ひょっとしたら本当にこれで充分なのかもしれんな。いやいや油ゆ断だんは禁物、もっと確実に一位を取れるアピールを考えなくては」

「そうっすねぇ。武器は多ければ多いほどいいっす」

　再び思考タイム。手て慰なぐさみにルービックキューブを取り出し、かちかちと回し始める。それを見た夕ゆ銘めも自分の鞄かばんからルービックキューブを取り出し、えへへと笑ってから同じように回し始めた。二重の音。かちりかちり、かちり。優やさしい山やま彦びこのように、薬やく品ひん臭くさい教室に響ひびく。

「あっ！　思いついたっす、これはどうすかね？」

「これ？」

「つまりルービックっすよ！　前にテレビで見たんすけど、こう、シバババハ！　って全面揃そろえる人がいて。あそこまではいかなくてもですね、何分かでササッと全面揃えることができたら、知的かつ手先が器用なところがアピールできて先せん輩ぱいの可愛かわいさがさらに引き立つかも！」

「まぁ、できるのならばアリかもしれん。だが揃え方などわからんし、明日あしたまで時間もないぞ」

「やってみたら意外に簡かん単たんだったりするかもしれないっすよ。やり方は自分にもわかんないすけど、そこはそれ、先人の知恵を借りるということで──ザ・検索！　お、あった！」

　夕銘が差し出す携けい帯たいの画面には、《サルでもできる！　ルービック完成法！》というようなページが映し出されていた。ステップごとにやるべきことが分かれていて、図解も載のっていて、

「面めん倒どう臭くさそうではあるが……確たしかに、覚えて慣なれればやってやれないことはないのかもしれんな。よし──何にしても、何もやらんよりはよかろう。やってみるか！」

「はいっす！　でもさすがにずっとこれだと画面が小さくて見にくいんで、何かにメモするっすね。ちょっと待ってください、紙とペンは〜」

　筆記用具を探して、自分の鞄をごそごそ探る夕銘。その顔を見ながら、フィアは彼女という味方のありがたさを嚙かみ締しめていた。適当に頼んでみただけなのに、真剣に自分の手伝てつだいをしてくれている。幸運だ。こんなに自分のことを慕したってくれる後輩がいてくれて幸運だった。

　だがそのとき、ふと──頭の中で、誰だれかが疑問を呟つぶやいた。騎き士し領りように騙だまされていたことが、自分の猜さい疑ぎ心しんを敏感にしている。それは、本当に、ただの幸運か？

　たまたま自分のことが大好きな下級生がたまたまここにいる。それは都つ合ごうがよすぎはしないか。仮にたまたまではなかったらどうなる。何か理由があって、噓うそをついて、自分に近付いているのなら。今この学校にいる、そんな存在と言えば──それは、二つに限定される。

「なあ、ユメよ。お前は私の味方だな」

「勿もち論ろんっすよ！　えーと、じゃあこのページをサクッと写して」

　フィアは軽く片手を伸ばして、夕銘の動きを制する。怪け訝げんな表情で顔を上げた彼女に、

「ならば、その前にやっておきたいことがある。お前にとっては嫌いやなことなのかもしれんし、私も正直やりたくはないのだが……やはり、気付いてしまったからには、やっておかなくてはならないと思うのだ。だから、ユメよ──」

　心の底から真剣に、まっすぐ彼女の目を見つめながら、フィアは短く言った。

「脱げ」




　春はる亮あきは放ほう課か後ごの学校をうろついていた。放課後といっても新しん歓かん祭さいを明日あしたに控えた土ど曜ようの午後、まだ多くの生徒が学校に残っている。錐きり霞かとこのはは既すでに帰宅していたが、フィアとは連絡が取れていない。春亮は授業が終わるなり教室を飛び出した彼女を捜していたのだった。

（こんなときにこそ携けい帯たいが役立つはずなのに。電話は繫つながらないし、メールも返事なし、と）

　一応、校則では授業中には電源を切るように、ということになっている。律りち儀ぎにそれを守っていて忘れているのか、それとも普通に気付いていないのか。

　先に家に帰ったなら帰ったで別にいいし、何か学校で明日の準備をするというならそれもいいのだが、フィアが今どこで何をしているのかわからないというのは多少の不安がつきまとう。そんなとき、同じクラスの生徒（あまり話したことはなかったが）から耳寄りな情報を得る。化学教室の占拠事件が発生している模様。そのクラスメイトの彼は化学部に所属していた。

「なにやってんだ、あいつは……？」

　先に帰るにしろ一いつ緒しよに帰るにしろ一言言っておかねば。春亮は化学教室に向かう。

　そして、その教室のドアを開けようと手を伸ばしたとき──

「あー、あー！　は、恥はずかしいっすぅぅぅ……」

「ガマンしろ。大人おとなしくしていればすぐ済む」

「そ、そんなこと言われ、ても、じ、自分はノーマルで、先せん輩ぱいの可愛かわいさを愛めでるというのはこう精神的なふわわわ！　そんなとこ覗のぞき込まれるとさすがに、息が息が息が当たってー!?」

「次はこっちだ。そのまま、こう──そうだ。できれば、自分で広げておいてくれると──」

　春亮は固まっていた。何だこれは。この教室の中でいったい何が行われているのだ。

「今度は……ちと乗るぞ。よっと」

「乗るー!?　そんな、フィア先輩の重みがバクハツ的に何かを目覚めさせそうな予感っ」

「すん……すん……ふぅむ？　すー……はー……」

「嗅かがれてるっすー!?　目覚める何かは結構特殊な何かかもしれませんよ!?　あひゃー！」

　見てはいけない何かがこの中で行われている。それは間違いなかった。

　しかし、だ。このまま回れ右して帰っていいのか。夕ゆ銘めを見捨てていいのか。

　いや。男にはきっと、やらなければならないときがある。それが今だ。今なのだ！

　すべきことを決意し、今後様さま々ざまな災さい難なんが身に降りかかることも覚悟し、決死の心持ちで春亮は固まっていた手に意志を伝える。渾こん身しんの力を込めてドアを開く。

「そ、そこまでだっ！　フィア！」

　それは概おおむね予想通りの光景だった。当たってほしくない予想ではあったが。

　化学教室の大きな机の上に、夕銘が寝ている。できるだけ見ないようにしていても見えてしまう──背の高さから感じるイメージとは裏うら腹はらに、その肌は滑なめらかで白い。上気した頰ほお、軽い涙目、リズムの崩くずれた吐と息いき。適度な胸の起伏が、つるりとした太ふと股もものラインが見え隠かくれする……見えっぱなしではなかったのは、その上にフィアが乗っているからだった。こちらは制服姿だが、スカートが捲まくれかけており、じっくりと見ていい姿ではないのは同じだ。
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　夕ゆ銘めの首筋に顔を近付けてすんすん鼻を鳴らしていたフィアが、慌あわてた様よう子すで起き上がり、

「は、ハレンチ小僧!?　なんというハレンチな！　呪のろうぞ、呪いまくるぞ！　出ていけ！」

「おわっ!?」

　どーん、と体当たりのようなものをくらい、そのままぐいぐいと背中を押されて廊下へ。背後ではフィアが教室に向けて言っていた。

「よしユメよ、すまんかったな！　確かく認にんは済んだ、もう服を着てよいぞ！」

「ふぁ、ふぁい……自分、見てはイケナイ世界を見ちゃったのかもしれないっすぅ……」

　ドアが閉められる音。ようやく振り向いてフィアの顔を見ることが許される。

「確認って……なんだよ今のは？」

「ちと気になったのでな。結けつ論ろんから言うが、奴の身体にはおかしな刺青などなかったし、呪いの臭いもしなかった。後のは絶対とは言えんが……もし顔を変えるほど力のある道具を使っておるのなら、あれだけ嗅かげば少しくらいは気配けはいがあってもいいはずだろう。おそらく大丈夫だ」

　そういうことか、と春はる亮あきはその言葉で気付く。今のは、フィアが二つの事こと柄がらを同時に確認していただけだったのだ。身体からだのどこかに刺青いれずみを入れている竜島／竜頭師団ドラコニアンズ。呪いの道具で顔を変えて潜せん入にゆうしている騎き士し領りようの後方支援員オーグジラリ。夕銘がそのどちらかに当あて嵌はまるのではないかと。

「奴やつを疑うようなことはしたくなかったが……万が一ということもある。仕方なかった」

「おう。わかった」

「わかってくれたか。では次に、見てはいけないものが中にあると声を聞けばすぐわかったはずなのに、あえてノックもせずお前がこの教室に飛び込んできたことへの言いい訳わけを聞こう」

「お前を疑うようなことはしたくなかったが……万が一ということもある。仕方なかった」

「おう。許さん」

「だいたい同じ台詞せりふなのに!?　理り不ふ尽じん！」

　こちらに非はない。あるとしたら双方にあるのだ。同じ返答に込めたそういうニュアンスはまったく伝わらず──覚悟していた通りに、それからしばらく春はる亮あきは頭頂部にフィアの折せつ檻かんチョップをビシバシ食らい続けることになった。
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　湯ゆ気げに目を細めながら、熱あついカフェ・ラッテを口元に運ぶ。香こうばしいエスプレッソの風味と牛乳の優やさしい甘みが渾こん然ぜん一いつ体たいとなって喉のど元もとを滑すべり落ちた。

　ほう、と知らず溜ため息いきのような吐と息いきが錐きり霞かの口から漏もれる。

　この世で最も落ち着く場所と言っても過言ではない、自室のリビング。軽く開けた窓からは土ど曜よう日びの午後の柔らかい日差しが薄うすく射さし込んでいる。そこに紛まぎれ込んでいるいたずらな風が自分の髪を軽く揺ゆらし、心地ここち好よい冷感を与えてくれた。遠くから微かすかに聞こえる、名も知れぬ小鳥の囀さえずりだけが、この穏おだやかな午後を包むＢＧＭだ。

（ああ……）

　ことり、と湯気の立つカップをテーブルに置く。ベランダのほうにぼんやりと向けていた視し線せんを部へ屋やの中に引き戻す。穏やかで穏やかすぎる土曜日の午後。こんな幸せな時間があっていいのだろうかとくすりと微笑ほほえんで、そしてそのあたりで──

　現実逃とう避ひの限界が訪れた。

　ガッ！　と錐霞は両腕で頭を抱え、テーブルの上にその肘ひじを打ちつけて、

（ど、ど、どどどうするどうする私どうするどうしよう!?　ミスコン!?　馬ば鹿かげている！　どうしようでもやるしかなくて全員出たほうが確かく率りつが高いのは確たしかであって出ないとも言えずしかしあいつの前で何をしろといやあいつの前でアピールする大チャンス千せん載ざい一いち遇ぐうの好こう機きしかし何をすれば馬鹿げているどうしようどうすればどうしたらっ……）

　ぷるぷると頭を振る。椅い子すの上で身み悶もだえする。両手で顔を覆おおう。足を子供のようにばたばたさせる。溜め息をつく。なぜか含み笑い。ごつりとテーブルに額ひたいを打ちつける。

　僅わずかに頭に残っていた理性が、徐々に頭を冷やしていく。思考を明確にしていく。

　やったほうがいいことではあった。やろうと思っていたことではあった。やらなくてはならないことではあった──だから、やるのだ。

　結局のところは、既すでにそう決まっていた。

　ミスコンに出場し、一位を取ること。強敵である彼女達に打ち勝って。彼の目の前で。ミス大たい秋しゆう高こう校こう。自分が《いい女》であることに彼が気付いてくれるかもしれない。ああ、わかっている。自分が可愛かわいくも綺き麗れいでもないのはわかっているけれど、それでも──

　やると決めたからには、全力を尽くして戦わなくては。臆おく病びよう者ものにも、卑ひ怯きよう者ものにもなりたくない自分には、もはやそれしか道は残されていない。

（では……どうやって、戦う……？）

　ぐるぐると思考が巡めぐる。明日あしたまでにできること。作戦。アピールタイム。全校生徒の前。できるだけ可愛く綺麗に。ヒントはないか。かつて彼が似合っていると言ってくれた服装とか。だが《ギメストランテの愛》のせいで勿もち論ろん露ろ出しゆつ度どが高い服装などできない。彼、彼、彼。彼がどきどきしてくれた状況。それは誰だれもがどきどきしてくれるというのと同義か？

　むくり、と錐きり霞かはテーブルの上で身を起こす。唇を嚙かみ、ごくりと唾つばを飲み込む。緊きん張ちようと不安で強こわ張ばり、もはや蒼そう白はくになった顔。

　それでも錐霞は、迷いのない眼まな差ざしで。

　何かを決意するようにぎゅっと拳こぶしを握りながら、呟つぶやいた。

「やりたくは、ないが……やるしかないようだ。あれを……！」




　おさげを揺ゆらす彼女は学校帰り、制服のまま美容室《壇だんノ浦うら》に飛び込む。ほどなくして、店の中から伸びた小さな手が《本日臨りん時じ休業》の紙をペタリとドアに貼はりつけた。

　その数分後、《壇ノ浦》二階にある六ろく畳じようほどの居住スペース。

「と、いうわけなんですよ！」

「こりゃ仕事しちょる場合じゃない……予想外に面おも白しろい話になっちょった！　勿論協力は惜しまんよ、このさん！　うむ、そんな楽しげなイベント、絶対にスルーなんかできん！」

　このはは事情を黒くろ絵えに説明し、その協力を取りつけていた。もしフィアが同じく助けを求めてくれば黒絵は同じように協力するだろうが、まあ、それはそれだ。気にしても仕方がない。

「ミスコン、ミスコンか……このさんは凄すごい武器を持っちょる。それをどう使うかが鍵かぎじゃね」

「そ、そうなんですか。今回は、なんとなく、誰だれにも負けたくないんです……いやまあ勿論、一位取らなきゃニルシャーキって人が危ないからですよそれ以外に他意はないですよ？　だから──勝つためならどんなアドバイスでも受け入れます。どしどしアイデアを言ってください」

　部へ屋やの中央に置かれたコタツテーブルの上に身を乗り出し、このはは真剣に言う。負けられない。この戦いは負けられない。天国か地じ獄ごくか──つまりは、家族とか姉のようなものとして見てもらえない自分の異性的魅み力りよくに彼が気付いてくれるようになるか、客きやつ観かん的てきに証明された美的負け犬として打ちひしがれることになるか。絶対に地獄は嫌いやだ。天国がいい。

《彼女》が攻めの姿勢を見せ始めてきた今だからこそ、こちらも、負けたくない……！

　黒くろ絵えはすっと瞳ひとみを細めて聞いた。

「その《武器》を──使う気は、あるんかしらん？」

　このはも瞳を細めて答えた。

「必要とあらば」

「どこまで？」

「必要なだけ」

「その武器は強すぎる。オーバーキルになる恐れもあるよ」

「足りないよりはましです」

　なるほど、と黒絵は頷うなずいた。かけてもいない眼鏡めがねをくいと押し上げるような動作を見せ、

「そこまでの覚悟があるなら、うちも本気で、全力でこのさんが優ゆう勝しようできるようにアシストするよ。うちの特訓は厳きびしいざますよ！」

「……ざます？」

「返事は？」

「は──はい、コーチ！」

　よくわからないながらもびしりと背筋を伸ばして返事をする。黒絵は満足げに頷いた。

「あ。しかし先にクリーニング屋さんに連絡しちょったほうがええかな。明日あしたじゃし、すぐに用意できるとも限らんし。で、その間にこのさんには基き礎そ知ち識しきから特訓を──」

　ぐふふ、と不気味で邪じや悪あくな笑いを漏もらしつつ、黒絵がどこかに電話をかけ始める。にわかに不ふ穏おんな気配けはいが漂ただよってきた気がした。黒絵の手加減なしの協力が、どんな結末を招くか。それは誰だれにもわからない。本当にいいのか、これでよかったのか、と頭の中で誰かが囁ささやいている。

　早まったかもしれない──とは、このはは思わなかった。

　ちょっとしか。
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　瞬またたく間まに一日が過ぎ、日にち曜よう日び。新しん歓かん祭さいの当日。

　昨さく夜やのフィアは食事や風ふ呂ろ以外はずっと自室に籠こもりきりで、朝帰りしたこのはに至っては一晩を黒絵と共に《壇だんノ浦うら》で過ごしていたようだった。なので二人ふたりが何をやっていたのかは春はる亮あきにはよくわからない。ただ、登校時──フィアはいつも通りで、このはは何やら大荷物を抱えていた──その二人の顔が疲労感と緊きん張ちよう感かんとやりきった感に満ちていることだけがわかった。お互いに何がしかの勝算があるのだろう。

　登校の途と中ちゆうに錐きり霞かと出会った。彼女の表情も似たようなものだったが、フィア達にはないものが多少加味されていた。諦てい念ねんと悟り。勝算があるのかどうかはよくわからない。

　日曜日とはいえ、一応は公式行事だ。朝のＨＲではちゃんと出欠を取る。だがそこからはすぐに自由時間──午後のミスコンまでは好きに行動してよいということになった。ミスコンが終わればそのままフィナーレに雪な崩だれ込んで解散となる。つまりはフィナーレの一部になっているようなものなので、最後のミスコンだけは全員強制参加なのだ。

「……どっか行くか？　何か最後の調ちよう整せいみたいなもんがあるんなら別にいいけど」

「今いま更さらじたばたしても始まらん。新しん歓かん祭さいがどんなものか興きよう味みもあるしな、行こうではないか」

　このはと錐きり霞かも同意を示し、そうして春はる亮あき達は祭りの中を歩き始める。出店が中庭や前庭に立ち並び、小麦粉や肉の焼けるいい匂においを漂わせていた。当然、それらはフィアの疲労感を癒いやす材料となり、同時に春亮の財さい布ふを軽くする材料にもなった。だが、ほくほく顔で焼き鳥を食べながら歩くフィアの前に水泳部のクレープ屋台が現れ、あの水着エプロンの集団が「いたぁぁぁ！　新入部員獲かく得とくの救世主！　また手伝てつだってくれるわよね、ね!?」とにじり寄ってきて逃げる羽は目めになったので、疲労感は結局プラスマイナスゼロだったのかもしれない。

　校舎の中は、申しん請せいのあった部活などのグループに教室が割り当てられて貸し出されていた。柔道部の寝技マッサージ、テニス部喫きつ茶さ、陸上部おばけ屋や敷しき……部活の内容とは全く関係ないが、とにかく名前と存在を一年にアピールできればいいということなのだろう。比較的、文化部のほうは展示を行ったり日々の成果を発揮したりとまともなアピールになっていた。

　グラウンドと体たい育いく館かんでは、時間ごとに体育系部活の催もよおし物ものが行われていた。剣道部の紅白戦。チア部の華はなやかなチアリーディング、対照的な応援団の汗あせ臭くさい応援。バレー部はサーブでコート隅すみの空あき缶かんを狙ねらうチャレンジ。見物人の一年生を参加させて、ある一定以上の成果を上げれば食券プレゼント、とかいう企画もあった。わりとなんでもアリらしい。

　喧けん騒そうに満ちた学校。自分達の部活の素す晴ばらしさをアピールし、入部を呼び掛ける声。部活のコスチュームや、全然関係ない着ぐるみやサンドイッチマン姿で闊かつ歩ぽする生徒達の姿。

　それらの混こん沌とんとした光景を眺めながら、ふと足を止めたフィアが呟つぶやいた。

「あいつも──この中の、どこかにおるのだろうな」

　それが誰だれを指しているのかは、考えるまでもなくわかった。普通の高校生になりたいと望んだ誰か。未いまだ顔も知らない誰か。彼女が、自分達が守りたいと願ねがっている誰か。

　このはと錐霞も、優やさしい微笑をふわりと浮かべた。

「そうですね。今はお友達と一いつ緒しよに見て回ってたりするんでしょうか」

「強引な勧かん誘ゆうを断るのに苦労しているのかもしれないぞ」

「ふふ。しかしまあ、わかっていることは、だ」

　真ま新あたらしい携けい帯たいを開いて、フィアは時間を確かく認にん。

「私達が奴やつを見ることはできんかもしれんが、奴は必ず私達を見るであろうということだな。さあ──いつのまにか昼も過ぎておる。そろそろメシでも食っておこうではないか」




　チャイムが鳴り、貴き重ちよう品ひんを持って集まるようにというアナウンスが流れた。それは予よ鈴れいのようなもので、実際の開始時間よりはだいぶ余裕を持って鳴らされている。生徒達は特に急ぐこともなく屋台の火を落としたり服を着替えたりして、それから三々五々体たい育いく館かんに向かった。

　全校集会のように生徒達が並んで座る、人口密度の高い体育館の中。

　春はる亮あきはそっと首を回す。昨日きのう見た大きな板をステージ横に貼はり付けている実行委員がいた。そこに近付く、銀ぎん髪ぱつと、おさげの眼鏡めがねと、ポニーテールの女子三人。フィアが不必要に胸を張ってふんぞり返り、代表して何事かを告つげる。実行委員は驚おどろきの表情を浮かべたあと、こくこくと頷うなずき、仲間に指示して新たな選せん手しゆプレートの作成に入る──

　近くの生徒達がぼそぼそと喋しやべっているのが聞こえてきた。

「あの三人も出んのか！　意外……！　どうしよ、胴元の奴やつに変更言おうかな」

「ていうか誰だれにすんだよ、三人とも本命クラスだぞ。まあ俺おれはキューブリックさん押しだけど。やっぱ可愛かわいいなぁ、小さくて、真まっ白しろな肌で、髪もキラキラしてて」

「俺さあ、星人なんだ。どこの星かは言わせんなよ、決まってんだろ」

「……委員長さんに罵ののしられたい。この崇すう高こうな望み、理解してくれるだろ……？」

　名も知れぬ生徒達の会話に、春亮の胸中が不ふ思し議ぎにもぞもぞする。実行委員に指示されてステージ横に移動していくフィア達を目で追っていると、

「わかった？　一般的に見れば、ハルの周りにいるのはかなりの強キャラ揃ぞろいなんよ。それをもーちょっとこう、ありがたがってもいいんじゃなかろうかと思う次第。勿もち論ろんうちも含めて」

　ギギギ、と首を回す。幻げん聴ちようでも幻覚でもなかった。叫びそうになるのをぐっと堪こらえて、

「おい黒くろ絵え。やっぱり悪い癖くせになってるだろ……！」

「祭りとくれば見物せんわけにもいかん。このさんの参さん謀ぼうとしても、勝負は見届けんと！」

　新しん歓かん祭さいは文化祭と違って一般公開はしていないのだが、そんなことを言っても仕方ないだろう。せめて先生とかには見つからないようにしてほしいな、と思っていると、黒絵はいきなり春亮の手を強引に引っ張って歩き出した。途と中ちゆうで顔見知りの泰たい造ぞうに向けて「ハルはお手伝てつだいに行くよ。点てん呼このときに報告よろしく〜」と軽く言う。泰造は黒絵の姿に一いつ瞬しゆんだけぎょっとしていたが、こんなときばかりは物分かりよくバキーンと親指を立ててきた。

「お、お手伝い？　つーかミスコンは女だけだから、俺が手伝いとかするのは……」

「このさんからシステムは聞いちょる。男女共同で人数が少ない部活とかもあるじゃろ？　そのために男子でもお手伝いできるらしいよ〜。更衣室とは別のとこで」

　黒絵に手を引かれてステージに近付く。ステージ横に入るための入り口を丸ごと囲むように、衝つい立たてで広めのスペースが作られていた。黒絵は足を止めずにそのスペースの中に侵入。

「まいどー」

「ぬおっ、クロエ！　と、ハレンチ小僧……何をしに来た！」

「うちはこのさんの手伝いという体ていで。ハルはみんなの晴れ姿を特等席で見たいらしく」

「いや、俺は別にどこでもよかったんだけど、こいつが無む理り矢や理り……」

　言いながら、春はる亮あきはちらりと視し線せんを走らせる。黒くろ絵えの言う通り、まずは他ほかにも男子の姿が見えてほっとした。地学部かどこかの部長らしく、小こ脇わきに地ち球きゆう儀ぎを抱えた女子に対して何やら熱ねつ心しんに演技指し導どうしている。設置されているのはパイプ椅い子すと長机がいくつか。どうやらここは、言ってしまえば男子でも入れるサブ控室のような場所らしい。女子が着替えたりする男子禁制のメイン控室は、ここのスペースを通過してしか入れないステージ横の空間だろう。

「特等席、ですか……せっかくだからそうしてほしいような気分でもあり、でもやっぱりあんまり近くでは見てほしくないような気分でもあり……」

「同感だ。いや、こんなものは大事の前の小事。何も考えるな、迷いを捨てろ、私……！」

　とかいう感じでこのはと錐きり霞かはわりと様よう子すがおかしかったが、フィアは比較的いつも通りに、

「ま、外は人口密度が高くてギュウギュウだったしな。ここに避ひ難なんしてくるのもわからないでもない。真まっ先さきに避難してきた奴やつらもいることだし」

　フィアがその視線をちらりと横に向けると、

「どうしてこんなくだらないイベントのために暑苦しい思いをしなくちゃいけないのかしら。私は当然の権利を行使したまでよ。はい、サヴェレンティ」

「えと、頑がん張ばってね、みんな！　何もできないけど、ボク、応援してるから！」

「聞いた？　まったく、貴女あなた達には勿もつ体たいないくらいの素敵すてきすぎる声援ね。この子の応援は何よりも完かん璧ぺきに貴女達を手伝てつだっていて、つまり私はそれを手伝ってる手伝いの手伝いよ。この場にいる正当性はそこの下劣覗のぞき魔ま人間よりもあると思うわ──貴方あなたは女子の着替え場所に近付いただけで興こう奮ふんできるから来たのよね。あそこの天てん井じように引っ掛かってるバレーボールと今すぐ入れ換わって干ひ乾からびるまで忘れ去られてくれないかしら、人間」

　つまらなさそうに長机に肘ひじをついた白しら穂ほと、いつものメイド服のサヴェレンティだった。正直なところ無関係な二人ふたりだ。しかもフィアの言葉に答えたのは彼女達だけではなく、

「えーと、そう、そういうことよ。白穂さんと同じに、私はこの手伝い役の手伝いなの。そしてこいつは……手伝いの手伝いの、オマケ……？」

「自分は本当にフィア先せん輩ぱいのお手伝いとしてここにいるっすよ！　参さん謀ぼうとしてバクハツ的な才能を開花させた名サポーター！　当然、フィア先輩の勝利を信じて応援しまくるっす！」

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、オマケはひどいです〜。伍い鈴すずも皆みな様さまを応援するのですよ〜」

　千ち早はやと夕ゆ銘め、そして巫み女こ姿すがたの伍鈴だった。夕銘がフィアの参謀になったのは聞いていたが、千早がここにいる理由は……やはりサボリ的避難だろうか。どうにも悪い先輩から悪い影えい響きようを受けているような気がしてならない。用務員の伍鈴がいるのも謎なぞすぎる──彼女はこちらと視線が合うとなにやら意味ありげに微笑ほほえんできた。それも謎だ。

　そのとき、もう一度、体たい育いく館かんの中にチャイムが響ひびき渡る。点てん呼こを始める合図だ。

「さあ、もうすぐっすね──正々堂々いざ勝負っすよ、ヒメノンも！　皆にグイグイ押されて出ることになったとか言いい訳わけにしては駄だ目めっす、出るなら一番を目指して！」

「あ、うん……しょうがないから頑がん張ばるよ。夕ゆ銘めっちの先せん輩ぱいにも負けないからねっ」

　夕銘が顔見知りらしい一年の女子と話している。基本的にこのミスコンは部活勧（かん）誘ゆうのために上級生が出るものだが、一年生の出場が禁止されているわけでもない。夕銘が言ったように、友達に唆そそのかされて出ることになってしまったのだろう──勿もち論ろん、一目でそれが納なつ得とくできるほどには可愛かわいい顔立ちの子だった。同じパターンなのか、他ほかにも一年生女子の姿は数人ほどある。

「ユメの言う通り……もうすぐ、だな」

　控室の中を見回しつ、フィアが呟つぶやいた。その表情は真剣だ。いや、真剣という言葉ですら足りない──敵を前にしているかのように、攻こう撃げき的てきな瞳ひとみで周囲を睥へい睨げいしていた。

「あの竜島／竜頭師団ドラコニアンズ二人ふたりの情報が本当に正しければ。この中に、潜もぐり込んでいる敵がいるんですよね。どういう勝算を持っているのかはわかりませんが」

「参加の受け付けは……参加者のアピールタイムが終わり、スピーチタイムが始まるまでということだから、これから参加できなくもないがな。さすがに目立ちすぎる。今この中にいる可能性が高いのは間違いないだろう」

　錐きり霞かとこのはも小さく呟いた。錐霞が言う通り、まず一人ひとりずつ内容自由のアピールタイムを行い、それが全員分終わってから参加者一同でステージ上に出て、順番に一言コメントのようなスピーチをするというのがミスコンの流れだった。黒くろ絵えが春はる亮あきの耳元で囁ささやく。

「ハル。そんな隙すきを見せる相手じゃないかもしれんけど、うちらの仕事。何か怪あやしいことがあったら見み逃のがさんようにね」

　わかってるよ、と春亮も気を引ひき締しめて頷うなずいた。自分にできることは何か。黒絵の言う通りに、ここに紛まぎれ込んでいる（かもしれない）敵を見つけること。

　そして──フィア達の戦いを見届けること。

　まとめるならば、目を逸そらさないことだった。

　それが簡かん単たんなことなのか、難むずかしいことなのかは、やってみなければわからない。
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「あ、うん……しょうがないから頑張るよ。夕銘っちの先輩にも負けないからねっ」

　鍵かぎ堂どう姫ひめ乃のは──ローリカ・〝トラッシュ〟・シューゲイザーは完かん璧ぺきな演技でそう言った。ただし完璧なのは外面だけだった。胸中では数多あまたの言葉が渦うずを巻いて暴あばれている。

　しょうがないから？　否いな。これこそが使命。自分があの人に近付くための道。

　負けない？　否。必ず勝利する。そうでなければ《戦せん鬼き》ニルシャーキを炙あぶり出せない。この使命のために領主より預けられた禍具ワース──《ルムニクエシュチ村規定書》が発動しない。

　今、鞄かばんに入っている古ぼけた書物がそれだ。曰いわくも聞いている。ある東とう欧おうの村の長が妻の不貞を疑って、疑って疑って、そして狂った。村長なのに、この村で最も偉いのに、なぜ妻は裏切るのか。相手は誰だれなのか。そのうちに任期が終わりを迎え、次の選せん挙きよが始まった。表向きは優ゆう秀しゆうな村長で平和な家庭を演じていたため、再選は確かく実じつだった。そこで狂った彼は、村の絶対のしきたりが書かれていたその誓約書に《選挙で勝った者は村人達の秘密を全すべて知る権利を得る》と血文字で書き込んだ──再選した彼はそこから妻のあらゆる行動を追うようになる。妻が接触したあらゆる人間の秘密を探るようになる。村全体に対する異常なストーキング行為。そして、村人の全てを知った彼が行ったことは、決まっていた。

　妻に触れた人間を、妻と会話した人間を、妻と視し線せんを合わせた人間を、妻と同じ空気を吸った人間を──もう二度と妻と触れ合えないように、鮮せん血けつと墓穴を以もつて罰ばつしただけ。

　そうしてこれは呪のろわれた。禍具ワースの破は壊かいを第一義とする騎き士し領りようといえど、無二の性質を持つ禍具ワースならば破壊を猶ゆう予よし利用することもありうる。これが破壊を免まぬかれ保管されていたのも、忌き能のうとその発動条件の特殊さによるものだ。ある領域における投票行為にて勝利した使用者に、敗者達の秘密を伝える。

　使用者とは自分だ。投票行為とはこのミスコンだ。勝ったならば、その瞬しゆん間かんに、自分の頭の中には敗者達──参加資格のあった女子達──の秘密が全て流れ込んでくるはずだった。その中には竜島／竜頭師団ドラコニアンズという単語が必ず含まれている。それを秘密として持つ人間が必ずいる。

（勝つ……だから、あたしは、ここにいるのよ……！）

　その結果を得るための下準備は充分に行っていた。

　鍵かぎ堂どう姫ひめ乃のという、ハイレベルに整ととのった外見と《コリン博士のローハイド整形手順ＦＣＤ》で成り替わった後に疑われないための友人環かん境きようを持った人材を捜そう索さくし、さらに声や喋しやべり方かたや性格や趣しゆ味みや細やかな癖くせまで調しらべて身体からだに叩たたき込んでコピーした。

　その鍵堂姫乃という立場を使って、接触しても不自然ではない一年生からの好感度を高めた。ミスコンに出る一年生は多くなさそうだったので、無む駄だに注目を集めないために、交遊関係を間接的に操そう作さしてダミーの一年を何人か参加させてもいる。

　そして結局のところ、自分がこの使命に抜ばつ擢てきされたのは、自分が持っていた《がらくたトラツシユ》──一長一短あるゴミ禍具ワースにも一因があったのだと思う。その意味で言えば幸運だった。腐って不快で邪じや悪あくで気持ち悪い禍具ワースを、未来のためだと我が慢まんして持つことにした甲か斐いがあった。

　それは、人間以外の動物にしか効きかない麻酔用の針《抱猪愛バオツーアイ》でもなければ、切り傷を治すが代わりに身体のどこかの骨が折れる《ゴルッペン治ち癒ゆ布ふ》でもなく、人肉も腐肉もいかなる肉でも美う味まく感じられる代わりに他ほかの味がわからなくなる《フォーク・オブ・エピキュアー》などであるはずもなく、最大で三十分前までしか記き憶おくを消せない《救バルト済拷ロメイ問官・オブの瞳リビオン》でもない。

《ギリッツェパフユ伯爵夫人のーム・手によるオブ・発メイテ情イング香シーズン》。

　色仕掛けの必要な工作をするために何回か使ったことのある、異性からの好感度を高める香こうだった。問題は、使うたびに香水が揮発するため、使用回数に限りがあること。この体たい育いく館かんという空間は広く、全体に行き渡らせるにはこの香を全て使いきらなくてはならないだろう。だがこの使命に成功すれば正しい騎き士しへの道が開けるはずだ。惜しむ気持ちは微み塵じんもなかった。

　その発情香こうを使えば──空間の広さからある程度は希き釈しやくされるだろうが──それでも、場にいるほとんどの男子生徒に対して、投票用紙に名前を書かせる程度の魅み了りよう効果は与えられるはずだ。そして地道な交遊関係の支配により、一年生の女子票もその多くが手中にある。

　これだけの下準備をしていれば、負ける要素はない。きっと、絶対に、必ず──ない。

　だが──

（箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ。妖よう刀とう村むら正まさ。闇やみ曲まがり拍ぱく明あきの妹。こいつらも出てくる、なんて……）

　狙ねらいが気付かれたか。《ルムニクエシュチ村規定書》のことを知って、それを阻止するために来たのか。その可能性は高いように思える。一から十まで全すべてが知られているとは思わないが、少なくとも、このミスコンでの勝利がニルシャーキの素顔を知ることに繫つながる、ということぐらいは把は握あくしているのだろう。自分達で一位を取ってそれを阻止しようとしているのだ。

　でも、落ち着きなさい、とローリカは自みずからに囁ささやく。

　負ける要素はある？　まさか。

　発情香は切り札と言ってもいい力を持つ。誤差で多少は前後するにしても、男子票と一年の女子票を合わせればほとんど過半数にまで到達するだろう。禍具ワースである発情香を使えば、その瞬しゆん間かんに奴やつらに気付かれる可能性もあるが、自分の身が確かく保ほされなければどうということはない。タイミングを限界まで引っ張って使い、あとは投票終了まで身を隠かくしていればいいのだ。

　負ける要素もなければ、負ける気もない。つまり負けない。

　誰だれにも見られないように、拳こぶしをぎゅっと握にぎり締しめて。

　憧あこがれの人の顔を下腹部の疼うずきと共に思い浮かべながら、ローリカは強く心に誓った。

（あたしを信じて、待っていてくださいね……リリィハウル様さま。絶対に、勝ちます！）




　しかしながら、それは無理だった。

　リリィハウル・キルミスタは熟じゆく考こうし、そして結けつ論ろんづけた。リスクが大きすぎる。ローリカを信じることのリスク。彼女の能力どうこうではなく、不ふ確かく定てい要素があること自体が好ましくない。仮に不ふ慮りよの事態が起こって失敗した場合、それは取り返しのつかないことになる。

　だが、もう一度、確認することは無意味ではなかった。

「事実か？」

『──疑うならば、行けばわかります。潜せん入にゆうしている彼女に電話してもいいでしょう』

「疑いではなく確認だ。箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ達が気付き、投票行為に参加してきた。相違ないか」

『はい』

　電話の主──この作戦における《協力者》の声には淀よどみがない。ボイスチェンジャー越しの機き械かい的てきな声だが、噓うそではないように思えた。

　相手の声は外部にも聞こえるようにしている。ソファを我わが物顔で占拠していたネトーが、

「ヒハッハッハ、邪じや魔まが入ったかよォ。ま、こんなくだんねー作戦が最初から最後まで上う手まくいくとは、俺おれ様さま、思っちゃみなかったがよ」

「邪魔が入る可能性が出てきた、だけだ。まだ失敗したわけではない」

「だけどよ、そりゃつまり失敗する可能性が出てきたってことだろ？　ヒハ！」

　その通りだった。先刻熟じゆく考こうして結けつ論ろんづけたばかりだった。

「──然しかり、ということになる。確かく実じつな勝利は得られないかもしれん。そして我われ々われ、第八十七騎き士し団だん《リリィハウル・ネトー》には確実な勝利こそが必要である」

「失敗にゃ何の意味もねーもんなァ。ヒハハ！」

『……何か手がありますか？』

　協力者と言っても、完全に信頼しているわけではない。何重ものチェックを行った結果、とりあえず《確度の高い情報を持っている人物で、現時点ではその情報を利用しても危険はないと思われる》と判断しているだけだ。本人についての情報も、自分達と同じくニルシャーキに恨うらみを抱いているということぐらいしかわからない。だから返答は決まっていて、

「ある。不本意なものだがな。しかし貴き様さまには言えない」

『そうですか』

　あっさりとした返答に、リリィハウルはふと疑念を抱く。ひょっとしたらこいつはその内容を知っているのかもしれない。しかしやるべきことを変えるわけにもいかなかった。

「話は終わりか。ならば我々はすぐに動かねばならない。情報提供には感かん謝しやする」

『こちらこそ。では──戦果に期待しています。ニルシャーキに報いを』

　通話が切れる音。リリィハウルは家電話の受話器を置いて嘆たん息そくする。ネトーはスピーカーから聞こえてきたその名前にすっと表情を消していた。鋭えい利りで酷こく薄はくな復ふく讐しゆう者しやの気配けはいが漂ただよい始める。だが今回、それが表に現れていたのはほんの一いつ瞬しゆんだけのことで、

「笑えねェ……いや、さすがにこれは笑う、笑うぜ！　ヒヒハハハ！　団長、団長よォ！　箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ達が出張ってきて、あの《がらくたトラツシユ》だけにゃ任せておけなくなってだ、それで俺様達はどんな手を使うって!?　あんたが不本意などんな手を使うって!?」

　彼はわかっているのに聞いているのだった。不快感を胸の内に押し込めて、

「──もしものときに用意しておいたあれを使う。本国から無事に届いているらしいからな。つまりはあれとお前が頼りだ、ネトー」

「ヒッハハハ、あのケツ穴ガスだな!?　無力化ガスっつーやつだったか？」

「そうだ」

　名目上はな、と胸中で付け加えた。そのガスは速すみやかに人間を昏こん倒とうさせる効果を発揮する。だが同時に、そのガスには後こう遺い症しようなどの様さま々ざまな問題があった。ある大規模テロ事件の解決に使われた際、九百人以上もいた人ひと質じちの一割弱がそれによって命を落としたこともあるのだ。

「ヒハッハ、そのガスを体たい育いく館かんに流し込んで、ケツ穴臭くせぇ生徒達をみーんなオネンネさせる。その隙すきにこの俺おれ様さまが、あのケツ穴野郎からずっと昔に受けた《痛み》の写真を入れたアレで一人ひとり一人ひとりプッスリ刺して回る。傷を作った当人に痛みを返せば俺様超気持ちイイって特性があるから、もし倒れた奴やつらの中にいるあのクソ女を刺したら俺様イッちゃう！　だからわかってそのままケツ穴イかせる！　そういうことだな！　ヒッハー！」

　好ましくない。好ましくない。

　ガスには後こう遺い症しようがある。死亡する危険性すらある。ネトーが判別するには銃剣で傷つけなくてはならない。できるだけ急所は外せと言うつもりだが、実際にネトーが聞くかどうかはそのときの奴の気分次第だ。おっと手が滑すべったヒハハ、などと言って顔や乳房や性器を一刺しにしいる姿が目に浮かぶ。奴はそれを楽しめる男だ。

　正しき道だ、とはとても思えないのだった。だが──

（私は聖せい職しよく者しやではない。聖なる騎き士しでもない）

　ただの騎士。禍具ワースの破は壊かいを望む騎士。皆が狂っていて、おそらく自分も狂っていて、それを自覚している。その自覚もおそらく狂気に類るいするものだが。

　そうだ。自分は、せめて。正しく狂おうとしているだけなのだ。

　だから自問する。これは正しいか？

　正しくないが、正しい。

　その先には殺された仲間達の無念を晴らすという意味があり、そして究極的には、呪のろわしい禍具ワースを破壊するという意味がある。

　向かうべき方向が間違っていないのならば、歩かねばならなかった。一般人に被害が及ぶ可能性があるとしても。今から踵きびすを返して新たな道を探せるほど、自分達は気長ではないのだ。

「団員に集合をかけろ。お前も準備をしておけ」

「了解。ヒハッハー、楽しいケツ穴祭りになりそうだぜ！」

　ソファから跳はね起きるネトーを視界の端はしに捉とらえつつ、リリィハウルも自室（にしている鍵かぎ堂どう家けの部へ屋や）に歩き出した。部屋に辿たどり着くまでの間にもワイシャツのボタンをいくつか外している。自分でも忙せわしないとは思うが、仕方のないことだった。

　正装するのに時間を取られて遅刻などしたのでは、団長として示しがつかない。




「──ニルシャーキに報いを」

　携けい帯たい電話を閉じると、背後から声がする。

「やはり気分が乗らない。迂う遠えんにすぎる」

「仕方ないでしょう。ミスコンだけで話が終わったら意味ないです。《プラン・ネストパラシタード》にも……手伝てつだえって命令されたら逆さからえない、もう一つの計画にもね」

　フォーティーンを振り返りながら、穏おん天てん崎ざき切せつ子こは微苦笑でそう言った。
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　ミスコン参加者によるアピールタイムが始まっていた。春はる亮あきもそれを見ていた。衝つい立たてで囲まれたサブ控室スペースからも、ステージの様よう子すを窺うかがうことはできたのだ。部長らしき男子生徒に送り出された地ち球きゆう儀ぎ女子はお笑い芸人のマネのようなことをし（盛大な失笑を買っていた）、内気そうな文芸部代表はゲーテの詩をか細い声で朗読し（一部の層にヤヤ受け）、水着姿でエア泳ぎを見せる水泳部がいて（「あざとい！」と他ほかの参加者達から声が飛んでいた）、道着を着たゴツイ柔道部女子がけたたましい声で受け身を取る（インパクト勝負か）。そして──

「次の次が私の番だな……よし、行ってくるか！」

　鼻から息を吐はき出したフィアが、ちらりと春亮を一いち瞥べつする。

「せっかく練習したのだ。見み逃のがすのは許さん。その目をかっぽじってよく見ているのだぞ！」

「あ、ああ。何やるのかはよくわからんけど、頑がん張ばれ」

「がんばっす、フィア先せん輩ぱいー！　練習の成果を見せれば大丈夫っすよ！」

　ぶんぶんと手を振る夕ゆ銘めに見送られて、フィアがステージ横に入った。しばらくして、

「はい、お疲れさまでした！　では次は──ギリギリでの飛び入り参加を果たしてくれました！　外国から訪れた銀ぎん色いろの小天使、無所属のフィア・キューブリックさんでーすっ！」

　司会の男子生徒の呼びかけに応じ、フィアがステージの脇わきからノシノシと中央に進み出る。やや緊きん張ちようしたような表情。司会がマイクを傾けて、今回はどういうアピールをしてくださるんですか、と聞く。フィアは大きく頷うなずいて、ポケットからいつもの立方体を取り出した。

「ルービックキューブだ。これを解く」

「ほほう？　でも大丈夫ですか、持ち時間は三分しかありませんよ？」

　フィアはニヤリと笑って言った。

「──充分すぎる。むしろ余った時間に何をするかが問題だな」

　オオー、とそのビッグマウスに館かん内ないがざわめく。春亮は夕銘の耳元に囁ささやいた。

「昨日きのうからずっと練習してたのはあれか。本当に三分以内でいけるのか？」

「平均すると、二分三十秒くらいになることが一番多かったっすね。さすかに世界記き録ろくなんかとは比べ物にならないっすけど、立派なもんっしょ？」

「マジでか。そりゃ凄すごい……緊張とかして時間オーバーしなけりゃいいけど。三分過ぎて完成しないでグダグダ、とかになったらやばいぞ」

「そりゃもう信じるしかないっす」

　夕銘は自分で買った、お揃そろいの立方玩がん具ぐをお守りのようにその手で握にぎり締しめていた。

　では、と司会が腕を真上に掲かかげる。フィアはルービックキューブをそっと胸元に持ち上げた。

　ざわめいていた館内が、次第に静まっていく。静せい寂じやく。

　その瞬しゆん間かん、時間が止まったかのように、春はる亮あきには思えた。

　ステージに佇たたずむフィアから目を離はなせない。集中しているためか、神秘性すら感じるほどの無表情。手に握った似姿を見つめる瞳ひとみは超然として揺ゆれない。頭上からの照明が煌きらめかせる銀ぎん髪ぱつ。まるで、彼女という存在自体が、触れることの許されない銀の彫像であるかのようだった。

　それは、とても、綺き麗れいで。とても、目を奪われて──

「始めっ！」

　司会の手が振り下ろされ、はっと春亮は我われに返った。同時、フィアが立方体を回転させ始める。それは今までのような手て慰なぐさみ、無目的な回転ではない。フィアには完成形が見えている。まず一面が揃そろう。ひっくり返したり捻ひねったりしながら、徐々に徐々に、色が揃っていく──

　フィアの額ひたいに浮かぶ汗。まずいっす、という夕ゆ銘めの呟つぶやき。緊きん張ちようがその動きを妨げているのか。二分経過、と司会が告つげる。焦あせったようにフィアが立方体をひっくり返す。落ち着け、と春亮は拳こぶしを握って祈る。二分二十秒。三十秒経過。まだ揃わない。四十秒──魔ま法ほうのように、フィアの握る立方体の色の大半が揃うのが見えた。最後に捻り、回し、ぎゅいっ、と握にぎり締しめて、

　司会が二分五十秒をコールするのと、フィアがルービックキューブを完成させるのは同時。

　フィアは立方玩具を乗せた掌てのひらを前に突き出す。観かん客きやくの生徒達がそれを確かく認にんし理解するのにはしばしの時間がかかる。それをフィアは、制限時間である三分まで時間が余っていることが原因だと思ったらしい。ぬぬ？　と一瞬だけ困こん惑わくしたように視し線せんを左右に彷徨さまよわせてから、残りの十秒間でできる最高のパフォーマンスとして──

　にま〜、と。

　非の打ちどころのない、ただひたすらに彼女らしい、満面の笑えみを浮かべた。

　その十秒後──司会の「三分！　素す晴ばらしい、見事完成していますっ！」という声のほとんどを、体たい育いく館かんを包む歓かん声せいと拍手が搔かき消した。

「イャス！　それっすよフィア先せん輩ぱい、やっぱり最後はその最終秘密兵器！　むしろ最初からそれだけでいいって言ってた自分の正しさが証明されたのかもしれないっすー！」

　夕ゆ銘めは自分の立方体を握り締めつつ、感かん極きわまったようにガッツポーズを繰くり出していた。黒くろ絵えとサヴェレンティもハイタッチして喜びを表現している。しかしその一方で、

「た、たいしたことないですよ。ええもうまったく。どうしてこんな歓声が……！」

「うう。他人のことは関係ないのだ。自分にできる精一杯で戦うしかないのだ、私は。だが、正直に言えば、胃が痛くなってきた。気のせいか？　馬ば鹿かげている……」

　何やら不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやいたり陰いん鬱うつに頭を振ったりする二人ふたりもいた。

　ほどなくしてフィアがこのサブ控室スペースに帰ってきた。サヴェレンティと夕銘に両側からハグされながら、なぜかじろりと春亮を睨にらむ。

「……感想は？」

「お、お疲れ様さま。正直、凄すごかったぞ。よっぽど練習したんだな。感心したし、驚おどろいた」

　心の底から、素直に言った。

　正直、フィアのアピールは、他ほかの部活動の生徒達よりは地味でシンプルだった。目を惹ひく衣い装しようもない。派は手でな動きもない。でも、そのぶん──純化されていた。

　フィアという少女の存在が。彼女がその身に抱いている、眩まばゆいばかりの何かが。

　だからよかったのだと思う。フィアに余計なものは必要なかった。あのステージ上にあったものだけで充分だった。参さん謀ぼうの夕ゆ銘めはそれを理解していたのだろうか。だとしたらさすがだ。

　本心からの褒ほめ言葉であることが伝わったのか、フィアは頰ほおを赤くしてぷいと顔を背そむける。

「ふ、ふん。あの程度、ちょっと練習しただけでできるようになったわい。もう少し練習すればすぐに世界記き録ろくも塗ぬり替えられるのだ。だがあえてやらんのだ。デキる女というのはいいが、デキすぎる女というのは引かれる。意味はよくわからんがそういうことだ」

　どういう照てれ隠かくしだよ、と思ったが、今は一仕事終えたフィアを労いたわるべきだった。パイプ椅い子すを持ってきて座らせてやる。ご苦労、とばかりにフィアはどっかと腰を下ろして、

「ふぃー。まぁしかし、わりとイイ感じに盛り上がったような気がする。一位はもらったかもしれんな！　いや確かく実じつにもらった！　フフフ！」

「お疲れっしたー！　迸ほとばしる知性、麗うるわしき指使い！　誰だれにも真ま似ねのできないアピールをすることができたっす、完かん璧ぺきっすよ！　自分はもう先せん輩ぱいのことを女王様と呼んでもいい気分っす！」

　繰くり返すが、今はフィアを労わるべきだった。だから春はる亮あきは、まだスピーチタイムが残ってるぞ、という無ぶ粋すいな忠告はしない。

　フィアと夕銘。この愉ゆ快かいで迂う闊かつで落ち着きのない二人ふたり組ぐみが、そちらのほうまで作戦を立てているとはとても思えなかったからだ。
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　彼女はマントを羽は織おっていた。この国では目立つ恰かつ好こうだろうとは思うが、その下にあるもののほうがより目立つということであれば、比ひ較かく論ろんとしてこれを身に着けておくしかない。

　街の中に偶然生まれた空白のスポット。墓場の裏にある人ひと気けのない林の中。

　総勢十五名の騎き士しが自分の言葉を待っていた。

　ネトーを含め、ほとんどの者がこの国において違和感のない服装をしている。マントは自分だけだ。だがそれもいいだろうと思った。目立つということは有事の際に敵に狙ねらわれやすいということ。あくまで自分の考えだが、それも団長が果たすべき義務の一つだろう。

　リリィハウルは部下たちの顔をぐるりと見回す。

「一、命ずる──友の名を想おもえ。顔を想え。共に禍具ワースを打うち壊こわした喜びを想え。互いの過去に涙した記き憶おくを想え。そしてその断だん末まつ魔まと墓石に刻まれた名を想え」

　言葉を発するたびに、部下達の表情が変わっていく。あのネトーですらも「笑えねェよ、勿もち論ろんな……」と呟つぶやき、その気配けはいを研といだ刃やいばのように純化させていた。彼らの瞳ひとみは炉ろだった。薪まきが自分の言葉だった。空気が冷たく燃ねん焼しようしていく。視し線せんが熱あつく凍こおっていく。

「二、命ずる──それを為なした敵を想おもえ。強さを求めて禍具ワースを握る愚ぐ昧まいを想え。そしてその者に下す正当なる裁さばきを想え」

　これからすべきことのために必要な準備だった。醜しゆう悪あくで甘美なる報むくいの時間の訪れを、彼らの精神こころと身体からだに刻み込むための儀ぎ式しきだった。今。今。使命を果たすべき時は、今なのだと。

　その儀式の終しゆう焉えんを告つげる、最後の言葉は決まっていた。

「以上、第八十七騎き士し団だん《リリィハウル・ネトー》──これより進攻する！」
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「だ、大丈夫か、いんちょーさん？」

「問題はない。行って、くる……」

　胃がきりきりと痛むのを感じつつ、錐きり霞かはステージ横の控室に入る。演えん劇げき部ぶなどが公演のときに使うような、ある意味本当の控室だ。男子禁制の場所なので、何人かの女子生徒が気兼ねなく部活動のテニスウェアや新しん体たい操そうのレオタードなどの衣い装しように着替えていた。無論、自分には攻こう撃げき力りよくの高い衣装を着るなどということはできない。危険すぎる。

　だから、せめて、自分にできることと言えば。

（これしか、ない。そうだ……これしか、ない、のだっ……！）

　勝ちたい。誰だれにも負けたくない。フィアにも。このはにも。それ以外の誰にも。

　自分が──上うえ野の錐霞がここにいるということを、示すのだ。彼の前で！

　だから、錐霞は自分の胸中に最後に残っていたものを。

　つまりは羞恥心を、渾こん身しんの意志力で捨て去って──

　鞄かばんの中に入れていたそれを、ゆっくりと、摑つかみ出した。




　そして春はる亮あきは見たのだった。

　ステージ上に出現した瞬しゆん間かんに、錐霞のアピールは八割方完了していた。

「えーと……上野、錐霞、さん、です、が……その。いや、細かいことはいいですね！　さあ、何かアピールをしていただきましょう！　では、どうぞっ！」

　どこかヤケクソのように言って、司会者が錐霞にマイクを向ける。

　彼女は、発火しそうなほどに真まっ赤かになった顔で。

　ぷるぷると身体を震ふるわせながら、そっと片手を持ち上げて──

「に……にゃーん……」

　その頭の上のネコミミに最もふさわしい一言を、か細い声で、口にした。

　春はる亮あきは固まる。硬直してそれを見やる。

『……』

　体たい育いく館かん全体も、おおむねそんな感じだった。

　直後、彼女はダッシュでステージ上から逃亡し、それ以上のアピールタイムを放ほう棄きした。




　ざわざわ。水がゆっくりと地面に浸しみ込むような確たしかさを持って、体育館の中にざわめきが伝でん播ぱしていた。あの上うえ野のさんが。委員長が。新しん鮮せんだ。意外。でもよかった。可愛かわいかったし──それはほとんどが彼女のことを知る二年生のものだったが、単純に彼女の真ま面じ目めそうな外見とのギャップを褒ほめる一年や三年のものも多々あるように思えた。

「むむ。何か、前にもあんなことがあったような……と、おい、何を隠かくれておるのだ。それなりに評価されておるようだぞ、恥はずかしがらずに堂々としておればよい！」

「や、ちょ、待、フィアくん、まだ、心の準備を、もう少し……！」

　ステージ横の控室、そのドアの陰に隠れるようにしていた錐きり霞かを目ざとくフィアが見つけ、強引に引っ張ってくる。勿もち論ろん、既すでにその頭にネコミミはなかった。

「う……あ……」

　依然として顔を赤くしたまま、錐霞が何事か呻うめきながら春亮の顔をチラチラモジモジと見てくる。春亮もそれにつられるように、何か気き恥はずかしい感覚を思い出していく。

　いつか、錐霞が家に遊びに来たときのこと。このははいなくて、黒くろ絵えもいなくて、フィアだけがいて、おかしな郵便物が届いていて、その中には、さっきの錐霞のような──

「う……わああああ！　や、夜や知ち！　来い！」

　突然、錐霞に控えスペースの隅すみまで連れていかれた。彼女はカツアゲのようにこちらの顔の横に両手をつき、角かどからの脱出を許さない。単純な疑問が春亮の口を動かした。

「あ、あのさ……いんちょーさん。ひょっとして、あのときのこと、覚えて──」

「あのときとは、どのときだ!?　はっきり、言ってみろ、馬ば鹿かげている……！」

「だから、それは」

　さらに思い出す。あのときのこと。呪のろわれたネコミミに支配された錐霞。自分の膝ひざの上に乗ってきたり狭いところに一いつ緒しよに入ったり抱きついたりくっついたりぺろぺろされたり。いや、これは思い出していいことなのか。もし錐霞があれを覚えていて今またネコミミをつけたのだとしたらそれはどういう意味なのかやっぱり覚えていないのかいったい何がどうなって──

　混乱してきた。頭がただ混乱してきた。今や、彼女に負けないほどに自分の頰ほおも赤くなっているのではないかという気がする。

　錐霞はじっとこちらの顔を見ていた。こちらの頰が赤いのを彼女も見て取ったのか。自分自身を納なつ得とくさせるかのように、いささか強引さを感じる態度で、一つ大きく頷うなずく。

「よし。まあいい。まあいい……ということに、しよう。無意味ではなかったらしい。私が求めていたものの半分くらいは。馬ば鹿かげている。違う、馬鹿げてはいない。ああ、まあ、何かに気付くのならば気付けばいいのだ、そういうことだ。それでいいな？」

「へ？　いや、それでいいな？　とか言われても──」

「い・い・な!?」

　勢いに押されるように、こくこくと頷うなずく。正直、意味はまったくわからなかったが。

　よし、と錐きり霞かは頷いた。くるりと踵きびすを返して春はる亮あきを解放。それから「トイレに行ってくる」と短く告つげて、スタスタと控室スペースから出ていってしまった。

　なんだったんだろう、と溜ため息いきをついたとき、

「春亮くん」

「あ、このは。そろそろお前の番か？」

「はい──わたし、負けませんからね！　見ていてください！」

　春亮はその異様な真剣さに押され、ただ「お、おう」と答えるしかない。このはは拳こぶしをぐっと握って気合いを入れてから、持参してきた何かの荷物を抱えてステージ横の控室に歩いていった。だが途と中ちゆうで不意にその足が止まり、

「でも……ふと冷静になって考えると、わたしが今からしようとしているのは……」

「いかん！　はいはいこのさん、待った待った！　うちの言葉をよーく聞いて〜」

　ササッとこのはに歩み寄った黒くろ絵えがその耳元にぼそぼそと何事かを囁ささやく。

「このさん、わかっちょる？　大事なのは、本気で……」

「……」

「羞しゆう恥ち心しんを……思い切りが……ハルの……おほん。このさん、オッケーかな？　大丈夫？」

「え？　何言ってるんですか、大丈夫に決まってますよ、あはは。あははは。あはははは──勝利はわたしのものです！」

　そして再び不必要な気合いと共に歩き出す。その姿がステージ横に消えて、

「……今、何か凄すさまじく不ふ穏おんなものを見た気がする」

「私もそんな気がするぞ。おいクロエ、ウシチチに何をしたのだ？」

「ん〜？　いやあ、さすがにちょっと素面しらふだと厳きびしそうじゃったので、心のスイッチを入れる手助けというか。ま、このさん本人も意い識しき的てきに乗っかってやっちょることなので、特に気にせんでもええと思うよ〜。とにかくこれからのこのさんの活かつ躍やく、こうご期待！」

　どういうわけか、自信満々なその黒絵の言葉は春亮達を余計に不安にさせた。




　ちゃーらっちゃらちゃらちゃーらー。

　照明が落とされるのと同時、聞き覚えのあるメロディが体たい育いく館かんに流れ始める。それは──そう、確たしか、日にち曜ようの朝に聞くものだ。今日きようも朝食のときにテレビから聞こえてきたものだ。

　そのオープニング曲のイントロが終わると、テレビで聞く通りに、主人公を演じる声せい優ゆうがその番組タイトルを叫ぶ──

『……魔ま法ほう焦しよう女じよ☆まじかる・インフェルのん！　いっくよー！』

　そしてその甘ったるい声が流れるようにＡメロを歌い始めると同時、カッ、とステージ上にスポットライトが降り注ぐ。次の瞬しゆん間かん、その光の輪わの中に飛び出してきたのは──

「あ……あ……！」

　春はる亮あきは足元がぐらりと揺ゆらめいたような感覚を覚える。世界が転てん覆ぷくする。膝ひざに力が入らない。それほどの衝しよう撃げき。立っているだけで精一杯だ。

　スポットライトに照らし出されたのは、女児向けアニメから飛び出してきた主人公の姿そのもの。原色の派は手でな色彩、フリフリのついた衣い装しよう、露ろ出しゆつ度ども妙に高い。ああ、ただでさえそうなのに、今ステージ上にいる彼女はアニメの主人公とは比べ物にならないほど成せい熟じゆくしたボディを具そなえているのだ。危あやうさしか感じないほどに短いスカート。扇せん情じよう的てきに剝むき出だしになった太ふと股もも。特に、アニメの主人公である小学生にはけっして作り出すことのできない衣装の胸、そこに作り出された谷間は物もの凄すごい破は壊かい力りよくを具えていた。今にも弾はじけ飛んでしまいそうだ。

　彼女が──つまりは、勿もち論ろん、このはが。

　こんな姿になるとは、いったい誰だれが予想できただろうか。春亮はこれが現実であることをまず疑った。ありえない。夢だなこれは。だが目覚まし時計どけいの音はどこからも聞こえてこない。

　彼女の表情は笑え顔がお、ただひたすらな笑顔。くるりと回転する。ポーズを決めて一瞬の静止。そして口パクと共に踊り出す。手にしている長い棒をバトンのように振り回す。

「そう、素す晴ばらしい、素晴らしいよこのさん……！　今のこのさんは本物以上に、インフェルノ王国から人間界を焦土と化すためにやってきた魔法焦女、インフェルのん！　そしてそのけしからんボディは第十二話で見せたのんちゃん大人おとなバージョンの気配けはいも漂ただわせており！　うんうん、焦土式機き構こう杖じよう《業火くんヘルフレイム》の扱いも完かん璧ぺきじゃー！」

「お、お前、やっぱ、お前、がっ……！」

「うちは演技指し導どうとかだけよ？　ブツは例によってクリーニング屋さんに頼みました」

　そう答えながらも、むふー、と鼻息の荒い黒くろ絵えはステージから目を逸そらさない。手にしたカメラでただひたすらにこのはの姿を写真に収めていた。ちらりと視線を動かせば、帰ってきた錐きり霞かや白しら穂ほ達はぽかんと口を開けているだけで、フィアに至っては腹を押さえながら声もなく床ゆかを転げ回ってもう勘かん弁べんしてくれというように床をビタンビタンとタップしていた。

　曲は続く。このはのオープニングを完コピしているらしき踊りも続く。ふわりとスカートを翻ひるがえす。膝ひざを曲げて微笑ほほえむ。槍やりのような長さの魔法ステッキを振り回す。跳ちよう躍やく。汗が軽く飛び散るのが見えた。意外に激はげしい、危険なダンス。春亮はなぜかひどく不安になった。もっと大人しいダンスであればいいのに。ステージ下にいる生徒達にはそれ以上近付いてもらいたくない。

「さあ、そろそろ締しめじゃ……！」

　曲の盛り上がりが最さい高こう潮ちように。一心不乱に踊るこのはに引ひき摺ずられたかのように、客席からも普通のアイドルのコンサートを見ているかのような手拍子が巻き起こっていた。サビが終わる。余よ韻いんを残したアウトロ。このはもリズムに合わせて回転し、身を捻ひねり、手の杖つえを引き寄せ──

　曲の最後の一音が鳴るのと同時に、その杖を抱え込んだ状態で停止。前傾姿勢。零こぼれそうな膨ふくらみがこれでもかとその存在をアピールされる。その谷間に押しつけられた杖がより一層それを引き立てる。長い杖の下部は魔ま女じよが箒ほうきに乗るが如ごとく、足を閉じたこのはの太ふと股ももの間に挟はさまっている。こちらもぎゅうと押し込められ、スカートの裾すそをかなり危険な状態にしている。

　曲が終わった無音の中。このははその状態のまま片手を動かし、びしりとこちらを指差してきた。本当に、控えスペースにいる自分をピンポイントで指差しているような錯さつ覚かくを覚えた。

　そして彼女が高らかに口にするのは、アニメと同じ決め台詞せりふ。

「あなたのハートも──黒くろ焦こげにしちゃうぞっ♪」

　今度こそ、完全な停止。体たい育いく館かんの時間が止まった数秒。

　やがて、世界が動き出す。

　どよどよ、という生徒達のざわめき。純粋なパフォーマンスに対する拍手。のんちゃーん、などという野太い声援（おそらくアニ研か漫まん研けんのどちらかだ）。失笑や困こん惑わくの声もないでもない。失笑どころではなく「死ぬ！　死ぬ、私、死んでしまう！　ぶはははうはひゃひゃひゃ！」などと床ゆかでピクピク痙けい攣れんしながら爆ばく笑しようしている銀ぎん髪ぱつの生き物も勿もち論ろんいた。

　このはは決めポーズのまま、武道の残心のような気配けはいで佇たたずんでいた。やがて、ほう、と息を吐はく。それからふと我われに返ったように体育館の中を見回す。小さく口を開けて、いきなり顔を赤くして、かと思えばサーッと顔がん面めん蒼そう白はくになった。そして、

「ひ……ひ・や・ああああああああっ!?」

　先刻の錐きり霞かにも負けない速度で、胸を手で隠かくしながら一いち目もく散さんにステージ袖そでに逃亡する。

「む、まずい。上う手まくやりきったのはええけど、このさん、そのせいで今まで無む理り矢や理りマヒさせちょった羞しゆう恥ち心しんが復活しちゃったみたいじゃね……ふむ。死人が出なければええけど」

　黒くろ絵えがひどく真ま面じ目めな顔で、そんな縁えん起ぎでもないことを呟つぶやいた。
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「第一隊、学校の外周に到着。配置についた。各隊状況を報告せよ」

『第二隊、ケツ穴犯す準備はできてるぜ！　もうガチガチだっつーの、ヒハハ！』

　さらに通つう信しん機きから、第三隊、第四隊ともに問題なしの報告。

「では──行こうか」

　例のガスボンベが入ったトランクは部下に任せ、リリィハウルは歩を進める。各隊ともに同じトランクを持っていた。不測の事態というのはいつでも起こりうる──こうしておけば、仮に一つの隊が作戦位置に辿たどりつけなくても作戦に与える影えい響きようを少なくできる。

　正門は閉じていた。四方を高い塀へいに囲まれたこの学校の中で、最も入りやすく、それ故ゆえに警けい戒かいされやすい場所。正道を目指す者として、リリィハウルはあえてそこからの侵入を試みる。

　鉄門の前に立った瞬しゆん間かんに気付いた。不測の事態は既に起こっている。

「どうかなさいましたか、リリィハウル団長？」

「見られている。さすがに向こうもそれほど甘くはないようだ」

　部下の問い掛けに短く言葉を返した。視し線せんは二つ感じる。門の上に巧妙に設置された監かん視しカメラが一つ。これはたいした問題ではない。注意すべきはもう一つのほうだ。

　こちらの顔の遥はるか前方、校舎の屋上から届いてくるもの──

　今すぐ何かをされるという距きよ離りではない。見られているだけだ。こちらも、今すぐその相手に対して何かをするということはできない。結局のところその視線が示すのは、自分達の侵入が早くも気付かれたという単純な事実だけだ。ならば。

「盗人の如ごとく隠おん密みつ裏りに進む必要はなくなったな」

　呟つぶやいて、ばさりとマントを跳はね上げる。背から大剣を引き抜いた。

　自みずからの意義である形状。自らの意義である重量。

　過あやまち、狂った騎き士しの群れを率いる者として。

　せめて目に見える正しき道くらいは歩きたいと思った。無様ぶざまに乗り越えるのではなく、卑ひ屈くつに隙すき間まを潜くぐるのでもなく、ただ胸を張って歩み入る。

　それが自分。リリィハウル・キルミスタだ。

　だから彼女は大剣の一振りで鉄門を破は壊かいした。

　その耳みみ障ざわりな破は砕さい音おんは、おそらく、宣戦布告としては充分すぎるものだった。
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「ああ……あううう、ああ……」

　フラフラ、とこのはがステージ横から帰ってくる。どことなく虚うつろな目。チラリ、と何かを懇こん願がんするような目で見られたので、春はる亮あきは慌あわてて、

「お、お帰り！　よ、よかったと思う……ぞ？」

「……ホントですか？」

「お、おう。新しん鮮せんなところが見れた。踊りも上う手まかったな。それから、ええと」

「可愛かわいかったですか？」

「ま──まあな」

　だがこのはは納なつ得とくしない。通常ありえない悪あく魔ま的てき気配けはいを全身から漂ただよわせ、澱よどんだ声で、

「口に出して言ってください。このは可愛かった、と」

「こ……このは可愛かった……」

「もっと」

　ゾンビのような圧力でにじり寄ってきた。春はる亮あきは悲鳴じみた声で、

「このは可愛かわいかった！」

「う、ふふ……うふふふ！　よーし、落ち着くんですわたし、今のを心の拠より所どころにして、精神をニュートラルに。さっきのことは忘れていいのです。何もなかった、わたしは恥はずかしいことなんか何もしなかった。可愛いって言われた結果だけがあった。そういうことなのです……」

　などとぶつぶつ自分に言い聞かせていたこのはの肩を、ぽん、とフィアが叩たたく。馬ば鹿かにする様よう子すは微み塵じんもなく、笑え顔がおすらもなく、ただ心の底から憐あわれみに満ちた目で、

「ああ。お前はよくやった。充分に、よくやった……もう休め。向こうへ行っても元気でな」

「ちょっと！　あなたの中でわたしはどこに行く設定になってるんですか！」

「い、言われねばわからんのか!?　これは重症すぎる……客きやつ観かん的てきに自分の姿を見ればわかるのではないだろうか！　ほらクロエ、さっき撮とっておった写真をこいつに見せるのだ！」

「あ、駄だ目め、ふぃっちー……」

「しゃ・し・ん？」

　ぐるーり、とこのはの顔が黒くろ絵えに向けられた。春亮にはその顔は見えなかったが、黒絵が絶望的な表情を浮かべてビクリと半歩身を退ひいたのはわかった。このははすっと手を伸ばす。

「メモリーカード。渡してください」

「いや、ふぃっちーの勘かん違ちがいで、うちは別にさっきのレアすぎるこのさんを記き録ろくなんか──」

「それはカメラごと壊こわされてもいいって意志表示ですね？」

「これですごめんなさいお許しあれ」

　ガクガクブルブルと黒絵がデジカメからメモリーカードを抜いてこのはに渡し、その瞬しゆん間かんにそれはこのはの掌てのひらの上でさりげなく微塵切りになる。ほんの少しだけ、勿もつ体たいないな、と春亮は思ってしまった。白しら穂ほが心しん底そこ呆あきれたように呟つぶやくのが聞こえる。

「ふん。私もカメラを持ってくるんだったわ。その脅きよう迫はく材料があれば、今後二度と私とサヴェレンティに関かかわらないように、って取引ができたかもしれないのに」

　彼女達の出番が終わってもミスコン自体は続く。敵は多い。様さま々ざまな方法で盛り上げようとする参加者達。夕ゆ銘めの友達らしい女子もアイドル歌手の歌を完コピしてかなりの声援を受けていた。正直、現時点では、明らかに観かん客きやくを白けさせてしまった何人かを除いては誰だれにでも勝利の可能性があるのではないかと思う。今までの生徒達の中に、潜せん入にゆうしていた騎き士し領りようはいたのか。それともこれからの中にいるのか。

　とはいえ、既すでにアピールタイムは残り二、三人となっていた。これが終われば、後は全員でステージに上がってのスピーチタイムとなる。だが、そんなとき──

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが」

　伍い鈴すずが不意に口を開いた。こちらの顔をまっすぐ見み据すえながら、ひどく真剣な顔で。彼女は無関係な夕ゆ銘めが少し離はなれたところでステージを見ているのを確かく認にんして、続ける。

「屋上にいる拾とお弐に鈴すず達から報告がありました。四方よりお客様来たれり、と」

「お客様……？　ハレンチ巫み女こ二号よ、何を言っておる？」

「有あり体ていに申しますと──この学校に侵入者でございます」

「な、にっ!?」

　伍い鈴すずの言葉を聞き、一同の表情が一いつ瞬しゆんで強こわ張ばった。

「用務員とは、学校の治安維い持じも任務の一つらしいですので〜。特に今日きようは特別な祭事の日。もしものことがあってはならないと、一応、我われ々われの性質を生かして見張りをすることにしておいたのです〜」

　ミスコンに関係のない伍鈴がここにいた理由がようやくわかった──何かがあったときにすぐ知らせることができるように、ということだったのだろう。改めて考えれば、彼女達のテレパシー的なネットワークは即時性を持った連絡網もうとしてかなり優すぐれている。

「ふむ。お前達が見張りをしておって助かった。褒ほう美びにおせんべの一枚でもくれてやりたいところだが──今はそんな場合ではないな。来たのは騎き士し領りようか。なぜだ？　何をしに来た？」

「何か動く可能性があるかもとは思っていましたが……まさか本当に動くとは」

「ああ。伍鈴くん、四方より、というのはどういう意味だ？」

「そのままの意味でございます〜。四人ほどのグループが四つ、それぞれ別方向より来ているのです。おっと、只ただ今いま、門を壊こわしたり塀へいを乗り越えたりしてまさに侵入してきました〜」

「十何人おるとか言っておったしな。それが全員来おったというわけか……！」

「ちなみに、進路から判断しますと。目標地点はここ、この体たい育いく館かん付近のようです」

「ちょ……ここに来るの？　あんた達が戦うのは別にいいけど、巻き込まないでよね！」

　千ち早はやがぎょっとしたように言う。その通りだった。無関係な生徒達は絶対に巻き込めない。

「ど、どうする？　お前らにはまだスピーチの出番がある。俺おれと黒くろ絵えは動けるけど……」

「馬ば鹿かげている。四方向から来ているものが二人ふたりでどうにかできるものか」

　まずいことになった、と春はる亮あきは思う。騎士領が来ている。何が狙ねらいかはわからないが、今、この体育館には全校生徒が集まっているのだ。何かされるわけにはいかない。体育館はそれなりに大きいので、体育館の北側から来た相手を食い止めている間に、残り三方向から来た敵がフリーになるという事態は充分考えられる。それぞれ押さえたいところだ。

　しかし四つのグループを相手できる戦力はこちらにはあるだろうか。フィア達はミスコンで勝利しなくてはならない。潜せん入にゆうしている敵に一位を取られたなら、生徒達の中に紛まぎれ込んでいるニルシャーキの命が危あやうくなるのだ。そちらを軽視するわけにもいかない。

　どうする。ミスコンと外の敵。どちらにどう対処すべきなのか──

　春亮達は顔を見合わせる。まず口を開いたのはフィアだった。

「結局──私は、我わが儘ままなのだ。守れるものは、全すべて守りたいと思う。普通の高校生になりたいと願ねがうニルシャーキと、その友となるであろう他ほかの一般生徒達。今守るべきものを大別するとその二つになる。私はそれを、どちらを犠ぎ牲せいにすることもなく、同時に守りたい」

　フィアがそう語る理由はわかる。フィアは彼女と自分を重ね合わせているのだろう。戦いを捨てて、普通の人間のようになりたいと願う存在。その願いは叶かなうべきもので、そして実際叶うものなのだ、と──証明したいのだ。自分自身も同じ道のりを歩いているが故ゆえに。

「ミスコンの勝利はニルシャーキを守る。今来ている敵を打破することは他の一般生徒達を守る。つまりその両方ともが私の我わが儘ままには必要で、そのための手段を単純な適材適所で考えた。そうすれば選せん択たく肢しは一つだった。お前達の意見は？」

「勿もつ体たいないおばけが出る感じの選択肢かな？　だったらうちも同じじゃね」

「ああもう、あれだけ……あんなことまで、やったのに！　ふぅ。でも、可愛かわいいって言われたのは確たしかなわけで──それ以外の全部を忘れましょうそうしましょう」

「私達にしかできないこと。私達以外の誰かに任せられること。その線せん引びきは明めい確かくに可能だな──だから一つしか道はない、か」

　それぞれ頷うなずいて、彼女達は足を動かした。春はる亮あきを残して控えスペースを出ようとする。ただしその途と中ちゆうで、誰だれもがある一点を経由した。頰杖をついて我関せずと話を聞いているだけだった彼女の肩を、誰もがぽんと叩いた。最後に叩たたいたフィアが、一同を代表するように、

「頼んだぞ、シラホ」

「は──はぁぁ!?　いきなり何言ってるのよ!?」

　ずるり、と彼女が肘ひじを滑すべらせる。フィアの瞳ひとみは真剣だった。

「お前にならば頼める──いや、お前にしか頼めんのだ。私達は外の敵をどうにかしてくる。中のことはお前に任せたい。一位を取って、ニルシャーキを守ってくれ」

「ちょっと、勝手に決めないで！　私は絶対、ミスコンになんか──それに、もう！」

「締しめ切きりならば大丈夫だ。アピールタイムはまだ終わっておらんから、今すぐ言えばギリギリ飛び入り参加できるはずだ──時間がない。すまんが、頼んだぞ」

「だから勝手にっ……！」

　怒りに震ふるえる白しら穂ほ。だが時間がないのは確かだった。既すでに騎き士し領りようは学校の中に潜せん入にゆうしている。白穂に全幅の信頼を置いた視線を投げかけてから、フィア達は控室スペースから出ていった。

「白穂ぉ……」

「出ないわよ、出るわけないでしょう!?　勝手に決めて……ふざけてるわ！」

　サヴェレンティの呼びかけに、がん、と白穂が机に拳こぶしを振り下ろす。春亮にもその怒りは理解できたが、それと同時に、彼女に全すべてを託したフィア達の気分も理解できた。

「……ごめんな。でも、あれだけいっぱい準備して、恥はずかしさとかも我が慢まんして頑がん張ばったフィア達が──あっさり棄き権けんしたんだ。お前だったら一位を取ってくれるだろ、って信じたんだよ。勿もち論ろん俺おれも信じてる。だから頼む」

「知らないわよ。答えは変わらないわ。出る理由がないもの。出たくないもの」

「フィアも言ってたけど。この学校の生徒達と、その中にいるニルシャーキ……いや、そうだな。まとめたら同じだ。この学校にいる、守りたい奴やつら全員。それを完全に、誰だれ一人ひとり犠ぎ牲せいにすることなく守るにはこうするしかなくて──ああ、結局、こういうことなんだよ。みんなを守るためにはお前に頼まなきゃもうどうしようもない、って。卑ひ怯きような言い方だとは思うけど」

「本当に──卑怯……！」

　ぎりり、と白しら穂ほが歯を嚙かみ締しめるのがわかる。何かを祈るような表情のサヴェレンティ。何かを期待しているような表情の千ち早はや。さらに一度、不ふ機き嫌げんに白穂は舌を鳴らす。

　何かきっかけが必要だと、春はる亮あきは思った。自分に作れるそのきっかけは一つしか思い浮かばなかった。だからさりげなく身体からだを前に倒して、彼女の手の間合いに入る。刹せつ那な。

　すぱーん、とビンタが飛んでくる。痛い。だが手付け金としてはこれで充分なはずだ。

　周囲の視し線せんが集まるのを感じつつ、春亮は肩を竦すくめて言う。

「じゃあ、俺おれはあいつらの手伝てつだいをしにいく。後は頼んだぞ」

「──いつか絶対に殺すわ、人間」

　手を振り切った姿勢のまま、ぎらぎらした目で白穂は言った。お手柔らかに、という意味を込めてもう一度肩を竦めてから、春亮は踵きびすを返す。背中から小さな声が聞こえてきた。「え？　なになに、どういうことっすかっ？　フィア先せん輩ぱい、どこにー!?」と混乱している夕ゆ銘めの声も交じっていたが、それはどうでもいい。今までの応援を無む駄だにして悪いなとは思った。

　重要だったのは、彼女以外の三人が交かわしていたこんな言葉だった。

「ふう……サヴェレンティ、実行委員に伝えてきて」

「りょーかーいっ！　ちょっと準備時間とか貰もらえないか交渉もしてみるねっ」

「それから貴女あなた。ちょっとしたものでいいけど、メイク道具とか持ってるかしら。なければそこらの誰だれかからかっぱらってきて」

「あ、じゃあ、かっぱらってきます、けど……メイク、ですか？」

　そんなことしなくても、とでも言いたげな千早の台詞せりふに、白穂は気だるそうな声で答える。

「ステージでは照明で顔の見え方が変わるの。最適な見せ方をするなら、メイクで調ちよう整せいしておくにこしたことはないわ……まったく。まさかまたこんなことをする日が来るなんてね」

　かつて桜さくら参まいり白穂がなんと呼ばれていたか、春亮は知っていた。演えん劇げきの天才。

　だから彼女は、《誰かに見られる》ということの全すべてを知りつくしている。
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　体たい育いく館かんの出口にはサボりを見張る教師がいた。トイレの窓からでも脱出すればよかったか、と春亮は一いつ瞬しゆん悔くやんだが、その見張りがスコップを持っていたので事なきを得る。

「そうか。手伝てつだってやりたいところだが、自分ではまだお前達の足手まといになるだけだろう──行ってくるがいい。仮に敵がここに来たなら、自分が命に代えても生徒達を守る」

「そうさせないために行くのだがな。ま、もしものときにはほどほどに頼むぞ、センセイ」

　体たい育いく館かんを出る。春はる亮あき、フィア、このは、黒くろ絵え、錐きり霞か。一同が体育館から出るのと同時、四人の巫み女こ達が物陰から姿を現した。敵の位置への案内をしてくれるのだろう。結局、こちらも戦力を四つに分けるしかないように思えた。そんなとき、

「間に合ったようですね。お手伝いいたします」

「あーふー。日にち曜よう出勤なうえに、この余計な仕事……ダルい以外に言うことはないで〜」

　漸音ぜのんと銃音がのんが姿を現す。どうやら監かん視しカメラで侵入者を発見して集まってきたらしい。二人ふたりとも戦力として数えられる人材ではある。フィアがぐるりと一同を見回して言った。

「……自分はクサレ騎き士し二人分の相手なんかできません。タイマンでないと負けちゃいますよぅ、とかいう奴やつがおるなら手を上げろ」

　いなかった。フィアは犬けん歯しを剝むき出だしにして笑う。

「では二人ずつのペアで充分だな。ちなみに私はクサレ騎士など四人いてもなんということはない。ウシチチもそうだろう。クリーチャーを飼っておるからその意味でも二人分だし」

「なんですってえ！」

　などとやりつつチームが分けられる。戦せん闘とう能力の高いフィアは単独で。錐霞と黒絵。漸音と銃音。春亮はこのはを持つことでしか役に立てないので、結局このはと一いつ緒しよのチームになった。

　そのチームに一人ひとりずつ、神楽かぐら鈴すずの巫女がつく。喋しやべれないし風かぜの祝詞のりとも使うことはできないが、案内役が必要だ。唯ゆい一いつ術を使える伍い鈴すずは、もしものときの最終防ぼう衛えいラインとして体育館の中。残りの巫女は屋上など見晴らしのいい場所に散って相手の動向を探っているらしい。

「では行こうか。もう駄だ目めだやられるー、となったら近くのハレンチ巫女にでも泣きつけ。身振り手振りでもなんとか意志疎通はできよう。余裕があったら助けにいってやるわい」

「こっちの台詞せりふですよ！」

　そうして──四つのチームが四方向へ別れる。

　春亮は神楽鈴の一人に先せん導どうされ、このはと共に校舎の間を走り抜ける。方角は校門方向だ。昇降口の前で敵の一団と遭そう遇ぐうした。このはが手しゆ刀とうを構えてその行く手に立たち塞ふさがる。

　四人。三人は男で、これと言って特徴のない服装。そのうち二人が一つずつ、片手に大きなトランクを提さげていた。誰だれもが武器を持っている。長剣に槍やりに手て斧おの。特に目を惹ひくような異様さはないが、素人しろうと目に見ても、それを持つ手つきはかなりこなれている。油ゆ断だんは禁物だ。

　そして、残る一人。単純な引き算で言えば、女だった。

　リリィハウル・キルミスタ。

　しかしその姿は花見のときに見たスーツ姿とは違う。春亮は思わず呻うめいた。

「うわ。なんかすげぇ恰かつ好こうしてやがんな……」

「まったくですね。時じ代だい錯さく誤ごというかなんというか」

「時代錯誤？　それこそ錯誤だ、村むら正まさ。騎士の正装は時代には依らぬ」

　背にはマント。その下にあるのは、眩まばゆく輝かがやく、顔以外の全身を覆おおった──白銀の鎧。

「かつての騎き士しがそう在ったように、今騎士である私がこう在る。それだけだ」

「騎士らしさを求めて、ってことですかね？　ちゃんちゃらおかしいです」

「ああ。取引とか言って俺おれ達を騙だました。騎士ってのは尊敬できなきゃな。噓うそつきは失格だろ」

　二人ふたりで言うと、彼女は僅わずかに目を細めた。

「忸じく怩じたる思いである。だが必要なことであった……汝なんじらと出会ってしまわなければ欺あざむく必要もなかったのだがな。何にせよ、そこは素直に謝しや罪ざいしよう」

　武器を手にしての謝罪など無意味にも程ほどがある。彼女が手にしているのはあの大剣だ。両りよう刃ばではあるが、片側の刃やいばは櫛くしのように複ふく雑ざつな形状となっている。

「中世にはそういう形の剣があったんでしたっけ……ソードブレイカーとか言いましたか。敵の剣を折るための剣。でも確たしか、基本的に片手用だったと思いましたけど。大剣のソードブレイカーなんて聞いたことありません」

「然しかり。だがこれが私である。ただその存在意義のためにのみ在るということを、私とこの剣は隠かくしも誤ご魔ま化かしもない。一、見よ。二、恐れよ。以上、砕くだけよ──私は禍具ワースと禍具ワースの所有者にそれを告つげるのみ。故ゆえにこの剣は《剣ソー折ドブレりイカー》という名ですら用よう途とから逸いつ脱だつする。正しきは」
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　リリィハウルは、その剣を身体からだの横にゆっくりと持ち上げながら続けた。

「──《禍具ワースブ砕きレイカー》だ」

「なにかカッコよく言ってますが、今の目的は復ふく讐しゆうと仇かたき討うちのためでしょうに」

「そうだろうか？　結局のところ、君はこうして私の前に立たち塞ふさがっていて、つまり私は私のすべきことをする運命にある。それとも、その運命を覆くつがえすために道を空あけてくれるかね」

「騎き士し様さまは冗じよう談だんも言えるんですね」

　このはが軽く唇を歪ゆがめながら言う。だがリリィハウルは笑わずに、

「覆らないから運命なのだな。ならば仕方がない──砕くだかせてもらうぞ、村むら正まさ！」

　禍具ワースを破は壊かいするためだけに存在するというその剣を、まさにその目的のために構えた。




　錐きり霞かは何の気なしに、ふと思いついたことを呟つぶやく。

「いい機き会かいだと思うんだ」

　うん？　といつもの気負いのない表情で黒くろ絵えが首を傾かしげてくる。錐霞は軽く苦笑して、

「私達も、意外にやるぞ──というところを示すための、さ。物理的な威力はともかく、汎はん用よう性せいの高さなら特筆すべきものがあるはずだ」

「全面的に同意しよー。なんか最近、実態以上に弱キャラ扱いされてナメられちょる気がするからね。敵だけじゃなく味方にも！」

「そういうことだ。馬ば鹿かげているな」

　校舎裏の駐ちゆう輪りん場じよう付近だった。正直、あまり動きやすくはない。それは相手も同じだが。

　錐霞と黒絵は二人ふたり並んで立ち、狭い校舎と校舎の間を進んでくる人間達を見ている。

　いかにも不ふ穏おんなトランクを持っていることを除けば、とりたてて特徴もない男達。武器を持っているという程度の異常はこの場においては特徴の内に入らない。

　それでも、彼らは騎士なのだった。禍具ワースを破壊する組そ織しきの一員。彼らは今までに何個も何十個も壊こわしているのだろう。何人も何十人もただの人間を巻まき添ぞえにして殺こわしているのだろう。油断はできなかった。恐ろしいのは彼らの狂気。仮に腕を捥もぎ取ったとしても、次の瞬しゆん間かんにはその腕を武器にして襲おそいかかってきているかもしれない。それが騎士領というものだ。

「さて、うちらの真の実力を見せつけてやろうかしらん」

「さっさと片付けて他ほかのところの手伝てつだいに行くのもいいな。実力アピールのために」

　軽口を叩たたきながらも、錐霞達の視し線せんが敵から離はなれることはない。

　呪のろわれた革ベルトと、呪われた人形の髪。

　彼女達の三本目の腕が、ゆっくりとゆっくりと、その鎌かま首くびをもたげ始めた。




　狭い校舎裏で、漸音ぜのんと銃音がのんは騎士領の一団と対たい峙じしている。

「率直に言って、最も厳きびしいのが我われ々われでしょうね」

「え〜。なにそれ、ダルいわ〜」

「仕方ないでしょう。私は遠えん距きよ離りの援えん護ご。お姉ねえ様さまは基本的に長期戦で隙すきを見つけるまで戦うやり方です。しかも四対二。楽ができると思うほうが間違っています」

「……逃げてええかな？」

「そろそろナイフの一本でも投げてみようかと思っていたところです。動くものが見えたら反はん射しや的てきにそちらに向かって投げてしまいかねないので、それを踏まえてどうぞ」




　フィアだけは数的不利を感じていなかった。なぜなら既すでに一対一だったからだ。

　グラウンド方面の敵のほうに案内されていくと、彼らは体たい育いく館かんまでの最短経路であるグラウンド端の石段を丁度上っているところだった。その好こう機きを逃のがさず、最上段の死角から《星棍"Morgenstern"》で攻こう撃げきを仕掛けると、三人がまとめて吹ふっ飛んで気絶するという望外の結果が得られたのである。

「うーむ、弱い。お前ももうちょっと前を歩いておればな」

「ヒッハッハ！　その通り！　一応戦力バランスを考えたわけよ。俺おれ様が連れてきたこいつらは弱いほうケツから三人！　この意味わかるか？　わかるよなァー？　ヒヒッハ！」

　石段の下、グラウンドの端で、フィアはネトーと向かい合っていた。

「ぶっちゃけ荷物持ちってだけだぜ。てか危ねぇな、開いてたりしてねーだろうな？」

　ネトーは気絶した三人のうち二人ふたりが持っていたトランクをちらりと見やった。無む論ろん、今はこちらの攻撃のあおりを受けて適当に地面に転がっている。

「ヒッハ、大丈夫みてえだな、ラッキー。ここでガスが漏もれたら……ま、どうにもなんねーか、拡散するだけだな。でも限りある資源の無む駄だ遣づかいはいかんなぁ、ケツ穴だぜ」

「ガス、だと？」

「そうそう。ああ、俺様達の目的とか知らねえんだっけ？　いよぉーし、じゃあ教えてやる！　まず体育館に気絶ガスを流します。後こう遺い症しよう出るかもしれないけど気にしません。そしたら俺様がその全員を昏こん睡すいレイプ！　俺様気持ちイイーッ！　そういうことだぜ！」

「よくわからんが──貴き様さまを絶対に止めねばならんということだけはよくわかった！」

　フィアが《星棍"Morgenstern"》を構えると、ネトーはよくできましたというようにうんうんと頷うなずいた。

「実は真理だよなぁ。結局、俺様が辿たどり着く必要があるんだ。つまりテメェらは俺様を止められればこの作戦を阻止できる──ヒハ！　だが、できるかよ!?　止められるか、この俺様を!?」

「ふん。その答えはこうすればわかるな！」

　一気に間合いを詰め、《星棍"Morgenstern"》を振るう。ネトーはまだ戦せん闘とう態勢に移ってはいなかった──武器が入っているはずのギターケースはただその手に携たずさえられているだけで、留とめ金がねも無論のこと掛けられたままだ。卑ひ怯きようなどという概がい念ねんを気にするならさっき不意打ちなどしていない。

　ネトーは動かない。ケースで防ぼう御ぎよするようなそぶりも見せない。捉とらえた、と思った瞬しゆん間かん、

「っ!?」

　予想よりも遥はるかに些さ少しような手て応ごたえ。鉄てつ球きゆう棍こんはその棘とげの先端を彼の腕に引っ掛けただけだった。正せい確かくには、引っ掛けさせられたのだ。完全に避けようと思えば避けられたに違いない。なのにわざと回かい避ひの幅を小さくして、意い識しき的てきにダメージを受けた。それはなぜ──？

（……しまった！）

　フィアは歯は嚙がみする。彼が何者かということを忘れていた。復讐者ネトー。

　改めて間合いを開いたネトーは、血をぼたぼたと垂たらす腕を愉ゆ快かいそうに見つめていた。

「ヒヒッ、ヒハハハハ！　痛いてぇ痛ぇぞこん畜ちく生しよう犯しケツ穴ッ！　マジ痛ぇじゃねえかケツ穴に響ひびくゥオッホッホー！　許さねえ、こんなに痛えなんて絶対に許さねえ！　お詫わびに気持ち良くならせろ、ならせろよ、駄だ目めだっつってもなってやっからなこのケツ穴野郎がぁぁぁッ！」

　怒っているのか、悦よろこんでいるのか、苦しんでいるのか。判別がつかない。目まぐるしく表情が変わる。語ご調ちようが変わる。フィアが足を踏み出すが、彼はそれに反応してまた間合いを開けた。ギターケースを足元に置き、胸元に提さげていた写しや真しん機きを素早すばやく摑つかみ取る。

「忘れねえッ！　お前、お前、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブにやられたこの《痛み》は忘れねえぞ！　ヒッハッハー、それが・俺おれ様さまの・原動力だからなぁぁぁぁっ！」

　呪われた写真機──《痛ザ・苦ペイ所ングラ在点フアー》の機構音。たった今フィアが与えた腕の傷が撮さつ影えいされ、その傷が写真へと変換される。彼はその写真を摘つまみ取り、足元のギターケースを開いた。

「させ、るかっ……！」

　速度重視。手中の似姿を《人"Man体-Per穿fora孔機tor"》に変えながら接近し、渾こん身しんの力で突き込む。僅わずかに間に合わなかった。蹴けり飛ばされるようにしてギターケースの中から銃剣が跳はね上がり、ネトーの手中に収まる。銃剣の刃やいばが螺ら旋せん槍そうを受け止めて弾はじいた。

「用意できたぜ、お前専用の特効弾がなッ！　ヒッハッハー！」

　ネトーはさっき撮とった写真を丸めて弾倉に叩たたき込む。あれで銃剣は自分の与えた《痛み》の属性に染そまってしまったことになる。刃の部分で刺されれば、あるいは銃口から発射される《痛み》の弾丸を食らってしまえば、絶大な痛苦がこの身体からだに走ることになるのだろう。

　その銃剣を目で追ってしまった。刹せつ那な、ぞっとするような感覚が背筋に走る。本能だけで飛び離はなれると、そこには──ネトーが別の手に握っている、もう一本の銃剣。

「ヒッハー、かわしたか。いい勘かんしてるじゃねえか」

「二刀流か……！」

「弾たまはどうすっかなー。ま、これしかねえか。充分痛ぇし、ストックあるから撃うちまくれるし。これ撮ったときのあいつ、イイ感じの悲鳴あげてやがったな。ぜひお前もそうしてくれよ」

　ネトーは脇わきで銃剣の一本を保持。空あいた手でギターケースから写真の束たばをごっそりと摑み取り、ポケットに仕し舞まい込む──一枚を取り出してこちらに見せてきた。見たのを後悔した。

　かつて拷ごう問もん処刑用具だった自分が行ってきたのと、同系統の暴ぼう虐ぎやく。顔は映っていなかったが、少女の身体からだだった。惨むごい傷。写真に撮とることで傷自体は消されたのだとしても、その痛み自体で発狂してもおかしくないと思える。そうなった人間達を何人も見てきたからこそ思える。

　ネトーはその写真も丸め、新たに取り出した銃剣の弾倉に装そう塡てんした。これで左右二本、両方の銃剣に《痛み》が装着されたことになる。一つはこの自分に対して特別に強い効果を生むという、自分自身がネトーに与えた《痛み》。もう一つは見知らぬ少女の《痛み》。

「あー、あっちはどうなってっかなー。いや、きっとシブくやってんな。あの女はそういう典型的なケツ穴だ。だから俺おれ様さまも言っとこうかねぇ、ヒッヒッハ」

「何の話だ」

「武器の名前の話だよ。《禍具ワースブ砕きレイカー》なんつーのは確たしかにカッコイイが、気取りすぎだ。その点、俺様のは実に自然でカワイイ。こいつは俺様の手足っつーか身体の一部で、俺様が気持ち良くなるために欠かせないもので、素す晴ばらしく友好的！　だからこいつらの名前は──」

　右、左、と時間差で銃剣を持ち上げながら、ネトーは言う。

「こっちが《コック》、こっちが《ディック》だ！　ヒッハハハッハッヒー！」

　フィアは眉まゆを寄せる。下品すぎる。それは両方とも男性器の隠いん語ごだ。

　一刻も早くこの男の口を閉じさせるべく、フィアは自分の似姿を握って攻こう撃げきの隙すきを窺うかがう。ネトーは笑い声をぴたりと止め、首を傾かしげながら呟つぶやいていた。

「ん……逆だったか？　どうやって見分けるんだか忘れちまったぜ」
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「春はる亮あきくんはとりあえずそこに！」

　有う無むは言わせなかった。相手の出方がわからない。慎しん重ちようになりすぎて悪いことはあるまい。

　このはは手しゆ刀とうを構えて敵の只ただ中なかに突進する。騎き士し達たちがそれぞれの剣で斧おので槍やりで、鋭するどい打ち込みをしてきた。雑ざ魚こというレベルではないが、さりとて脅きよう威いでもない。手刀で打ち払う。

　多対一の基本。まずリーダーを潰つぶすこと。

　三人の騎士達の攻撃を潜くぐり抜け、このははリリィハウルの眼前に辿たどり着く。刹せつ那な、

「──っ!?」

　豪ごう風ふう。何の迷いも小細工もない、ただ力と速度という要素を纏まとった、横よこ薙なぎの一撃。向こうの大剣の間合いに入った瞬しゆん間かんに繰くり出されたそれに対し、当然ながらこのはには反撃の術すべがない。それどころか回かい避ひすることもできなかった。刀の属性を乗せた両手でブロック──巨大な剣の質量がもろに圧のし掛かり、文字通りに弾はじき飛ばされて宙を舞まう。空中で回転し、校舎の壁かべに足をつけて衝しよう撃げきを和らげる。痺しびれた足で着地。

「このはっ！」

「大丈夫です！　ちょっと油ゆ断だんしただけで！」

　リリィハウルは一文字に振るった剣を再び引き戻していた。足はそれほど動いていない。

「──素直に言いましょうか。いい剣ですね」

「当然。手入れは怠おこたっていない」

「そういう意味じゃないんですけど……ま、その剣自体がいいものだって意味も今付け加えましょう。別に呪のろわれてはいないようですが、なかなかの業わざ物ものです」

「私は騎き士しとして正しく在らんと望む。禍具ワースを破は壊かいするために在る我われ々われが禍具ワースを武器にするのは最後の手段であるべきだ。故ゆえに禍具ワースは使わない」

「ご立派。最初に言ったのは、あなたの剣技がいいってことですよ。迷いなく、邪よこしまでもなく、ただひたすらに正なる剣。振るうべき相手を間違えてはいませんか、勿もつ体たいない」

「巧こう言げんには惑まどわされない」

《禍具ワースブ砕きレイカー》を身体からだの横に構えたまま、リリィハウルはこちらを見つめている。他ほかの三人の騎士は彼女のやや前方でこちらの様よう子すを窺うかがっている。その三人はともかく、リリィハウルにはまったく隙すきがなかった。無理に間合いを詰めてくるようなことはなく、一ミリずつ、あるいはそれ以下のレベルで距きよ離りを縮ちぢめてくる。矛む盾じゆんしているが、停止という前進のようなものだった。そのときどきでは止まっている。だが気付けば間合いが詰まっている。

　──面おも白しろい。

　ぞわり、と胸の奥で何かが震ふるえた。もう一度遊んでもらおう。先刻と同じように、三人の騎士をあしらい、リリィハウルの間合いに侵入。レーダーでも張はり巡めぐらしているかのように、《禍具ワースブ砕きレイカー》が真まっ直すぐな剣筋を奔はしらせる。こちらの読みを、それがどうした、とでも言いたげに力でねじ伏せてくる正剣。百七十キロの豪ごう速そつ球きゆうしか投げない野球選せん手しゆのようなものだ。

　初しよ撃げきは回かい避ひした。だが続けざまに二撃目が飛んできた。為なす術すべなく受ける。先刻と同じように弾はじき飛ばされる──やるではないか、と胸中で褒ほめた。あれは純粋な剣士だ。小細工も何もない。ただ強い。それを打ち倒す歓かん喜きを想像する。雑ざ魚こ三人が邪じや魔まになってきた。退どけ。いや退かなくていい。まずはお前達を殺して、それからあの剣士をゆっくりと、

（……落ち、着き、なさいっ……わたし！）

　自分の中に生まれた揺ゆらぎを必死に制せい御ぎよする。やるではないか？　そんな言葉を発する場面ではない。自分はそんな言葉を発さない。雛ひな井いエルシーとの戦いで解ほどけた危あやうさが、血が見たい、依然として糸の解ほつれを直し切れていない危うさが、血が見たい見たいどくんと心しん臓ぞうを暴あばれさせている違う違う殺したい違う！　押さえろ。解けてなどいない呪いを押さえろ！

　彼が駆かけ寄ってきた。ばれてなどいない。ばれてはならない。絶対に隠し通す。

「ふう……けっこう強いですねぇ、あの人」

「無理すんなって。お前は手しゆ刀とうだから、リーチが短くて軽い。相手は人数が多くて、あいつはリーチが長くて、重量でグイグイ押してくる。苦にが手てな要素ばっかり揃そろってるじゃないか」

　建前だ。彼の言葉は正しいが、自分にとっては、建前だ。

「刀になったほうがいい。そしたら剣殺交こう叉さとかであの《禍具ワースブ砕きレイカー》も壊こわせるかもしれないし。俺おれにも手伝てつだわせてくれ」

「はい……しょうがない、ですね」

　彼の手を握る。温かい。触れているだけで幸せな気持ちが広がってくる。

　ああ。彼の前でだけは呪いに飲み込まれたくない。彼に触れていれば、自分はその思いをけっして忘れることはないだろう。より強く意い識しきするだろう。それが今は必要だ。

　だから、ずっと彼と手を繫つないでいられる、刀になることを選えらんだ。

　戦いの相あい性しようがどうこうというのは、正直なところ、関係なかった。やはり建前。

　本ほん音ねは、そう──ただ、彼に縋すがるしかなかっただけだ。

「離はなさないで、くださいね……」

「当たり前だろ」

　彼はこちらの言葉の真の意味を理解していない。けれど、その返答は大事だった。

　刀に変じる。衣服が脱げる感覚。彼の掌てのひらに包まれる感覚。彼と自分が同化する。自分の中に彼が入る。一つになった。気持ちいい。温かい。刀の姿でなくても、こんなふうに彼と一つになれる日が、いつか来るのだろうか。

　三人の騎き士しが襲おそいかかってくる。彼の身体からだを操あやつりつつ、それぞれの武器を弾はじく。ある違和感を覚えながら、一人ひとり目めの剣を理解。二人ふたり目めの手て斧おのを理解。三人目の槍やりを理解。

　彼と自分の呼こ気きが混ざった。同時性の快楽。足を止める。好こう機きと見た三人が同時に武器を振り下ろしてくる。だが、それらは既すでに──知っていた。

「剣殺交叉っ！」

　三本の鋼こう鉄てつが砕くだけて死んだ。続けて黒くろ鉄がねの鞘さや刃ばを彼らの身体に叩たたき込み、武器を失った彼らを悶もん絶ぜつさせる。骨くらいは折れただろうが、命があるだけ幸運だったと思ってもらうほかない。

「さて、こいつらが片付いたのはいいけど」

「ええ。どういうつもりなんでしょうね……？」

　先刻から感じていた違和感の正しよう体たいを見やる。

　リリィハウルは完全に静止していた。こちらが刀の姿になってからずっと、攻めかかってきていた騎き士し達とは違い、一歩も動こうとはしなかった。その特殊な形状の大剣、《禍具ワースブ砕きレイカー》の構えも──先さき程ほどまでとは異なり、自分の身体を巻き込むようなものに。

「部下は元気に攻めてきたのに、どうしましたかね、リーダーさんは。幻滅されますよ」

「彼らは私のやり方を知っている。幻滅はされんさ」

　リリィハウルの真しん摯しな瞳ひとみは揺ゆるがない。ただ見つめ合っていても仕方なかった。

　慎しん重ちように間合いを詰める。刀の本性となった今の状態ならば、その間合いはほぼ同等。臨りん界かい点てんを超えて一いち撃げきを繰くり出した瞬しゆん間かん、静が動へ変じた。このはの攻撃に合わせ、リリィハウルも《禍具ワースブ砕きレイカー》を繰り出している。が、

（──違うっ！）

　戦せん慄りつを覚え、慌あわてて攻撃を中止して身を退ひく。彼が怪け訝げんそうに見下ろしてきた。

「このは、どうしたっ？」

「なる、ほど……そういうこと、ですか」

　リリィハウルは踏み出していた足を戻し、先刻と全く同じ姿勢に戻った。騎き士しの彫像。

「どういうことなのか、俺おれにはまだわからんけど」

「ある意味で言えば、今のあの人は、わたしと同じです」

　精神を集中させている。敵の攻撃の間合いを、速度を、威力を知り──その攻撃に反応することに全神経を集中させている。

「今のあの人はカウンターしか狙っていません。しかも目標は、わたしという刀そのものです。わたしの攻撃の力を利用して──わたしを折ろうとしている」

「それって……!?」

「勿もち論ろん、わたしのようなスマートなものじゃないですね。あの大剣の形状と質量を利用して、とても力任せに行われるもの。確かく実じつ性せいは低いかもしれませんが……危険はあります」

「だから《禍具ワースブ砕きレイカー》だ。我われ々われは禍具ワースを壊こわすために在り、禍具ワースさえ壊せればいい。本来、その所有者などを傷つける必要などないのだ。故ゆえに夜や知ち春はる亮あきよ、君には危害は加えぬと約束する」

「あら素敵すてき。噓うそじゃなければお礼を言いたい気分ですね」

　皮肉げに呟つぶやいてやる。真まっ直すぐすぎる敵というのも意外に戦いにくいものだなと思った。

「このは、まずくないか。人の姿に戻ったほうが……」

「そしたらまたリーチとか重量とかで力押しされて、分が悪い戦いに戻るだけです。今は互角。このままやるしかありませんよ」

　お互いにカウンターを狙ねらう状況。慎しん重ちように間合いを詰め、ギリギリのところで止まる。

　交こう叉さを繰り出すには相手に攻撃されなくてはならない。敵が攻撃を繰り出さないというのはそれなりに困る。カウンターのカウンターを狙うしかないだろうが、そもそも交叉に必要な情報がまだ足りない。速度。角度。質量。癖くせ。それらを少しずつ集めていくしかない。

　こちらの刃やいばが砕くだかれないようにしつつ、相手の刃を砕くための布ふ石せきを打つのだ。

　撒まき餌えとして刀を突き出す。《禍具ワースブ砕きレイカー》が反応する。元々その攻撃をリリィハウルの身体からだに到達させる気はなかった。刃の先端を触れ合わせながら、素早すばやく刀を引き戻す。また機きを窺うかがう。

　ある意味、膠こう着ちやく状態のようなものだった。だが完全に膠着しているわけではない。情報は僅わずかずつ集まっていく。その代わりに神経は擦すり減っていく。

　決着はあるのだ。必ず結末には辿たどり着く。

　相手の剣か、あるいは自分という刀か。そのどちらかが砕けるという──結末。

　焦あせりは禁物。集中を崩くずしてはならない。安定を欠かいたほうが負ける。これはそういう戦いだ。

　はたして──自分は、安定しているか？

　胸中に浮かんできたその疑問を押し殺し、人の姿であれば止まらぬ脂あぶら汗あせを流していたであろう重圧を感じながら、このははただひたすらに切っ先を動かし続けた。
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　射しや程ていはおよそ五十センチ。フィアはそう見み極きわめた。近きん距きよ離り戦せん闘とうにおけるその距離は意外に長い。長いということはアドバンテージだ。しかも、

「ヒッハハー！　ほれほれ！」

　左右から途と切ぎれることなく繰くり出される銃剣。右の一本をかわし、左の一本を《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》で受け止める。今までの癖くせで、意い識しきは防ぼう御ぎよが完了したと一いつ瞬しゆんだけ身体からだの動きを止めさせる。

　だが、この男との戦いに限っては、防いではいないのだ。

「イクぜぇ、ディーック！」

　ネトーは左の銃剣を鉈なたで押さえられた状態のまま、引き金を絞しぼる。その銃口の先にあった太ふと股ももに、ナイフが深々と刺さったかのような《痛み》が走った。

「ぐああ、ああっ!?」

「痛みそのものを発射してるわけだからなぁ。射程内にいさえすれば、実はガードとか無意味なんだぜ。ガバガバのケツ穴だっつーの！　ヒッハハハ！」

　よろけた隙すきにもう一本の銃剣が肩を掠かすめる。辛かろうじて回かい避ひしたが、そちらにも痛みが生まれる。声も出ない。視界が明滅する。意い識しきが焼き切れそうになる。これは、自分がネトーに与えた《痛み》の返へん還かんだ。肩を掠めただけなのに、今撃うたれた足の数倍痛い。今までの戦いで何度か被弾したために、足のほうの架空の痛みは時間が経たてば消えていくと学習していたが、今すぐではない。時間が必要だ。そして実際に傷を受けた肩の痛みは──消えるのか。それとも傷が塞ふさがらないと消えないのか。わからない。

「当たった当たった！　オフゥ、きたきた、感じてきたァ！　やっぱ本人に痛みを返すのは最高に気持ちイイぜェ！　もっと入れさせろよ、最後には思いっきりこのコックのほうからもドバッて撃ち込んでやっからよ！　ま、とりあえず今はディックをリロード、と」

　ネトーはポケットから新たな嗜し虐ぎやく写真を取り出し、今撃ったほうの銃に再さい装そう塡てん。弾たま切ぎれの気配けはいはない──この戦いを見越して準備してきたのだろう。弾の材料に少しばかり同情する。

　タチの悪い病原菌のように、全身を苦痛が侵食していた。刃やいばに乗せて返還された自みずからの痛みは、撃ち込まれた見知らぬ少女の痛みよりも段違いに痛い。そして消えない。それはある意味、呪のろいのようなものだった。終息しない痛みを刻み込む呪い。地面を転げ回って絶叫したくなる。神経を直接這はい回り食らい尽くす電気的刺し激げき。意識のスイッチが瞬間的にオンオフされる。

　だがオフにしてたまるものか。フィアはふらつく足を動かして間合いを詰め、《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》を垂直に振り下ろす。ネトーは両手の銃剣を十字に組み合わせてそれを防いだ。ふざけた性格にふざけた口く調ちよう、ふざけた武器──だが、認めざるを得なかった。この男は強い。

　鉈なたと銃剣が拮きつ抗こうする。だが質量そのものはこちらのほうが上だ。渾こん身しんの力を込めて押し込むと、鉈の刃が銃剣を押し込んでじりじりと下がっていく。もう少し。もう少しで──

「厳きびしいねェ！　単純な力勝負だとやっぱそうなるか！　でもいいのかぁ？」

「何が、だっ……！」

「ヒヒー、もう少しで俺おれ様さまの首筋がクパァって裂さけそうだ！　きっとスゲェ痛いてぇんだろうな、死にかけるくらい痛ぇんだろうな!?　その痛みをお前に返したらどうなっちまうんだろうな？　ディックのほうにもお前用の弾丸を入れさせてくれるなんてどーもー！」

　反射的に力を緩ゆるめてしまった。それを狙ねらっていたのだろう、ネトーはその隙すきに身を捻ひねりながらこちらの腹を蹴けり上げる。先さき程ほど返へん還かんされた自分の痛み、まだ身体からだを這はい回る苦痛のせいで踏ん張りが利きかない。尻しり餅もちをついて倒れる。慌あわてて顔を上げると、既すでにネトーは追い打ちで襲おそいかかってきていた。体勢が悪すぎる。痛みが思考の邪じや魔まをする。距きよ離りを開けろ。仕切り直しだ。時間を稼かせげ。そのために、ああ、なんでもいいから奴やつの動きを止められる形態で──

「十二番機き構こう・絶式旋刃態《颶風殺人柱"Tornado of souls"》……っ！」

　愕がく然ぜんとした。変形の意思が伝わらない。さっき弾はじかれ、少し前方に落ちていた鉈は鉈のままだ。駄だ目めだ、この形態は、既に封印してしまったものではないか！　やはり痛みのせいで頭が回っていない。不自由さと愚かさを感じつつ、懸けん命めいに立りつ方ぽう鎖さを引っ張って鉈を手元に引き戻す。時間をロスした。もはやネトーの攻こう撃げきをかわせるようなタイミングではない。

　自分の痛みが装そう塡てんされているのは、奴が右手に持つ《コック》だ。先刻、肩を掠かすめただけであの痛み……そして、今も感じ続けているように、それが呪のろいの如ごとく身体に残る。あれだけは食らってはならない。誰だれかの痛みが封じられているだけの左の《ディック》はなんとかなる。右のを優ゆう先せん的てきに防げ。できるなら破は壊かいしろ。左のは必要経費だ。

「この、テメェの痛みで、トドメだぜぇ！　ケツ穴締しめて受け入れなっ！」

　フィアはネトーが右手に持っている銃剣に意い識しきを集中させる。振り下ろされたそれを、

「八番機構・砕式円環態《フランク王国の車輪刑"Breaking by wheel at Francs"》──禍動curse/calling！」

　鉈を拷ごう問もん車しや輪りんに変形させて受け止めた。軸で防いで捩ねじり折ろうとする。いけるか。いける。いけ。ネトーが左の《ディック》を突き込んでくるのが見える。この好機は逃のがせない。我が慢まんしろ。食らっている間にこちらを破壊できればお釣つりがくる──

　ぞぶ、と二の腕に銃剣の刃やいばが刺さる。刹せつ那な、絶望的な違和感が全身を走り抜けた。

「ぐ、あ・あ、ああああああああっ!?」

「ヒヒッハーハ！　そんなこっちゃねえかと思ってたぜ、浅はかなケツ穴ぁぁ！　ザーンネーン、こっちが《コック》だぜ！　いやホントは逆なのかもしんねーが！」

　ぐりぐりと腕に捩ねじ入れられる刃やいば。こちらが吹ふき飛んでいた一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、ネトーは左右の得え物ものを入れ替えていたのだ。全身がばらばらになりそうな激げき痛つう。脳の回路がぷつぷつと焼き切れていくのがわかる。意い識しきを失えば楽になると囁ささやいてくる。ふざけるな。だが破裂する砕くだける漏もれる溢あふれる自分が痛い痛い痛いい・た・い！

「おおおおお、気持ちイイ、やっぱ最高、挿入最高ォォォ！　最高の犯しケツ穴だッ！　ヒッハ、もっと長々楽しみながらイカせてやりてぇところだが、時間の都つ合ごうがあってねェ！　悪いが先にイカせてもらうぜ、発射だぁぁぁぁ！」

　ネトーの指が引き金にかかるのが見えた。銃剣の刃で刺されただけでこの苦痛なのだ。自分の《痛み》を写真から直接撃うち込まれればどうなるかわからない。本当に一瞬で発狂するかもしれない。

「が・あ・あ──《ヴラド・ツェペシュの杭"A skewer loved by Vlad Tepes"》！」

　一本を折っている間に死んでは意味がない。拷ごう問もん車しや輪りんを必死に処刑杭くいへと変形させ、貫つらぬくのではなくただその長さで押すようにして間合いを開ける。肉にく薄はくした距きよ離りではこれが限界だ。

　なんとか腕に刺さっていた銃剣は抜けた。だが痛みは消えない。身体からだがばらばらになってしまいそうだ。引ひき攣つれる身体。ネトーはぎりぎりで指を止めていた。無む駄だ撃ちはしていない。

「堪こらえても駄目だっつの。足あ搔がくなって、諦あきらめてケツ穴緩ゆるめろよ。ほれ行くぜ、ヒハハハ」

　ネトーが再度、ゆっくり間合いを詰めてくる。先刻以上の痛みに支配されたこちらの身体は動かない。動かせない。全身の神経がぶちぶちと千ち切ぎれていく感覚。

（ま・ず、い……！）

　ネトーの歩みは止まらない。フィアには止める術すべがない。

　気を抜けば暗黒に飲み込まれそうになる意識を、必死で頭の中に押おし留とどめながら。

　フィアはただ、ゆっくりと自分に近付いてくる凌りよう辱じよく者しやの姿を見つめているしかなかった。
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　それは誰だれもが知っている、外国の昔の作家が書いた演えん劇げき。

　シナリオはない。ただ一場面を切り取っただけ。

　舞ぶ台たい装置もない。どこにでもある体たい育いく館かんのどこにでもあるステージ。

　凝こった照明もない。素人しろうとのスポットライトがただ光の輪わとして在る。

　必要な演者もいない。ただ──

　彼女が、一人ひとり、いるだけ。

　それだけで充分だった。

　シナリオはあった。誰もがその先の運命を思い描いた。

　舞台装置はあった。彼女が墓場として演じればそこは墓場で、城として演じれば城だった。

　凝こった照明もあった。彼女は無限の色合いに包まれているように思えた。




　だから、気がつけば、早はや川かわ千ち早はやは泣いていた。




　ステージ上で、ある演えん劇げきの一シーンを一人ひとりで演じている彼女。

　誰だれもが彼女を見つめていて、言葉を忘れて、その世界を見つめていた。

　三分という短い時間。その終わり。

　彼女が舞ぶ台たい袖そでに引っ込んでも、しばらく世界はその余よ韻いんに浸ひたっていた。かなりの時間を費やしてようやく、世界はいつも通りの平々凡々とした世界であって、彼女を中心とした世界は終わってしまったのだと気付く。

　懇こん願がんするように──手と手を打ち合わせる音は、止まらない。

　千早はそっと顔を拭ぬぐった。帰ってきてこの顔を見られれば何を言われるのか興きよう味みがないでもなかったが、やはり好奇心より羞しゆう恥ち心しんのほうが勝まさる。そこでふと、至し近きんに伍い鈴すずが佇たたずんでいることに気付いた。眉まゆを顰ひそめている……様よう子すがおかしい。

「どうしたのよ。あいつらに何かあった？　まさか……誰だれか、殺された、とか……」

「いえ。ですが──窮きゆう地ちでは、あるのかもしれません。とても、危険です」

　伍鈴が小声で状況を伝えてくる。話を聞き終えた千早が言った台詞せりふは、

「……あんた達さあ」

　千早は嘆たん息そくした。どうして気付かないのか。いや、全体を俯ふ瞰かん的てきに見なければ気付けないことではあるのかもしれないが──それにしても。それはあからさまに大事な要素ではないか。

「とりあえず、あたしの言う通りにしてみなさい。ほんと、こんな台詞をリアルで言う日が来るなんて思わなかったわ。あんた達……馬ば鹿かなの？　死ぬの？」




　　　　[image: ]




　呼こ気き。吸気。神経が摩ま耗もうする静の時間。演武のような、リリィハウルとの戦せん闘とう。

　だがそれは唐とう突とつに終わりを告つげた。

　リリィハウルの《禍具ワースブ砕きレイカー》が砕くだけたのではない。勿もち論ろん、このはが砕けたのでもない。

　春はる亮あきはぎょっとそれを見やる。唐突すぎる行動だった。

　騎士達が持っていたトランク。地面に転がっていたその二つのトランクを抱え、巫女が全速力で走り出したのだ。勿論、ここまで自分達を案内してきた神楽かぐら鈴すずの一人ひとりだ。今まではこちらの邪じや魔まにならないよう、離はなれたところで様よう子すを窺うかがっていただけだったのだが。何があったのか。

「なにっ……!?」

　それを視界の端はしで捉とらえ、リリィハウルがはっと身を捻ひねる。このはがその隙すきを逃のがさず一歩踏み込むが、リリィハウルの判断は素早すばやかった。足をさらに動かして転がるように間合いを取り、このはとの武器破は壊かいの応おう酬しゆうを一いつ旦たんリセットする。そして、

「ここが村むら正まさだけだということは、他ほかの隊も攻こう撃げきを受けているのだろう。ネトーがやられているとは思わんが──あれが失われては面めん倒どうなことになる。やむを得ん！」

　そう呟つぶやくと、《禍具ワースブ砕きレイカー》を肩口に乗せた姿勢で一いち目もく散さんに巫み女こを追い始めた。

「何がなんだかわかんないけど……とりあえず追うぞ、このは！」

　春はる亮あきもこのはを手にしたまま走り始める。辛かろうじて見える巫女の背中。それを追うリリィハウル。鎧よろい姿すがたなのに意外と足が速かった。校舎の間を通り抜け、中庭を走り抜け、そして──

「フィア！」

「あの子はっ……！　身みの程ほどを弁わきまえないで、一人ひとりで動くからです……！」

　辿たどり着いたのはグラウンドの端はし。フィアが地面に手をつき、荒い息を吐はいていた。思うように身体からだが動かせないらしい。その肩や腕は傷つき、色いろ鮮あざやかなものを零こぼしている。

　その前にはあの黒人の男、ネトーが二本の銃剣を両手に携たずさえて立っていた。フィアに歩み寄ろうとしていた足を止め、肩越しにこちらを振り返っている。

「ヒヒッハ、どうなってる？　そっちも他の奴やつらはケツ穴にされちまったみたいだが」

「ふむ──どうやら、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブの窮きゆう地ちを救うためだったようだな。あのトランクは追わざるを得ないし、私がそうすれば彼らも追ってこざるを得ない。それを見越してのことだろう」

「はぁん。で、どうするよ」

「奪うばわれたのが二個ならばどうということはない。お前の足元にあるものは無事だ。間合いが近い故ゆえに手出しができなかったのだろう……他の二隊が所持しているものもある。気にするな」

「了解、仕事に戻るぜ。結局、見物客が増えたってだけだな？」

　フィアを見守っていた神楽かぐら鈴すずの巫女が、そのピンチを救うために仲間達と連れん携けいを取って行動し、自分達をこの場へと導みちびいた。それは明めい確かくに正しい行為だった。あるいは千ち早はやか誰だれかの助言があったのかもしれない。ありがたいと思う。何も間違ってはいない。だが。

「フィアっ！　待ってろ、今──!!」

「行かせると思うかね？」

　そのピンチを救えるかどうかは別問題だった。

　フィアに駆かけ寄ろうとする春亮の前に、リリィハウルが立たち塞ふさがる。春亮は無言で横に回り込もうとするが、《禍具ワースブ砕きレイカー》が横よこ薙なぎに繰くり出された。このはがそれに反応して動き、その重量感のある刃やいばをいなすものの、足は止めざるをえない。

「剣殺交こう叉さ、とか言ったか。さすがに移動しながら片手間に使えるようなものでもあるまい。一、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブを救うためには私を乗り越えねばならない。二、しかし私を乗り越えるには足を止める必要がある。以上、忠告しよう──諦あきらめろ」

「ふざ、けんなっ……！」

　春はる亮あきはこのはを握にぎり締しめる。フィアはまだ立ち上がることができていない。苦痛に顔を歪ゆがめ、息を荒げ、処刑杭くいを杖つえのようにして身を持ち上げようとしている。緩かん慢まんな動き。

「ぐう、ああ、はあああっ……くそっ。痛みが、治ま、らんっ……つ・ああああ！」

「ヒーハー！　そりゃそうだい、この俺おれ様さまの最大の特徴は勿もち論ろん、名前通りの《復ふく讐しゆう》だぜ!?　この《苦痛返し》があってこその名前っつーかよ──ま、有あり体ていに言えば必殺技みてえなもんだ。それが簡かん単たんに治まったりしたら全然意味ねェだろーが？　お前が俺を傷つけて、その傷を俺様がお前に返したとき、もうテメーの負けは決まってたんだよ！　あとはテメーをイカせて復讐を完了するだけだ！　ヒヒィーハッハッハ！」

　フィアの苦しむ様を楽しむかのように、ネトーは両手の銃剣をくるくる回しながら歩く。

　春亮は一歩足を踏み出す。リリィハウルも一歩移動する。

　破れかぶれに突進しようとして──しかし、リリィハウルの狙ねらいが自分ではなくこのはだということを思い出した。リリィハウルはこちらが彼女を退どかせようとして適当に振るうその一いち撃げきこそを待っているのかもしれない。

（くそっ……！）

　春亮は横目で視し線せんを走らせる。ないのか。何か、この状況を打開できるものは、ないのか!?

　そして。

　次の瞬しゆん間かん、その目に飛び込んできたものは──
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　漸音ぜのんと銃音がのんは苦戦していた。

　特殊な武器や道具を持った人間は相手の騎き士し達にはいない。だが総合的に見て能力の高い相手が集まっているように思えた。よほど大事なものか、トランクを守ることにも気を回している。先刻、様よう子すを見守っている巫み女こが何か動こうとしていたが、結局は諦あきらめたようだった。

　漸音は敵の攻撃を避けながらナイフを投げる。銃音ものらくらと剣を打ち合わせて隙すきを窺うかがう。

「う〜、ダルい。これ、正直、防戦一方って言うんと違うかな〜？」

「足止めと言う役目は完全に果たしています。つまりある意味では攻めています」

「いやー、しっかし毎回言っとるけど、なまっとるわ……特に体力がなー。ゲームみたいな回復アイテムとかそこらに落ちとらんかい、妹よ？」

　漸音は一瞬、答えに窮きゆうした。この窮地に馬ば鹿かなことを言う姉の精神状態を疑ったからではなかった。その要素も皆無とは言えなかったが。

　彼女の求めるものが、あったからだ。なぜか視界に写っていたからだ。

　だが漸音はその意味をさらに考える。姉ならば大口を開けて飛びかかっていたかもしれないと思いつつ。それがそこにある意味は。

　近くの木の上、茂る葉の隙すき間まから──にょっきりと。

　肉まんを摑んだ手が伸びている意味は何か？

「……」

　漸音ぜのんは無言でナイフを投とう擲てきした。肉まんの中心に刺さる。

「ああっ！　ひょっとして全回復アイテムちゃうの、あれ？」

　などという姉の言葉は無視。ナイフの刺さった肉まんが──それを持った、褐かつ色しよく肌はだの少女ががさりと木から飛び降りてくる。

　ぼんやりとした顔。無感動な目。自分も同系統の目をしていることは漸音自身も承知していた。似た者同士の瞳ひとみが見つめ合う。彼女は無表情なまま、棒読みで言った。

「我わが独ひとり言ごと・これは大変なことが起きました、という報告。まったく周囲の状況になど関係なく木の上で昼寝しつつ食事しようとしていたところ、大切な肉まんが何者かの攻こう撃げきを受けました。これは肉まんの仇かたきを取って個人的な怒りを発散させねばなりません。そこの貴女あなた、この肉まんを攻撃した不届きな人間が誰だれか知っていますか、という質問を質問します」

　漸音はすっと横を指差して答えた。肉まんに刺したのと同じナイフを持ったままだったが。

「知っています。そこにいる怪あやしげな男達です」

「我が発言・情報提供に感かん謝しやしますという礼。では個人的な恨うらみにより個人的な怒り発散として個人的にこの男達を仲間も含めて叩たたきのめすことにします。これはあくまで個人的な肉まん攻撃の恨うらみであって、研究室長国や騎き士し領りようという組そ織しきには何の関係もないことです」

　彼女は肉まんからナイフを引き抜き、適当にこちらの足元に投げて返す。

　そして彼女はポケットから取り出した手て錠じようを自みずからの手に嵌はめ、足を折り曲げて制服のスカートの下から短刀を摘つまみ出した。最後に──穴の開いた肉まんを、ぽいと自分の口に放り込む。

　その咀そ嚼しやくが終わったとき、立っている騎士の数は早くも三人に減っていた。




「──モード《サイクリングヤッホー将まさ頼より》！」

「これで、どう、だっ……！」

　黒くろ絵えが一人ひとりの騎士に髪で絡からめ取った駐ちゆう輪りん場じようの自転車を叩きつけるのと、錐きり霞かが《黒くろ河かわ可か憐れん》でもう一人の腰を捕らえたのは同時だった。錐霞はそこからさらに駐輪場の屋根を滑かつ車しやのように利用して持ち上げ、存分に位置エネルギーを蓄たくわえてから地面に落下させる。

　そうして、とりあえず動く敵はいなくなった。残りの二人ふたりは既すでに行動不能になっている。一人は髪の毛でぐるぐる巻きにされた芋いも虫むし状態、もう一人は首を絞しめられたことによる酸さん欠けつでの気絶。それらを確かく認にんし、錐霞は大きな息を吐はいた。胸の上と、ふくらはぎと、肩けん甲こう骨こつに、いつもの不快な疼うずきがある。痛みと、肉がじゅくじゅく蠢うごめく感覚。さすがにノーダメージで切り抜けるというわけにはいかなかったのだ。黒絵がとてとてと走り寄ってきて、

「大丈夫、きりりん？　髪でも巻こうか？」

「いや、すぐに治るさ。気にしないでくれ……とにかく、なんとかなったな」

「うむ。少し時間はかかったけど、もう決定力不足とは言わせんー。よく頑がん張ばったで賞しよう的てきなものをハルに貰もらわんとね。うちが言い出すから、きりりんはこの機き会かいを有効に使うように！」

「ば、馬ば鹿かげて……いや、君には誤ご魔ま化かしても無む駄だか。ありがとう、と言っておくかな」

　苦にが笑わらいで言うと、黒くろ絵えは一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたように目を大きくして、それから微笑ほほえんだ。

「素直でよろしいー。あ、素直ついでに、うちはさっきのきりりんの技に《必殺・錐きり霞か飯い綱づな落とし》と名付けたのでぜひ採用を！　今度使うときには力いっぱい叫んでいただきたい！」

「それは遠えん慮りよさせてもらうよ。ところで、さっき彼女達がブロックサインを出していたが」

　神楽かぐら鈴すずの巫み女こを見ながら思い出す。何かこう、手をかくかくさせていたような──そこで地面に転がっているものが視界に映って、ようやく納なつ得とく。

「ああ──トランクか？　奪うばってほしいとか、奪うから注意を惹ひいてほしい、ということだったのか。すまないな、気付くのが遅れた。奴やつらの守りもそれなりに固かったから、気付いていてもすぐに実行できたかどうかはわからないが」

　お気になさらず、というように首を横に振る巫女。黒絵がその様よう子すを見て、

「ふむ。このトランクを鍵かぎとして、鈴ちゃん達、今決めた愛称で言うとすーじーずが何か行動を起こそうとしちょったのかな……と。どうやら、それはまだ終わってないみたいじゃね」

　たった今倒したばかりの騎き士しが持っていたトランクを拾ひろい上げ、巫女はじっとこちらを見てきた。急いでください、と訴えかけてきているような気がする。

「よくわからないが、ついてこいということなのだろうな。急いだほうがよさそうだ」

　錐霞の呟つぶやきが終わるよりも前に、巫女は緋ひ袴ばかまを翻ひるがえして走り出していた。後を追おうとする。

　だが──数歩。数歩走ったところで、巫女は足を止めた。ばっとこちらを振り返る。

　驚きよう愕がくしたような、愕がく然ぜんとした表情。その瞳ひとみはここではないどこかを見ている。小さな震ふるえ。力が抜けたのか、持っていたトランクが掌てのひらから滑すべり落ちて地面に転がる。それだけではなく、ふらりとよろめいて、彼女自身もその場に座り込んでしまう──

「おい、どうした!?」

　錐霞は走り寄って彼女の顔を覗のぞき込む。言葉がないことがもどかしい。が、

「イエスかノーかで答えてくれればいい──何か、予知したのか？」

　緩かん慢まんな動きで、かく、と首が横に振られる。答えはノー。

「……既すでに起こってしまった何かが、他ほかのお前達から伝わってきた？」

　また緩慢に、首が縦たてに揺ゆれた。イエス。

　このショックの受け方は尋じん常じようではない。よほどのことだ、と錐霞は判断する。ここではないどこかで、意い識しきを共有している彼女達の一人ひとりが見たこと。それは何か。

　該がい当とうする答えは、きっと無限にあった。だからこそ、最初に最低限の安心が欲しかった。

　否定を祈って、その最悪の可能性だけはまず排除しておきたくて、聞く。




「誰かが──死んだか？」




　巫み女この頭が縦たてに動いたのは、幻覚でも見間違いでもなかった。

　たとえどれだけ、そう思いたかったとしても。
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「お、お疲つかれ様さまです。あの、汗を搔かいたと思うので、このタオ……」

「白しら穂ほ、お疲れー！　も、すっごくよかったよ、はいタオル！」

「……なんでもないです」

　ステージから降りてきた彼女を迎える。同じく出待ちしていたメイドと偶然バッティングしてしまったので、千ち早はやはミニタオルをそそくさとポケットに仕し舞まった。おや？　というような表情でメイドが首を傾かしげてこちらを見てきたが、気付かないふりをする。

「やれやれ、本当に疲れたわ。久しぶりすぎるとやっぱり声が出ないわね」

「あ、あれで……？　うーん、白穂は凄すごいなー。もう一度、お疲れ様！」

「ふぅ。でもまだ終わりじゃないのよね……スピーチタイムなんて、何を喋しやべればいいのかしら」

「白穂なら何を喋ってもウケるよ！　お風ふ呂ろ上あがりにやってるあの美脚体たい操そうについてとかいいんじゃないかな？　みんなきっと興きよう味み津しん々しん！」

　ミスコンに有効かどうかはともかく、興味津々なのは間違いないだろう。むしろ後で個人的に聞いてみたい。

　そのとき、タオルで汗を拭ふいていた彼女が軽くこちらを見やってきた。微かすかに首を傾げて、

「どうでもいいんだけど」

「は、はい？」

「あの背の高い子はどこ行ったの？　騒そう々ぞうしい銀ぎん髪ぱつがいなくなったからどうでもよくなったのかしら。この私がせっかく演技したのに見てないとか、お前は銀髪以下だって言われてるみたいで少しばかり傷つくんだけど」
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　春はる亮あきの目に飛び込んできたもの。

　それは錐きり霞かでも黒くろ絵えでも、漸音ぜのんでも銃音がのんでも、ン・イゾイーでも、騎き士しでもない。

　夕銘だった。

　フィアとネトーの間に立たち塞ふさがる。ネトーを厳きびしい目で見み据すえる。その手にあるのは、どこかの掃そう除じ用具入れから拾ってきたのか、木製のモップ。

「な、んだとっ……!?　あ、あほーが。お前には関係ない、引っ込んで……ぐ、ううっ！」

　全身に走る苦痛に、フィアが苦く悶もんの声を漏もらす。夕ゆ銘めはそんな彼女を肩越しに見て、笑った。

「いやー……やっぱ、無理っすよ。だって自分、フィア先せん輩ぱいのことバクハツ的に大好きっすから！　うん、やっぱり、こんなピンチ見過ごせるわけがないっす！」

「遊びでは、ない、のだ！　本当に！」

「勿もち論ろんわかってるっすよ！　蒐集戦線騎士領は怖い組織だって知ってるっすから！」

　春はる亮あき達は絶句する。彼女の口からその単語が出ることの意味。それは。

　夕銘はネトーを睨にらみつけたまま、手にしたモップを小さく動かして構えた。

「自分は──自分は、竜島／竜頭師団の一員なんす！　だから逃げないっすよ！」

　その名乗りに、突然の闖ちん入にゆう者しやに足を止めていたネトーが眉まゆをぴくりと寄せる。春亮の前に立たち塞ふさがるリリィハウルは、横目で夕銘のほうを見やっただけ。隙すきは生まれない。

　愕がく然ぜんと目を見開いたフィアが、処刑杭くいにすがりつくようにして身を持ち上げながら、

「な、ん……だと。では、お前、お前が、学校の中に潜もぐり込んでいた──」

「はいっす、潜り込んでたっす」

「掲示板で、いろいろ話した……」

「はいっす、好きな食べ物はハンバーガーっすよ！　穀こく物もつと肉と野菜が同時に食べられる万能食！　自分が弱かったせいで親が死んで、天てん涯がい孤独になって初めて食べるようになって、そこからガンガン背を伸ばしてくれたシークレットフードっす。あ、古文は寝ても怒られないっていうのもスゴイ情報だったっす！　今では仮眠タイムとして逆に待ち侘わびるよーに！」

　彼女が全すべてを肯定していく。たった一つの正しよう体たいを導みちびいていく。

　学校の中に潜ひそんでいた、正体不明の竜島／竜頭師団ドラコニアンズ。今まで掲示板で連絡を取り合っていた相手。出会いたくて、けれど、出会わずに守ることを選えらんだ相手。その《普通の高校生》になりたいという思いを応援したかった相手。

　それは誰だれか。決まっていた。

　ニルシャーキ。《騎き士し殺し》。《戦せん鬼き》。竜島／竜頭師団ドラコニアンズの元・第二位。

　その彼女が、身動きの取れないフィアの前に立っている。復ふく讐しゆう者しやネトーと向かい合い、睨にらみ合っている。リリィハウルに押さえられ、自由に動けない自分達の代わりに。

　彼女に任せるしかない、のだろう。いや、彼女にならば、任せても──

「──違います」

「え？」

　ぽつり、と手中の日本刀が言葉を発した。聞き返すのと同時、春亮は気付く。不ふ思し議ぎなものが見えている。モップを構えた夕銘の身体からだ。小さな笑えみを浮かべた顔。しかし。

　しかし、その足が震えているように見えるのは、気のせいだろうか──？

　次の瞬しゆん間かん。何かが始まり、同時に終わった。

「あ……？　笑えねェ。違う。違いやがる。この野郎が。ああ、笑えねェぞッ！」

　踏み込んだネトーの銃剣が、夕銘に何の反応も許さず、その腹部を深々と貫いていた。
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　正直に言って、困ったな、と白しら穂ほは思っていた。

　ステージ上には参加者が整せい列れつしている。自分の横にも勿もち論ろん、部活のユニフォームなどの衣い装しようを着た人間が並んでいる。コメントを順番に言っていくスピーチタイム。持ち時間は二分。

「はい、では次は……素す晴ばらしい即そつ興きよう演えん劇げきを見せてくださいました、桜さくら参まいり白穂さんです！」

　司会の声に合わせて、前の順番だった隣となりの参加者がマイクを手渡してくる。何を言うのか決めないままに、受け取ってしまった。ステージの下にひしめく生徒達から妙に熱あつい視し線せんが集まる。やりすぎた。ここで「特にありません」などと言えたらどれだけ楽だろう。

　視線を巡めぐらせると、控えスペースにサヴェレンティの姿が見えた。胸の前で両の拳こぶしを握り、ハラハラしているような、同時に何かを期待しているような視線でこちらを見上げている。その隣となりには千ち早はやがいて、どういうわけかこちらもサヴェレンティとまったく同じ様よう子す。

　本来、このイベントは彼女のような人間に向けてのものなのだ。新入生を歓かん迎げいするためのものなのだ。それを思い出した。だから白穂は息を吸って、

「まずは、一年生の貴方あなた達に言わせてもらうわ──入学、おめでとう」
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　自分の身に何が起こったのかわからないというように、夕ゆ銘めがその目を白黒させる。口から赤い塊かたまりを零こぼす。

「あ……ぎ……？」

「俺おれ様さまの楽しみを邪じや魔ましてんじゃねえ。この素人しろうとが！」

　ネトーは銃剣を夕銘の腹に刺したまま、弾倉を弄いじって古ぼけた写真を取り出した。大事そうに回収する──夕銘の腹を刺す直前、彼はその銃剣を空から撃うちして今まで入っていた写真を燃もやし、その古ぼけた写真を代わりにセットしていたのだ。状況的に見て、おそらくは──彼がかつてニルシャーキに与えられた《痛み》の写真なのだろう。

「ゆ、ユメぇぇぇぇぇっ!?」

「な……畜ちく生しよう、畜生ぉぉっ！　お前、何、してんだっ！」

「何って、そりゃあのタイミングで現れたら誰だれだって捜さがし求めてたケツ穴だって思うだろ。笑えねェ。全然違うじゃねーか、なんだこいつ。マジで素人レベルのケツ穴だ、弱すぎる。ま、いくらなんでもこんなに背は高くなかったしな。あのときから今日きようまでの間にいきなり成長したってわけでもねーだろうし。ああ、マジで邪じや魔まだな、何しに来てんだよケツ穴ッ！」

「か、ひっ……あ・うあああああっ！」

　苛いら立だったように、ネトーがさらに銃剣を抜き差しした。純粋な復ふく讐しゆう者しやの気配けはいは消きえ失うせ、代わりに狂的な凌りよう辱じよく者しやとしての笑い声が取り戻されていく。制服が別の色に染そまっていく。このはが何かに耐えるように揺ゆれる。

「ぐっ……あの子、ニルシャーキ、では、ないっ……？」

「ヒハ、いーい声で鳴けってよォ！　盛り上がってたところを邪魔してくれたんだ、そんくらいのサービスはあってもいいだろ？　ほお、日本の女子高生のナカはこんな具合かァ！」

「ぎ・ひぃ、あ・あ・ああああ……」

「──一、竜島／竜頭師団ドラコニアンズ。二、我われらの前に立たち塞ふさがった。以上、止めるには道理が足りぬ」

　瞳ひとみを細め、夕ゆ銘めの悲鳴を背中だけで聞きながら、リリィハウルが沈痛そうな声で呟つぶやく。

「退どけよ！」

「無理だ」

　打ちかかる。が、このはの動きが鈍にぶい。《禍具ワースブ砕きレイカー》で苦もなく弾はじき返される。今ので折られていた可能性があったことを思い出し、ぞっとした。再度聞こえてきた夕銘の悲鳴にもまたぞっとした。助けに行かなくては。何がなんだかわからないが、彼女が何者なのかもわからなくなったが、とにかく、助けなくては。だがリリィハウルが邪魔だ！

　彼女の向こうで、ネトーがようやく夕銘を解放したのが見えた。足でモノのようにその身体からだを蹴けって銃剣を引き抜く。夕銘の身体は液体と固体の中間の音を立ててフィアの前に転がる。

「お、いっ、ユメ、ユメ、しっかり、しろっ……！」

「──ふぃあ、せん、ぱい。ごめんなさい、っす。やっぱり、無茶むちや、だったっすかねぇ……？」

「無茶も無茶だ！　お前、お前、ニルシャーキとやらでは、ないのか……？　だったら、どうして掲示板のことを。いや、そんなことはいいから──」

　フィアの瞳が揺れている。これから訪れる不ふ可か避ひの運命を悟ってしまったかのように。

「それも、ごめんなさい、っす。噓うそをついたままは嫌いやなので、話すっすね……ニルシャーキ様は、この学校には、最初からいないんす。いるのは、そのふりをしてフィア先せん輩ぱい達と触れ合うように指示された、竜島／竜頭師団ドラコニアンズの下したっ端ぱな自分だけ」

「だが、お前の身体には、刺青いれずみなどなかったではないか……！」

「ふふ。あんときは焦あせったっすけど、入りたての人間は、一人前と認められるまで、竜創ウーンズは入れられないんす……自分は、そんくらいの半人前なんすよ。で、どうしてそんなことをしたのかって言えば、計画っす──《托プラン卵・ネス計トパラ画シタード》」

「計画……？」

「はい、っす。穏おん天てん崎ざき先せん輩ぱいって人がやられて、ココロ先輩って人がやられて、強いって噂うわさの雛ひな井いエルシーって人も倒した。そのフィア先輩達の《強さ》を、竜島／竜頭師団ドラコニアンズは、師団長は、若い団員の一人ひとりに学ばせてみようとしたんす。その強さの理由を知って、手に入れてこいと。フィア先せん輩ぱい達の近くで、その戦いを──今回は、ニルシャーキ様さまの情報を囮おとりにして呼んだ騎き士し領りよう達とバトルするところを、見ることで。強くなる過程に貴き賤せんはない、強くなるならなんでもする、ていうのがうちのスタンスっすからね……パクれるところはパクろう、みたいな」

「それで、来たのが、お前なのか……？」

　夕ゆ銘めの頭が、震ふるえるように、動いた。

「本当に、自分は、フィア先輩が可愛かわいくて、可愛いのに強くて、そんなところに憧あこがれて──だから、自分が選えらばれたんだと思うっす。噓うそじゃ、ないんすよ。自分がフィア先輩を好きなのは、そうしなきゃいけないからじゃなくて。最初から、好きだったからで」

「も、もういい！　わかった！」

「そう。好きで、好きすぎて……失敗、しちゃったんすよねえ。ただ見てるだけでよかったのに、きっと、自分が余計な手出しなんかしなくても、パーっと大逆転するってわかってたのに。でも、我が慢まんできなくて、フィア先輩を守りたいな守らなきゃって思っちゃって、こんな弱っちい素人しろうとのくせに、身の程ほど弁わきまえずに飛び出し、て──」

　噎むせた。血の塊かたまりがそこから飛び出た。

　そして夕銘は目を細めながら、無む理り矢や理りに笑う。どうして笑えるのか。理解はできない。本当に──どうして？

　しかし、そんな些さ細さいな疑問に答えが与えられることはなく。

「さあ。見せてくださいっす、先輩……スカッと気持ちいい、バクハツ的な……大逆転。自分は、そんなフィア先輩が見たいから、ここに来たんすよ……？」

　その笑え顔がおは、それ以上、動かなかった。

　その笑顔は、ずっと、笑顔のままだった。

「あ──あああああああああああああああっ！」

　フィアが絶叫する。
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　新しい世界、のようなものなのだと思うわ。

　不安がある人もいるでしょう。今までが上う手まくいっていなかったのなら、尚なお更さらね。

　私も──正直、そうだったわ。学校は嫌いだった。だから不安だった。

　今でも嫌いなのはきっと変わっていないわね。毎日学校に行くのは面めん倒どう臭くさいし。どこにいってもうるさいし。何の役に立つのかもわからない授業はつまらないし。

　でも、どういうわけか、不安ではなくなっているのよね。嫌いなのは変わっていないのに。変わらないのに結局打ち消されるのなら、今考えてる不安に意味なんかあるのかしら？　何言ってるかわからないと思うけど気にしないでいいわ、私にもわかっていないから。思いついたことを適当に言っているだけよ。

　まあ、実際来てみないとわからないこともあるんでしょう。私にもいろいろあったわ。毎日同じ誰だれかと会って飽あきないかとか。毎日同じような話題しかなくなるんじゃないかとか。

　……なんて言えばいいのかしら。

　それはだいたい、思っていた通りのものだったけれど。

　意外に、思っていたよりほんの少しだけは、悪いものではなかったわ。

　貴方あなた達もそんなものだと思うわ。もしそうじゃなかったら──そうね、とりあえず好きな人の顔でも思い浮かべてみたらどうかしら。それだけできっと気分がよくなるわ。少なくとも、どんなに辛つらいときでも、死にそうに辛いときでも、その人を心配させないための笑え顔がおくらいは浮かべられるわ。そうすれば結局、好きな人の笑顔も増える。それが悪いことなんかであるはずないわよね。私だけかもしれないから責任は持てないけど。

　つまりはそういうことよ──もう二分経たったわよね？

　じゃあ、最後にもう一度。

　入学おめでとう。

　貴方達の未来が、貴方達が思っているよりほんの少しだけ素敵すてきなものでありますように。
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　声の限りに叫んだ。

　俯うつむく。地面が見える。彼女の笑顔が見える。付近の赤さが見える。転がっている何かが見える。彼女のスカートのポケットから転がり出たであろう、立方体。ルービックキューブ。

　自分とお揃そろいだと言って笑っていた。

　首を傾かしげながら、ただ、二人ふたりでかちかちと音を鳴らしていた。

　昨日きのうはずっと一いつ緒しよに、その解き方を覚えて、速く解く練習をしていた。

「ケツ穴だなぁ……結局のところ、アレか。俺おれ様さま達ゃ、まんまと奴やつらに一杯食わされたってわけか。ニルシャーキいねぇのかよ？」

「その少女の言葉を信じれば、そういうことになるのかもしれん」

　どこからか声が聞こえる。うるさい。自分は夕ゆ銘めと話しているのだ。

（お前のおかげだ。解けるように、なったのだぞ──）

　血に塗まみれたルービックキューブを、両手で掬すくい取るように、摑つかんだ。

　ゆっくりと、回す。赤い青の面。赤い白の面。今は急ぐ必要などなかった。きちんと解けるのだということを、彼女が自分に与えてくれたことを、彼女に対して示したいだけだった。

　俯うつむいた頭の先。気配けはいが近付いてくるのがわかる。

「ヒハハ、って笑う気にもなんねーぜ。んだよ──じゃあ、結局いつも通りってわけか。騎き士し団だんまで作っといて手ブラで帰るわけにゃいかねぇだろ。箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブの破は壊かいって手て土産みやげがあったら、一応領主様さまもメンツが立つよな？」

　その不快な声に導みちびかれたかのように、ぴしり。

　身体からだの奥おく底そこに痛みが走る。忘れていた痛苦が思い出される。

　だが、それがどうした？

　かちり、かちり。そしたら次はこのテクっす。上、右、上、右、上、右、右──呪じゆ文もんみたいっすね！　夕ゆ銘めの声を思い出した。忘れるわけがなかった。

「聞いてねーな、ダメだこりゃ。玩具おもちや遊びに夢中。意外に打たれ弱かったみてーだな、ケツ穴禍具ワースのくせによ。まあいい、遊んでる間に俺おれ様さまがテメーを玩具にしてやるよ、ヒッハッハ」

　揃そろっていく。かちり。空気を読まない痛み。ずきり。知るか。

　かちり。かちり、かちり、かちり……かちり。

（ああ──）

　揃った。綺き麗れいな立方体。

　彼女と、自分の、立方体。

「んじゃ壊こわれな。気持ちイイ悲鳴上げてくれよなぁぁあ！」

　そこでようやく、フィアは顔を上げた。完成したルービックキューブを捧ささげ持つようにして、顔を上げた。すぐ近くにネトーがいた。今まさに銃剣を自分に振り下ろそうとしていた。

　すべきことは？　勿もち論ろん、彼女が言っていた通りだ。彼女の望みだ。バクハツ的な大逆転。

（そのためには……力が、いるのだ。だから）

　激げき痛つうの走る身体。いつものようには動かせない。特に足が動かない。回かい避ひも攻こう撃げきも難むずかしい。

　けれど、手がないとは思わなかった。

（だから──ユメよ。しばらく借りるぞ）

　できる。

　頭のどこかで誰だれかが囁ささやいている。お前にはできる。できないわけがない。

　さらに、囁き。自分ではない誰かの囁き。かつて実際に聞いたような気がする囁き。

　──呪いは──

　──お前の呪いは──

　──お前の呪いは、無限である。そう作られた──

　だから、できる？　意味がわからないが、そうなのだろう。何百年も前の記き憶おくなど忘れてしまった。細かいことはいい。できるということが大事だ。それだけがあればいい。

　フィアは、迫り来る銃剣の刃やいばを見上げながら。

　杖つえのようにして縋すがっている、元々展開していた処刑杭の存在を意識しながら。

　綺き麗れいに色の揃そろった、夕ゆ銘めのルービックキューブをぎゅっと握にぎり締しめながら──呟つぶやいた。

「──二デユア重偽ルエミ装立ユレー方体シヨン、展開スタート」
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　偽装立方体を二つ同時に起動する。

　初めてではあったが、やるべき行為自体は変わらない。定義パスアン同定帯ビリカル──立りつ方ぽう鎖さを生成。今まで右手と繫つながっていたものとは別に、左手に接続された。その先に繫がっているのは、ルービックキューブが変じた黒くろ鋼はがねの塊かたまり。見み慣なれた自分自身の姿。それは立方体として地面に落ちるよりも早く新たな形が与えられる。

「三十番機き構こう・開式鋭形態《花弁剣ベラゼッラ"The flower sword Verazella"》！」
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　細剣でネトーの銃剣を弾はじく。その瞬しゆん間かんに花弁剣の機構を動かして剣身を十字に開き、さらに回転させてもう一本の銃剣も防いだ。全身にはまだ返へん還かんされた《痛み》が走り回っている。だが上半身だけを動かすならばなんとかできなくもなかった。問題は下半身だ。足だ。移動力だ。

「往おう生じよう際ぎわが悪いケツ穴だぜぇっ！　両手に武器がありゃ勝てるってかァ!?　甘いんだよ！」

　弾いただけでは間合いは変わらない。ネトーは銃剣を再度こちらの身体からだに突き込んできた。

　十字に開いた《花弁剣ベラゼッラ"The flower sword Verazella"》でなんとか受け止める。回転させようとするが、今度は相手もそれを読んでいた。力が込められ、拮きつ抗こう──その銃口がこちらに向けられていることに気付いた。にやりと笑ったネトーが引き金に指をかける。

　回避できなくても回避するしかなかった。今ならばそれができた。

「二十七番機き構こう・碾式歯輪態《強制磨滅機構ヘルメス"Gearwheel-Trismegistus"》──禍動curse/calling！」

　杖つえ代がわりにしていた右手の処刑杭くいを変形。

　そして現れたものは、土台の上で大きな歯車が縦たてに三つ組み合わさった形をしている。本来、歯車というものは何かを動かすための中継装置だが、この形態に限ってはそうではない。歯車はただ歯車であることを求められる。組み合わさり、人間の腕や脚や首をぎしぎしと巻き込んで、けっして止まることなく力任せに歯車の間で磨すり潰つぶして切断する。そういう拷ごう問もん具ぐだ。

　しかし今の狙ねらいはそれではない。フィアはその機構を上下逆にした状態で生み出した。土台が上部にあり、本来その上にある歯車が逆さかさまになって地面と触れている形。

　フィアは上部の土台を片腕で摑つかみ、身体からだを預ける。同時に歯車を回転させる。

　そして起こる事こと柄がらは自明の理だ。歯車が触れているものは動く。だが今触れている大地を動かすことはできない。ならば当然、歯車という装置のほうが、乗り物のように動く。

　ガリガリガリ、と歯車が地面を削けずる音。自分の身体が強制的に弧こを描いて移動。

　同時、ネトーの指が引き金を引いていた。二つの銃口から、当たると確かく信しんしていた《痛み》を同時に発射していた。見えはしないが、その呪のろいの気配けはいのようなものが髪を掠かすめて背後に飛び去ったのがわかった。

「な、にぃぃぃっ!?」

「──並びに！　二十二番機構・潰式針球態《星棍"Morgenstern"》禍動curse/calling！」

　歯車装置にその身を運ばれながら、左手の花弁剣を鉄てつ球きゆう棍こんに変形。移動の勢いをそのまま利用して、横よこ薙なぎにネトーの身体に叩たたきつける。勿もち論ろん、その行為には何の躊躇ためらいも生まれない。

　骨と、肉と、血と、いくつかの機械。

　無数のそれらが、一つとなって砕くだける音が聞こえた。
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「ほんの少しだけ素敵すてきな未来を──彼女は、手に入れられたのでしょうか」

「……伍い鈴すず？」

　千ち早はやはふと聞こえた呟つぶやきに首を回す。伍鈴はじっと、ステージ上でのスピーチを終えた白しら穂ほを見ていた。今までに見たこともないような、感情を意い識しき的てきに押し殺しているような瞳ひとみで。

「いえ。きっと、そうですね。それを手に入れるために……そうしたのでしょう。誰だれかの言いつけに背そむいてまでも、守りたい誰かの前に立たなければ、自分にとっての《ほんの少しだけ素敵な未来》すら訪れないと──」

「伍い鈴すず。どうしたのよ……予知？」

　ステージ上ではスピーチを行う最後の一人ひとり、クラスメイトである鍵かぎ堂どう姫ひめ乃のが今まさにマイクを持とうとしているところだった。一応、聞いてやったほうがいいだろう。

「いいえ……千ち早はや様さま。夕ゆ銘め様のことをどう思われますか〜？」

　いきなり変なことを。眉まゆを顰ひそめたが、伍鈴の表情は真剣だった。だから千早は頰ほおを搔かいて、

「そりゃあ、クラスメイトで……背がデカいし、喋しやべりとか動きとかいろいろウザいし、自分でウザ可愛かわいいとか言ってるのは何様って感じだけど、まあ……友達、じゃないの。そう言えなくもないってだけだけど」

　初日から話し相手ができたのは、少なくとも、悪くはなかった。思っていたよりは少しだけ退屈しない、高校生活のスタートだった。彼女の言う通りに、きっと、たいていの場合はそういうものなのだろう。

「そう、です、よね」

　伍鈴は目を細めて、ゆっくりと、頷うなずいていた。今の自分の返答を、その音を、どこかに届けようとしているかのように。急に気き恥はずかしくなった。話を変えよう。

「ところで！　このミスコンに参加してる敵みたいなの、あんたは見つけたの？」

「……いえ。千早様は〜？」

「とっくの昔に放ほう棄きしてるわ。意味ないでしょ？　だいたい誰だれが勝つかは決まってるもの」

「そう、ですね。けれど……向こうとしては、元々策があったのでしょうね〜。もはや特に意味のないことではありますが、誰しも、心に秘めた秘密を覗のぞかれたくはないでしょう」

「何の話よ？」

　鼻をひくつかせながら、聞いてみる。どこからだろう。何か、ひどく甘い香こう水すいの匂においのようなものが鼻び腔こうに届いてきているような。

　伍鈴は軽く小首を傾かしげるようにしながら答えた。

「その敵の策が、今まさに行われている最中かもしれないということです。なんとなく呪のろいの臭においがする、というだけではありますが〜。とりあえず、こうすれば邪じや魔まになるのではないか、というようなことをさせていただきましょう」

　今度はこちらが首を傾げる番。伍鈴の行動は単純だった。

「……科しな戸どの風の天あめの八や重え雲ぐもを吹ふき放つ事の如ごとく」

　ただ、口の中でそう小さく呟つぶやいて。

　ステージの上に向けて、猛烈な風を吹きかけただけ。




　すぐ隣となりに立っている、強敵すぎる強敵の言葉。何の変哲もない、ともすれば支し離り滅めつ裂れつと言ってもいい内容だったが、その声はどこか不ふ思し議ぎな魔力のようなものを持っていて。

　耳を奪うばわれた。

　──そうね、とりあえず好きな人の顔でも思い浮かべてみたらどうかしら──

　反射的に、ローリカの頭に浮かぶ顔がある、憧あこがれの人。リリィハウル・キルミスタ。

　その彼女に向かって、胸中で囁ささやいた。この敵は強いです。でも、負けません。貴女あなたのところに辿たどり着くために。貴女と一いつ緒しよになるために。《がらくた》ではなくなるために。

　だが、その思いを馳せた数秒が、致命的なロスだったのだ。

「どうしたの？　最後、貴女の番よ？」

　隣となりにいた彼女──桜さくら参まいり白しら穂ほが、こちらにマイクを差し出しながら首を傾かしげていた。まずい。ぼうっとしている場合ではない。後ろ手に持っていた小こ瓶びんの蓋ふたを指で回して開ける。残り少ない《ギリッツェパフユ伯爵夫人のーム・手によるオブ・発メイテ情イング香シーズン》──異性に発情を促うながす禍具ワースをここで使いきる。腰の後ろで逆さまにして、瓶の中身を全すべてぶちまけた。甘い匂におい。鼻をひくつかせる参加者達。同性を気にする必要はない。狙ねらいはこの匂いを嗅かぐ男子だ。

　禍具ワースは基本的に犠ぎ牲せい者しやを増やそうとする性質を持つ。仮に普通の香水をこうしてぶちまけてもそれほど匂いが広がりはしないだろうが、この香こうは支配すべき男を求めて自然と体たい育いく館かんに拡散していくはずだ。とはいえ現状ではさすがに空間が広すぎ、対象者も多く、嗅いだだけで即座に使用者──つまりは自分──に魅み惑わくされるかどうか疑問が残る。だから匂いと同時に声を届かせ、「この匂いの主が自分である」ということを男達の意い識しきに刷すり込む必要があった。

　マイクを受け取る。大丈夫だ。実際は数秒のロスなど問題なかった。ちゃんと香も使ったし、今から声を出して届ければ充分に──

「えーと、こんにちは。最後になりましたが、私は──っ!?」

「きゃーっ!?」「ちょ、なにこれぇっ？」「や、マジっ!?」

　挨あい拶さつをしようとした瞬しゆん間かん、どういうわけか。

　生徒達のいる側から、こちら、ステージ上に向かって猛烈な風が吹いてきた。

　むわっ、と自分の鼻び腔こうに満ちる甘い匂い。自分がぶちまけた香こうの匂い。

（……ちょっと。待って。どうして。なんで!?）

　愕がく然ぜんとする。信じたくない。だが残ざん酷こくに理解してしまった。匂いは届かない。

　こんな風が吹ふいたのでは、自分が票を集めるために必要な、魅み了りようの香が男子に届かない！

　ならば実力勝負？　今までのアピールと、これからのスピーチで。真まっ向こう勝負で。

　彼女に、勝たなくてはならないのか？

　膝ひざから力が抜けそうになる。その場に崩くずれ落ちてしまいそうになる。

　考えてはいけないとわかっていても、その言葉が頭に浮かんでくるのは止められなかった。

　──そんなの、無理に決まってる、と。




「あんったっ、何してんのよぉぉぉっ!?　痛くするわよ、今すぐ手ひどく恐ろしく！」

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、必要でしたので〜。一応もう一度」

　再度の風。体たい育いく館かんの中に吹ふく異常なつむじ風。ステージ上の女子達が甲かん高だかい悲鳴を上げてスカートを押さえ、それを見ていたステージ下の男達はどよめきを上げて身を乗り出す。

　これからスピーチをする予定だった最後の一人ひとり、一応のクラスメイトである鍵かぎ堂どう姫ひめ乃のはどこか茫ぼう然ぜんとステージに突っ立っていた。捲めくれたスカートを押さえようともせず。きっと数え切れないほどの男子生徒に今夜のオカズを提供してしまったのではないかと千ち早はやは思う。

　そしてその隣となりでは、白しら穂ほがスカートを押さえ、「……どういうつもりなのかしら？」というような冷ややかな目をこちらに向けていた。降りてきたら釈明しなければならないだろう──それをなぜか心待ちにしている部分があることに気付き、多少困こん惑わくする。いくら話す機き会かいになるからって。怒られるかもしれないのに。あたしは変態か。ちなみにそのときメイドは「なになに、妖よう精せいのいたずらっ!?　でもさすが白穂、ナイスブロック！」とＰＫを止めたキーパーを祝福するように手を振り上げていた。いろいろ敵かなわないなと思う。

「あの……鍵堂姫乃さん？　もう持ち時間始まってますけど……いいですか？」

　司会の問い掛けにも答えず、姫乃は無言で佇たたずみ続け、そのまま持ち時間の全すべてを消費した。緊きん張ちようしていたのか、それとも試合を放ほう棄きしていたのか。少なくともこれで勝負は決まった。

　全参加者のスピーチが終わると、いよいよ投票タイムに入る。一人一枚に投票用紙が配られ、そこに名前を書いて投票するだけというシンプルなシステムだ。

　この控室にいる人間にも、実行委員達が投票用紙を配り始める。焦あせることはない。

　千早はステージ横の控室に続くドアを眺め、白穂が帰ってくるのを待つ。が、誰だれよりも早く飛び出してきたのは姫乃だった。この控えスペースも飛び出して、どこかに走り去っていく──止めようという気にもならないほどの全力疾しつ走そうだ。

　パンツを見られたことがそんなにショックだったのかな、と千早は思った。
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　砕くだけたサングラス。無む論ろんのこと骨も砕けているはずだ。咄とつ嗟さに無む駄だなガードをしたのか、両腕が壊こわれた人形のように捩ねじれている。不ぶ恰かつ好こうすぎて笑いが出た。鉄てつ球きゆう棍こんの棘とげはその肉を貫つらぬき、本来この男のみが流すべきだった色を地面に広げている。その色に塗まみれた二本の銃剣の残ざん骸がい。胸にかかっていたカメラもぺしゃんこになってレンズのガラスや小さな部品を散らせていた。

　潰つぶれていいと思う。もっと潰れていいと思う。肺は潰れているか。腹は潰れているか。股こ間かんは潰れているか。潰れていないならまた潰してやる。潰れろ。そうだ、潰せcrush。潰せcrush。

　運のいいことに、まだ男は生きているようだった。全身の苦痛がようやく退散の気配けはいを見せ始めるのを感じながら、フィアは膝ひざ立だちでゆっくりとネトーに近寄る。なぜか唇が緩ゆるむ。

（あは──は、は）

　頭がぼうっとしている。ただ、広大で茫ぼう漠ばくとした万能感だけがその中で躍おどっていた。

　ざまあみろ。ざまあみろ。まだ生きている。殺してやる。殺すなんて生なま温ぬるい。そのための力がある。今の自分にはなんでもできる。両手にはそれを示す重みがある。打てbeat。《リッサの鉄柩"Iron Coffin of Lissa"》に閉じ込めておいてその上から《星棍"Morgenstern"》で殴りまくって、反はん響きようする音と衝しよう撃げきで発狂させてやろう。《ドイツ式審問椅子"An Interrogation Chair"》に座らせてから《永訣"Th刻すe pる処endu刑鎌lum"》の刃やいばが下りてくる様さまを見せつけてやるのもいい。断てcut。こいつは小便を漏もらすだろうか。醜みにくく無様ぶざまに命いのち乞ごいをするだろうか。聞きたい。今すぐ聞きたい。縊れhang。汚disgせrace。縛れBind──ああ、悔くやまれる。《ユ"Juダda'sの Cra揺籃dle"》に乗せながら《猫"caのt's 足paw"》で背中を裂き、それから労いたわるように《異端審問車輪"An inquisitional wheel"》に乗せて《鮫"Thのe te歯eth"》で遊べたら。本当なら、できることはもっといっぱいあるのに。無限なのに。できなくなっている。欲求不満だ。二本の《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》を使って、右手と左手の長さを合わせる遊びくらいは今からやってもいいのではないだろうか。削げshave。きっといい。楽しそうだ。だから変形させた。左右の手に鉈なたを持って、ずるりとフィアはネトーに近付いて──

「そこまで、ですよ……フィアさん」

「もう、終わった。終わってるんだ──起きろ。ほら、起きろよ、フィア！　こら！」

　持ち上げようとした鉈に、ふと圧力。黒い鞘さや刃ばを持った日本刀が鉈に重ねられていた。普段ふだんは間抜けな顔の彼が、ひどく真剣に、何かを心配したような表情でこちらを覗のぞき込んでいた。

　意い識しきが繫つながってくる。両手に感じる二倍の重み、つまりは二倍にわ蟠だかまる暴ぼう虐ぎやくの気配けはいに導みちびかれて生まれていた、暗黒の全能感のようなものが次第に頭から晴れていく。

「わ……わかって……おる、わい！」

　戻れ。忘れるな。自分は、ここにいる自分は、かつての自分とは違う。

　両手の拷ごう問もん具ぐを、同時にルービックキューブに戻した。一つは夜や知ち家けの押し入れで見つけたもの。もう一つは、夕ゆ銘めが自分と繫がりたいと願ねがって買ってきたもの。

　目を閉じる。自みずからの内にあるのは、疲労感と倦けん怠たい感かん。消えゆく痛みの残ざん滓し。

　そして、どうしようもない、虚きよ無む感かんと絶望感──

「お前達……あの女は、どうした。倒して突破したのか」

「とりあえずあいつらに任せてきたよ。たった今合流したんだ」

　現実逃とう避ひのような疑問に、春はる亮あきが言葉を返す。彼の言うあいつらとは、概おおむね予想通りの人間達ではあった。巫み女こが何人か。錐きり霞かと黒くろ絵え。漸音ぜのんと銃音がのん。どうしてか、ン・イゾイー。

　任せてきたと春亮が言った通り、現在進行形で彼女達はリリィハウルと戦っていた。

「な……ん、やぁっ？」「──っ！」

　銃音とン・イゾイーが同時にたたらを踏むように後退した。その前できらきらと舞まうものが見える。砕くだけた刃の欠片かけらだ。銃音の長剣と、ン・イゾイーが足で摑つかんでいたナイフの残ざん骸がい。

　その煌きらめきの中、大剣《禍具ワースブ砕きレイカー》を振り切った姿勢のリリィハウルが前を見み据すえている。マントがふわりと浮かび上がり、刃の雪に騎き士し装しよう束ぞくの白さを映し出していた。

「あかん、折られた……！」

「我わが感想・かなりの使い手だという判断。獣けものに逃げられたことはあれど、獣に刃やいばを嚙かみ切られた覚えは未いまだかつてありませんという追つい憶おくを追憶します」

　無感動な目ながら、ン・イゾイーがどこか感かん嘆たんしたように呟つぶやいた。視し線せんを敵から外さず、予備の得え物ものをスカートの下から（スペースを考えれば、あるいは下着の中から）足で摑つかみ出す。

　武器を失った銃音がのんが降参のポーズで手を上げている横から、漸音ぜのんがナイフを投とう擲てき。錐きり霞かと黒くろ絵えもそれぞれ《黒くろ河かわ可か憐れん》と髪を伸ばす。だがリリィハウルは竜たつ巻まきのように身体からだを回転させながらその全すべてを打ち払った。ベルトと髪が切断されて舞まう。

「馬ば鹿かげた強さだ……が、どちらかと言えば攻めよりも守りに重きを置いているタイプのように思える。この状況下においてならば、やりようはいくらでもあるだろう」

「人数が違いすぎるからね。勝ち目はないよ、諦あきらめたほうがいいんじゃないかしらん？」

　ふ、とリリィハウルが小さく息を吐いたように思えた。だが真しん摯しな表情は変わらない。

「勝ち目はない、か。敵に欺あざむかれ、策は見抜かれ、計画の核は敗れ、部下は倒れ、ただ団の主だけが残っている。さて──ここで何を選せん択たくするのが騎き士しとして正しいのだろうな」

「剣を捨てて降参する、をオススメするよ？」

　黒絵の言葉を聞いて、リリィハウルは微かすかに頷うなずく。そして剣をさらに握にぎり締しめた。

「──やはり。力尽きるまで戦う、ということだろう」

「うむ、ガン無視された」

　フィアは両手にルービックキューブを持ったまま、春はる亮あきが差し出してきた手を使って立ち上がる。日本刀を持ったままの春亮と共に、ゆっくりとリリィハウルに近付いた。力尽きるまで戦う？　ならば力尽きるまで相手をしてやるしかない。だが、そのとき。

「はっ、あ、あう、はあっ……！」

　一人ひとりの制服姿の女子が、リリィハウルに駆かけ寄ってきて、体当たりするように飛びついた。どことなく見覚えがある──彼女はついさっきまで、ミスコンに参加していた一年生ではなかったか。千ち早はやと夕ゆ銘めのクラスメイトではなかったか。つまるところ、この女がミスコンに潜もぐり込んでいた騎士領の後方支援員だったのだろう。リリィハウルは驚おどろいたように彼女を見下ろし、

「ローリカ。どうし……」

「ご、ごめんなさい、すみません、あたしっ……駄だ目め、でした。役目を果たせなくて、失敗で、でも失敗はあたしだけで、リリィハウル様さまはっ──！　だから、駄目、なんです！　駄目！」

　リリィハウルの端正な眉まゆがぴくりと寄った。目が細められる。その首筋にすがりついて泣きじゃくる彼女の顔を見下ろす。動きを止めること数秒。何度か呼気と吸気を繰くり返す。そして、

「撤てつ回かいする。騎士として正しき行い。それは、今は、これだ」

　呟くと同時、リリィハウルはいきなり身を翻ひるがえした。走る。後ろも見ずに全力で走り始める──逃げ出したのだ。

　予想外の行動に虚きよをつかれた。一同は茫ぼう然ぜんとその後ろ姿を見送るしかない。だがその中で唯ゆい一いつ、逃亡する獲え物ものに対する対処を誰だれよりも知っている女だけが動いていた。

　ン・イゾイーは足先のゴム紐ひもを一いつ瞬しゆんで緩ゆるめてその場にしゃがみ込んだ。驚きよう異い的てきなバランス感覚で繰くり出される、その足を射出機き構こうとしたゴム弓。ダーツのような矢が何本か高速で飛ぶ。

　リリィハウルはその身に抱きついている女子生徒を庇かばうように身を回しただけだった。二、三本は《禍具ワースブ砕きレイカー》と鎧よろいに弾はじかれたが、一本がその肩口に突き刺さった。僅わずかに顔を顰しかめるが、足は止めない。グラウンドを横断し、フェンスに接近する。

「ど、どうする……!?」

「逃げるなら好きにしろと言いたいところではあるが、落とし前はつけてもらわねばならないだろう。奴やつらはそれだけ、馬ば鹿かげたことをした！」

「このまま見み逃のがすのはさすがに甘すぎ、ますね。春はる亮あきくん、もう少しだけ走ってください！　ひょっとしたら追いつけるかも！」

　フィアも歯を食いしばり、リリィハウル達を追おうと足を踏み出す。だが、その瞬間──

「霊よ《geist》！　霊よ《geist》！　騒《p乱をol許可teするr》──霊よ《geist》！」

「なっ!?」

　きゅどどど、と空から降り注いできた角材や箒ほうきが眼がん前ぜんの地面に突き刺さり、柵さくのように立ち並んでこちらの歩みを止めた。ほぼ垂直に飛んできたその発生源を探して顔を上げると、

「セツコに、フォーティーン……！」

　校舎の屋上から、今まさに二つの影かげが飛び下りてきたところだった。切せつ子こはいつものお団だん子ご頭にこの学校の制服。フォーティーンのほうは、以前に見た顔布と胸にサラシを巻いた戦せん闘とう服ふく。二人ふたりが着地したのは、横たわる夕ゆ銘めのすぐ近く。

　切子は目を細めて、寂さびしそうに、悲しそうに、悼いたむように──夕銘の顔を見下ろしていた。

「緋ひ渡わたり夕銘さん。この穏おん天てん崎ざき切子が、見届けました。ご苦く労ろう様さま、でした……フォート」

「──片付ける、とは言わない。竜りゆうへ至る試練を果たした客人として迎え入れよう」

　フォーティーンが膝ひざをつき、マントを夕銘の身体からだに軽く被かぶせる。次に彼女が立ち上がったとき、もう横たわる夕銘の姿はなかった。《家》である彼女の中に移動させられたのだろう。

「貴き様さまら……最初から、知っておったな!?　ユメのことも！　《騎き士し殺し》ニルシャーキのことも！　何が助けてほしいだ、また、また──騙だましおったな！　あのときと同じだ、やはり貴様は最低のウソツキ女だっ！」

　フィアは拳こぶしを握にぎり締しめて叫ぶ。結局のところ、これはまた竜島／竜頭師団ドラコニアンズのくだらない策略だった。何が強さだ。何が《托プラン卵・ネス計トパラ画シタード》だ。そんなことのために。夕銘は。

　呪のろいを込めた視し線せんの先。切子が申もうし訳わけなさそうに、力なく笑うのが見えた。どういうわけか、僅かな諦てい観かんすら感じる。

「今回は、あのときとは、ちょっと違うんですけどね……まあ、何を言っても許してはくれないでしょう。この切子ごとき、いくらでも憎んでいいですよ、フィアさん。その憎しみを持って、よかったらまた戦ってください」

「意味がわからん。ああ、何もかもわからん！」

「ええ、まだわからないことがありますね。わたし達と騎き士し領りようを戦わせるために、あなたは動いていた。なのに──ここでわたし達の邪じや魔まをして騎士領を助けるのはなぜです!?」

「いろいろ事情がありまして。あ、無事に逃げられそうで何よりですね」

　言いながら、切せつ子こがついとこちらの背後を指し示す。つまりはフェンスのほうを。

　こちらがフォーティーンの牽けん制せい攻こう撃げきで足を止めていた隙すきに、リリィハウルはあの女子を抱えてフェンスの上に到達していた。最後にこちらを見、僅わずかに眉まゆを寄せる。だがそのままリリィハウルは《禍具ワースブ砕きレイカー》を鞘さやに収め、フェンスの向こうに飛び降りていった。

　フィア達が視し線せんを戻すと、リリィハウルを指差したのはこちらの気を逸そらすためだったのだろう、その一いつ瞬しゆんの間に切子達もそこから姿を消していた。気配けはいはどこにも感じられない。

　何のために。誰だれのために。どちらを追う？　その解を見み出いだせない者達の足は、固く地面に縫ぬい止められ、次の設問に進むことを許されない。

　そして残ったのは、無言の世界。

　ただ喪うしなわれたものと、ただ遺のこされたものがあるだけの世界。

　ミスコンの集計が終わって、結果が発表されたのか。

　体たい育いく館かんのほうから、わっという歓声が小さく届いてきたような気がした。




　新入生を歓迎するための。

　彼らが思っているより、ほんのちょっとだけ素敵すてきな未来を祝福するための。

　祭りが終わったのだ。







　エピローグ







　ローリカとリリィハウルは人ひと気けのない路地裏で足を止める。逃げ切ったのだろうか。

「さっきの女は、確たしか《最テイル弱エンダ誤・シン信ドローム》……セツコ・オンテンザキか。騎き士し領りようの資料で写真を見たことがある。現れたタイミングからして、奴やつが情報提供者だったのかもしれん。しかし、ならばなぜ、我われ々われの逃亡を助けた……？」

「リリィハウル様さま！　今はそんなこと考えてる場合じゃ、その、傷が……！」

「これか。心配ない。気にするな」

　矢が刺さった自分の肩をちらりと見下ろし、リリィハウルが言った。手を触れないのは、抜けば出血がひどくなるという判断からだろうか。ローリカは一刻も早くそれを引き抜いて治ち療りようしたい衝しよう動どうに駆かられる。が──より安全な場所に移動してからでなくては無理だろう。

　ローリカは頭に叩たたき込んでいたこの街の地図を思い浮かべた。安全な隠かくれ場所。治療を行える場所。候補はいくつかある。その中で現在地から近い場所の当たりをつけて顔を上げる。

　その瞬しゆん間かん、同時にリリィハウルも顔を上げていた。だがその理由はまったく違っていた。

　彼女は目を見開いて、こちらの背後を見ている。愕がく然ぜんと、見ている。

　まさか、とローリカは思った。ありえない。そんな。いくら怪け我がしてると言っても。リリィハウル様のような人が、気圧されて動けないでいるなんてこと──

「──おおむね、予定通りに事は進んだのだった」

　すぐ背後から、その声は聞こえてきた。振り向けなかった。全身から汗が溢あふれ出る。汗だけか？　視し線せんすらも動かせない。気付いていないだけで既すでに失禁しているのかもしれなかった。

　下へ手たに動けば、間違いなく、死ぬ。

　ただそれだけをローリカは悟っていた。

「な……貴き様さま、は、もしや──っ！」

「汝なんじの想像している通りの姓名に、おそらく間違いはないのだった。元より、我わが一族に姓せいはなきだったが」

　聞き覚えがあるような。それでいて、初めて聞くような声。全く揺ゆれていない。焦あせりも困こん惑わくも興こう奮ふんすらもなく、背後の誰だれかはただ答える。

　誰か？　その正体は。この瞬間に現れる可能性が最も高い人間は。

「《戦せん鬼き》、《騎士殺し》──ニルシャーキ！」

　なぜ。どうして。

　ローリカの疑問は言葉にもならない。ただぼんやりと、背後の存在を感じているだけ。

「ローリカ！　そこを退どけ……！」

　ごめんなさい。動かないんです。何も。

　歯は嚙がみしたリリィハウルが《禍具ワースブ砕きレイカー》を引き抜くのが見える。

「我わが名は蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようの騎士──リリィハウル・キルミスタ！　貴き様さまに命を奪うばわれた同胞の仇かたき、取らせてもらう！」

　間合いを詰めてくる。ローリカの脇わきを擦すり抜けるように、背後にいるニルシャーキに突進して──けれど、擦り抜けられなかった。止まっていた。

「がっ……！」

　リリィハウルは、ローリカの首筋に鼻を寄せるような姿勢で止まっていた。ローリカのすぐ背後にいる誰だれかを睨にらんでいた。荒い呼こ気きが耳たぶに届く。彼女の体温を思い出した。血の臭においが鼻び腔こうに届く。それを感じたくはなかった。

　自分の身体からだのすぐ横。脇の下あたりから、何かが飛び出ていて。リリィハウルの身体に何かを行っていた。その場に縫ぬい止めていた。

「筋はよいのだった。が、今は汝なんじが目的ではないのだった」

　身体の横の何か──背後の何者かの腕か武器かが動いて、リリィハウルの身体を吹ふき飛ばす。うつ伏せに倒れた彼女は、それでも《禍具ワースブ砕きレイカー》を支えにして必死に身を起こそうとする。その腹部の色を見たくはなかった。

「大人おとなしくしているのだった。我が目的は容易たやすい」

　その容易い目的とは何なのか。自分の制服のポケットが後ろからまさぐられたことで、ローリカは驚きよう愕がくと共にそれを知る。

（狙ねらいは、まさか……あたし……？）

「馬ば鹿かな。その子は、ただの後方支援員だっ……手を出すな！」

「ただの？　我が欲する道具を持っていながら常に顔が変わり続けて特定できない、という性質を持っているのでなければそうかもしれなかった」

　よろよろと膝ひざ立だちになったリリィハウルが、はっと顔色を変えて呻うめく。

「なん、だと──もしや、今回のこれは、全すべて、そのために──」

「その通りだった。我われに恨うらみを持つ復ふく讐しゆう者しやネトーを利用し、間接的にその後方支援員であるこの少女を呼び寄せること。第一位が始めた愚ぐにも付かぬ托プラン卵・ネス計トパラ画シタードに便乗し、緋ひ渡わたり夕ゆ銘めに、我が学生として存在しているかの如ごとき演技を行わせたこと。そうして箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブとの親密度を高めさせ、さらには《最テイル弱エンダ誤・シン信ドローム》も使い、彼き奴やつらが騎士領と戦わざるをえないように仕向けたこと。それは全てこの結末を求めてのことだった。はっきりと、それとわかる形で、騎士領が命からがら敗走する。その場合にこそ、我に汝を特定する機き会かいが生まれる可能性があり──そして事実、特定に至ったのだった」

　ああ。自分達は、敗走せねばならなかったのだ。勝ってはならない。敗北して捕らえられてもならない。敗北した上で、身を寄せ合わせざるをえない状況で、逃げなくては。

　だから先刻、竜島／竜頭師団ドラコニアンズの《最テイル弱エンダ誤・シン信ドローム》とフォーティーン・クーンズベリは自分達の逃走を助けたのだ。ようやくローリカはそれを理解した。

「これか──《救バルト済拷ロメイ問官・オブの瞳リビオン》。記き憶おくを消す仮面という禍具ワース」

　ポケットから引き抜かれたのは、自分の持つ《がらくたトラツシユ》の一つ。呪のろわしくておぞましくて汚らしい、使えるようで全然使えない道具。こんなものを、ニルシャーキが欲しがっていたのか？　こんなもののために、自分達はこいつの掌てのひらの上で踊らされていたのか？

　こんなもののために──憧あこがれの人は、今、血ち塗まみれの状態で必死に立ち上がっているのか？

「何に、使うつもりだっ……！」

「汝なんじが知る必要はないのだった」

　背後の気配けはいが僅わずかに動いたような気がした。ローリカはぞっとする。そいつが次に何をするか。次に何をしようとするか。それがわかったからだった。

「我われら騎き士し領りようを欺あざむき──弄もてあそんだか！　ニルシャーキ！」

「笑止……弱き故ゆえに、弄ばれるのだった！　汝らは竜りゆうならず！」

　渾こん身しんの意志力で、立ち上がったリリィハウルが再度足を踏み出すのが見えた。それに反応して、背後の気配がさらに動き出すのがわかった。

　しなくてはいけないことを思い出した瞬しゆん間かん。

　呪じゆ縛ばくはあっさりと解け、足が動く。ぞぶりという鈍にぶい音は、自分の腹の中から聞こえた。

「か……はっ」

「ローリカ……っ!?　馬ば鹿か者もの、何をしているっ……！」

　先さき程ほどまでとは違って、リリィハウルの声は背中から聞こえた。失敗したな、と思った。背中で受け止めれば、憧れの人の顔をずっと見ていられたのに。

　それでも、前を向いているなら。選せん択たく肢しはない。迷うことなく、すべきことをするしかなかった。憎き敵の顔を睨にらみながら、自分の腹を貫かん通つうしている何かを両手で摑つかむ。

「させ、ないっ……！　絶対に、リリィハウル様さまは、殺させないっ……！」

「無意味すぎるのだった。勢いは削そがれたが、我の攻こう撃げきは汝を貫通して当たっている」

　その言葉こそ無意味だった。勢いを削いだ？　ダメージを減らせたのなら充分だ。自分の役目は充分に果たせた。自分にも、こんな素す晴ばらしいことができた。

「奇き怪かい。ただの後方支援員が──なぜ、そうしたのか」

「だって……」

　こぽ、と喉のどの奥から生なま臭ぐさい塊かたまりがせり上がってくる。それを相手に向かって吐はき出して、

「──だって！　リリィハウル様だけが、あたしを一度も《がらくたトラツシユ》とは呼ばなかった！　だから、あたしは、この人の前でだけは……《がらくたトラツシユ》じゃなかった。《がらくたトラツシユ》でなくて済んだ！　ここで、何もしなかったら、できなかったら、それが噓うそになる──あたしは、リリィハウル様さまを噓うそつきにはしない！」

　身体からだのすぐ後ろで、憧あこがれの人が自分の名前を呼んだ。マントと鎧よろいの感触。ほとんど重なるような状態だったのだと、そこで初めて気付いた。腹の穴が熱あつすぎてわからなかった。

　大丈夫です。そんな声を出さないでください。苦しそうな呻うめき声ごえをあげないでください。あたしの知っているリリィハウル様は最強です。強くて正しくて優やさしいです。きっと、ここからでも勝ちます。憧れの貴女あなた。貴女はあたしとは違います。あたしよりも遥はるかに強くて、負けるわけがなくて。騎き士しの中の騎士で。命の恩人で。本当の騎士だから誰だれかを助けられるんです。だからあたしは昔に助けられたんです。貴女が騎士だったから、あたしの命はある。あたしの命は貴女という騎士の証明です。だから、だから──使ってください。

　貴女のものであるあたしの命を役立てて、生き延びてください。

　お願ねがいします。そうしたら、あたしは飛び上がって喜びますから。

　夢が叶かなったって。

　最後に、あたしは本当に、がらくたじゃない何かになれたんだって──




　……彼女はそれを見下ろしている。瞼まぶたを閉じて血に倒れ伏す二者。

　死人の少女と、半死人の騎士の身体を見下ろしている。

「目的のものは手に入れたのだった。その他全すべてはもはや些さ末まつ事ごとだった」

　半死人を殺すのは容易たやすい。少なくとも死人を殺すよりは。だが些末事であるが故ゆえに、彼女はそれを選えらばない。彼女達には常に最さい優ゆう先せんさせるべき概がい念ねんが存在する。

「無力。怒り。愛。羞しゆう恥ち。呪のろい。渇かつ望ぼう。憎ぞう悪お。復ふく讐しゆう……我われのこの行為で、汝なんじはさらに強くなる可能性があるのかもしれなかった。竜りゆうへ近付くための生いき餌えたれ、と放流したが如ごときだった。しかし、汝と再度見まみえたときには──」

　一つ小さく、喉のどを鳴らして。

　手に入れた仮面を指先で弄もてあそびながら、どこか愉ゆ快かいそうに、彼女は続けた。

「あるいは既すでに、我は竜であるやもしれなかった。汝は竜が餌えさ食はむ最初の供く物もつかもしれなかった。第一位を凌りよう駕がし、その先へ進むためにこそ──その凌駕に必要な、我にふさわしき最強の武器を手中に収めるためにこそ、我はこれを欲ほつしたのだから」
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　ふと、落ち着いて考え事をしたくなった。授業などに集中できる気分ではなかった。だから考え事にふさわしい場所を探してふらふら歩いて、結局辿たどり着いたのは、いつもの場所。

「授業サボるなんて、いけないんだー。めっ」

「……腹が痛い。だから緊きん急きゆう避ひ難なんした。滋じ養よう効果のある薬やく草そう的てきな湯を飲めば腹が温まって楽になる。だから飲む。と、いうことにしておこう」

「ふふ、じゃあそういうことにしとこうねっ。ま、こんなこと滅多めつたにないし、このパーフェクトメイドもたまの息抜きを見み逃のがすくらいの優やさしさは持ち合わせてるのでしたー。というわけで、はいフィアちゃん、紅こう茶ちやだよ──あわわわ！」

　サヴェレンティの持つお盆の端はしでふらふらしていたカップを素早すばやく救出してやり、その飛び下り未遂者を引き続き両手で丁てい重ちように扱う。つまりはその香かおりと味を楽しむ。

　フィアが座っていたソファの向かいに、メイド姿のサヴェレンティがぽふりと腰を下ろした。自分用のカップも持っている。彼女も休きゆう憩けいタイムを与えられたらしい。

　この部へ屋やの主である理事長は不在だった。漸音ぜのんは隣となりの部屋で書類仕事をしているらしい。この理事長室にいるのは、フィアと、サヴェレンティと、微かすかな紅茶の香りだけ。

　フィアはいろいろなことを考えた。いろいろなことを思った。数日前の出来事。新しん歓かん祭さいの出来事。そうしていたら、自然と手が動いて、自分の頰ほおを擦さすっていた。

　それを見み咎とがめたサヴェレンティが、カップを両手で持ったまま、優しい声で聞いてきた。

「まだ、痛い？」

「痛くはない……けれど、痛いような気もする。ならばこれは、ずっと痛いのだろうな」

　そこに受けた平手打ちを、思い出す。

　彼女はこっちの世界の住人ではあった。目的と目もく論ろ見みと命令のもとにここにいた人間ではあった。それでも、そんな事情など関係のない彼女には、ただ《高校一年生になって初めて話しかけてきてくれた友達》という意味だけがあれば充分だった一人ひとりの少女には──巻き込まれた、としか思えなかったのだろう。正しさも理屈も抜きにして、その中心にいた無力な拷ごう問もん処刑用具に一いち撃げきを入れなくては気が済まなかったのだろう。

　カップを置いて、フィアはスカートのポケットを探る。ポケットからそれを取り出す。自分のものではない、彼女から借りている立方体の玩がん具ぐを取り出す。

　かちり。かちり。

　ゆっくりと、時間をかけて。その手順を懐なつかしむように、揃そろえる。

　揃ったら、また適当に回して色を崩くずした。もう一度、かちり。かちり。解けるようになっても、結局のところ、この手て慰なぐさみには終わりがない。

「……喜んでたよ、あの子。フィアちゃんのそれが上う手まくいったとき」

「そうか」

「隣にいたからよく見えたんだ。本当にあの子はフィアちゃんのこと応援してて、それでフィアちゃんが凄すごく頑がん張ばって、成功して、だから嬉うれしかったんだろうなぁ……うん、本当に盛り上がってたし。一位になれそうな勢いだったよ」

　その手慰みを優しい視し線せんで見守りながら、サヴェレンティが言う。フィアは小さく笑って、

「嫌味いやみか。間接的に、実際に一位を取った奴やつを褒ほめておるのだな。あるいはノロケともいう」

「いやまあ、それはそれとして、だよ！　フィアちゃんの意地悪ー」

　そこでふとサヴェレンティが何かを思い出したような表情になった。

「ねえフィアちゃん……改めて聞くけど。一位に、なりたかった？」

「ならなくては敵の企たくらみを阻止でき──」

「そういうんじゃなくて。他ほかの意味でさ」

　サヴェレンティには誤ご魔ま化かしても無む駄だだと思った。けれど正直に言って、

「……わからん。自分でも不ふ思し議ぎだが、本当に、わからんのだ。どうしてあんなに、ウシチチやキリカには絶対に負けたくない、などと思ってしまったのか。勝って、女として勝って、私という女の素す晴ばらしさを認めさせたい、と思ってしまったのか──」

「誰だれに認めさせたかったの？　って、決まってるかー」

　む、とフィアは無言で口を尖とがらせる。サヴェレンティは自分の膝ひざの上で頰ほお杖づえをつくようにして、両手で顎あごを支えて、何かひどく微笑ほほえましいものを見るような目でフィアを見ていた。

「本当はね。わかってるんだと思うよ。フィアちゃんは、全部」

「そんなことは……」

「ボクはボクだから、なんとなく、微妙に状況が進んできたのがわかったりするの。ずっと昔から本気の人がいて、本気になることを決意した人もいて。あまり口出しも手出しもするべきじゃないのはわかってるけど、少なくとも、気付かないうちに手遅れになる、決着がついちゃう、っていうのは寂さびしすぎると思うんだ」

　珍しく真ま面じ目めなサヴェレンティの言葉。だがやはり、その意味は正せい確かくにはわからない。大まかに、それが何についての話か、というのが想像できるだけだった。

「昔、お前と私が出会ったばかりのころに、話したような──あれ、のことか」

「奪うばえるかどうか、だっけ？　ボクは答えを言わないよ。でもでももう、ヒントくらいは言っちゃってもいいかな。多分、あのときも今も答えは一緒だよ、っていう答えがヒントかな」

　フィアはルービックキューブを膝に置いて、残り少ない紅こう茶ちやのカップに手を伸ばした。啜すする。

　胸の奥が、じんわりと、熱あつくなっていた。紅茶の温度と、それ以外の何かのせい。

　自分の中に、その思いは、あるのだろうか。

　人ではない。呪のろわれている。罪深い。拷ごう問もん処刑用具である。そんな自分の、中にも。

　──誰かに恋する気持ち、というものが。

　胸の奥の温度は、血流に乗って、様さま々ざまなものを全身に運んできた。不安感。期待感。喜び。恐怖。焦しよう燥そう。疑問。そう、最後に全身を支配したのは、疑問だった。

　はたして、自分の中に、それはあっていいものなのか。

　それは正だ。間違っていないものだ。誰もが願ねがうものだ。

　なのに、自分は、負だ。間違っているものだ。誰もが忌き避ひするものだ。

　今回だって危なかった。フィアは膝の上に乗せたルービックキューブをちらりと見下ろす。

　二デユア重偽ルエミ装立ユレー方体シヨン。新たな戦い方。あれを見み出いだし、なんとかネトーを倒すことができたのはよかったが──そのせいで、自分はまた無む慈じ悲ひな暴ぼう虐ぎやくに飲み込まれるところだった。

　正直に言えば、恐ろしかった。自分が。その力が。過去が。

　それはずっと昔から感じ続けていたこと。けれど今日きようこのとき、今までとは比べ物にならないほどに強く、フィアは心の底からそう思った。

　──では、どうすればいい？

　自問の答えとして、フィアはそっと自分の下腹を撫なでた。過去は消せない。だが、過去を象徴する自分の力を消すことはできる。やはり、今の自分にはそれしかできない。

　ネトーの持っていた呪のろいのカメラ、《痛ザ・苦ペイ所ングラ在点フアー》の残ざん骸がいから回収した免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスク。それは春はる亮あきの手によって自分の奥深くに埋まり、今は《花弁剣ベラゼッラ》"The flower sword Verazella"を封じている。試ためしてみたのだが、二個目の偽ぎ装そう立方体でも、やはり免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクの挿そう入にゆうによって封印した形態には変形させられなかった。

　それは結局、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクの重要性は変わらないということだ。自分の力を封じるもの。油ゆ断だんすれば勝手に忌いまわしい過去を引き戻そうとするこの手に必要な、重石おもしであり枷かせ。普通の人間のようになるために、何よりも必要だと思われるもの。

　今までもそう思っていたことだった。けれども、自分の中にあるのかもしれない、あっていいのかどうかわからない気持ちに気付いてしまった今。

　それを、あっていいのだ、と胸を張って言うためには──

　免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクが、絶対に必要なのだと思った。

　だからフィアは、これから自分がすべきことを決める。

「なあ、サヴェレンティよ……今度リジチョーが来たら、伝えておいてもらいたいことがある。答えがあるとは限らんが、一応だ。私の周りで最も可能性が高そうなのが奴やつだからな」

「伝言ってことだよね？　いいけど、なーに？」

　今までのように受動的ではなく、能動的に。

　動き出そう。

　一刻も早く、胸を張って。

　自分は恋をしている、と言えるようになるために。




「私は、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクが欲しい。もっと、もっと、一枚でも多く欲しい。どこにあるか、誰だれが持っているか……なんでもいい、心当たりはないかと聞いておいてくれ」




　それはきっと、今までの、ただ人間らしく在りたいとだけ望んでいたものよりも。それだけで充分だと考えていたものよりも、微妙に欲張りで、微妙に贅ぜい沢たくな。

　つまりは、ほんのちょっとだけ、素敵すてきな未来だ。







　あとがき




　お久しぶりです、水みな瀬せです！　[image: ]-シーキューブ-Ⅺ巻をお届けします！　他ほかのシリーズを挟んでたとはいえ、諸事情により前巻から半年ぐらい間が空あいてしまいました。スミマセン……！

　今回は春はる亮あき達が進級して二年生になった時期のお話になっております。作中でも一巻のときからやっと半年ぐらい時間が進んだことになりますね。早いような遅いような。そして今巻の新キャラは金髪キリリ天然クール乳（もはや意味がわからない）ですが、もう一人ひとり、一いつ糸し纏まとわぬ上半身を晒さらして乳首までフルオープンしたり淫いん語ごを発したりする人もいますよ！　まだ本文を読んでいない方はこうご期待！　……えーと、直前の発言とは全然まったく猛烈に関係ないですが、男の新キャラって久しぶりのような気がしますね？

　で！　きっと、おそらく、多た分ぶん、何も問題がなければ、全部壮大なドッキリだったとかでなければ……この本の帯とかにも書かれているはずですが！

　なんと、この[image: ]−シーキューブ−がアニメ化されるみたいです!!　ヒーハー！　アニメということはもうフィアとかこのはとか錐きり霞かとかが動いたり喋しやべったりハレンチだったりバイオレンスだったりしてしまうわけで、私も今からいろいろ妄想してウヒウヒしております。実際の放映時期はもーちょっと先になりそうですが、よろしくお願ねがいします！

　そして実はアニメだけでなくコミックにもなりました。こちらは「月刊コミック電でん撃げき大だい王おう」にて、既すでに連載が始まっています。作画は秋あき奈なつかこ様さま。漫画のコマの中でもきっとフィア達は暴あばれ回ってくれると思います。というわけで、コミック版[image: ]もよろしければ是非ー！




　最後になりましたが謝しや辞じを。

　絵師のさそりがため様、今回も素敵すてきなイラストありがとうございました！　さそりさんのイラスト力がなければ、とてもこんなふうにメディアミックスとかできなかったと思います……今更ですが、フィア達を形にしてくださってありがとうございました、ともう一度言わせてください。今後ともよろしくお願いします！　担当編へん集しゆう湯ゆ浅あさ様、メディアミックス関係でこれからも猛烈にお世話になることと思います。ちゃんと締しめ切きりを守って余計な負担を増やさないようにしたいです！　というのを今年ことしの目標にしたいですが、実現できるかどうかは……ゲフンゲフン。とりあえず頑がん張ばります！

　そして、何よりも、読者の皆様へ。皆様の応援があってこそ、コミックにアニメにと、私の予想以上に[image: ]が大きく成長していっているのだと思います。本当に、心の底から──ありがとうございました！　今後とも末長くフィア達にお付き合いいただければ幸いです！

　それでは、また次の本でお会いできることを願って。電撃文庫MAGAZINEで短編を書く予定とかもありつつ、次は普通に[image: ]Ⅻ巻になると思います〜。





水瀬葉は月づき
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水みな瀬せ葉は月づき

写真は編集部から送られてきた[image: ]ミニタオルの封を切ろうかどうか迷っている作者の図。11巻ということで一面11個に分けられております。もはやキューブでも何でもなくなってきてますが、魔方陣っぽくて凄まじくカッコいいと思うのだがどうか。
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さそりがため

作業環境が変わって心機一転です。

液タブがぬくいので気持ちいい…夏が怖いカモ。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「水瀬葉月先生」係

「さそりがため先生」係
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